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趣旨説明：

白鳥 本日はありがとうございます。それでは、
本シンポジウムの趣旨を説明したいと思います。

第 28 回 FD フォーラムは先週の土曜日にポス
ターセッションが始まり、このシンポジウムが最
後の発表の場になります。このあとのクロージン
グセッションにもご参加いただきたいと思います
が、その前の本シンポジウムもぜひ楽しんでいた
だければと思います。

本シンポジウムは「これからの大学でどのよう
に学ぶのか、主体性を生み出す学びの多様性」と
いうテーマで企画しました。

大学には様々な学生がおり、それぞれが主体的
に様々なことを学びます。いろんな学部があり、
それぞれの学生によって、置かれた立場が違いま
す。大学での学び方は、教える側が主体となる教
授パラダイムから、今は学習者が主体となる学習
パラダイムへと変換してきています。これは何年
も前からのことで周知のことだと思います。

そのなかで、コロナ禍がありました。コロナ禍
前から学習者が主体となってきていたと思います
が、コロナ禍のなかで大変だったところもあると
思います。こうしたなかで我々教職員は、工夫し
ながら、産学連携や地域連携、学外の活動を通して、
実践してきたと思います。当然、オンラインの学
びも充実しました。

一方で、これもコロナ禍以前から、様々な学生
の主体的な学びを支援する必要性が大きくなって
きました。

大学には当然いろんな学生がいます。障がいが
ある学生や、経済的に大変な学生もいると思いま
す。今回の FD フォーラムでも、ヤングケアラー
というキーワードが私の参加した他の分科会で出
ていました。様々な学生の主体的な学びを支援す
る、その支援の仕方も多様になってきています。

こうした状況で本シンポジウムでは、何か特別

なトピックを取り上げるというよりは、今回の FD
フォーラムのまとめとして、広く、と言っても三
人の先生にご講演いただくので何でもとはいきま
せんが、一つは、地域連携あるいは産学連携を通
して主体的に学んでいる例、もう一つは主体的に
学ぶための支援の取組み例をあげて、これからの
大学で学生がどのように学んでいけばいいのかに
ついてご講演いただき、また皆さんからご質問い
ただいて、議論し、盛り上げていきたいと思います。

講演は、初めに京都産業大学准教授の西田先生
に、地域連携、産学連携ということで、地域企業
の連携による主体的な学びと実践、社会科学の課
題の把握から課題解決策の提案と実現をテーマに
ご講演いただきます。

二人目は千葉大学の國本先生に緩やかに繋ぐ、
多様な学びの支援ということで、ラーニングコモ
ンズなど、学修支援についてご講演いただきます。

最後に三人目のご講演として、JT 生命誌研究館
の館長の永田先生にご講演いただきます。永田先
生は、様々な活躍をされていて、また後でご紹介
したいと思いますが、本シンポジウムでは「学習
から学問」や「大学における教育」から、我々教
職員がどうやって学生の主体的な学び支援してい
けばいいのかについてご講演いただきます。

白鳥 それでは西田先生のご講演に移っていきた
いと思います。まず、西田先生のご紹介をさせて
いただきます。西田貴明先生は京都産業大学の生
命科学部で准教授をされています。私の自己紹介
が遅れましたが、今回 FD フォーラムの企画検討
委員会の委員長でシンポジウムを担当しています。
私も所属は京都産業大学の生命科学部で、この度、
西田先生に講演をお願いしました。

ご経歴は、京都大学の大学院理学研究科の方を
修了され、その後三菱 UFJ リサーチ & コンサル
ティング株式会社の方で研究員をされていました。
2019 年から京都産業大学の生命科学部の産業生命

〈シンポジウム〉
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科学科の准教授として着任され、ご活躍されてい
ます。

主な活動は、自然環境の機能評価、自然環境を
活用した政策に関する研究を行いつつ、自然の多
様な機能を生かしたインフラ整備グリーンインフ
ラの推進に向けた産学官連携によるプロジェクト
に数多く携わられ、大学でも環境政策とともに
PBL インターンシップ関連科目をご担当されて、
産学協働のもとで生命科学を生かすキャリア形成
の授業を担当されています。

西田先生、よろしくお願いいたします。　

第１講演：西田　貴明

西田 （スライド 1）ご紹介、ありがとうございます。
西田貴明と申します。どうぞよろしくお願いしま
す。一番初めで私も大変緊張しているのですが、
こういった教育に関することで講演をさせていた
だくのは初めてなので、貴重な機会をいただいた
ことに感謝申し上げます。

今日お話したいと思っているのは、私が主体的
な学びを実現するために大学の中でずっとやって
きたことです。ちょうど今年 4 年目になるのです
が、社会連携やインターンシップ・PBL の授業を
通じて、どういう主体的な学びができるかという
ことを試行錯誤しているというのが正直なところ
なのですが、これまでやってきたことを紹介させ
て貰い、皆さんと議論できればと思っています。
（スライド 2）お話したい内容は、こういう流れ

でご紹介したいと思います。少し自己紹介させて
もらった後、実践内容として、今所属している産
業生命科学科でやってきたこと、それから、着任
してから 4 年経って、昨日も研究室の産業生命科
学科を卒業する学生たちと今日の発表を準備して
いたのですが、これまでを踏まえながら、どうやっ
たらもっと主体的にできるかということを考えて
きたので、それについてお話したいと思います。
（スライド 3）まず大学の紹介です。多くの方が

ご存じだと思いますが、京都産業大学は京都市の
北側にある大学で、山の中にあります。一つの場

所に全ての学部が揃っています。（スライド 4）50
年以上の歴史あり、文系から理系、いろんな学部
があります。理系の中でも、情報や生命科学など
様々な学部があります。
（スライド 5）大学の一番の特色としては、非常

に多くの学部が一拠点で、同じ場所で勉強してい
るというところだと思います。少し古いですが、
大学全体でいくと、1 万 5000 人ぐらいの学生さん
がいろんな学部で学んでいます。生命科学部はそ
の中ではまだ小さい方ではあるのですが、いろん
な学部から刺激を受けながら学べるというところ
が非常に大きなポイントかと思っています。
（スライド 6）そういったことが大学の特色とし

てありますが、我々の中ではやはり京都産業大学
は、「結ぶ」ということが一つキーワードになって
います。人と人を結ぶ、知識と実践を結ぶ、まさ
に今日のテーマにあるところかと思います。いろ
んな人がいるからこそ、どうつなげるかというこ
とを考えながら、授業、研究、教育をやっています。
（スライド 7）私がどういうことをやってきたか、

自己紹介をしていきたいと思います。私自身は、
ちょっと変わったキャリアとよく言われます。先
ほどもご紹介いただきましたが、大学では、生命
科学部の他の先生と同じように、生物学、生態学、
微生物を扱った研究室に所属していました。ただ、
大学院の後半の頃にこれはどんな役に立つのだろ
うと疑問を覚えてしまい、いろんな社会を見てみ
たいと思って、金融系のシンクタンク、民間企業
に入りました。

会社に入り、本当にいろんなことを勉強させて
もらったのですが、基本的には環境政策、ここに
ゾウが映っていますが、いろんな国や地域へ行っ
て、生物多様性をどうやって守っていくのか、気
候変動にどうやって対応するのかといった政策研
究をやってきました。それを 10 年ぐらいやりまし
たが、なかなか政策の立案だけでは実際の課題解
決に至らないなと思い、今度は大学へ戻って、政
策研究と産学連携の取組に参加させてもらいまし
た。今は、生態学や生命科学を用いて、環境政策
を実践するための研究をここにいる学生と一緒に
やっています。
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（スライド 8，9）早速、今から、実践してきた
内容について紹介をしていきたいと思います。私
が所属している生命科学部は 2019 年にできまし
た。元々永田先生がおられて、理系の生命科学の
先端研究を中心に行っていた研究者が多かったの
ですが、新しい組織ができました。

先端生命科学科と産業生命科学科という二つの
学科ができて、先端生命科学科では実験科目を中
心に、さらに生命の真理を追究していく学科になっ
ていて、もう一つ、生命科学はいろいろ進化して
きているわけですが、その進歩をどう社会に生か
していくのかといったところに焦点を当てて、社
会・産業との連携を主なミッションとして掲げた
産業生命科学科を作りました。こちらの方に私は
参加させてもらっています。
（スライド 10）学科の中でどういう構成になっ

ているかというと、医療や食農、環境、それぞれ
の分野の中で、新しく出てきた生命科学の知識技
術を使って、どうやって社会の課題を解いていこ
うかということを、社会科学とも連携しながらやっ
ていこうという学科になっています。
（スライド 11）そういう学科ということもあって、

産学協働教育は非常に力を入れて学科の先生方と
一緒に取り組んできました。生命科学を武器に社
会で活躍できる人材の育成を目指して、専門性の
高い学びとともに、1 年から 4 年まで、社会で必
要とされる力も段階的に身に付けていくというこ
とをやっています。

本日話題にする PBL やインターンシップ等の科
目、他の大学でもかなりやられていると思うので
すが、本学でも、力を入れて 4 年間やってきました。

この産学協働教育をどのように構築してきたの
かについて、今日紹介させてもらおうと思ってい
ます。（スライド 12）生命科学部で行う PBL やイ
ンターンシップのような産学協働教育は、私たち
の学科でいくと、やはり専門教育としっかり結び
つけなければいけないと考えて、専門教育とのつ
ながりを意識してきました。

私の他にも社会学系の教員もいて、生命科学が
実際にどういう現場で生かされるのかというのを、
環境経済学、食農文化政策、創薬ビジネス等、い

ろんなところで扱っています。こういった普通の
専門科目の中でも、全部の授業としてやっている
わけではないのですが、実際に社会で活動してい
る企業の方や、行政の方、社会課題の現場にいらっ
しゃる方に来ていただいて、話題提供していただ
くというのを一番初めに置きました。
（スライド 13）学生にいきなり社会課題や課題

解決について現場に行ってもらっても、あまり面
白さや重要さが理解できないということがありま
した。一つ例をあげると、私が担当しているこの
食農文化政策の授業の中では、実際に省庁、自治
体の方や企業の方から、日本中いろんな現場に関
わる担当者の方に来ていただいて、地域のケース
スタディを通じて課題解決のプロジェクトを学ん
でもらうというのを一番初めにやりました。これ
はやってよかったと思っています。普段だとわか
らない防災や環境、医療の課題解決に関わってい
る人々が、実際にどんなことを考えて、どう動い
ているのかがこの授業で体感できたと思っていま
す。

それとこの授業は聞いているだけではもったい
ないと思ったので、ちょっと 2 年生の学生には大
変だったと思うのですが、全員に自分の地域の課
題解決を提案するレポートを 1 万字で書いてもら
いました。自分の目標がある中で、どういうふう
に講演の話を聞いてまとめていくのかということ
を進めていきました。
（スライド 14）こういった社会課題、実際の現

場に即した授業は、学生に反応をきくと、関心が
かなり高いというのを私も聞いて驚きました。こ
れは学生のアンケートですが、非常に関心を持て
たが大半です。授業全体を通じて地域課題の解決
に非常に関心を持ってくれたことは、大きな意味
があったと思っています。

私が座学だけで講義すると、とても持てたが 4
分の 1 もいかないのですが、やはり外からきちん
と現場の本当の問題意識を持った人が、紹介して
くれるとうまく伝わるのだというのを実感しまし
た。
（スライド 15）さらに、ここからはこういう前

提を行った上で、PBL インターンシップを本学科
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では展開していきました。PBLは、課題解決学習で、
実際に社会の課題を感じ取って、それを自分たち
で解いていくことで、いろんな力を養ってもらう
というものです。
（スライド 16）本学科では、割と早くからやっ

ているのですが、2 回生の秋から 3 回生にかけて、
こういう課題解決型の授業を用意して行っていま
す。ただ、いきなり現場に参加してもなかなか難
しいところがありますので、2 回生の PBL1 の段階
では、課題解決をしていくプロセスを理解し、チー
ムでどう協働していくのか、企画を立てるという
のはどんなことなのか、プレゼンについて、きち
んと検討しました。その上で、３回生の PBL2 で、
現場で実際に課題解決を考えるということをやっ
てきました。
（スライド 17）まさにそういう意味で、PBL2 で

は必要がある知識を身に付けるだけではなくて、
問題を示したものを、自分が何を考えてどんなこ
とを学ぶべきかを理解して、実践して、身に付け
ていくというプロセスを目指してやってきました。
（スライド 18）生命科学としては、やはり学外

の中で本当に社会に連携したようなプロジェクト
を立てようというのを目標に動いてきています。
（スライド 19）具体的な中身は、先ほど申し上

げたように、PBL1 では、課題解決に必要なツール
の話をしています。そもそもコミュニケーション
をどうやってやるのか、アイディア出しをどうやっ
てやるのか、合意形成をどういうふうにみんなで
やっていくのを、仕事を進める上で、プロジェク
トを進めていく上で、何が必要なのかということ
を知ってもらいます。これも我々社会人からする
と当たり前に思っているようなことも、やはりきっ
ちりやることによって、学生の安心感が確保され
るとともに、非常に動きが良くなったなと思いま
す。
（スライド 20）例えば理系の学生なので、あま

りコミュニケーションをとるのが好きではない人
もいるので、初めはどういうふうに会話をしたら
いいのか、ストロークをしたらいいのか、どうい
う働きかけをしたらいいのか、実際にクラスの中
で、ワークショップをやりながら、体感していっ

てもらい、どういうコミュニケーションが標準な
のかということを知ってもらいます。
（スライド 21）また、みんなで意見を出すとき

の KJ 法がありますが、箋に書いた意見をまとめて、
全体としてどういうことが理解できるのかとか、
新しいアイディアを出していく方法です。こういっ
たこともやり方をきちんと学んでもらうというこ
とを PBL1 では進めています。
（スライド 22）そういったことを踏まえて PBL2

では今、森が写っていますが、本当に実際の生命
科学に関わる現場、生態系の現場に行って、何が
課題なのかということを体感してもらって、課題
解決のクイズ大会を実践としてやってもらいまし
た。（スライド 23）これは本当に小グループで 5
人から 10 人以内ぐらいのグループに分けて、様々
な課題を自治体や行政、地域の団体からもらって、
それを実践するということをやりました。
（スライド 24）この PBL2 ですが、私が初めに想

像していたより遥かに多くの活動が展開されたと
思っています。3 年生の例で、平城宮跡でやった
イベントです。これは奈良公園がコロナであまり
活性化してないので、それをどう活性化するのか
を考えてもらったイベントです。

奈良で衣装を着て、カフェを作ったり、バンド
をやったり、動画を作った学生がいて、またドラ
マを作って配信するというようなこともありまし
た。こういう活動は今ホームページでも発信して
いますが、結構新聞やテレビにも取り上げられて
学生の満足度も非常に高かったですし、実際に一
つ社会の中でつながっていったことが実感できた
のではないかと思います。
（スライド 25）そういうこともあって、PBL2 は

やってみて、多くの学生が満足と書いていますね。
興味が上がったという流れが出てきました。あと
学生のコメントも入れていますが、実際のプロジェ
クトを動かすことがどんなに大変なのか、なかな
か難しかったと書いてあります。

最後に紹介したものはすぐに上手くいったよう
に見えますが、PBL １の方ではなかなか企画が立
てられなかったということも経験しています。自
分が次どういうふうなアクションをしたらいいの
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かを考える機会を PBL2 の中で展開できたのでは
ないかと思います。
（スライド 26）本当に想像以上に意欲的に取り

組んでくれたのですが、その取り組みによって、
学生にとってどんな力がついたのかということも
学生自身の中で自己評価をしてもらいました。
（スライド 26）これは経済産業省が社会人基礎

力として設定している三つの力とその中に要素と
いうことなのですが、授業の前後で、この 12 の要
素の到達状況について、授業の前と後で自己評価
をしてもらうことで、PBL の活動はどんな役割が
あったのかをちょっと調べてみました。
（スライド 27）これは本学の三瓶先生がまとめ

てくれた報告なのですが、このデータを見ると結
構考え抜く力、チームで働く力というのが、実際
にこの事前から事後に比べて大きく上がっている
ところがいくつもあるとわかりました。特に計画
力、スケジュールが決まって、どんなことをやら
なければいけないのかを丁寧に考えて、それをみ
んなでやっていくチーム力が大きく身に付きまし
た。
（スライド 28）加えてもう一つ面白かったのは

この実は PBL は 1 と 2 両方あるのですが、PBL1
を受けてなくて PBL2 だけ受けている人が結構い
ます。PBL1 をとらないで PBL2 を受けている人と
比べると PBL1 と PBL2 両方受けている方が大き
な成長力があるという傾向も見てとれました。や
はりいきなり現場に参加するのではなくて、いろ
んな形でつながっていくことが大事だということ
が、学生アンケートを丹念に見ていくと見えてく
ると思っています。
（スライド 29）PBL では社会とのつながりで実

際に発信していくこともやります。並行して、社
会の現場の中で、どういうふうに生命科学が使わ
れて、どういうことが後求められるのかを考えて
もらうためのインターンシップも設けました。

これも、多くの学生が参加したのですが、生命
科学部ということで、関係するような会社を頑張っ
て探しました。医療メーカーや環境・建設コンサ
ルティング、農業関係、いろんなところを探しま
した。

（スライド 30）せっかく大学の授業でやるとい
うことで、ただ行くだけじゃなくて、行く前と後
にきっちりフォローをしようということで、自分
が何をしなきゃいけないかということを整理しま
した。

このあたりは本学のキャリア支援センターにも
かなりお世話になっているところです。そもそも
ただインターンシップに行っても、どんなところ
かわからないので、自分でどういうことを目標に
掲げていく何を身に付けて行くかをしっかり整理
した上でインターンシップへ行く。その結果自分
たちがどういうふうに変わったのかを、学生の中
で、ワークショップをしながら共有し、お互いを
高めていく試みを行いました。
（スライド 29 ～ 33）具体的なイメージとしては、

事前学習の中で自己分析をきっちりやってもらっ
て、目標を設定してもらうだとか、事前のマナー
講習をきちっと受けてもらって自信を持って臨ん
でもらうとか、そういうことをした上で実際の現
場に入っていました。
（スライド 34）本当にいろんな現場があるので、

環境コンサルだったり、衛生関係だったり、室内
だけじゃなくてフィールドの中で取り組んでもら
うものもありました。（スライド 35，36）あとは
医療機器メーカーで実際に開発業務に関わらせて
いただいたり、農業の現場に行ったりだとか、そ
ういった様々な現場で、本当にそれまで学んでき
た生命科学に関わる知識がどういうふうに使える
のか、関わるのかということを感じ取ってもらえ
たと思います。
（スライド 37，38）これはビールを作っている

とこです。こうした活動もやらせてもらって、会
社の中でどんなことができるかという提案だった
り、報告をする機会ももらったりしています。（ス
ライド 39）そういう活動なのですが、結果からす
ると学生は極めて高い満足度で帰ってきてくれた
と思います。
（スライド 40）また目的意識をはっきり持って

いったのが良かったと思います。事前授業でも関
心を持ってもらいましたし、請負企業の実習では
コロナで行けなかった人も何人かいたのですが、

7

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



行けた学生の多くは高い満足度を得て帰ってきて
くれました。
（スライド 41）これも学生からのアンケートか

らですが、自己発見や働くことのイメージが少し
具体化されたということが、3 年生の夏にかなり
進んだことは非常に良かったと思っていますし、
思った以上に多くの理解がつながったと考えてい
ます。
（スライド 42）一方で、産学協働教育の授業では、

課題もあるということが、進めてくるといろいろ
わかってきました。まず、やはり学生のニーズは
非常に多様で、割と派遣先はいろんな会社にお願
いし、受け入れてもらったのですが、それでもや
はり、なかなかうまく確保できないこともありま
した。
（スライド 43）インターンシップの派遣先は、関

西中心の企業 100 社以上にお願いするなかで、我々
のコンセプトに合うところに詳細を説明し、受け
入れを依頼していくということで、いろんな分野
の業界の方にお願いしていたのですが、それでも
やはり偏りはあって、実際に派遣したところと受
け入れ先で用意したところとが必ずしも合ってい
ないこともあり、その辺は苦労したところでした。
（スライド 44）ただ、こういう産学協働の取り

組みを結構取り組んだのですが、大変多くの方か
らご支援いただいて、学生もある程度の実感が得
られたと思っています。
（スライド 45）時間がないので一部を飛ばしま

すが、こうしたことができた結果、産学の主体的
な学びはどうなったのかということを、もう少し
考えてみたいと思います。
（スライド 46）こういった産学協働の科目を受

けると全般的にやはり成長実感は高いし、社会的
な改革への意識も段階的に高まるということが、
やっていて私も感じているところです。
（スライド 47）実はそういう学生を私の研究室

では 3 年生の秋から 4 年生まで持っているわけで
すが、私の研究室に来る学生はほぼ全員、PBL や
インターンシップを受けて来てくれました。

学生のその後を見ていると、本当に主体的な学
びがその後の活動にうまく生かされるのだなと実

感をしているところです。うちの研究室は、3 年
の秋に配属されるとまず配属された全員でグルー
プ研究をやってもらいます。半年かけて取り組み、
また PBL として政策提言をして、それから個別の
研究をして、今度は対外的な研究を地域に入って
もらい実践するという、結構大変な目標を掲げて
進めてきました。
（スライド 48）結論から言うと、いずれもそういっ

た PBL をやってきた学生は、ほとんど自主的にい
ろんなことをどんどん作り上げていって、驚かさ
れた 1 年でした。

4 年生と 3 年生がいるのですが、今の 4 年生は、
自分たちのグループ研究の方で、インターンシッ
プ先の企業とうまく連携しながら、自分たちで普
及啓発のツールのゲームを開発して、それを展示
会に出して、受賞したり、いろんなところで提案
したりしていました。

あと 3 年生の方も、私は専門ではないのですが、
GIS をという技術をインターンシップ先の企業か
ら学んで、それを実際にやっていました。
（スライド 49）卒業研究もそれとは別に、それ

ぞれが実際に現場に入って、問題を設定するとこ
ろから成果になるまでを個別に、それぞれのチー
ムを率いるような形で動かしてきたのは、主体的
な学びが一つ実現している姿ではないかなと思い、
自分の学生ながらすごいなと思って見ていました。
（スライド 51）この 1 週間ぐらい、学生と一緒に、

君たちは何でこんなことができたのかという話を
したのですが、主体的な行動を促していくような
仕組みが大事だということが整理出来ました。
（スライド 52）一つは、私は初めてこういうこ

とやったのですが、一番大事なのは連携先をどう
するか、連携のプロジェクトをどう作っていくか
だと考えています。私だけでは対応ができないの
で、大学の他の学部の先生やうちの大学にはたま
たまそのキャリア教育に非常に蓄積があったので、
その蓄積をうまく活用させていただけたのが大き
かったと思っています。なかなか個人の研究室や
教員だけではこうした体制の整備は、難しいので、
周りに本当に感謝しているところです。
（スライド 53）もう一つが学生のニーズで、こ
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れは本当にやる気を持って自主的にやってもらう
には、学生自体が自分の関心があるテーマや、関
心のある場所、問題を理解して、こちらがそれに
合うテーマや場所を提供することが大事で、それ
には学生のニーズを把握することが大事だと痛感
しました。

私は全部の授業で、毎回、学生にアンケートを
して、どういう点がわからなかったかを常に聞い
ています。それに合わせたような形で、PBL の課
題を設定したり、行き先を提案することをしてい
かないと、なかなか盛り上がっていきませんでし
た。一方で、学生からは、みんながいたから良かっ
た、みんながいたから頑張れたというような意見
がよく聞かれるのですが、本当にそうだなと思い
ます。それをどういうふうにチームビルディング
するのかはなかなか難しいのですが、丁寧なコミュ
ニケーションをしながらやっていく必要が今後も
あると思います。
（スライド 54）三つ目は、ちょっと駆け足で恐

縮ですが、PBL 産学協働教育のプロジェクトで主
体的に動いていくことは 1 回の授業ではなかなか
収まらないです。こういう流れが 1 年次始まって、
PBL1 から、PBL2、インターンシップまでの関連
する取り組みをおこない、卒業研究で深めていく、
という PBL 的な活動の繰り返しが、意味があった
のではないかと思いました。それらが大学での専
門教育の学びがうまくつながっていくと、学びが
加速していくということが、肌感としてすごく感
じられたと思っています。初めに、つながり作る
のは結構大変なのですが、教員間で情報共有や連
携を密にするということが経験的にとても大事だ
と思いました。
（スライド 54，55）そろそろ終わろうと思います。

産学協働教育の構築に向けて他にもいろいろあり
ますが、私自身では、どう連携していくのか、コミュ
ニケーションをどう作っていくのか、それから 4
年間の学びの中でどうつなげていくのか大事だと
思います。連続的にどうやっていくのか、なかな
か大変だと思いますが、引き続きやっていきたい
と思います。
（スライド 56）最後に、我々の目指す産学協働

教育は、これまでの 4 年間でおこなった取り組み
をまだまだ発展できると思っています。主体的な
学びを最終的にどうしたいかというと、やはり社
会の中できちんと学生が動いて、世の中も変わっ
ていくことが、必要なのではないかと思っていま
す。

そういう意味では 4 年間やってきて、せっかく
いろんなところで核が出てきたので、引き続き、
連携強化していきたいと思います。

卒業生もこういう分野に就職するのであれば、
引き続き何らかの関係もあるので、長期的にお互
いに成長していけるような動きを作っていきたい
と思っています。

それから二つ目は、こういった社会変革の一つ
の方法として、アントレプレナーシップのような
社会起業家を養成すること、本学でも来年から取
り組んでいきます。実際に主体的に学んで、社会
を良くしていくことにつなげていくには、起業家
を育成していくという出口もあると思っていて、
こういう流れもうまく作っていけたらと考えてい
ます。

それから最後三つ目ですが、産学協働で学生に
外で活躍してもらうことを 3 年間やってきたので、
ありがたい申し出をたくさんいただくようになり
ました。いろんな企業から、共同研究しようとか、
学生の提案が非常に良かったので一緒に何かやり
ましょう、という話をたくさんもらえるようにな
りました。

こういう機会を捉えて、これからも産学協働で、
キャンパスもそうだし、いろんなところを起点に
しながら、取り組みを進めていくことが、またそ
こを見せていくことが、主体的な学びをより高め
ていく方向につながるかなと思っています。まだ
まだ至らない点いっぱいありますが、頑張ってい
こうと思っています。
（スライド 57）少し時間をオーバーしましたが、

これで終わりにしたいと思います。どうも、あり
がとうございました。
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白鳥 2 番目の講演は國本千裕先生です。
ご紹介させていただきます。國本先生は慶應義

塾大学文学研究科を修了され、その後千葉大学で
特任助教、そのあと、駿河台大学の専任講師、そ
して現在の千葉大学アカデミック・リンク・セン
ターで准教授および副センター長をされています。

専門は図書館情報学で、大学図書館を中心とし
た学習環境のデザインと評価、大学生の学習行動・
学習研究を支援する専門人材の実践知について研
究活動を行っておられます。

ラーニングコモンズに関する図書の編集に携
わっておられ、実は私も千葉大学のアカデミック・
リンク・センターが素晴らしいということをラー
ニングコモンズの他の専門の先生からお聞きして
いて、今回ご講演をお願いしました。

國本先生どうぞよろしくお願いいたします。

第２講演：國本　千裕

國本 丁寧に紹介いただき、ありがとうございま
す。千葉大学アカデミック・リンク・センターの
准教授の國本と申します。よろしくお願いいたし
ます。
（スライド 1）私にいただいたテーマは、ラーニ

ングコモンズについてで、学習支援も含めていた
だきたいということでした。我々は、ラーニング
コモンズは、単純に空間だけではなくて、学習リ
ソースと、それから人による支援も含めたものが、
ラーニングコモンズであるという定義づけをして
います。
（タイトルにある）「ゆるやかにつなぐ」とはど

ういう意味か、という話は、後ほどご説明します。
（スライド 2）自己紹介は先ほどご説明いただき

ましたので、省略したいと思います。（私が）何を
していたのかというと、元々、学生の学習行動の
研究をしていたわけではなく、情報をどう探すの
かという研究をしていて、その後、アカデミック・
リンク・センターで学習環境や学習行動を調査す
る人が必要だということで、移ってきました。（経
歴上の）ポイントは、私自身は国立大学も私立大

学も渡り歩いてきたという点です。「学習支援に携
わる職員が何に困っているか」を把握した上で、
教員と職員を繋ぐ人材として、期待されている面
もあったかなと（千葉大学に）戻ってきたときに
感じています。

今は、千葉大学の人文公共学府にある教育・学
修支援コースの准教授と、後ほどご説明しますが、
教育学習支援を行う人材の育成をする履修証明プ
ログラムの講師も担当しています。
（スライド 3）私の所属の「アカデミック・リンク」

は、見学に来られる方からこれは何ですか？と聞
かれることがありますが、意味が 3 つほどありま
す。1 つ目はコンセプトとしての「アカデミック・
リンク」です。本学では、本学全体の「教育・学
習支援のためのコンセプト」を掲げています。ま
さに今日のテーマの「主体的に学ぶ」能力と知識
活用能力を持つ学生を育てたい、というものです。
ポイントは「生涯学び続ける」という点で、大学
を卒業した後のことも考えて広く長く（知識活用
能力を持つ学生を育てる）ということを考えてい
るのが特徴です。

もう一つが、組織の名称としての「アカデミック・
リンク」です。千葉大学における、教育学習支援
機能の強化・拡充を行う組織のことを、アカデミッ
ク・リンク・センターと呼びます。興味深いのは、
当組織は、事務部門が全部千葉大学附属図書館で
ある点です。実質、附属図書館とセンターの教員
が連携して、教育・学習支援を行っているのが、
本学の学習支援組織（アカデミック・リンク・セ
ンター）の特徴です。

もう一つ、千葉大学では学習環境にも「アカデ
ミック・リンク」という名称がついています。コ
アになっている物理環境が 2 つあり、1 つは、西
千葉の千葉大学附属図書館本館です。千葉大学の
場合は西千葉側が本キャンパスという扱いで、全
学部が揃っていますが、その附属図書館の本館の
名称が「アカデミック・リンク」です。あと、千
葉大学附属図書館松戸分館、園芸学部キャンパス
にも図書館があるのですが、その分館に「アカデ
ミック・リンク松戸」という名前が付いていて、（ア
カデミック・リンクは）物理的な場所の名前にも
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なっています。
（スライド 4）また、先ほど主体性の話が出まし

たが、我々のコンセプト、すなわち、これから説
明する学習環境とサービス環境において、我々が
とても重視している点が、徹底した「学生中心主
義と主体性の尊重」です。

学生が選ぶリソースにしても、空間にしても、
自分で選ぶ、自分でそれが適切かどうかを決める、
もっと言えば、自分でさらによりよい何かに育っ
ていくことを促進する、ということを、徹底して
考えて全てのものを作っています。

そのために、学生の行動をとにかく「観る」、学
生の声を「聴く」ということを重視していて、サー
ビスの設計段階・運営中・運営後にまで、ユーザ
調査を必ず実施しています。それと、どれだけコ
ンセプトをしっかり練って、観察して、作ったと
しても、やはり学生の行動は予測不能ですから、
学生が最終的に選択したものには理由があるはず
です。その選択を可能な限り尊重しています。

ですので、一部空間が、コンセプトと異なる使
われ方をしたり、コロナなどが典型で「想定外の
こと」も起きたりするのですが、そこは「どこを守っ
て、どこを柔軟に変えるか？」ということを、ゆ
るやかに設定してバランスを取る、ということを
しています。
（スライド 5）もう一つ、これは教育学の方から

すると受け入れ難いかもしれないのですが、我々
は、学びに境界はないと常に考えています。大学
のキャンパス内・外、全部含めて、大学生にとっ
ての学びを支援すべきだと考えています。

カリキュラム上の学びは（往々にして）「修」と
いう言葉を使っていますが、いわゆる、中教審答
申（質的転換答申）で「学修」と定められた大学
での学び以外にも、いわゆる「学習」―（スライ
ドのこの定義は）日本国語大辞典から取ってきて
いますが― 生涯にわたる学び、学生はよく趣味の
勉強という言葉をインタビューで使うのですが、
学校以外のこの（スライド上の）定義で言うと、2・
3 に当たるような教育心理学的な意味での「学び」
というものも支援すべきだという立場に立ってい
ます。

あと、研究支援の対象については、教育制度と
教育組織の都合で、支援の狭間に落ちてしまいや
すい大学院生。たとえば学部から大学院に進学し
ようとすると、理系の場合は、学部 3・4 年生で、
既に進学を考え始めます。文系の場合は（修了した）
後の方が大事で、課程を修めてポストドクターに
なっても、まだ学び続けないと稼ぐことができな
い状態になることが多いです。大学としては、こ
うした狭間に落ちて支援から漏れてしまう人たち
も、全部支援すべきではないかと考えています。
（スライド 6）これは無根拠に主張しているわけ

ではなく、2011 年から 2014 年に物理環境を整え
た段階で、我々はいくつもの調査をしていてその
結果からの判断です。今回の本題ではありません
ので、調査の一覧はリンク先をご覧になっていた
だければと思います（スライド 7）。スライド 6 に
示した 9 つのプロジェクト調査や、10 年間継続し
ている定点観測調査、これらは本学の高等教育セ
ンターとも連携しているのですが、これらの調査
とか、あと図書館で行った調査は、国内外の論文
や学会発表でほぼ数年おきに必ず発表しています。
オープン・ソースになるべくしていますので、後
ほどご覧になっていただければと思います。こう
いうものを見た結果、学生は本当にいろんな学び
を連続して行っているということがわかりました。
（スライド 8）そういう結果を踏まえて、アカデ

ミック・リンク・センターが「対象範囲をどうやっ
て支援していくか？」ですが、軸に置いているの
は空間です。空間としてのラーニングコモンズ、
そこに配置する学習資源、それから職員・教員・
学生が人的サポートを行っています。サポートの
話は、この 3 つ（空間・コンテンツ・人的サポート）
を軸にすすめています。

支援の開始当初は、学部学生の学習支援を中心
に開始しました。学部学生の学習支援は（最近は
どの大学でも）普通にされていると思いますが、
やっているうちに「院生も結構困っている」とか「支
援の狭間に落ちている人たちがいる」ということ
がわかりました。なので、次の段階で、この（ス
ライド上の）四角の枠を少し拡大して、院生まで
含めた支援をしよう、となりました。
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部門もそれに合わせてできているのですが、こ
の「リサーチコモンズ」と書いてある部門は、ど
ちらかというと「リアル・バーチャル環境の両方
において学習・研究支援を行おう」としている部
門です。それから、「人による支援の高度化」も、
大学院と学部生、両方を対象に進めようというふ
うに（対象範囲を）拡大しました。あとこれは、
―コロナの前から企画していたので我々は運が良
かったとも言えるのですが―いろいろなものがデ
ジタル化していくであろう今後に備えて、教材な
どの学習支援リソースは、極力すべて電子化して
いきました。このように「電子的な支援も拡充し
ていこう」ということを、2017 年時点でコンセプ
トとして立て直しました。

元々、組織自体は教職協働体制をとっています
ので、教員が数名います。当センターの長が、全
学の学習支援担当の副学長も兼ねていて、さらに
図書館長も兼ねています。その下で、人的サポー
トや環境整備を担当している副センター長・准教
授（國本）が一人います。さらにシステムや情報
系を担当している副センター長・准教授がもう一
人います。それから、助教 1 名と、欠員になって
いますが講師が 1 名います。そういう人たちと、
あと学内で適宜協力していただく先生が 12 名、と
いう形で教員組織はできています。

実際に（日々の）実働や運用をやってくださっ
ているのは、私達と一緒に働いている事務部門組
織、全部附属図書館の人たちですが、部長・課長・
係長含めた「常勤職員」が 25 名います。この方た
ちと一緒に仕事をしています。

後ほど出てきますが、ただ、教育・学習支援を（ア
カデミック・リンク・センター / 附属図書館という）
単体でやらずに、たくさんの学内組織、高等教育
センターはもちろんのこと、スマート・ラーニング・
センターや、学生支援センター、学生部の各課と
綿密に連携して行っています。どのように連携し
ているかは、後ほど説明します。
（スライド 9）最初に（本講演の企画段階で）一

番今回興味を持っていただいたと思われるのが学
習空間だと思いますので、ここから具体的にご説
明したいと思います。

2011 年に建物全体ができてからの 5 年間は、環
境の整備にかなり労力を割いていました。千葉大
学附属図書館本館の「アカデミック・リンク」は、
来られた方がびっくりされることが多いのですが、
4 階建て 4 棟構成の、非常に大きな空間を持って
います。　

それから「アカデミック・リンク松戸」につい
ては、松戸の附属図書館（分館）がちょっと建物
が古くなっていましたので、実験棟等や事務棟（教
育のための諸施設）と併せて予算をとり、学部・
研究科と連携して建物を建て直すということをし
ました。2017 年からは、亥鼻（医学部のキャンパス）
における学習支援が手薄になっていたことや、院
生支援をする場合、院生たちは研究室や自宅にい
ますので、オンラインの支援を重視せざるを得な
い、ということで、コロナに先んじて「院生対象
のオンライン学習・研究支援」も始めています。
（スライド 10）このように、オンラインも含め

た学習環境整備を我々は行ってきました。なお、
スライド内の略称に ALC という言葉が出てきます
が、これはアカデミック・リンク・センターの略
です。
（スライド 11）学習環境を整備するにあたっては、

まず予算を取って、建物を建てるわけですが、我々
は「無意味に建物を建てるのはよくない」という
ことで、最初に必ず設計コンセプトを整理してい
ます。ここでは、中原先生と美馬先生の定義を挙
げさせていただいたのですが、学習環境というの
はそもそも“学習活動を構成するリソースの総体”
であるという立場を我々はとっており、①学習空
間、②オンラインも含めたコンテンツ（学習資源）、
③学習者とそれを支援する人の 3 つでそれらは構
成されているととらえています。

それから学習環境をデザインするときには「ど
のような空間を用意すると、どのような活動が生
じるのか、そこで学生がどのような共同体を作っ
て、どうなりたいのか？」を考えることを大事に
しています。それで我々が最終的に出したコンセ
プトが「自分で考えて、必要に応じて、必要なリソー
スを選び、互いに学び教え合うような空間を作ろ
う」というものでした。
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（スライド 12）これに基づいて先ほどのこのい
ろいろな部門が連携して動いたということになる
のですが、（スライド 13）建物としては、先ほど言っ
たとおり 4 棟構成です。

これは上から見た図なのですけれども、L・I・N・
K の 4 棟あります。

この左側が、いわゆる普通の図書館（L 棟）です。
書架があって、その真ん中の閲覧席で勉強する、
いわゆる大学図書館らしい空間で、ここは静かに
勉強する空間として作っています。

もう一つ、書庫の雑誌を収めている場所がある
のですが（K 棟）、ここは間を取って、半静寂空間
にしています。

N 棟、ここが（アカデミック・リンクの）コア
になるのですが、当時、質的転換投資を受けて、
アクティブラーニングが非常に重視されていまし
たので、そのための空間として 1 階から 4 階まで
全て「発話が可能な図書館」というのを建てました。
これは新築です。

さらに、デジタルコンテンツを作ったり、アク
ティブラーニング用の教室を整備した、研究開発
等を行うアカデミック・リンク・センターの本拠
はここ（I 棟）です。I 棟は、全フロアに Wi-Fi と、
可能な限りのコンセントを付けるということをし
ています。
（スライド 14）これに対して、L 棟とか K 棟は「静

かな空間」です。図書を活用して、当然「一人で
集中して学びたい」という学生もいますので、こ
こ（L 棟・K 棟）は「従来型の図書館」として建
てました。（スライドの）一番右側にあるコレです
が、実は、うちは音を出せる空間の方が多いので、
本当に静かになりたい場合は、静かにしたい人の
ための、専用ゾーンというのをガラスの中に設け
ています。本当に静かにしたい人は、こちら（ガ
ラスの中）に自分が移っていく、という形をとっ
ています。これは「完全静寂空間」という言い方
をしていますが、そういうものを作っています。
（スライド 15）もう一つ、今度はリソースを活

用して学ぶ人たち向けに、図書と PC を併用して「グ
ループで学べる空間」しかも、千葉大学アカデミッ
ク・リンク・センターは、電子リソースの提供に

も力を入れているので、そういうものをきちんと
併用して学べる空間を別に作りました。ここは、
談笑している学生がいますが、グループの活動も
できるようにしています。

それから、窓際には幅 150 センチの机に、一人
1 個ずつ専用電源と電灯もついている「個人学習席」
というのを作りました。これは、当センター長、
こだわりの 150 センチ幅ですが、普通の図書館の
閲覧席では、机の幅って大体 120 センチぐらいし
かないのですね。ですが（学生が）パソコンを置
いて、本を置いて、さらに荷物も置くと、これか
らの大学生には、120 センチではとても足りないと。
ということで、レポート締め切り間際になると、
こういう（写真のような）学生が現れるのですが、
この状態になると、（机については）奥行きはとも
かく、横幅が必要だというので、そういうのも学
生の行動を調査した結果として、「これが最適であ
ろう」という学習環境を準備して作っています。

個人で勉強したり、集団で勉強したり、静かに
勉強したり、というのができるようになっている
ということです。
（スライド 16）これは、学生の選択性を高めて

いる最たるものなのですが、N 棟の 2 階に、可動
式のホワイトボード、可動式の机と椅子、全てが
動かせるようになっています。さらに、机も、丸型・
クローバー型・四角形と、いろいろ準備して、仕
切りも一切ない空間を設けています。空間の使い
方も、学生に決めてもらおうと。よく、大学によっ
ては「ユニット」を作って、想定した空間を埋め
込んでいるケースもあるのですが、本学のアカデ
ミック・リンクの場合は、あまりこうした空間設
計はやっていません。学生には「空間の使い方を
自分で決めてください」「学びの内容に応じて、ホ
ワイトボードも自分で選択してください、自由に
動かしてください」と言っています。

また空間の利用ルールと、禁止事項を最低限に
しています。「飲食はこっちの空間でしてね」と、
あと「音声ルール」はあるのですが、基本、それ
以外のルールや禁止事項はあまり明示されていま
せんし、（空間に）掲示もされていません。自主的
に、それらを「自分たちで考えて」コントロール
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してね、というやり方を導入しています。
（スライド 17）空間を利用するときに、「ルール

がないと無法地帯になるのでは？」と思われると
思うのですが、「互いが勉強する姿を見る・見られ
る」ことで、仕切りがあったとしても全てガラス
にして、抑止と学習促進（両方）の装置にしてい
ます。
「どういう学生共同体を育てたいのか？」という

こととつながっているのですが、「お互いにお互い
を見て、お互いに刺激を受けて、やる気を出して
学ぶ」とか、「自分たちで、自立的にこういう行動
を止めよう！」とか、そういうことを自分たちで
できる学生になってほしいと考えて、空間を設計
しています。そのために「特にルールは書いてい
ないけれど、やっていることは全て丸見えになる」
という空間設計をしました。
（その結果）良かった効果としては、インタビュー

で「千葉大生がこんなに勉強するとは知らなかっ
た」と言った学生が、たくさん出たことです。自
分だけじゃないというのがわかると、しきりに「そ
ういう人たち」が集まってくる空間に変貌してい
くな、というのは、12 年ほど見ていて感じている
ところです。
（スライド 18）同じようなもので、学習につい

ても、ただ勉強して内在化するだけじゃなく、外
在化もしてほしいということで「発信するための
場」も作っています。N 棟の 1 階に、掘り込み型
のステージのようなものを作っているのですが、
ここで発表するときには（写真の）ガラス戸を開
けることができるので、外から市民の方も時々混
ざって（発表を）聞いていることがあります。互
いに刺激を受けるような空間というのを、学部も
超えて、学内だけじゃなく学外に向けて「開く」、
ということもしています。
（スライド 19）今までのものは、学習支援のた

めの空間なのですが、今日の聴衆には、先生方も
多いと聞いています。教育支援にも我々は力を入
れていましたので、紹介します。この写真の空間は、
元々は当時あまり一般的ではなかったアクティブ
ラーニング型教室を作り、先生方に使っていただ
こうとしていたのですが、今は、どちらかというと、

（メディア授業のための）コンテンツ作成がしやす
い教室として展開しています。

ここは上（天井）に、天吊りカメラや、プロジェ
クターが付いている空間です。アクティブラーニ
ング型の授業をする場合、教員も動くので、教員
の姿自体が、録画像から消えてしまうことが結構
あるのですが。この教室で学生を指導するときに
は、この天井のカメラを操作して、教員を「追尾」
できるようになっています。人が動くときの追尾
も、クローズアップも、2 階の操作室からできる
教室を持っています。

録画したものは 2 階のコンテンツ制作室という
ところに自動で吸い上げられるようになっていて、
そこで編集等をして、教材として提供することが
できるようにもなっています。オンライン会議も
増えてきたのでそのためのいろいろな装置等も部
屋の設備に足しています。
（スライド 20）自由度の高い教室が、学内に少

ない国公立大学は多いので、実験的な授業をした
い先生方とか、（この写真では）授業の様子をカメ
ラで先生自身が取られているのですが、こうした
必要な機材をご自身がお持ちでない場合には、セ
ンターで貸し出すこともしています。実験的な授
業の実施を促すとか、教育コンテンツの作成支援
をする、というようなことも積極的に行っていま
す。

先ほど示した通り学習コンテンツも生み出して
いかないといけないので、それも支援することを
我々は重視しています。
（スライド 21）こうした環境は「急にできたわ

けではない」ことも補足しておきたいと思います。
我々は 3 年に一度、教員・職員・学生スタッフが
全員参加で、理念と方針の再確認をしています。
これ（写真）はかなり昔のもので、去年実は新し
いワークをやったのですが、スライドがないので、
古いもので失礼します。

組織の理念や方針は、センター長が毎回説明を
して、非常勤職員までを含めて全員がそれを聞き

「こうだった」というのを踏まえた上で、先ほどの
大量の調査とデータを全員でチェックします。今
の空間に、どんな問題があるか、サービスはどう
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変えたらいいのかを、ほぼ 1 日がかりで全員で検
討を行います。「課題の洗い出し」と「多様な視点」
と（スライドに）書いてありますが、学習支援に
おいて当事者である、学生も来てくれるので（皆
で検討した結果を）そこでまとめて、「こうしたら
いいのではないか？」という今後に向けた提案の
プレゼンをします。

2017 年のときは、提案を集約した結果、改善点
が 130 項目ぐらい出てきたので、それを改善プラ
ンに落として、2 年かかりましたが、段階的にそ
れを改善しては埋め込んでいく、というのを繰り
返しました。その結果が、先ほどのような空間に
結実したと思っていただければと思います。（3 年
おきなので）すでにもう 3 回やっています。
（スライド 22）こういうことをして、空間を作っ

た、というのが先ほどの褒めていただいた空間を
作ってきたプロセスです。10 年かかっていますが、
ただ空間を作るだけでは駄目で。我々としては、
そこに学習支援やサービスを埋め込んでいくこと
を心がけています。
（スライド 23）人による支援では、Learning 

Support、Technology Support などたくさんのピ
ア・サポーターを抱えています。主なものを説明
すると、まず、学習支援のための Academic Link 
Learning Support、我々は ALSA-LS と呼んでいま
すが、院生の分野別学習相談者です。こちらはピ
アサポートです。

他に、この「領域別学習相談」という、先ほど
の松戸分館にもピアサポートを置いています。松
戸は単独の学部キャンパスなので、学部の先生方
と連携して、学部の「専門領域」に合わせた学習
支援が最適であると結論づけました。西千葉には、
全学対象の、数・物・理・文系の各トピックで相
談に応じるサポーターがいて、もう一つ（松戸）
には、学部特化型のサポーターを置いています。

物理空間とオンラインの両方でサポートをして
いて、今（この写真で）座っている院生は、来場
した人の学習相談にも応じますし、パソコンにき
た質問にも答えています。セミナー類も、院生が
自分の学習経験を生かしたセミナーをしています。
元はこういう場所（写真）でやっていたのですが、

今は、この場所から（セミナーの）配信もできる
ようになりました。ハイブリッド配信をしていま
す。
（スライド 24）あと、これはコロナで特に重要

になってきた Technology Team、元々は、パソコ
ンとかソフトウェアの使い方の相談に乗っていま
したが、今はプログラミングの統計ソフトの使い
方等にも対応します。あとメディア授業が始まっ
てからは、そのためのツールがうまく使えないと
いう相談にも対応しています。スマート・ラーニ
ング・センターと我々は協働していて、メディア
授業用のツールがうまく使えません、履修登録で
きません、というような学生からの相談にはこち
らが乗っています。また、学生に貸し出している
機材がたくさんあります。先生方にも貸し出して
いるカメラ等もあります。その整備も彼らがして
います。
（スライド 25）それから、先ほどの授業収録の

話で、高度なコンテンツ制作となるとなかなか（学
生サポーターでは）難しいので、これは、技術職
員を専門に雇っていて、デジタルコンテンツの作
成支援をしています。
（コンテンツ作成支援に関しては）元々は、出張

授業収録等もやっていたのですが、今はちょっと
やり方を変えました。「どういう支援が今後ベスト
か？」ということを考えたとき、先生方は今や自
分で授業を Zoom で撮られています。なので「高
度なコンテンツを作成・配信できる」ニーズより
も「もっといい収録、もっといい編集」それから「オ
ンラインで配信するときのアドバイス」等を求め
られることが多くなりました。そうなると、セミ
ナーの配信アドバイスなどは、当センターの教職
員は結構慣れていますので、どちらかというと「コ
ンサルテーション」の方に、今、かじを切りつつ
あります。
（スライド 26）あと、大学院生の支援の話ですが、

これに関しては、実は院生が支援の狭間に落ちる
最大の理由は、「研究室で先生方が独自の支援をな
さっているだろう」と思い込むことにあリます。
もちろん、先生方が「院生に身につけてほしい能力」
はあるのですが、それとは別に、院生個人が「自
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分にはこの力が足りない！」というふうに思うこ
とも多分ぼろぼろあって。それ（大学院生の学習
ニーズ）を掴んで、「自分で選び取る」というもの
があってもいいのではないかと思います。それが

（大学院生向けの）研究・学習支援の補助の形にな
りました。つまり、先生方の指導を尊重しつつも、
そうした支援ができるべきではないかという発想
のもとに、いろいろプログラムを提供しています。
本学では大学院生に「身につけてほしい三つの能
力」の 3 軸を、大学院共通教育において示してい
ます。我々は、それにも沿った院生むけの支援プ
ログラムを組んでいくことを開始しました。
（スライド 27）種類がたくさんあって、典型的

なもので「15　minutes session」という大学院生
向けの実習型セミナーがあります。15 分 1 セッショ
ンで組まれています。大学院生が欲しい「研究に
役立つスキル」や「リテラシー」の中には、図書
館員が持っている文献検索のスキルですとか、教
員が持っている「プレゼンテーションのスキル」
など、いろいろあるので、その実践知を学生に共
有するという形のセミナーです。

あと、本学は「全員留学」が大学のミッション
なのですが、ただ、そのときに問題になってきた
のが、実は「英語で喋ったり、質問したりするの
が苦手」な院生や学生がとても多いことです。そ
こで全ての講義・質疑を、やさしい英語でやる英
語論文セミナーを実施しています。初めは受身で
受けてもいいので、英語で聞いて、とにかく、英
語で質問しましょう！と。学会の練習にもなるか
なと思い、始めました。

この実践知を分け与えるセミナー（15 minutes 
Session）は「実習重視」ですので、あくまでも対
面で、今も継続的に実施しています。この後者（は
じめての英語論文）のセミナーの方は、オンライ
ンでもいいのではないかということで、今は完全
オンライン配信に変えています。そうすると、医
学部の先生とか、医局の先生が、意外に受けに来
られたりします。支援対象の範囲が広がったので
こちらの方は、完全オンライン化がいいのかなと
いうことで、怪我の功名といいますか、コロナで
やり方を切り替えた結果そうなったのですが、業

者委託のサービスかつオンライン配信でやってみ
ています。
（スライド 28）あと、最近利用が盛んになって

いるのが「Academic English Consultation」とい
う支援です。協力してもらっているのは、先ほど
の外部委託の会社で、講師は英文校閲のエキスパー
トです。学生や教員、職員が作成した、英語の成
果物に対して相談にのります。先生方は使ってい
らっしゃる「英文校閲サービス」がいろいろある
と思いますが、そうした英文校閲サービスは、大体、
出した論文に手が入って（修正後の）結果だけが
返ってくるものです。しかし、学習ということを
考えたときには、院生は「何が悪くてどう直せば
よかったのか」という修正プロセスの方が知りた
いはずです。

そこで、①質問も説明も全部英語で行い、②実
際に書いた原稿をもとに、③先ほどのネイティブ
スピーカーの方たちと一緒にそれを直していく、
という支援を、物理空間とオンラインの両方でやっ
ていました。今はオンライン方式に切り替わって
います。予算は教育企画課からいただいて、サー
ビスの設計と運営は、附属図書館とアカデミック・
リンク・センターがやるという方法にしています。

さらに、文献探索の支援も研究には必要だと思
いますので、そこは大学図書館の強みを生かして、
図書館のレファレンスサービスで、大学院生が文
献を探すサポートができるようにしています。こ
ちらの「調べもの相談」もオンラインでやってい
ます。

ということで、これが、今までの（千葉大学ア
カデミック・リンク・センター / 附属図書館）の
学習支援の全体像です。駆け足でしたが、全ての
サービスが見られるリンク集を（配布資料として）
お渡ししていますので、興味のある方は個別に見
ていただければと思います。
（スライド 29）私の担当部門ではないのですが、

アカデミック・リンク・センターには、ほかにデ
ジタルスカラシップという部門がありまして、そ
ちらでは、大学の研究者や、学生の新しい研究成果、
本やレポートが出されると、それを積極的に「千
葉大学の本棚：cu-Books」というところに出して、
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成果を積極的に公表する、というこのシステムを
作りました。

それから「千葉大学学術リソースコレクション：
c-arc」というのがあるのですが、図書館が主となっ
て電子化してきたリソース、例えば、工学部が持っ
ている卒業制作の作品リストですとか、あと、古
書を教育・研究・学習用のリソースとして、ただ
電子化するだけではなくて使いやすくなる機能

（IIIF）をつけて、広く利用を促すサイトも作って
います。

毎週 1 回、火曜日に必ず、千葉大学全学の教員
のうち、誰かひとりが研究活動について話すとい
う講座（1210 あかりんアワー）も我々はやっていて、
通算 544 回になります。これは学内配信限定です
がほぼすべての回の内容を録画していて後でみら
れます。そのほか、必要なリソースはどんどん電
子化して出していくということもしています。
（スライド 30,31）先ほどからオンライン学習支

援の話をしてきたのですが、実はコロナ禍でかな
りオンライン学習支援に力を入れなくてはいけな
くなって、電子空間における、学習環境の整備に
も力を入れています。特にメディア授業支援です。
コロナで急にメディア授業が増えた大学が多いと
思うのですが、そうすると、学生が「遠隔で授業
を受けつつ、課程外の学習をする」のは段々難し
くなっているのではないか、それ（課程外の学習）
をオンライン上でどうやれば支援できるかを、我々
は真剣に考えました。

まず、授業支援はスマート・ラーニング・センター
と連携しました。先生方が御覧になる FD ポータ
ル上で、「我々はこういう支援をしています」とい
うのを、我々自身が書いて知らせる努力をしない
と、先生方にも学生にも支援は届きませんので、
そうすると FD 部門との連携は必須です。このよ
うに、学習支援サービスやコンテンツについては

（教員や学生に届けるための）連携体制を構築した
上で、実際に届けるための学習支援ポータル

（EYeL!）を作っています。
（スライド 32,33）スライド左側の青いサイトは、

学部生用の「学習支援ポータル」で、右側は「研
究支援ポータル」、つまり院生向けのものです。コ

ロナ禍であろうが我々のミッションを見失っては
いけないということで、授業学習以外の学習も、
このポータル上で、コロナ禍でキャンパスが閉じ
ていようがいまいが、学習支援をできるようにし
ようということを考えました。
（このポータルは）部局内外の区別なく、学習支

援に使えるものは全部集約しようというコンセプ
トで作っています。あと「走りながら作り変える」
ということもコンセプトにしたので、構築しなが
ら修正する、という作業を繰り返し行いました。
（スライド 34）結果、実は「2 週間で作れ！」と

言われたので、コロナ禍真只中の 2020 年 3 月 30
日から 4 月 13 日の間でポータルを作っています。
オンライン学習支援の開始に備えて、我々が支援
できることの整理が済んでいたのが幸いしました。
それがないと 2 週間で作れと言われても多分でき
なかったと思うのですが、元々（コロナ禍前に）
整理がついていたのはすごく大きかったです。

皆さんに実践知として共有したいのですが、学
習の支援は「提示から始まる」、ということを結構
忘れてらっしゃる方が多く、特に職員に多いので
す。学生は、何に困っているかを言語化できず、ニー
ズは潜在化していることがとても多いので、「こち
らが先に（支援を）提示してあげなければならない」
という前提があります。

その提示できるラインナップを揃えた後で、何
をどうやるかを考える必要があるのですが、まず
は「学生に必要な支援」あるいは、大学で学ぶた
めに「あるべき支援」の整理が必要です。現状の
枠組みで「できることは全てやる」そして、必要
だけどできないものも、整理中には出てきますの
で、それは「枠組みを超えて頑張って作る」とい
うことが必要になってきます。

それをどうやってやったのか、ともいつも聞か
れるのですが、体制としては 3 名で、実はタスク
フォース方式で作っています。あらかじめ録画し
ていたコンテンツ、電子化しておいたガイド等を

「これは要る、要らない」を考えました。「レポー
トの書き方はいるよね」とか、あと「現状セミナー
の動画は録画してあったからこれ提供できるよね」
とかいうのをやって、まず必要な支援を揃えるわ
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けです。その後、必要だけどできないこと、「これ
にも困るかもしれないけどリソースがないね」と
いうものについては、他部署とか学外のリソース
も、オープンになっているものは使わせていただ
いています。これら（実際に作ったポータルやコ
ンテンツ）は配布資料でまとめてリンク先をお渡
ししているのでそれでご覧になっていただければ
と思います。
（スライド 35）このポータルを作るときにも、や

はり他のいろいろな部署と連携をしています。タ
ブが 3 つにわかれているのですが、①メディア授
業時に授業課題を出すのに必要な支援、それから、
②ネット等を自分で探して自主学習するときに必
要な支援、③大学の課程外で勉強したい（そのと
きに必要な）いろんなリソース、みたいなものを
3 つのタブに分けて、実は埋め込んでいます。

学生向けのポータルサイトは、作成するとき、
テキスト（読みもの）を作るのは学生スタッフの
院生の力を借りましたし、コンテンツの提供先は
いろいろ協力してもらって一緒に組んで作りまし
たし、附属図書館 / アカデミック・リンク・センター
以外の教員も連携しています。学生スタッフには、
園芸学研究科とかいろんな学部から推薦いただい
た方も入っています。

それから、こういういろいろなものを調べると
きに、医療系のものとかは我々単独では作れない
ので、医学の専門家がいらっしゃるようなところ

（総合安全衛生管理機構）と協力したりして作るこ
とを心がけています。
（スライド 36）同時並行として、学生がどう学

んでいるかも―コロナ禍真最中なのですが―、イ
ンタビューでいろいろ調査をさせてもらいました。
学部生は基本的にあまり学習環境に変化がないの
ですが、大学院生は意外に（電子化した）学習環
境を既に自宅に持っていることがわかりました。
（スライド 37）そこで、院生向けには「何を支

援しなくてはいけないか？」を試しに聞いたとこ
ろ、基本的にはこもりがちになってしまい、学術
サロンが消失していることの方が問題で「何か研
究室のミーティングとかをオンライン化する支援
が欲しいです」との答えや（スライド 38）、学部

生は「周りの様子が見えないので、他の学生がど
う思っているのが知りたい」多分このフォーラム
の分科会でも出ていたと思うのですが、そういう
のをどうしたらいいのかなという話が出ていまし
た。我々としてもこれは整理をしていきました。
（スライド 39）　最後、コミュニケーションにお

いて重要な点をいくつか説明したいと思います。
実は、オンラインで学習支援をするとなると、結構、

「学生が必要な情報を見出しにする」のに時間をか
ける必要があります。（学習支援はまず）提示が先
なので、「学生に通じる言葉」でそれを書かないと
いけないのですね。我々は、ついサービス提供者
の視点で「回答期限」と書いてしまいますが、学
生から見ると「回答」は回答する側の言葉なので
すね。つまり、学生は（回答を）待っている側な
ので、「待ち時間」という言葉が大事で、こういう
言葉の切り替えを行わないといけないというのが
わかってきました。
（スライド 40）コミュニケーションの様式が変

わってしまっていますので、物理の空間だと、目
の前にいることを前提に、結構いい加減に作った
サービスでも、（目の前にいる学生に直接）聞きな
がら変えることができるのですが、オンラインの
場合は、あらゆるケースを聞いて、事前に想定し
ておいて、状況と相手に合うように言語化と文章
化をしなければいけなくなります。なので、言葉
の選択が重要になることがわかりました。この辺
は、ちょっと切り替えが必要かなというふうに思っ
ています。
（スライド 41）あと、他の学習支援と同じなの

ですが「どのような学習支援が必要で、可能か？」
は考える必要があります。学びの枠組みの中の、
どの部分を支援するのか、我々（千葉大学アカデ
ミック・リンク・センター / 附属図書館）はそれ
を広くとっていますけど、「教育支援」に特化して
もいいですし、「授業支援」に特化してもいいはず
です。

ただ、オンライン学習支援の場合、結構「制限」
が出るという意見もあります。だからこそ、他大
学のリソースでも節操なく集約したり利用すると

「今、無いもの」を加えることもできたりしますの
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で、ここをうまく使っていくことが必要かなとい
うふうに思います。
（スライド 42）最後に、学びを支援する上での

コツということで、12 年間の Tips をあえて 5 つ
にまとめるなら、というものを作ってみました。
ひとつは戦略性とコンセプトの明確化が必要です。
全学の教育ミッションというのをまず理解した上
でコンセプトを打ち出すというのがとても大事で
す。独りよがりにならないように「大学が何をし
たいと思っているか」を確認しておく必要がある
と思います。

それから、チームリーダーが育つ環境もとても
重要です。学生、職員、教員それぞれに成長する
のは結構大変だと思うのですが「試行でいいから
やってみよう！」という雰囲気を作るのはとても
大事です。

あとは、それが学生に合っているかどうかの「行
動（を観る）、声を聞く仕組み」とか能力スキルを
習得するための何かプログラムのようなもの（研
修や履修証明プログラム）は絶対に必要で、教員
と職員どちらにもこれは必要だと思います。

最後に「協力を厭わない、軽やかに越境する」
と書かせていただきました。「学内連携はどうやっ
てやるのか？」よく FD で聞かれるのですね。連
携の本質は「困りごとと、面倒ごとのギブアンド
テイク」なので、先に相手の困っていることを、
他部局のものでも「引き受けてあげる」というの
が先で、それが結果的に連携になる、と思ってい
ます。

そのときに「担当が違いますから」とか、「所掌
が違いますから」というようなことは言わないで、
学生のためにそれを超えて引き受ける覚悟がある
か、ということが非常に重要かなというふうに思
います。

最終的には、躊躇しないとか、走りながら考え
るとか、柔軟に変化するみたいな、ゆるやかさとか、
寛容さみたいなものも必要になってくるのかな、
というのが私の最後のまとめです。

時間オーバーしましたが以上となります。

白鳥 3 番目のご講演に移りたいと思います。3
番目は永田和宏先生に講演をしていただきます。
永田先生は、現在 JT 生命誌研究館の館長をされて
います。他にも皆さんご存知かと思いますが、歌
人としてご活躍されています。あと京都大学の名
誉教授、京都産業大学の名誉教授です。京都産業
大学では短い時間でしたが、一緒に働かせていた
だいて、それで今回ぜひ永田先生にご講演いただ
きたいとお願いし、本日を迎えることになりまし
た。

永田先生は、京都大学の理学部を卒業され、ア
メリカの国立がん研究所の客員准教授を経て、京
都大学で教授をされていました。その後京都産業
大学で教授、学部長さらには研究所の所長を歴任
され、2020 年 4 月から現職の JT 生命誌研究館の
館長をされています。

紫綬褒章、ハンスノイラート賞、瑞宝中綬章な
ど様々な章を受賞されています。歌人としても現
在朝日歌壇や宮中歌会始めの選者としても活躍さ
れているところです。私も毎週日曜日には朝日新
聞でご活躍を拝見しております。

生命科学の方では、今、日本医療研究開発機構
の「プロテオスタシス」で研究統括をされており、
大変お忙しい中、本日ご講演をしていただけるこ
とになりました。

永田先生、よろしくお願いいたします。

第３講演：永田　和宏

永田 お二人の先生方のお話を聞いていて、現場
でとても具体的な実践をされていて、そういう実
践的なお話をされた後に話をするのは場違いな雰
囲気がしていますが、私が今日お話させていただ
くのは、現在の大学の現状とは必ずしも合ってい
ないかもしれません。ある種ドン・キホーテ的に、
大学の教育はこういうふうになってほしいという
思いを持っています。教師の側から学生に求めた
いこともありますし、あるいは大学の教師はこう
いうふうにあってほしいという思いもありますの
で、そういうところを中心にお話をさせていただ
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こうと思っています。
（スライド 1）今日は「学習から学問へ」という

タイトルでお話をさせていただきます。まず大学
の教育を考えるうえで、初等中等教育から考えて
みたいと思っています。
（スライド 2）初等中等教育で生徒たちにとって

何が一番大事かというと、自分はよく出来るかど
うかだろうと思いますが、よく出来るかどうかと
は、結局いかに問いに正しく答えられるかという
ことに尽きる。つまり先生に質問をされたら答え
られるか、あるいは試験に出たら正解を答えられ
るか、正解出来ることがよく出来ることの基準に
なっていて、ただこれには大きな前提があり、問
われたことには正解があるということが一つの前
提になっています。そして正解は必ず一つで、し
かも一つしかない。これが高校までの問われるこ
との本質になっている。答えがないという問題は
ないのだ、問われたら答えがあるのだということ
を前提に学びをしてきた。

先生方もそうだと思いますが、入試でいい問題
作るのはとても大事なことなのですが、入試問題
を作るときに一番気を使うのは、答えが二つない
か、ひょっとしたらこれ答えがないのではないか
で、それぐらい答えがあるということが大事な前
提になっている。

もう一つ、初等中等教育で大事なのは先生が教
えることは常に正しい、先生は正しいことを教え
る、それをきちんと学ぶというのが大事で、ある
いは教科書に書いてあることをきちんと学ぶ。教
科書に書いてあることを先生が代弁してわかりや
すく教える、それを自分のものにする。それが基
本的に初等中等教育でなされている教育であろう
と思います。もちろん今はアクティブラーニング
その他が高校や中学校で取り入れられてはいます
が、基本はそういうふうに考えていいだろうと思
います。

これはある意味学習をしているのだと。先ほど
國本先生のお話もありましたが、学んで修めると
いう学修、それから、学んだことを習うという学習、
いずれも「がくしゅう」と読みますが、初等中等
教育では、基本的に生徒たちは学習をするのだと。

これは文科省が言っていることでもありますが、
私もそのように思っています。
（スライド 3）問題は大学の教育で、まず一番に

考えるのは、大学は高校の連続でいいのかという
ことです。今高大連携が強く叫ばれていて、高校
と大学をシームレスにつなぐ、あるいは高校で学
んだことの復習を大学の初めにするということも
行って、高大連携を強く意識した大学教育がなさ
れている。私は実は大反対で、高校と大学ははっ
きり分けた方がいいと、事あるごとに言ってきま
した。

私は昭和 41 年（1966 年）に京大に入ったので
すが、京大には湯川秀樹先生がおられたので、ぜ
ひ湯川さんの下で物理がやりたいと京大を選んだ
のです。京都大学の入学式の総長の式辞はすごかっ
た。このときの総長は奥田東先生でした。

式辞の冒頭に「諸君、おめでとうございます」
は多分あったのだろうと思いますが、そのすぐ後
に、「京都大学は諸君に何も教えません」と総長の
口から出ました。これもう本当に度肝を抜かれた
というか、あっけにとられました。せっかく苦労
して京大に入ったのに京大は何も教えてくれない
のかとびっくりしました。ただ、びっくりはした
のですが、その時正直鳥肌が立つような、ある種
の感激を私は覚えました。これまでの高校の教育
と大学の教育は全然違うのだと、全然違うところ
に自分が入ってきたのだというゾクゾクした感じ、
つまりこれからは、これまでの黙って教えてもら
う場所から自分から何か学びに行かないと何も手
に入らない、そういう場所に自分が来たのだとい
う、そういう感激でした。これは非常に大きくて、
これが未だに私の中に大学観として強く残ってい
ます。

これまでの如何に正しく答えられるというとこ
ろから、如何に問いを持てるか、つまり、それが
本当なのか、何故なんだろいうことを大学で学生
に見つけてもらうことが一番大事なことではない
かと私は思っています。

これを私は「学習から学問へ」と呼んでいます。
これまで学んで修めてきたものから大学では学問
をしてほしい。学問とは何かと言えば、読んで字

20

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



のごとく学んで問い直すということ以外にない。
つまり自分で問いを持つということが非常に大事
だということです。

先ほど白鳥先生から私が現在 JT 生命誌研究館に
勤めていることを紹介していただきましたが、JT
生命誌研究館では科学をコンサートで音楽を聴く
ように楽しんでほしいということで「科学のコン
サートホール」というキャッチフレーズがついて
いました。初代の館長が岡田節人先生、発生生物
学の大家ですが、実は岡田先生は私のドクターの
主査だったので、不思議な縁で私が三代目の館長
になります。

私が来てから、「科学のコンサートホール」とい
うキャッチフレーズの他に、生命誌研究館という
のは問いを発する場なのだというもう一つの
キャッチフレーズをつけました。研究館に来てい
ろんな展示を見て、一般の人たちが科学はおもし
ろいよと思ってもらうことの他に、その中で一つ
でもいいからなにか何で？という問いを見つけて
帰ってほしいというのがその意図です。大学もや
はりそういう問いを見つけるところだと思いたい
と私は思っています。

有名な孔子の言葉に、「学びて思はざれば即ち罔
し、思ひて学ばざれば即ち殆し」があります。学
ぶことは大事だけど学ぶだけでは駄目で、自分で
思わなければ、問い直さなければ駄目だと言って
いる。「思ひて学ばざれば即ち殆し」。しかし、思
うだけでは駄目で、そのためには学ぶこともなけ
れば危ういとも言っている。これがやはり学問の
本質だろうと私は思っています。
（スライド 4）それでは大学における教育・研究で、

どういうことが大事なのか。先ほど申しましたよ
うに、大学ではまず学生に答えが一つある問題と
いうのは社会にはないのだということを知ってほ
しい、気づいてほしいと思っています。どこをみ
ても誰かが答えを知っているというのは社会に出
ればないわけで、これまでは先生に聞いたら何で
も答えてくれると思っていたことが、先生に聞い
ても、それから、社会に出て上司に聞いてもわか
らない問題の方が多いのだということを、しっか
り理解してほしいというふうに私は思っています。

私は細胞生物学をずっと教えていました。細胞
生物学には本当によい教科書がいっぱいあります
が、私は教科書を使いませんでした。教科書に書
いてある問題や事は学生に自分で見てもらった方
がいい。例えば“Molecular Biology of the Cell”
は厚さ 10 センチほどある。どんな教師がやったっ
てこの教科書にかなうわけがないですね。教科書
に書いてあることは教科書で勉強してほしい。だ
けど、講義に出てきてほしいということを言って
きました。

なぜかというと、教科書にはあらゆることを書
いてあるが、教科書に唯一書いてないことがある。

「まだわかっていないこと」は書いてない。わかっ
ていることは全部書いてあるのですが、まだわかっ
ていないことは教科書にも書いてない。大学では
何がまだわかっていないのかということを教える
のが大学の教師の最も大事なことだと思っていま
す。

サイエンス、特に細胞生物学は本当に発展して、
いろんなことわかってきているのですが、教科書
の一行と一行の間にはこんなこともわかっていな
いのだということがいっぱいある。こんなことさ
えもわかっていないのだということを学生に知っ
てもらうことで、サイエンスをやることの喜び、
面白さというのを実感してほしい。大学ではわかっ
ていないことを教えたい。学生にわかっていない
ことを教えるには、ここまでわかっているという
ことを知ってもらわないと、わかっていないこと
の面白さがわからないので、わかっていることも
教えるけど我慢して聞いてねという形で私は講義
をしてきました。

そのためには大学の教師は、ここは FD フォー
ラムで、いい先生はどういうことかということも
大きな関心になっていると思いますが、私は大学
の教師は、ある意味で言うと、いい研究者でなけ
れば駄目だと。つまり、世界の最前線でここまで
はわかっているのだっていうことを日々自分で
サーベイして知っていなければ、ここからはわか
らないのだということが、先生もわからない。そ
うすると授業で一番学生に知ってほしいまだわ
かっていないということがうまく教えられない。
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それではちょっとまずいだろうというふうに思っ
ています。今日はある種の理想の教師像を語って
いるので、私がそうであるというわけではありま
せん。そのつもりでお聞きいただけたらと思いま
す。

もう一つは知識や学問につながるためには驚き
と感動が必要で、学生たちが驚いてくれること、
あるいは感動してくれることはとても大事だろう
いうことで、ここも授業ではかなり気を使って講
義をした覚えがあります。

例えば、君たちの体の中に細胞はいくつあるの
かという問いを出すと、知らない。大部分は知ら
ないですが、なかには 60 兆ありますと答える。60
兆ってすごい数ですが、単なる数で、その次にど
ういう質問するかというと、細胞を 1 列に並べた
らどれぐらいの長さになるか。そんなこと誰も問
われたことがないので、ぽかんとしていますが、
簡単な話しで、直径 10 ミクロンの細胞 60 兆なら
60 万 km。でも 60 万 km と言ってもこれまだ数で
すね。驚きはしない。すごい数だなと思いますが、
それがどれくらいの長さかというと、地球 15 周で
すね、地球は 4 万 km ですから、君の体のなかの
細胞を一直線に並べたら地球 15 周できるのだよと
いう話をすると、おおという声が。つまり、驚い
てもらう、それに感動してもらうということがと
ても大事になると私は思っています。

もう一つ大事なのは、教えられたことは、果た
して正しいのかと疑ってみる、こういう態度を身
につけてもらうこともとても大事で、私はいつも
私は間違っていることも言うからなと言っている
のですが、なかなか学生は信じてくれません。
（スライド 5）これ実際に 2013 年に出た論文な

のですが、イタリア等の学者が集まって、私達の
体の細胞は実は 60 兆ではなくて 37 兆個だという
論文が出ました。これはとても私自身にとっては
大きな驚きで、感激しました。

なぜ感激したかというと、私達は細胞の数を 60
兆とは教えてきましたが、何で 60 兆とわかるのだ
ということを問い直すことを自ら怠っていたとい
う経緯があります。誰が考えても数えられるわけ
がないですね。細胞 1 個の重さはわかります。我々

60kg ですから、60 キロ割る 1 ピコグラムで、大体
60 兆くらいになる。体積計算からもそのくらいの
数が出てきます。我々の体の体積は風呂に水を張っ
てドボンと入ったら水が溢れた量で測れる。細胞
1 個の体積は 3 分の 4 πｒの 3 乗（4πr3/3）でわ
かるので、我々の体積を細胞一個の体積で割った
ら、やはり 60 兆くらいになる。誰も調べようがな
いのでだいたい 60 兆だろうと言っていたのです
が、それが段々と定着して我々の体は 60 兆の細胞
からなるという言葉、文章が実際に教科書にも出
てくる。それを誰も疑わなくなる。つまり根拠不
明の定説が次第に常識になっていって、常識を誰
も疑わなくなる。世の中にこういうような根拠不
明の常識がいっぱいあるのだということをこの論
文は我々にも教えてくれたと思っています。

もう一つこの論文の素晴らしいところは、60 兆
が 37 兆になって一体誰が得をするのか。何の役に
立つのだ。60 兆が 37 兆になってうちの会社 1 億
儲かりましたなんて会社は絶対ないので、結局何
の役にも立たない情報ですね。この数字、情報は
何の役にも立たない。

プリンストン高等研究所の初代所長のフレクス
ナーの有名な言葉があります。「科学の歴史を通し
て、人類にとって有益だと判明する真に重大な発
見のほとんどは有用性を追う人々ではなく、単に
自ら好奇心を満たそうとした人々によってなされ
た」とフレクスナーはいっています。我々はもし
本当の数というのがどこかにあるのならそれを知
りたいという根源的な欲求がある。これが大事だ。
論文はそこなのですね。60 兆が 37 兆になって、何
か役に立てようと思った仕事ではなくて、本当に
60 兆あるのか。本当は違うのではないか。もしそ
うなら、なんとか調べたいということで調べたの
だろう。今日はその経緯は省略します。

つまり我々がサイエンスをやる、研究・学問を
やるのは結局ここにあるのではないかと私は思っ
ています。それが役に立つか立たないかではなく
て、もしそこに自分たちの知らない何か本当のも
のがあるのなら、あるいは本当の数があるのなら、
それを知りたいと思う。人間にはそういう欲求は
どこかにある。これが、我々が〈知〉というもの
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に賭ける一番大きな根拠になっているのではない
かと私は思っています。
（スライド 6）〈知〉ということが非常に大事だ

というふうに私は思っていますが、一体それでは
知るとはどういうことだろうかという問いをもう
一つ立ててみたいとに思います。一つ今の大学で
一番私がちょっと歯がゆく思っているのは、私も
長く教員生活をしてきましたが、学生たちに知っ
てほしい、これだけ勉強してほしいと思うことを
与えすぎている気がします。

私は根源的に〈知〉というものは無条件に与え
られるべきものなのだろうかと思っています。大
学は学生から授業料を取っている。額の多寡は別
にして、授業料とって教師が学生に教えるのは、
これは当然のことである。つまり教育は授業料の
金の対価として、商品として当然与えなければな
らないし、よりよい教育をより学生が理解しやす
い形で与えなければならない。もちろん真実なの
ですが、ただその前に学生が知りたいと思ってく
れることが大事だろう。そこをうまく引き出さな
いで知識を教えても意味がないだろうと私は思っ
ています。

もう一度孔子の言葉を引くと、こういう言葉が
あります。「憤せずんば啓せず、悱せずんば発せず、
一隅を挙ぐるに、三隅を以つて反らざれば、則ち
復たせざるなり」

憤するというのは何かわかりそうでわからなく
て、モヤモヤして身悶えをしているという状態で
す。それぐらいでなければ啓せず、教えてやらない。
悱（ひ）するとは、わかっているのだけどうまく
言葉にして先生にそれを伝えられなくて身悶えし
ている状態。そういう状態でなければ、言葉を発
してやらない。つまり孔子は相手がわかりたい、
知りたいと思って身悶えしたり、何とか表現した
いと思って身悶えしているような状態でなければ、
言葉も発してやらないし、教えてもやらないと。

実はご存知の方多いと思いますが、「啓発」とい
う言葉はここから来ているのですよね。啓せず、
発せず、啓発。孔子は本当に相手が知りたいと思っ
ているようでなければ教えてやることはない、教
えてやってはいけない。と言っている。ところが

いつの間にか啓発とは相手に一方的に啓蒙する、
相手に教えてやる、相手が望むと望まざると、無
知な奴に教えてやるのが啓発だという形に置き換
えられてしまう。これどこでどう変わったのか私
も全くわからないのですが、少なくとも孔子は全
く逆のことを言っている。これが大事なことだと
私は思っています。

次はもっとすごくて、「一隅を挙ぐるに、三隅を
以つて反らざれば、則ち復たせざるなり」。四隅が
あって、一つの角のことを喋って教えたら、「先生
あと三つの角はこういうことですよね」と相手が
言うようなでなかったらもう二度とそんな奴に教
えてやるものか。すごい教育論ですね。私もそん
なこと一回言ってみたいですが、なかなか言えな
い。つまり孔子が言ったのは、相手が知りたいと
望んでいる、その相手にだけ教えてやればいいの
だと言っている。なかなかこれは今の大学でこん
なこと言っても通じないのですが、やはり、でも、
教育の根源にはそこがあるだろう、そこを忘れて
はいけないのではないかと私は今でもそのように
思っています。

もう一つは問いを問いとして抱えている時間が
大事なのだということを学生たちによく言ってい
ました。今の学生は本当にすぐ何かわからないこ
とがあると、スマホを取り出してウィキペディア
で答えを探す。わかったような気になる。それは
問いではないですね。何か、誰に聞いてもわから
ないような問い、誰かに聞いてみたけど、誰に言っ
ても、当然先生も答えられないしわからないよう
な問い、これを大学にいる間に一つでも見つけら
れたら大学に来た甲斐があるよということを学生
には言います。

つまり自分が学生の四年間その問いと向き合え
るようなそういう問いを一つ見つける。この方が
百の知識を得るより私は大事なことではないかと
思っています。これには安易に答えを求めないと
いうことも大事ですし、逆に安易に答えを与えな
いということもとても大事だと思っています。先
ほど孔子の例がそうです。
（スライド 6）もう一つは知るということはどう

いうことか。知るということを単に情報を得るだ
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け、知識を得るだけというふうに捉えていると知
るということの喜びはないと思っています。私が
思う知るということは、それまでそのことを知ら
なかった自分を知ることなのだと。ここがすごく
大事なのだと。つまりあることを知ってよかった
と思うその時は、それまではそのことを知らなかっ
た自分がいたのだと、それを知る。これがとても
大事なことではないか、知る喜びはそこだという
ふうに思っています。

赤ちゃんというのはもう自己絶対化ですから、
自分が世界。だけど段々と成長していくと自分が
知らないこといっぱいあって、それを知っている
人がいる。ある時にそれを教えてくれて、そんな
ことがあるのかと知る。そのことで自己相対化が
できて、自分をうまく社会の中で位置づけできる。
それまで知らなかった、そのことを知らなかった
自分がいるということを、その都度知っていくと
いうことが知る喜びそのものなのではないかと私
は思います。

それが知というものへのリスペクト、敬意です
ね、「知へのリスペクト」はそこからしか生まれな
いのではないか。つまり黙っていれば情報が向こ
うから勝手にやってくるものには「知へのリスペ
クト」は生まれない。自分が知りたい、知りたい
と思っていて、苦労した果てにようやくそのこと
を知った。自分はこんなこと知らなかったけどこ
れは知ってよかったと思うところに「知へのリス
ペクト」が生まれてくる。それがとても大事なこ
とではないかと私は思っています。
（スライド 7）ちょっともう時間がないので急ぎ

ますが、いい教育とは何かということを私はあま
り喋る資格がないのですが、長く教師をやってき
て、講義や授業のテクニックの問題以前に、教師
自身に学生を引き寄せる魅力があるかというのが
とても大事なことではないか。先ほど申しました
が、私にそれが出来ているというわけではありま
せんが、これがとても大事ではないかと思ってい
ます。

もう今の人は知らないですけど、岡潔さん、有
名な数学者ですね。奇行でも有名で、例えば朝、
大学に行くか行かないかを近くにあるお地蔵さん

に石をなげて当たったら今日は大学へ行く、当た
らなかったら家に戻って寝てしまったという、そ
んなエピソードも残っています。私は岡先生に直
接習わなかったですが、岡さんのお弟子さんに習っ
て、岡さんが授業にやってきて黒板に数式を書い
て、そこではたと止まって授業が終わるまでずっ
と一度も学生の方を振り返らないで考えていた、
そんな場面があったと直接聞きました。

不思議な人で教師としてはほとんど失格ですが、
ただ岡潔の講義を聞いた二人の物理学者がいて、
一人は湯川秀樹、もう一人が朝永振一郎で、二人
ともノーベル賞を取られています。

湯川さんはこんなことを思い出に書いています。
「岡氏の身なりは、しかし大学の先生らしくなかっ
た。背広の腰に汚い手ぬぐいをぶら下げていると
ころはまるで三校の応援団員みたいだった。入学
早々出された演習問題はまた恐ろしく難しかった。
学生の知識の程度など全く無視したような問題で
あった。それからちょっと飽きて、そういう難し
い問題にぶつかっていくことがまた私に一種のス
リルは味わわせてくれることにもなった」と書い
ていますし、朝永振一郎さんはもう一人の数学の
先生二人を挙げて、この両先生の魅力は、自ら情
熱を研究に捧げているという点にある。その情熱
が学生に伝わってくるのである。時々はご自身の
研究についての話も聞く。若い先生というものは
学生にわからせるというよりも、ご自身の興味に
溺れることもあるものだが、これがまた生意気な
学生にはたまらぬ魅力なのであると書いておられ
て、湯川・朝永両氏とも岡さんの講義を聞いて数
学が好きになって、物理が好きになったというこ
とを書いておられます。時間がないので森毅さん
の話はやめますが、森一刀斎先生に私は直接習い
ました。これまた変な先生でした。ただすごく魅
力があった。
（スライド 8）時間がないのですが、いい教師と

はどういうものなのかを少し考えてみたいと思っ
ています。これまた私がそうであるというわけで
は全くありませんが、一つ大事なことはですね、
自分に本当に面白いものがあるかどうかというこ
とを教師自身が自分に問い直してみるということ
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がとても大事だろうと思います。
先ほどの岡さんの魅力で、朝永・湯川両氏が惹

かれたのは、岡さんが一生懸命考えている現場そ
のものを学生に見せていた、この人はこんなこと
に今興味を持っているのだということを学生が岡
さんの背中から感じていた。教師がどれぐらい魅
力的か、教師自身が面白いと思うものを持ってい
るかどうかがとても大事になってくると思ってい
ます。それはつまらないことでもいいと思います
し、そういう自分が今本当に面白いと思っている
ことを学生の前で喋っているかどうか。つまり、
学生が研究者・学者というのはこういうことに興
味持っているのか、そんなつまらないことに興味
持っているのか、あるいは逆に、こんなことは知
らなかったけど、こんな面白いことがあるのかと
いうことを、教師の生の声で学生に伝えることが
すごく大事なことだと思います。

もう一つは、これは自分の研究室でもずいぶん
学生に言ってきたことです。自分の仕事と同じよ
うに人の仕事を面白がれるかどうか、これはすご
く大事だと思っています。研究室でプレゼンをや
らしても、自分の発表は一生懸命やるけれど、人
の発表に興味を示さない学生がいると私はよく怒
鳴っていました。京大時代は机を蹴って「出て行け」
と言って怒鳴ったこともあります。人のやってい
ることを自分ならこうできる、今こういうふうに
したら面白いのではないかというふうに、人の仕
事を自分の仕事として面白がれるかどうかが研究
者になれるかどうかを分ける一番大きな境目で、
私の研究室では質問が出ないと怒り心頭に達して
いました。

面白いと思ったら質問が出ないわけがない。自
分ならこうしたい、それにはこういう条件はどう
ですかというようなことを聞かざるを得なくなっ
てくる。つまり、相手の仕事を自分の仕事として
面白がれるか、それがとても大事なことだろうと
思っています。

それにも関係しますが、専門以外のことにどれ
だけ興味を持っているか。これもとても大事なこ
とであろうと思います。私は海外にもとても優秀
な友人たちを何人も持っていますが、実感として、

私が出会った優れた学者は例外なくみんな面白
かったと思っています。サイエンティストと会っ
てサイエンスの話ができなかったから論外だけれ
ど、サイエンスの話しかできなかったら、これま
たこんな面白くないことはないと思っています。

本当に優秀なサイエンティストは何を喋らして
も面白いし、日本のことも我々日本人よりもよく
知っていることもあるし、何にでも興味を持って
話に乗ってくれる。それが非常に心強い友人関係
になっていて、サイエンティストになってよかっ
たなと思うことがある。これは大学の教師として
心しておきたいことで、いろんな話題、話題が広
いだけではなくて、それに興味を持てるかどうか
がとても大事なことだと思っています。

それからもう一つは、自分の物差しを離れて対
人関係が確立できるかどうか、これはもちろん教
師だけではなくて、社会一般に誰と付き合うとき
もそうなのですが、特に我々教師を長くやってい
ると評価、評価軸というものがあって、人と接す
るときにどうしてもその人の評価というものを意
識に置いてしまうことが多い。非常にまずいこと
だというふうに思っています。サイエンティスト
同士であっても、この人どういう仕事しているの
か、どの程度の仕事をしているのかと思ったりす
ることもありますし、学生に接するときはやはり
そういうことがある。

自分の物差し、これは何によるかというと、単
に自分だけの物差しであって普遍的な物差しはな
い。今日はそんな話はしませんでしたけど、試験
というのは一次写像を観察するだけのもので、一
面的評価でその人が全部わかるわけではない。私
は大学では試験は不要だと言ってきた人間で、あ
まり言うとまずいのですが。ただ、いつも評価と
いうものを先に立てて人と接するところからは、
いい対人関係ができてこないと、教師の問題から
離れて、一般的にそうだと思います。

私は長く教師をやってきて、決していい教師で
あったということではありませんが、まず人間が
面白いということが教師にとっても大事ではない
かというふうに今も思っています。

私は湯川秀樹先生に憧れて京都大学に入って、
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湯川先生の最後の講義に何とか間に合って一年間
湯川さんの講義を受けることができました。その
内容は全部忘れましたが、自分が憧れて京大に入っ
た先生の授業を、しかも湯川先生は退官の直前の
年で、その年に聞けたのは、それ以降の何十年か
の研究者としての自分をどこかでかすかな自信と
して支えてくれたような気がする。つまり憧れる
先生にどこかで会ったことを誇れるような、そう
いう出会いが大学の教師と学生の間であってほし
い。これは自らが出来なかったことで、そうあっ

てほしいという思いからなのですが、そんなこと
を思っています。
（スライド 9）ちょっと取りとめのない話でした

が、『知の体力』にこういうことを書きましたし、
私のとても良き友人である大隅さんとの共著『未
来の科学者たちへ』は、若者たちにできればサイ
エンス・アカデミア分野で研究を続けてほしいと
いう願いを込めて書いた本です。機会があればお
読みいただければと思います。どうもありがとう
ございました。
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第28回FDフォーラム
シンポジウム

これからの大学でどのように学ぶのか
〜主体性を生み出す学びの多様性〜

2/25（土）14:00〜16:30

＜本シンポジウムの趣旨＞
大学にはさまざまな学生がいて、それぞれが主体的にさ

まざまなことを学ぶ。大学での学び方は、教える側が主体
となる教授パラダイムから学習者が主体となる学習パラダ
イムへと変換しつつある。コロナ禍でも産学連携や地域連
携など学外の活動を通して、学生の主体的な学びを実践し
ている例も多い。また、さまざまな学生の主体的な学びへ
の支援も多様になってきている。
本シンポジウムでは、地域連携を通して学生が主体的に

学んでいる例や学生が主体的に学ぶための支援の取り組み
例を挙げて、これからの大学で学生がどのように学んでい
けばよいのか、そして、学ぶための多様な支援について議
論したい。

講演１．京都産業大学 准教授 西田 貴明 氏
地域・企業の連携による主体的な学びと実践

―社会課題の把握から課題解決策の提案と実現― 

講演２．千葉大学 准教授 國本 千裕 氏
ゆるやかにつなぐ

〜多様な「まなび」の支援〜

講演３．JT生命誌研究館 館長 永田 和宏 氏
学習から学問へ

大学における教育とは

総合討論、まとめ

スライド1

スライド3

スライド2

白鳥　 秀卓　京都産業大学 生命科学部 教授／教育支援研究開発センター 副センター長
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地域・企業の連携による主体的な学びと実践
－社会課題の把握から課題解決策の提案と実現－

生命科学部 産業生命科学科
准教授 西田貴明

第第2288回回FFDDフフォォーーララムム
22002233年年22月月2255日日（（土土））1144：：0000～～1166：：3300
ここれれかかららのの大大学学ででどどののよよううにに学学ぶぶののかか~~主主体体性性をを生生みみ出出すす学学びびのの多多様様性性~~  

発表内容

2

I. 本学の紹介、自己紹介

II. 実践内容
1. 産業生命科学科の取組
2. 生命科学PBL
3. 生命科学インターンシップ

III. 主体的な学びを促す試み
1. 地域・企業との連携体制の整備
2. 教員・学生間のコミュニケーション機会の構築
3. 段階的な学びのプロセスの設計

地地域域・・企企業業のの連連携携にによよるる主主体体的的なな学学びびとと実実践践－－社社会会課課題題のの把把握握かからら課課題題解解決決策策のの提提案案とと実実現現－－

自己紹介・本学の紹介

3

京都産業大学の概要１

4

沿革(学部)
1965年 経済学部・理学部で開学
1967年 経営学部・法学部・外国語学部を増設
1989年 工学部を増設
2000年 文化学部を増設
2007年 経営学部にソーシャル・マネジメント学科、会計ファイナンス学科を増設
2008年 コンピュータ理工学部、外国語学部に国際関係学科を増設
2009年 法学部に法政策学科を増設
2010年 総合生命科学部を増設
2014年 外国語学部を英語、ヨーロッパ言語、アジア言語、国際関係の4学科に再編
2015年 文化学部に京都文化学科新設
2016年 理学部に宇宙物理・気象学科増設
2017年 現代社会学部を増設
2018年 情報理工学部設置
2019年 国際関係学部、生命科学部新設

経営学部をマネジメントの１学科に再編

建学の精神
将来の社会を担って立つ人材の育成。全世界の人々から尊
敬され、全人類の平和と幸福のために寄与する精神をもっ
た人間を育成。 「産業」を、創設者荒木俊馬は「むすびわ
ざ」とも読ませ、大学の教育を、社会の営みに結びつける
ものとして位置づけた。「むすびわざ」とは、モノ、コト、
そしてヒトを新しい発想で結びつけ、新規の価値を社会に
産み出すこと（イノベーション）を意味する。

特色
１年次から４年次まで、文系理系問わ
ず学部・大学院全てが京都市北区上賀
茂に集結している「一拠点総合大学」。
学部学科の「交流が学び」の可能性を
広げ、社会と「共創」するキャンパス
で根幹的な力を養っている。

京都産業大学の概要２

5

学部構成（学生数）（2019年5月1日現在）
学部全体 13,591名 大学院全体 185名

経済学部
FACULTY OF ECONOMICS

経営学部
F ACULTY OF BUSINESS ADMINISTRATION

法学部
F ACULTY OF LAW

国際関係学部
F ACULTY OF INTERNATIONAL RELATIONS

文化学部
FACULTY OF CULTURAL STUDIES

情報理工部
F ACULTY OF INFORMATION SCIENCE
AND ENGINEERING

現代社会学部
FACULTY OF SOCIOLOGY

コンピュータ理工学部
F ACULTY OF COMPUTER SCIENCE
AND ENGINEERING

理学部
F ACULTY OF SCIENCE

生命科学部
F ACULTY OF LIFE SCIENCES

2,498 2,599 2,499

1,170 187

1,134 507

315

286130

教員 専任教員439名 非常勤講師他342名 計781名
事務職員 専任事務職員202名 特定220名 計422名

改組

外国語学部
F ACULTY OF FOREIGN STUDIES

1,935

総合生命科学部
FACULTY OF LIFE SCIENCES

331
改組

むすぶ人
「人」と「人」をむすぶ
「知識」と「実践」をむすぶ
「京都」と「日本・世界の諸地域」をむすぶ

西田　貴明　京都産業大学 生命科学部 産業生命科学科 准教授

スライド4

スライド6スライド5

スライド1

スライド3

スライド2
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地域・企業の連携による主体的な学びと実践
－社会課題の把握から課題解決策の提案と実現－

生命科学部 産業生命科学科
准教授 西田貴明

第第2288回回FFDDフフォォーーララムム
22002233年年22月月2255日日（（土土））1144：：0000～～1166：：3300
ここれれかかららのの大大学学ででどどののよよううにに学学ぶぶののかか~~主主体体性性をを生生みみ出出すす学学びびのの多多様様性性~~  

発表内容

2

I. 本学の紹介、自己紹介

II. 実践内容
1. 産業生命科学科の取組
2. 生命科学PBL
3. 生命科学インターンシップ

III. 主体的な学びを促す試み
1. 地域・企業との連携体制の整備
2. 教員・学生間のコミュニケーション機会の構築
3. 段階的な学びのプロセスの設計

地地域域・・企企業業のの連連携携にによよるる主主体体的的なな学学びびとと実実践践－－社社会会課課題題のの把把握握かからら課課題題解解決決策策のの提提案案とと実実現現－－

自己紹介・本学の紹介

3

京都産業大学の概要１

4

沿革(学部)
1965年 経済学部・理学部で開学
1967年 経営学部・法学部・外国語学部を増設
1989年 工学部を増設
2000年 文化学部を増設
2007年 経営学部にソーシャル・マネジメント学科、会計ファイナンス学科を増設
2008年 コンピュータ理工学部、外国語学部に国際関係学科を増設
2009年 法学部に法政策学科を増設
2010年 総合生命科学部を増設
2014年 外国語学部を英語、ヨーロッパ言語、アジア言語、国際関係の4学科に再編
2015年 文化学部に京都文化学科新設
2016年 理学部に宇宙物理・気象学科増設
2017年 現代社会学部を増設
2018年 情報理工学部設置
2019年 国際関係学部、生命科学部新設

経営学部をマネジメントの１学科に再編

建学の精神
将来の社会を担って立つ人材の育成。全世界の人々から尊
敬され、全人類の平和と幸福のために寄与する精神をもっ
た人間を育成。 「産業」を、創設者荒木俊馬は「むすびわ
ざ」とも読ませ、大学の教育を、社会の営みに結びつける
ものとして位置づけた。「むすびわざ」とは、モノ、コト、
そしてヒトを新しい発想で結びつけ、新規の価値を社会に
産み出すこと（イノベーション）を意味する。

特色
１年次から４年次まで、文系理系問わ
ず学部・大学院全てが京都市北区上賀
茂に集結している「一拠点総合大学」。
学部学科の「交流が学び」の可能性を
広げ、社会と「共創」するキャンパス
で根幹的な力を養っている。

京都産業大学の概要２

5

学部構成（学生数）（2019年5月1日現在）
学部全体 13,591名 大学院全体 185名

経済学部
FACULTY OF ECONOMICS

経営学部
F ACULTY OF BUSINESS ADMINISTRATION

法学部
F ACULTY OF LAW

国際関係学部
F ACULTY OF INTERNATIONAL RELATIONS

文化学部
FACULTY OF CULTURAL STUDIES

情報理工部
F ACULTY OF INFORMATION SCIENCE
AND ENGINEERING

現代社会学部
FACULTY OF SOCIOLOGY

コンピュータ理工学部
F ACULTY OF COMPUTER SCIENCE
AND ENGINEERING

理学部
F ACULTY OF SCIENCE

生命科学部
F ACULTY OF LIFE SCIENCES

2,498 2,599 2,499

1,170 187

1,134 507

315

286130

教員 専任教員439名 非常勤講師他342名 計781名
事務職員 専任事務職員202名 特定220名 計422名

改組

外国語学部
F ACULTY OF FOREIGN STUDIES

1,935

総合生命科学部
FACULTY OF LIFE SCIENCES

331
改組

むすぶ人
「人」と「人」をむすぶ
「知識」と「実践」をむすぶ
「京都」と「日本・世界の諸地域」をむすぶ

西田　貴明　京都産業大学 生命科学部 産業生命科学科 准教授

スライド4

スライド6スライド5

スライド1

スライド3

スライド2

自己紹介 （西田貴明:にしだ たかあき）

7

大学院:生態学→  金融系シンクタンク:政策調査→ 大学:政策研究・産学連携

生物学、生態学 政策調査・支援 政策研究・産学連携

専門 生命科学、生態学に基づいた環境政策学

実践内容
専門科目

生命科学PBL1、2
生命科学インターンシップ

8

京都産業大学 生命科学部（２０１９年～）

9

産業生命科学科の特徴

1 0

産業生命科学科の産学協働教育

1 1

産業生命科学科の専門教育（主に２回生）

1 2

創薬医療ビジネス、農学概論、地域環境論、環境経済学、日常生活と
生命科学、バイオイノベーション、食農文化政策…

＜専門科目＞

社会課題の現場からの最新の話題提供
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産業生命科学科の専門教育（２回生）

1
3

食農文化政策

＜専門科目＞

社会課題解決に関わる人材イメージの共有

日本国内の様々な地域をケーススタディとして、
行政、企業の実務家から話題提供。

食農文化の現状や課題、自然環境や食文化を活
用した地域活性化、食農文化の保全、伝承などの

取り組みを紹介。

ケーススタディを通して、地域課題解決のプロジェ
クトを学ぶ。

自身の地域課題の解決策を提案する、レポート
（1万字）を作成。

受講生の反応と課題（食農文化政策）

1
4

食農文化政策に対する関心

授業の内容、地域課題解決に対する関心が高まった

様々な講演者の方の講義はとても身になる話ばかりでとても楽しかったです。レポートは重めでしたが1万字という⾧い文書を書
く良い経験になったと感じました。
様々な立場の方のお話を聞いて、さらにそれを地元の地域課題に落とし込んでいくのがとても楽しかった。
たくさんの人の話を聞くことが出来たので、学びが多く、とても意味のある講義だったのではないかと思った。

産業生命科学科の産学協働教育

1 5

課題を発見し、協働して解決する力を養う

生命科学PBL1・2（課題解決型学習）

情報を処理し、社会に発信する能力を養う

コミュニケーション能力
課題発見力
実行力

情報処理能力
プレゼンテーション能力
表現力・発信力

生命科学リテラシー
サイエンスコミュニケーション

実社会での
実体験による成長

生命科学インターンシップ

生命科学を武器に社会で活躍する力を養う

生命科学PBL1、２（２回生秋、３回生春）

1 6

生命科学PBL（Project Based Learning：課題解決型学習）
企業や地域団体、地方公共団体などが抱えている課題の解決策を

学生自らの力で立案し、実行する授業科目

○生命科学PBL1（2回生秋）
さまざまな演習を通じて、チームで協働する力や、企画を立案

する力、プレゼンテーション力を養う。

○生命科学PBL2（3回生春）
地域の現場にある実際の課題の解決策を立案して実行する。

チームで協働しながら社会のリアルな課題にあたることで、調整
力や実践力を養う。

PBLとはなにか

1 7

• 科目内容に基づいた学習（Subject-Based Learning: SBL）

知る必要があること → 学習する → 身に付ける

• 問題に基づいた学習（Project-Based Learning: PBL）

問題が示される →知る必要があることを考える
→学習する → 実践する →身に付ける

1 8

生命科学PBLの目的

プロジェク
ト設計

マネジメン
ト

コミュニ
ケーション

• 課題解決に必要なスキル、コミュニケーション力を強化する
• 多様な主体の協力を得て、社会課題に対する解決策を提案する
• 生命科学を活かした社会課題解決のアプローチを習得する

学外機関と連携したプロジェクトを立ち上げる

スライド16

スライド18スライド17

スライド13

スライド15

スライド14

PBL１の授業の構成（２回生秋）

1
9

第1回：授業の進め方、課題解決プロジェクトとは、プラスのストローク、自己紹介
第2回：実践例の紹介（計画）、アクティブ・リスニング

第3回：アクティブ・リスニング

第4回：実践例の紹介（商品開発）、アサーション

第5回：実践例の紹介（イベント企画）

第6回：合意形成、チームワーク（月で生き残る）

第7回：課題解決のアイディア出し、KJ法、発想法

第8回：プロジェクトの検討、プロジェクトの流れ

第9回：企画書のまとめ方、議事録の作り方

第10回：プロジェクト計画の検討

第11回：中間発表会（チームの企画内容の発表）

第12回：中間発表の振り返り、レポートの書き方

第13回：プロジェクト計画の検討、企画書の草稿の提出

第14回：プロジェクト計画報告の準備、報告書のまとめ方

第15回：最終報告会、振り返りレポート

コミュニケーションの実践（プラスのストローク）

2
0

1. ４人（一班だけ5人）1組になり、1回目の話し手、聞き
手、観察者（2人）を決める

• 「観察者」は話し手と聞き手のやりとりをよく観察する人のこと

2. お互い、表情等がよく見えるよう調整

3. 聞き手は、以下の「聞き手の態度」で聞く

話話しし手手がが話話すす時時間間 聞聞きき手手のの態態度度

２分

「アイコンタクト」「（笑顔の）うなずき」
「あいづち」

＋
「開いた質問」を交えながら聞く
「プラスのストローク」を加えて聴く

プラスのストローク「温かい言葉や態度で相手に働きかけること」

地域課題の認識とアイディア出し KJ法

2 1

＜KJ法＞

「無秩序に見える定性的データをグループにまとめ，グループ間の関係
を図解化，文章化することにより，問題の本質を追求したり新しい発想
を得たりする（川喜田, 1996）」方法

PBL２の授業の構成（３回生春）

2 2

第1回：ガイダンス、PBL1の振り返り

第2回：活動テーマの紹介、

第3回：学外活動を行う上での留意点

第4回：グループ活動

第5回：連携先との顔合わせ

第6回：グループ活動

第7回：グループ活動

第8回：グループ活動

第9回：中間発表会

第10回：中間発表の振り返り

第11回：グループ活動

第12回：グループ活動

第13回：グループ活動

第14回：最終報告会

第15回：授業の振り返り

グループ活動による地域課題の解決

2 3

平城宮跡チーム: コロナ禍における公園の活性化・利用促進について考えよ【国営飛鳥歴史公園ほか】

宝が池の生態系管理において必要な取り組みを考えよ
【京都市都市緑化協会】

小学校のビオトープ活用計画を立案せよ
【上賀茂小学校・上賀茂おやじの会】

生命科学PBL 成果の例（国営飛鳥歴史公園ほか）

2 4

オリジナルドラマ「麻保呂波（まほろば）」を制作

地域連携イベント「天平衣装カフェ」の開催

画像_京都産業大学生命科学部ホームページ
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産業生命科学科の専門教育（２回生）

1
3

食農文化政策

＜専門科目＞

社会課題解決に関わる人材イメージの共有

日本国内の様々な地域をケーススタディとして、
行政、企業の実務家から話題提供。

食農文化の現状や課題、自然環境や食文化を活
用した地域活性化、食農文化の保全、伝承などの

取り組みを紹介。

ケーススタディを通して、地域課題解決のプロジェ
クトを学ぶ。

自身の地域課題の解決策を提案する、レポート
（1万字）を作成。

受講生の反応と課題（食農文化政策）

1
4

食農文化政策に対する関心

授業の内容、地域課題解決に対する関心が高まった

様々な講演者の方の講義はとても身になる話ばかりでとても楽しかったです。レポートは重めでしたが1万字という⾧い文書を書
く良い経験になったと感じました。
様々な立場の方のお話を聞いて、さらにそれを地元の地域課題に落とし込んでいくのがとても楽しかった。
たくさんの人の話を聞くことが出来たので、学びが多く、とても意味のある講義だったのではないかと思った。

産業生命科学科の産学協働教育

1 5

課題を発見し、協働して解決する力を養う

生命科学PBL1・2（課題解決型学習）

情報を処理し、社会に発信する能力を養う

コミュニケーション能力
課題発見力
実行力

情報処理能力
プレゼンテーション能力
表現力・発信力

生命科学リテラシー
サイエンスコミュニケーション

実社会での
実体験による成長

生命科学インターンシップ

生命科学を武器に社会で活躍する力を養う

生命科学PBL1、２（２回生秋、３回生春）

1 6

生命科学PBL（Project Based Learning：課題解決型学習）
企業や地域団体、地方公共団体などが抱えている課題の解決策を

学生自らの力で立案し、実行する授業科目

○生命科学PBL1（2回生秋）
さまざまな演習を通じて、チームで協働する力や、企画を立案

する力、プレゼンテーション力を養う。

○生命科学PBL2（3回生春）
地域の現場にある実際の課題の解決策を立案して実行する。

チームで協働しながら社会のリアルな課題にあたることで、調整
力や実践力を養う。

PBLとはなにか

1 7

• 科目内容に基づいた学習（Subject-Based Learning: SBL）

知る必要があること → 学習する → 身に付ける

• 問題に基づいた学習（Project-Based Learning: PBL）

問題が示される →知る必要があることを考える
→学習する → 実践する →身に付ける

1 8

生命科学PBLの目的

プロジェク
ト設計

マネジメン
ト

コミュニ
ケーション

• 課題解決に必要なスキル、コミュニケーション力を強化する
• 多様な主体の協力を得て、社会課題に対する解決策を提案する
• 生命科学を活かした社会課題解決のアプローチを習得する

学外機関と連携したプロジェクトを立ち上げる

スライド16

スライド18スライド17

スライド133

スライド15

スライド14

PBL１の授業の構成（２回生秋）

1
9

第1回：授業の進め方、課題解決プロジェクトとは、プラスのストローク、自己紹介
第2回：実践例の紹介（計画）、アクティブ・リスニング

第3回：アクティブ・リスニング

第4回：実践例の紹介（商品開発）、アサーション

第5回：実践例の紹介（イベント企画）

第6回：合意形成、チームワーク（月で生き残る）

第7回：課題解決のアイディア出し、KJ法、発想法

第8回：プロジェクトの検討、プロジェクトの流れ

第9回：企画書のまとめ方、議事録の作り方

第10回：プロジェクト計画の検討

第11回：中間発表会（チームの企画内容の発表）

第12回：中間発表の振り返り、レポートの書き方

第13回：プロジェクト計画の検討、企画書の草稿の提出

第14回：プロジェクト計画報告の準備、報告書のまとめ方

第15回：最終報告会、振り返りレポート

コミュニケーションの実践（プラスのストローク）

2
0

1. ４人（一班だけ5人）1組になり、1回目の話し手、聞き
手、観察者（2人）を決める

• 「観察者」は話し手と聞き手のやりとりをよく観察する人のこと

2. お互い、表情等がよく見えるよう調整

3. 聞き手は、以下の「聞き手の態度」で聞く

話話しし手手がが話話すす時時間間 聞聞きき手手のの態態度度

２分

「アイコンタクト」「（笑顔の）うなずき」
「あいづち」

＋
「開いた質問」を交えながら聞く
「プラスのストローク」を加えて聴く

プラスのストローク「温かい言葉や態度で相手に働きかけること」

地域課題の認識とアイディア出し KJ法

2 1

＜KJ法＞

「無秩序に見える定性的データをグループにまとめ，グループ間の関係
を図解化，文章化することにより，問題の本質を追求したり新しい発想
を得たりする（川喜田, 1996）」方法

PBL２の授業の構成（３回生春）

2 2

第1回：ガイダンス、PBL1の振り返り

第2回：活動テーマの紹介、

第3回：学外活動を行う上での留意点

第4回：グループ活動

第5回：連携先との顔合わせ

第6回：グループ活動

第7回：グループ活動

第8回：グループ活動

第9回：中間発表会

第10回：中間発表の振り返り

第11回：グループ活動

第12回：グループ活動

第13回：グループ活動

第14回：最終報告会

第15回：授業の振り返り

グループ活動による地域課題の解決

2 3

平城宮跡チーム: コロナ禍における公園の活性化・利用促進について考えよ【国営飛鳥歴史公園ほか】

宝が池の生態系管理において必要な取り組みを考えよ
【京都市都市緑化協会】

小学校のビオトープ活用計画を立案せよ
【上賀茂小学校・上賀茂おやじの会】

生命科学PBL 成果の例（国営飛鳥歴史公園ほか）

2 4

オリジナルドラマ「麻保呂波（まほろば）」を制作

地域連携イベント「天平衣装カフェ」の開催

画像_京都産業大学生命科学部ホームページ
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受講生の反応と課題（PBL2）

2
5

PBLの活動に対する振り返りと関心

実際にプロジェクトを動かすということがどれほど考えることが多いか、どれほど大変かということがよくわかった。
事前準備が想像以上に多くて大変だったのもありますが、一番難しさを感じたのは、意見を擦り合わせて一つの案にして
いく過程の難しさでした。
グループの皆とコミュニケーションを取りながら問題解決に向かっていくスタイルがとても自分の成⾧に繋がったと思いました
プロジェクト動かすためのアイディア出しの方法などを知れたのは今後に役立ちそうでいいと思った。
何をするにも準備をする事が大事だということを学びました。
思っていた以上に授業外の時間を作るのが大変で、自分の未熟さを知るいい機会になりました。

多くの学生がグループ活動に意欲的に取り組んだ

PBL受講学生の社会人基礎力についての自己評価

2
6

前に

踏み出す
力

一歩前に踏み出し、失
敗しても粘り強く取り
組む力

指示待ちにならず、一
人称で物事を捉え、自
ら行動する力

主体性 物事に進んで取り組む
働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む

実行力 目的を設定し確実に行動する

考え抜く
力

疑問を持ち、考え抜く
力

自ら課題提起し、解決
のためのシナリオを描
く、自律的な思考力

課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかに
する

計画力 課題の解決に向けたプロセスを明ら
かにし準備する

創造力 新しい価値を生み出す

チームで
働く力

多様な人々とともに、
目標に向けて協力する
力

グループ内の協調性だ
けに留まらず、多様な
人々との繋がりや協働
を生み出す力

発信力 自分の意見を分かりやすく伝える

傾聴力 相手の意見を丁寧に聞く
柔軟性 意見の違いや相手の立場を理解する

状況把握力 自分と周囲の人々や物事との関係性
を理解する

規律性 社会のルールや人との約束を守る

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 ストレスの発生源に対応する

社社会会人人基基礎礎力力のの3つつのの力力とと12のの要要素素

経 済 産 業 省 (2018b) 「 「 人 生 100 年 時 代 の 社 会 人 基 礎 力 」 と 「 リ カ レ ン ト 教 育 」 に つ い て 」

https://www.meti.go.jp/ report/whitepaper/data/pdf/20180319001_3.pdf (取得2021.04.22)

アンケートによる学生の社会人基礎力の自己評価

PBLにより養われた力（自己評価）

2 7

主体性 3.26 ± 1.05 3.51 ± 1.03
働きかけ力 3.07 ± 1.18 3.33 ± 1.06
実行力 3.40 ± 0.96 3.58 ± 0.85
課題発見力 3.70 ± 0.77 3.95 ± 0.82 *

計画力 3.00 ± 0.85 3.40 ± 0.85 ***

創造力 3.28 ± 0.85 3.53 ± 0.91 *

発信力 3.23 ± 1.02 3.65 ± 0.84 ***

傾聴力 3.91 ± 1.00 4.26 ± 0.82 **

柔軟性 3.79 ± 1.01 4.12 ± 0.82 **

状況把握力 3.84 ± 0.92 3.98 ± 0.77
規律性 3.51 ± 1.14 3.91 ± 0.78 **

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.19 ± 1.24 3.67 ± 1.02 ***

前に
踏み出す力

考え抜く力

チームで
働く力

３つの力 12の要素
全体の傾向

事前評価 事後評価

生生命命科科学学PBL2受受講講前前後後ににおおけけるる得得点点変変化化

***,**, * Wilcoxonの符号付順位検定により、それぞれ1％、5％、10％水準で有意差ありを示す

考える力

チーム力

三瓶ほか（印刷中）生命科学分野における課題解決型PBL授業の導入と地域との協働による学び，高等教育フォーラム

PBLにより養われた力（自己評価）

2 8

主体性 3.22 ± 1.04 3.48 ± 0.85 3.30 ± 1.08 3.55 ± 1.23
働きかけ力 2.96 ± 1.15 3.26 ± 1.01 * 3.20 ± 1.24 3.40 ± 1.14
実行力 3.26 ± 0.92 3.48 ± 0.90 3.55 ± 1.00 3.70 ± 0.80
課題発見力 3.78 ± 0.80 4.00 ± 0.85 3.60 ± 0.75 3.90 ± 0.79
計画力 3.17 ± 0.83 3.61 ± 0.66 ** 2.80 ± 0.83 3.15 ± 0.99
創造力 3.52 ± 0.73 3.52 ± 0.90 3.00 ± 0.92 3.55 ± 0.95 **

発信力 3.04 ± 1.02 3.61 ± 0.78 ** 3.45 ± 1.00 3.70 ± 0.92
傾聴力 3.78 ± 1.04 4.04 ± 0.93 4.05 ± 0.95 4.50 ± 0.61 *

柔軟性 3.91 ± 1.00 4.04 ± 0.88 3.65 ± 1.04 4.20 ± 0.77 **

状況把握力 3.96 ± 0.64 4.00 ± 0.74 3.70 ± 1.17 3.95 ± 0.83
規律性 3.65 ± 0.94 3.91 ± 0.79 3.35 ± 1.35 3.90 ± 0.79 **

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.30 ± 1.22 3.70 ± 1.06 ** 3.05 ± 1.28 3.65 ± 0.99 *

前に
踏み出す力

考え抜く力

チームで
働く力

受講なし

事前評価 事後評価
３つの力 12の要素

受講あり

事前評価 事後評価

生生命命科科学学PBL1のの受受講講有有無無にによよるる受受講講前前後後のの得得点点のの比比較較

***,**, * Wilcoxonの符号付順位検定により、それぞれ1％、5％、10％水準で有意差ありを示す

三瓶ほか（印刷中）生命科学分野における課題解決型PBL授業の導入と地域との協働による学び，高等教育フォーラム

考える力

チーム力

生命科学インターンシップ（３回生通年）

2 9

生命科学インターンシップ

3 0

目的

（１）事前授業（プレ・インターンシップ）
ビジネスマナー講義，グループでのディスカッションと
発表，人権研修，情報倫理講義，レポート作成など

（２）就業体験（インターンシップ）
実習先企業等で夏期休業期間中に５日間程度の就業体験

（３）事後授業（アフター・インターンシップ）
グループで就業体験の報告とディスカッション，全体報
告会での発表など

概要

• これまでの自分自身の経験、特徴を整理する
• 生命科学に関わるしごとのイメージを具体化する
• 将来のキャリアをつくるための道筋を立てる

スライド28

スライド30スライド29

スライド25

スライド27

スライド26

キャリア形成に向けたワークショップ（事前授業）

3
1

ワークショップにおける自己分析と目標の設定 3
2

ビジネスマナーの講習（事前授業）

ビジネスマナー講座による基本的な所作の確認

インターンシップ派遣先の活動状況

3 3
環境コンサルタント会社における土壌、水質の調査

インターンシップ派遣先の活動状況

3 4
衛生調査会社における環境分析

環境コンサルタント会社
におけるフィールドワーク

インターンシップ派遣先の活動状況

3 5医療機器メーカーにおける開発業務への参加

インターンシップ派遣先の活動状況

3 6

農業生産法人における農作業

スライド34

スライド36スライド35

スライド31

スライド33

スライド32
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受講生の反応と課題（PBL2）

2
5

PBLの活動に対する振り返りと関心

実際にプロジェクトを動かすということがどれほど考えることが多いか、どれほど大変かということがよくわかった。
事前準備が想像以上に多くて大変だったのもありますが、一番難しさを感じたのは、意見を擦り合わせて一つの案にして
いく過程の難しさでした。
グループの皆とコミュニケーションを取りながら問題解決に向かっていくスタイルがとても自分の成⾧に繋がったと思いました
プロジェクト動かすためのアイディア出しの方法などを知れたのは今後に役立ちそうでいいと思った。
何をするにも準備をする事が大事だということを学びました。
思っていた以上に授業外の時間を作るのが大変で、自分の未熟さを知るいい機会になりました。

多くの学生がグループ活動に意欲的に取り組んだ

PBL受講学生の社会人基礎力についての自己評価

2
6

前に

踏み出す
力

一歩前に踏み出し、失
敗しても粘り強く取り
組む力

指示待ちにならず、一
人称で物事を捉え、自
ら行動する力

主体性 物事に進んで取り組む
働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む

実行力 目的を設定し確実に行動する

考え抜く
力

疑問を持ち、考え抜く
力

自ら課題提起し、解決
のためのシナリオを描
く、自律的な思考力

課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかに
する

計画力 課題の解決に向けたプロセスを明ら
かにし準備する

創造力 新しい価値を生み出す

チームで
働く力

多様な人々とともに、
目標に向けて協力する
力

グループ内の協調性だ
けに留まらず、多様な
人々との繋がりや協働
を生み出す力

発信力 自分の意見を分かりやすく伝える

傾聴力 相手の意見を丁寧に聞く
柔軟性 意見の違いや相手の立場を理解する

状況把握力 自分と周囲の人々や物事との関係性
を理解する

規律性 社会のルールや人との約束を守る

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 ストレスの発生源に対応する

社社会会人人基基礎礎力力のの3つつのの力力とと12のの要要素素

経 済 産 業 省 (2018b) 「 「 人 生 100 年 時 代 の 社 会 人 基 礎 力 」 と 「 リ カ レ ン ト 教 育 」 に つ い て 」

https://www.meti.go.jp/ report/whitepaper/data/pdf/20180319001_3.pdf (取得2021.04.22)

アンケートによる学生の社会人基礎力の自己評価

PBLにより養われた力（自己評価）

2 7

主体性 3.26 ± 1.05 3.51 ± 1.03
働きかけ力 3.07 ± 1.18 3.33 ± 1.06
実行力 3.40 ± 0.96 3.58 ± 0.85
課題発見力 3.70 ± 0.77 3.95 ± 0.82 *

計画力 3.00 ± 0.85 3.40 ± 0.85 ***

創造力 3.28 ± 0.85 3.53 ± 0.91 *

発信力 3.23 ± 1.02 3.65 ± 0.84 ***

傾聴力 3.91 ± 1.00 4.26 ± 0.82 **

柔軟性 3.79 ± 1.01 4.12 ± 0.82 **

状況把握力 3.84 ± 0.92 3.98 ± 0.77
規律性 3.51 ± 1.14 3.91 ± 0.78 **

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.19 ± 1.24 3.67 ± 1.02 ***

前に
踏み出す力

考え抜く力

チームで
働く力

３つの力 12の要素
全体の傾向

事前評価 事後評価

生生命命科科学学PBL2受受講講前前後後ににおおけけるる得得点点変変化化

***,**, * Wilcoxonの符号付順位検定により、それぞれ1％、5％、10％水準で有意差ありを示す

考える力

チーム力

三瓶ほか（印刷中）生命科学分野における課題解決型PBL授業の導入と地域との協働による学び，高等教育フォーラム

PBLにより養われた力（自己評価）

2 8

主体性 3.22 ± 1.04 3.48 ± 0.85 3.30 ± 1.08 3.55 ± 1.23
働きかけ力 2.96 ± 1.15 3.26 ± 1.01 * 3.20 ± 1.24 3.40 ± 1.14
実行力 3.26 ± 0.92 3.48 ± 0.90 3.55 ± 1.00 3.70 ± 0.80
課題発見力 3.78 ± 0.80 4.00 ± 0.85 3.60 ± 0.75 3.90 ± 0.79
計画力 3.17 ± 0.83 3.61 ± 0.66 ** 2.80 ± 0.83 3.15 ± 0.99
創造力 3.52 ± 0.73 3.52 ± 0.90 3.00 ± 0.92 3.55 ± 0.95 **

発信力 3.04 ± 1.02 3.61 ± 0.78 ** 3.45 ± 1.00 3.70 ± 0.92
傾聴力 3.78 ± 1.04 4.04 ± 0.93 4.05 ± 0.95 4.50 ± 0.61 *

柔軟性 3.91 ± 1.00 4.04 ± 0.88 3.65 ± 1.04 4.20 ± 0.77 **

状況把握力 3.96 ± 0.64 4.00 ± 0.74 3.70 ± 1.17 3.95 ± 0.83
規律性 3.65 ± 0.94 3.91 ± 0.79 3.35 ± 1.35 3.90 ± 0.79 **

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.30 ± 1.22 3.70 ± 1.06 ** 3.05 ± 1.28 3.65 ± 0.99 *

前に
踏み出す力

考え抜く力

チームで
働く力

受講なし

事前評価 事後評価
３つの力 12の要素

受講あり

事前評価 事後評価

生生命命科科学学PBL1のの受受講講有有無無にによよるる受受講講前前後後のの得得点点のの比比較較

***,**, * Wilcoxonの符号付順位検定により、それぞれ1％、5％、10％水準で有意差ありを示す

三瓶ほか（印刷中）生命科学分野における課題解決型PBL授業の導入と地域との協働による学び，高等教育フォーラム

考える力

チーム力

生命科学インターンシップ（３回生通年）

2 9

生命科学インターンシップ

3 0

目的

（１）事前授業（プレ・インターンシップ）
ビジネスマナー講義，グループでのディスカッションと
発表，人権研修，情報倫理講義，レポート作成など

（２）就業体験（インターンシップ）
実習先企業等で夏期休業期間中に５日間程度の就業体験

（３）事後授業（アフター・インターンシップ）
グループで就業体験の報告とディスカッション，全体報
告会での発表など

概要

• これまでの自分自身の経験、特徴を整理する
• 生命科学に関わるしごとのイメージを具体化する
• 将来のキャリアをつくるための道筋を立てる

スライド28

スライド30スライド29

スライド25

スライド27

スライド26

キャリア形成に向けたワークショップ（事前授業）

3
1

ワークショップにおける自己分析と目標の設定 3
2

ビジネスマナーの講習（事前授業）

ビジネスマナー講座による基本的な所作の確認

インターンシップ派遣先の活動状況

3 3
環境コンサルタント会社における土壌、水質の調査

インターンシップ派遣先の活動状況

3 4
衛生調査会社における環境分析

環境コンサルタント会社
におけるフィールドワーク

インターンシップ派遣先の活動状況

3 5医療機器メーカーにおける開発業務への参加

インターンシップ派遣先の活動状況

3 6

農業生産法人における農作業

スライド34

スライド36スライド35

スライド31

スライド33

スライド32
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インターンシップ派遣先の活動状況

3
7まちづくりの関連企業における地ビールの製造とイベントの実施

インターンシップ派遣先の活動状況

3
8

環境コンサルタント会社における活動報告

受講生の反応と課題（インターンシップ）

3 9

とても高い, 
12人, 55%

少し高い,
7人, 32%

少し低い,
1人, 4%

とても低い, 
0人, 0% どちらとも言えない,

2人, 9%

とても高い 少し高い
少し低い とても低い

どちらとも言えない

学内の事前・事後授業

とても高

い,
9人, 64%

少し高い, 
5人, 36%

少し低い, 
0, 0%

とても低

い, 0, 0%
どちらとも言えない, 

0, 0%

とても高い 少し高い

少し低い とても低い

どちらとも言えない

受入れ企業での実習

生命科学インターンシップに対する満足度

N=22 N=14

インターンシップ授業の実習における満足度が高い
川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム

4 0

受講生の反応（インターンシップ全体）

生命科学インターンシップにおいて得られた成果

複数回答（回答者22人）自分自身の発見や、働くことのイメージの具体化

6
8%

55%

50%

47%

42%

39%

37%

34%

32%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身に対する新しい発見があった

働くことのイメージが具体化された

個人発表のスキルが上がった

業界や業種の理解が進んだ

就職活動の進め方が理解できた

希望する就職先が前より明確になった

グループディスカッションのスキルが上がった

就職活動の情報共有をできるつながりができた

社会人とのつながりができた

特に目立った成果はない

川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム

受講生の反応と課題（インターンシップ）

4 1

9%

23%
23%

0%
0%

23%
45%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事前授業の時間が短い

事後授業の時間が短い

インターンシップ受け入れ先の数が少ない

インターンシップ受け入れ先で問題があった

就職活動に役に立たない

上記以外の課題がある

特に課題はない

生命科学インターンシップの授業に関する課題

概ね問題ないが、派遣先マッチングは難しい

川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム
複数回答（回答者22人）

＜対象＞
（関西中心の）環境・食農・医療等の生命科学に関わる企業・団体

＜受入先の依頼から派遣の流れ＞
1. インターンシップの授業方針の検討と依頼内容の整理

2. 生命科学部の所属教員の連携企業・団体への依頼
① 所属教員の共同研究者、卒業生への協力依頼（100社以上）
② インターンシップ担当教員からの依頼、詳細説明（26社, 43名）
③ 学部事務室からの連携手続き、受入先の整理

3. 受講学生による受入先とのインターン実施日程等の調整

インターンシップ受入先の確保と派遣

4 2

スライド40

スライド42スライド41

スライド37

スライド39

スライド38

インターンシップの受入先の概要

4
3

受入先の業種 派遣先の業種

N=43 N=26

環境分野、医療分野への学生ニーズが高く、マッチングが困難

産学協働教育の振り返り

4
4

• 学内のキャリア科目を参考にして、生命科学部の「産学協働教育（PBL、イ
ンターンシップ科目）」を構築することができた。

• 「産学協働教育」については参加学生の関心が高く、積極的な活動が展開
され、参加学生の成⾧実感も概ね高い。

• 多様な学生ニーズに踏まえつつ、科目の趣旨に適合する実践活動、就業体
験を提供いただける受入先を確保することが求められる。

• 「産学協働教育」の科目は、他の科目に比べて学生の負担が大きいため
に、意欲のある学生に限られる。

主体的な学びを促す試み
実践を踏まえた課題と気づき

4 5

産学協働の教育の反応

4 6

・生命科学PBL1・2（課題解決型学習）

・生命科学インターンシップ

・実践現場を踏まえた専門科目

 受講者は、全般的に学びに対する意欲が高い
 産学協働の科目を通じた成長実感が得られやすい
 段階的に社会の課題解決への意識が高まる

産学協働の学びは、その後どのように活かされたか？

2022年度 環境政策学 研究室（３回生秋～４回生）

4 7

基本方針：生命科学を活用した社会課題、環境問題の解決方策の解明と実践

活動方針：
①現場を経験する、②問題を設定する
③データをとる、④社会に提案する、⑤成果を形にする

• 卒業研究計画の決定
• 調査研究データの収集
• フィールド調査

• 研究論文の作成
• 調査データの分析
• 社会提言の発信

３年次 秋学期 ４年次 春学期 ４年次 秋学期

• グループ研究の開始
• 調査技術の習得
• グループ研究の発表

2022年度のグループ研究

4 8

課題解決型グリーンインフラカードゲーム「グリーンズ」（４回生）

グリーンインフラに関する情報共有のための3D模型（３回生）

わかりやすい情報共有を目的として、 3Dプリ
ンタを用いて独自に模型を作成

3D模型とプロジェクションマッピングを掛け
合わすことで、理解促進を実現

コミュニケーションに焦点を当てたカードゲー
ム「グリーンズ」を作成

社会の多様な地域課題に対して、自由な発想で
解決策を提案する課題解決型カードゲーム

IS企業と連携して、カードゲームを開発し、展示会に出展

GISをIS企業で学び、普及啓発用の模型を作製

スライド46

スライド48スライド47

スライド43

スライド45

スライド44
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インターンシップ派遣先の活動状況

3
7まちづくりの関連企業における地ビールの製造とイベントの実施

インターンシップ派遣先の活動状況

3
8

環境コンサルタント会社における活動報告

受講生の反応と課題（インターンシップ）

3 9

とても高い, 
12人, 55%

少し高い,
7人, 32%

少し低い,
1人, 4%

とても低い, 
0人, 0% どちらとも言えない,

2人, 9%

とても高い 少し高い
少し低い とても低い

どちらとも言えない

学内の事前・事後授業

とても高

い,
9人, 64%

少し高い, 
5人, 36%

少し低い, 
0, 0%

とても低

い, 0, 0%
どちらとも言えない, 

0, 0%

とても高い 少し高い

少し低い とても低い

どちらとも言えない

受入れ企業での実習

生命科学インターンシップに対する満足度

N=22 N=14

インターンシップ授業の実習における満足度が高い
川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム

4 0

受講生の反応（インターンシップ全体）

生命科学インターンシップにおいて得られた成果

複数回答（回答者22人）自分自身の発見や、働くことのイメージの具体化

6
8%

55%

50%

47%

42%

39%

37%

34%

32%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身に対する新しい発見があった

働くことのイメージが具体化された

個人発表のスキルが上がった

業界や業種の理解が進んだ

就職活動の進め方が理解できた

希望する就職先が前より明確になった

グループディスカッションのスキルが上がった

就職活動の情報共有をできるつながりができた

社会人とのつながりができた

特に目立った成果はない

川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム

受講生の反応と課題（インターンシップ）

4 1

9%

23%
23%

0%
0%

23%
45%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事前授業の時間が短い

事後授業の時間が短い

インターンシップ受け入れ先の数が少ない

インターンシップ受け入れ先で問題があった

就職活動に役に立たない

上記以外の課題がある

特に課題はない

生命科学インターンシップの授業に関する課題

概ね問題ないが、派遣先マッチングは難しい

川上・西田（印刷中）生命科学部におけるインターンシッププログラムの構築と実践，高等教育フォーラム
複数回答（回答者22人）

＜対象＞
（関西中心の）環境・食農・医療等の生命科学に関わる企業・団体

＜受入先の依頼から派遣の流れ＞
1. インターンシップの授業方針の検討と依頼内容の整理

2. 生命科学部の所属教員の連携企業・団体への依頼
① 所属教員の共同研究者、卒業生への協力依頼（100社以上）
② インターンシップ担当教員からの依頼、詳細説明（26社, 43名）
③ 学部事務室からの連携手続き、受入先の整理

3. 受講学生による受入先とのインターン実施日程等の調整

インターンシップ受入先の確保と派遣

4 2

スライド40

スライド42スライド41

スライド37

スライド39

スライド38

インターンシップの受入先の概要

4
3

受入先の業種 派遣先の業種

N=43 N=26

環境分野、医療分野への学生ニーズが高く、マッチングが困難

産学協働教育の振り返り

4
4

• 学内のキャリア科目を参考にして、生命科学部の「産学協働教育（PBL、イ
ンターンシップ科目）」を構築することができた。

• 「産学協働教育」については参加学生の関心が高く、積極的な活動が展開
され、参加学生の成⾧実感も概ね高い。

• 多様な学生ニーズに踏まえつつ、科目の趣旨に適合する実践活動、就業体
験を提供いただける受入先を確保することが求められる。

• 「産学協働教育」の科目は、他の科目に比べて学生の負担が大きいため
に、意欲のある学生に限られる。

主体的な学びを促す試み
実践を踏まえた課題と気づき

4 5

産学協働の教育の反応

4 6

・生命科学PBL1・2（課題解決型学習）

・生命科学インターンシップ

・実践現場を踏まえた専門科目

 受講者は、全般的に学びに対する意欲が高い
 産学協働の科目を通じた成長実感が得られやすい
 段階的に社会の課題解決への意識が高まる

産学協働の学びは、その後どのように活かされたか？

2022年度 環境政策学 研究室（３回生秋～４回生）

4 7

基本方針：生命科学を活用した社会課題、環境問題の解決方策の解明と実践

活動方針：
①現場を経験する、②問題を設定する
③データをとる、④社会に提案する、⑤成果を形にする

• 卒業研究計画の決定
• 調査研究データの収集
• フィールド調査

• 研究論文の作成
• 調査データの分析
• 社会提言の発信

３年次 秋学期 ４年次 春学期 ４年次 秋学期

• グループ研究の開始
• 調査技術の習得
• グループ研究の発表

2022年度のグループ研究

4 8

課題解決型グリーンインフラカードゲーム「グリーンズ」（４回生）

グリーンインフラに関する情報共有のための3D模型（３回生）

わかりやすい情報共有を目的として、 3Dプリ
ンタを用いて独自に模型を作成

3D模型とプロジェクションマッピングを掛け
合わすことで、理解促進を実現

コミュニケーションに焦点を当てたカードゲー
ム「グリーンズ」を作成

社会の多様な地域課題に対して、自由な発想で
解決策を提案する課題解決型カードゲーム

IS企業と連携して、カードゲームを開発し、展示会に出展

GISをIS企業で学び、普及啓発用の模型を作製

スライド46

スライド48スライド47

スライド43

スライド45

スライド44
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2022年度の卒業研究

4
9

＜卒業研究のテーマ＞
• グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」における緑地・自然空間が利用者に及ぼす影響
• 友ヶ島における漂着ごみに対する来島者の意識と負担意思
• ため池の維持管理に向けた普及啓発を行うべき対象の特徴の明示-大阪府岸和田市内のため池にお

ける経済価値評価研究 -
• 里山資源を活用した「商品」の魅力とは～Instagramにおける情報発信の現状把握と、利用者の魅

力の感じ方～
• 三重県いなべ市における自然環境と移住の関係性

①現場を経験する → フィールド調査、滞在型の研究
②問題を設定する → 自らの問題設定
③データをとる → 現場でのアンケート・ヒアリング
④社会に提案する → 行政への提案、展示会への出展
⑤成果を形にする → 卒業論文の執筆 ゲームの作成

やりたいことを社会で実現する力

主体的な学びで養われた力

ププロロダダククトト・・アアウウトト
＋＋ ママーーケケッットト・・イインン

自 らが関心ある対象から、
社会が必要とする研究対

象にも注目

社会を変える「マーケット・
イン」の発想力

検検証証型型 ＋＋ 提提案案型型

起 こっている事実を検証
し、これからの事を起こす提

案型の力

さらに実践する体制を作り
自ら行動する力

テテーーママ細細分分・・深深化化型型
＋＋ 分分野野統統合合型型

多 分野が関わるプロジェク
トで、他分野と意見交換し
てコーディネートできる力

様々な意見を引き出して、
編さんする力 5

0

やりたいことを社会で実現する力

産学協働教育の構築に向けて

5 1

1. 地域・企業との連携体制の整備

2. 教員・学生間のコミュニケーション機会の構築

3. 段階的な学びのプロセスの設計

主体的な学びを促す試み

１．地域・企業との連携体制の整備

5 2

学部「研究・教育」と、大学の「キャリア支援」と「就職支援」
学生と実社会とのベストマッチングを目指す

進路・就職支援
プログラム

キャリア形成支援
プログラム

サポート教育

キャリア教育センター 進路・就職支援センター
企業と大学との連携により、イン
ターンシップやＰＢＬなどの産学協
働の教育科目を実施し、キャリア教
育のノウハウを蓄積。

主に学生の就職活動を支援。納得
のいく進路実現に向けて、学生一
人ひとりに合ったアドバイスや情
報提供。

学部の専門教育
研究活動

研究

生命科学部
学部の研究活動、専門教育の中の
つながりから、学生にニーズに
あったインターン・PBLの受入先
を開拓し、授業と連携。

キャリア教育センターの支援、研究における企業等のつながり

2．教員、学生間のコミュニケーション機会の構築

5 3学生間のチームビルディング学生のインターン希望の把握

具体的な学生ニーズの把握と
学内のコミュニケーション機会の構築

5 4

サンドイッチのように積み重ねる
京都産業大学のキャリア形成支援教育

大学での
学び

社会での
実践

社社会会へへ

１ 年次
２年次

３年次
４年次

学部での専門教育や
教養教育

インターンシップやＰＢＬ、フィールドワーク等

3．段階的な学びのプロセスの設計

教員間の情報共有と連携

連続的な産学協働教育の展開

スライド52

スライド54スライド53

スライド49

スライド51

スライド50

スライド非公開
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2022年度の卒業研究

4
9

＜卒業研究のテーマ＞
• グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」における緑地・自然空間が利用者に及ぼす影響
• 友ヶ島における漂着ごみに対する来島者の意識と負担意思
• ため池の維持管理に向けた普及啓発を行うべき対象の特徴の明示-大阪府岸和田市内のため池にお

ける経済価値評価研究 -
• 里山資源を活用した「商品」の魅力とは～Instagramにおける情報発信の現状把握と、利用者の魅

力の感じ方～
• 三重県いなべ市における自然環境と移住の関係性

①現場を経験する → フィールド調査、滞在型の研究
②問題を設定する → 自らの問題設定
③データをとる → 現場でのアンケート・ヒアリング
④社会に提案する → 行政への提案、展示会への出展
⑤成果を形にする → 卒業論文の執筆 ゲームの作成

やりたいことを社会で実現する力

主体的な学びで養われた力

ププロロダダククトト・・アアウウトト
＋＋ ママーーケケッットト・・イインン

自 らが関心ある対象から、
社会が必要とする研究対

象にも注目

社会を変える「マーケット・
イン」の発想力

検検証証型型 ＋＋ 提提案案型型

起 こっている事実を検証
し、これからの事を起こす提

案型の力

さらに実践する体制を作り
自ら行動する力

テテーーママ細細分分・・深深化化型型
＋＋ 分分野野統統合合型型

多 分野が関わるプロジェク
トで、他分野と意見交換し
てコーディネートできる力

様々な意見を引き出して、
編さんする力 5

0

やりたいことを社会で実現する力

産学協働教育の構築に向けて

5 1

1. 地域・企業との連携体制の整備

2. 教員・学生間のコミュニケーション機会の構築

3. 段階的な学びのプロセスの設計

主体的な学びを促す試み

１．地域・企業との連携体制の整備

5 2

学部「研究・教育」と、大学の「キャリア支援」と「就職支援」
学生と実社会とのベストマッチングを目指す

進路・就職支援
プログラム

キャリア形成支援
プログラム

サポート教育

キャリア教育センター 進路・就職支援センター
企業と大学との連携により、イン
ターンシップやＰＢＬなどの産学協
働の教育科目を実施し、キャリア教
育のノウハウを蓄積。

主に学生の就職活動を支援。納得
のいく進路実現に向けて、学生一
人ひとりに合ったアドバイスや情
報提供。

学部の専門教育
研究活動

研究

生命科学部
学部の研究活動、専門教育の中の
つながりから、学生にニーズに
あったインターン・PBLの受入先
を開拓し、授業と連携。

キャリア教育センターの支援、研究における企業等のつながり

2．教員、学生間のコミュニケーション機会の構築

5 3学生間のチームビルディング学生のインターン希望の把握

具体的な学生ニーズの把握と
学内のコミュニケーション機会の構築

5 4

サンドイッチのように積み重ねる
京都産業大学のキャリア形成支援教育

大学での
学び

社会での
実践

社社会会へへ

１ 年次
２年次

３年次
４年次

学部での専門教育や
教養教育

インターンシップやＰＢＬ、フィールドワーク等

3．段階的な学びのプロセスの設計

教員間の情報共有と連携

連続的な産学協働教育の展開

スライド52

スライド54スライド53

スライド49

スライド51

スライド50

産学協働教育の構築に向けて

5
5

1. 地域・企業との連携体制の整備
• 大学「キャリア教育支援センター」からの支援
• 授業をきっかけとしたPBL・インターン科目のつながり

2. 教員・学生間のコミュニケーション機会の構築
• 学生の関心のあるテーマ・派遣先の提示と選択
• 対面・オンラインでコミュニケーション機会の提供

3. 段階的な学びのプロセスの設計
• 学生の「認知、理解、行動」をつなげる授業設計
• 連続的な産学協働教育の展開

主体的な学びを促す試み

今後の展望

5
6

主体的な学びを通じた社会実装

1. 長期的なキャリア構築の支援
• 生命科学を活かした業界との連携の強化
• 卒業生との継続的なコミュニケーション

2. アントレプレナーシップ教育との連携
• 京都産業大学アントレプレナー育成プログラム
• 生命科学を活かす社会起業家の養成

3. 産学官連携による共同研究の展開
• 環境政策研究、グリーンインフラの機能評価
• 学生視点を活かした普及啓発や地域づくり

西田 貴明
075-705-3078

nishida@cc.kyoto-su.ac.jp
http://www.kyoto-su.ac.jp/faculty/professors/ls/nishida-takaaki.html

京都産業大学
生命科学部 環境政策学研究室

ありがとうございました。

スライド55

スライド57

スライド56
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國本　千裕　千葉大学 アカデミック・リンク・センター 副センター長／准教授

スライド1 スライド2

スライド3 スライド4

スライド5 スライド6
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スライド7 スライド8
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スライド11 スライド12
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スライド18

スライド13 スライド14

スライド15 スライド16

スライド17
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スライド19 スライド20

スライド21 スライド22

スライド23 スライド24
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スライド25 スライド26

スライド27 スライド28

スライド29 スライド30
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スライド31 スライド32

スライド33 スライド34

スライド35 スライド36
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スライド37 スライド38

スライド39 スライド40

スライド41 スライド42
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永田 和宏

JT生命誌研究館館長
京都大学名誉教授・京都産業大学名誉教授

第28回FDフォーラム
2023.2.25（On line)

学習から学問へ
大学における教育とは

初等中等教育では

「学修」 学んで修める
「学習」 学んで習う

・ 先生が教えることは、正しいことである

正解は必ず１つあって、しかも１つしかない

答のない問題はない

・ 正解がある

・ よくできるとは？ ・ 問いに正しく答えられる

大学は高校の連続でいいのか

「如何に、問うことができるか」へ （なぜ、本当か？）

「如何に、正しく答えられるか」から

学習から学問へ 学問： 学んで、問いなおす

高大連携は必要なのか

学びて思はざれば即ち罔し、
思ひて学ばざれば即ち殆し 「為政第二」

京都大学入学 1966年（昭和41年）
第17代総長 奥田東

京都大学は、
諸君に何も教えません

・ 答が１つである問題は社会には存在しないことを教える

・ 「何がまだわかっていないか」を教える

・ 教科書に書いてあることは講義する必要はない

・ 知識が学問につながるためには、驚きと感動が必要

大学における教育・研究

60兆個

An estimation of the number of cells in the human body

Eva Bianconi 1, Allison Piovesan, Federica Facchin, Alina Beraudi, Raffaella 
Casadei, Flavia Frabetti, Lorenza Vitale, Maria Chiara Pelleri, Simone 
Tassani, Francesco Piva, Soledad Perez-Amodio, Pierluigi Strippoli, Silvia 
Canaider

Ann. Hum. Biol. 40(6):463-471, 2013

37兆個

２． 何の役にも立たない数字・情報

３． もし本当の数があるなら、
それを知りたいという根源的な欲求

サイエンス、研究、学問の根拠

科学の歴史を通して、後に人類にとって有益だと判明する真に重大な発見の

ほとんどは、有用性を追う人々ではなく、単に自らの好奇心を満たそうとした

人々によってなされた。

エイブラハム・フレクスナー 『「役に立たない」科学が役に立つ』

１． 根拠不明の定説を疑え

私たちの身体の全細胞

・〈知〉は無条件に与えられるべきものか？

「「子子曰曰くく 憤憤（（ふふんん））せせずずんんばば啓啓（（けけいい））せせずず。。
悱（ひ）せせずずんんばば発発せせずず。。一一隅隅をを挙挙ぐぐるるにに 三三隅隅をを以以っってて
反反（（かかへへ））らざればば 則則ちち復復たたせせざざるるななりり」」 （述而第七）

・ 〈知る〉ということ

啓啓発発

・ 問いを問いのまま抱え込んでいる時間の大切さ

安易に答えを求めない、与えない

〈知る〉とは、〈知らなかった自分〉を知ること

知るということ

知へのリスペクト（敬意）

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

永田　和宏　 JT生命誌研究館 館長、 京都大学 名誉教授、京都産業大学 名誉教授歌人、
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永田 和宏

JT生命誌研究館館長
京都大学名誉教授・京都産業大学名誉教授

第28回FDフォーラム
2023.2.25（On line)

学習から学問へ
大学における教育とは

初等中等教育では

「学修」 学んで修める
「学習」 学んで習う

・ 先生が教えることは、正しいことである

正解は必ず１つあって、しかも１つしかない

答のない問題はない

・ 正解がある

・ よくできるとは？ ・ 問いに正しく答えられる

大学は高校の連続でいいのか

「如何に、問うことができるか」へ （なぜ、本当か？）

「如何に、正しく答えられるか」から

学習から学問へ 学問： 学んで、問いなおす

高大連携は必要なのか

学びて思はざれば即ち罔し、
思ひて学ばざれば即ち殆し 「為政第二」

京都大学入学 1966年（昭和41年）
第17代総長 奥田東

京都大学は、
諸君に何も教えません

・ 答が１つである問題は社会には存在しないことを教える

・ 「何がまだわかっていないか」を教える

・ 教科書に書いてあることは講義する必要はない

・ 知識が学問につながるためには、驚きと感動が必要

大学における教育・研究

60兆個

An estimation of the number of cells in the human body

Eva Bianconi 1, Allison Piovesan, Federica Facchin, Alina Beraudi, Raffaella 
Casadei, Flavia Frabetti, Lorenza Vitale, Maria Chiara Pelleri, Simone 
Tassani, Francesco Piva, Soledad Perez-Amodio, Pierluigi Strippoli, Silvia 
Canaider

Ann. Hum. Biol. 40(6):463-471, 2013

37兆個

２． 何の役にも立たない数字・情報

３． もし本当の数があるなら、
それを知りたいという根源的な欲求

サイエンス、研究、学問の根拠

科学の歴史を通して、後に人類にとって有益だと判明する真に重大な発見の

ほとんどは、有用性を追う人々ではなく、単に自らの好奇心を満たそうとした

人々によってなされた。

エイブラハム・フレクスナー 『「役に立たない」科学が役に立つ』

１． 根拠不明の定説を疑え

私たちの身体の全細胞
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悱（ひ）せせずずんんばば発発せせずず。。一一隅隅をを挙挙ぐぐるるにに 三三隅隅をを以以っってて
反反（（かかへへ））らざればば 則則ちち復復たたせせざざるるななりり」」 （述而第七）

・ 〈知る〉ということ

啓啓発発

・ 問いを問いのまま抱え込んでいる時間の大切さ

安易に答えを求めない、与えない

〈知る〉とは、〈知らなかった自分〉を知ること

知るということ

知へのリスペクト（敬意）

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

永田　和宏　 JT生命誌研究館 館長、 京都大学 名誉教授、京都産業大学 名誉教授歌人、

いい教育とは何か？

教師自身に学生を引き寄せる魅力があるか？

多変数複素関数論

岡潔 1901（明治34）ｰ1978（昭和53）

これは講義、授業のテクニックの問題か？

森毅 1928-2010
関数空間の位相的研究 まず魅力的な人間でありたい！

自分の仕事と同じ様に人の仕事を面白がれるか

一緒に面白がって楽しむことが相手と自分の双方を育てる

私が会ったすぐれた科学者は例外なく面白かった

専門以外のものにどれだけ興味を持てるか

自分には本当に面白いと思っていることがあるか？

自分の興味に打ち込んでいる人間こそが魅力的

評価という枠を離れて、人に接するむずかしさ

自分の物差しを離れて、対人関係を確立できるか

いい教師とは何か？

スライド7

スライド9

スライド8
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第
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科
会

多田　泰紘  京都橘大学 経営学部 専任講師

あなたの大学の学習環境を教えてください！

澤　　宏司　同志社大学 学習支援・教育開発センター 准教授

千葉 美保子 甲南大学 全学教育推進機構 全学共通教育センター 准教授

岩﨑　千晶  関西大学 教育推進部 教授

第１分科会
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○本分科会のねらい
近年、大学において正課外での学びや、正課と正課外を結びつける学習の場と機会の提供が進んでいる。

一方で、大学教育の潮流は激しさを増している。これまでの 18 歳人口の減少という風潮に加えて、コロナ
渦による乱流が生じ、水先は一層見えにくくなっている。このような状況の変化と多様な学生に対応する
うえで、大学教育を支える学習環境の議論はますます重要となっている。

そこで、第 1 分科会では「大学の学習環境」をテーマとし、3 名の先生による事例報告と参加者からの質
疑応答を通して、学習環境を設置・運営・改善していく手法や考え方について知見の共有と議論を行った。

ここで言う「学習環境」とは、大学生の学習を促進する要素のひとつであり、多くの場合、大学が提供
する資源やコミュニティのことを指す。学習環境は図 1 に示した物理的な学習環境と社会的な学習環境に
類別される（山内 , 2020）が、これらは互いに連携し、相互作用を及ぼしながら学生の学びを支えている。

このうち、物理的な学習環境に含まれる「コモンズ」、社会的な学習環境に含まれる「学生スタッフ」と「学
習支援」の実際の大学における取り組み事例を、3 名の先生にご発表いただいた。

○報告の概要
最初に同志社大学でラーニング・コモンズの運営に携わっておられる澤宏司先生より、「学習空間とその

接点」というタイトルでご発表いただいた。同志社大学はラーニング・コモンズの老舗と言える大学で、
これまで学習支援に関するさまざまな取り組みをされてきた。今出川キャンパスのコモンズが有名である
が、近年、理系や文理融合型の学部が設置されている京田辺キャンパスにもラーニング・コモンズが誕生
している。本発表では、この 2 つのラーニング・コモンズでの取組についてご発表いただいた。

次に甲南大学の学生スタッフ「ラーニング・アシスタント」制度の運営に携わっておられる千葉美保子
先生より、「正課・正課外で学びを支援するラーニング・アシスタントの取り組み」というタイトルでご発
表いただいた。甲南大学のラーニング・アシスタントは、授業内での受講生のサポートから、授業外での
学習支援まで、広く学びを支える共同体のひとつである。今回はそのラーニング・アシスタントの取り組
みについてご講演いただいた。なお、今回は千葉先生だけでなく、現役のラーニング・アシスタントにも
ご参加いただき、学生からみた学習環境について意見共有がなされた。

最後にご登壇いただいたのは、関西大学の学習支援、特にアカデミックライティング（レポートや卒業
論文などの執筆）の学習支援に携わっておられ岩﨑千晶先生より、「自律的な書き手を育むためのライティ
ングセンターにおける 10 年の歩み」というタイトルでご発表いただいた。関西大学のライティングセンター

「ライティングラボ」では、学部や学年を問わず、授業外でアカデミックライティングの質問・相談に対応
している。この質問・相談に当たるのは教員だけではなく、大学院生や PD の「チューター」が含まれる。
本発表ではライティングラボでの学習支援の取り組みに加えて、「チューター」制度の運用についても知見
をご共有いただいた。

〈第 1 分科会〉

あなたの大学の学習環境を教えてください！

京都橘大学 経営学部 専任講師  多田　泰紘
コーディネーター

図 1．学習環境の類別
太字は本分科会での事例共有のテーマを示す。山内（2020）を参考に加筆した。
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○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
3 名の先生による事例報告を受けて、参加者から多くの建設的な質問が寄せられた。ここでは主要な質問

とその回答について取り上げる。

Q1．�図書館との連携はどのようになっているか？
A1．�大学により内容や頻度は異なるが、図書館と連携したイベントの開催や、図書館での学生スタッフ

の活動などがある。

Q2．�障がいを抱えた学生の対応について事例があれば教えてほしい。
A2．�障がい学生をサポートする部局との連携体制の構築や、スタッフの研修テーマに「障がい学生支援」

を取り入れている。

Q3．�（澤先生への質問）学習支援 LA が対応できる内容と相談内容のマッチングはどのようにされている
か？

A3．�LA はシフト制で学習相談に対応しており、LA の所属（専門分野）シフト表に記載し、公開してい
る。ただ、「一方向的な指導にしない・一緒に考える」という意味では、少し専門分野の外にある
相談に対応することも価値があると考える。

Q4．�（千葉先生および甲南大学LAへの質問）ライティングサポートの内容や実際の対応はどのようになっ
ているか？

A4．�甲南大学 LA のライティングサポートは、特定の授業の課題と結びついている（寄せられる相談は
同じ課題のものになる）。ただし相談内容は個人で異なるため、LA は相談学生の疑問や課題を聞き
取って対応する。稀に、課題の意図を LA も把握しづらい時があり、そのような場合は担当教員へ
質問するよう促している。

Q5．�（岩﨑先生への質問）ライティング支援を受けた学生のレポート等の評価はどのように変わったか？
A5．�関西大学ライティングラボでは、自立的な書き手の育成に注力しており、目前の評価を上げるため

の指導や添削はしていない。ただ、自身の授業でライティングラボの支援を受けた学生の事前事後
のレポートを見ると、学生のライティング力の向上が実感できる。

【参考文献】
山内祐平（2020）『学習環境のイノベーション』東京大学出版会．

第1分科会
あなたの大学の学習環境を教えてください!

コーディネーター
多田 泰紘

tada-y@tachibana-u.ac.jp

2023年2月23日（木・祝） 9:30-11:30
大学コンソーシアム京都 第28回FDフォーラム「挑×選」 自己紹介

多田泰紘 ただ やすひろ

 所属
京都橘大学 経営学部

教育開発・学習支援室

 専門
大学教育、学習支援、学習評価

 教育活動
アカデミックスキル、アカデミックライティング、
ラーニングコモンズ運営、ライティング支援、LAの研修

プログラム
9:32 趣旨説明
9:30 京都橘大学 経営学部 専任講師 多田 泰紘 氏
9:40 講演1.「学習空間とその接点」
9:40 同志社大学 学習支援・教育開発センター 准教授 澤 宏司 氏
10:05 講演2.「正課・正課外で学びを支援するラーニング・アシスタン
10:05 講演2.  トの取り組み」
10:05 甲南大学 全学教育推進機構 全学共通教育センター
10:05 准教授 千葉 美保子 氏
10:30 講演3.「自律的な書き手を育むためのライティングセンターにお
10:30 講演3.   ける10年の歩み」
10:30 関西大学 教育推進部 教授 岩﨑 千晶 氏
10:55 休憩・質問受付
11:00 質疑応答・全体討論
11:30 分科会終了

大学の学習環境
大学生の学習（学修）を促進する要素のひとつであり、
多くの場合大学が提供する資源やコミュニティのこと。
学習環境は、物理的な学習環境と社会的な学習環境に類別
される1)。*それぞれが単独で効果を発揮するわけではない。

コモンズ
床や壁のデザ

イン
什器の配置
温度や光など

書籍
教材
筆記具
学習システム
Web上のコン

テンツ

空間 人工物

学習支援
学習活動
（個人・集団）
正課外活動
日常的な会話

活動

学生スタッフ
学生グループ
（正課・正課外）
教職共同体

共同体

1 )山内祐平 (2020)『学習環境のイノベーション』

事例を共有し、議論を深めます。
合い言葉は
「あなたの大学の学習環境を教えてください!」

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド5

多田　泰紘   京都橘大学  経営学部  専任講師
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澤　宏司　同志社大学  学習支援・教育開発センター  准教授
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1

甲南大学 全学教育推進機構
全学共通教育センター／教育学習支援センター

千葉美保子

講演２「正課・正課外で学びを支援する
ラーニング・アシスタントの取り組み」

2023年2月23日
大学コンソーシアム京都FDフォーラム

第1分科会「あなたの大学の学習環境を教えてください!」

報告の流れ
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1. 甲南大学の概要紹介

2. ラーニング・アシスタント（LA）制度の概要

3. 正課におけるLAの取り組み（導入事例）

4. 正課外の学びを支援するLAの試み（LSチームの活動）

5. LAからの視点

本報告では学習環境のキーワードのうち、「ラーニン
グ・アシスタント」における甲南大学の事例を紹介

１．甲南大学の概要紹介
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• 開校 1951年（甲南学園1919年創立）
• 8学部14学科
• 学部生8,667人（2022年度）
• 岡本、西宮、ポートアイランドの3キャンパス
• 建学の精神「人格の修養と健康の増進を重んじ、

個性を尊重して各人の天賦の特性を伸張させる」

学生が学生同士、教職員、卒業
生・地域住民と融合できる
「Active-Interactiveキャンパ
ス」を戦略に掲げ、 2015年度よ
り段階的に施設・整備を充実

Active-Interactiveキャンパス
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SciCommons
（改修）

iCommons
（新設）

Global Zone Porte（改修）

Cyber Library
（改修・並存）

アクティブ
ラーニング教室（改修）
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• 2015年度よりアクティブラーニング型授業の
活性化を目指して制度を導入

• “Teaching is Learning”をモットーに掲げる
• 毎年のべ100名以上がLAとして活動

２．ラーニング・アシスタント制度の概要

 ラーニング・アシスタント（LA）制度
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２．ラーニング・アシスタント制度の概要

 運営主体は教育学習支援センター
・ 2015年4月発足

(情報教育研究センター(教育系IT部門)より改組)
・専任職員３名(兼任1名)、嘱託1名、派遣社員1名とラー
ニングコモンズのカウンター業務3名で業務を遂行(教員
は兼任)

・ FD、IR、教育学習支援(LA制度)、ラーニングコモンズの
運営が中心業務

8

• 導入研修(ファシリテーション研修)
ーLA希望者に対し、各学期はじめに教育学習支援センターの専任教職員お
よび外部講師によるファシリテーションに関する研修を実施
※2021年度よりLA企画として外部講師とともにLAが研修を企画、実施
• 振り返り研修
ー学期途中に実際にLA活動を行ってみての振り返りや先輩LAへの相談の機
会を設け、学期後半の活動につなげる研修を実施

• ファシリテーション報告書
ー毎授業ごとにファシリテーション報告書の作成を通じて振り返りを促し、
次の活動に活かすように支援
• LSチームでの課外活動
ー学びに関するさまざまな班に分かれ活動し、教職員も支援

２．ラーニング・アシスタント制度の概要

• 学期2回の研修、報告書を通じた振り返り
• 課外活動としてのLSチームも組織化
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２．ラーニング・アシスタント制度の概要

種
別 LAの業務内容 活動

A 授業科目において、グループワーク等のファシリテーション、質疑への対
応等 授業内

B 実験・実習科目において、技術や知識面での支援、実験や実習によ
る学習が効果的になるためのアドバイス等 授業内

C 授業で課される課題レポート等について、基本的な文章の書き方や
構成についてのアドバイス等 授業外

D 授業担当教員によるオフィスアワーまたは学習支援デスクにおいて、
授業内容を基本としつつも大学での学び全般についてのアドバイス等 授業外

 授業内外を含めたA～Dの４種別のLA制度

※本報告では種別Aと種別Cの事例を紹介
10

【参考】2022年度活用部局
文 学部
理工学部
経済学部
知能情報学部
マネジメント創造学部
フロンティアサイエンス学部
全学共通教育センター
公認心理師養成センター

 コロナ禍を除き、LA活用授業は年々増加

２．ラーニング・アシスタント制度の概要

※採択科目の増加にともない、LAの兼任も拡大

11

３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（１）「共通基礎演習」
2019年度導入

（３）「経済入門I」
2014年度施行導入

（２）「ベーシック・
キャリアデザイン」
2018年度導入

種別A 種別A

種別C

12

３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（１）「共通基礎演習」
2019年度導入

種別A
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３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（１）「共通基礎演習」
2019年度導入

（３）「経済入門I」
2014年度施行導入

（２）「ベーシック・
キャリアデザイン」
2018年度導入

種別A 種別A

種別C

12

３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（１）「共通基礎演習」
2019年度導入

種別A
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事例（１）:「共通基礎演習」
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科目:初年次選択必修科目
対象:全学部
開講:１年次前期・後期（2単位）
授業形態:講義＋グループワークのAL型授業
開講件数:前期は月、火、水、金、後期は月、金

20名×42クラス開講、約800名が受講
計15名の担当教員、全学教育推進機構事務室と連携

授業内容:
・合同授業によるアカデミックスキル（ノートテイキング、プレゼンテー
ション、アカデミックライティング）の獲得、自校教育
・授業3回分を用いたチームビルディング研修
・授業6回分を用いたプロジェクト学習を通じ、学部教育の専門性を協働を
通して学習するために必要とされるスキル（チームビルディン グ・自己探
求・コミュニケーション能力・課題発見・問題解決・情報発信力）の習得

特徴①自己探求プログラム
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授業3回分を用いチームビルディング研修を実施
・「自己開示」「他者への理解」「協働の重要性」を
認識できるよう設計、プロジェクト学習に繋げる
・アイスブレイク・教育ゲーム等を担当教員・ラーニ
ングアシスタントのチームで実施
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ー4～5人の学部横断グループでのプロジェクト
ー２～３クラス（40～60名）をチームティーチングで進行
ー大学の部署等との連携による学内プロジェクトがメイン
ー成果発表会において評価表によるピア評価を実施
テーマ例:
「大学の魅力を高めるための提案」
「オープンキャンパスの企画を提案する」

ーグループワーク、調査作成等を経て提案
ー授業外に企画書、プレゼンテーション作成動画の視聴

1週目 ２週目 ３～５週目 ６週目 7週目 8週目

特徴②プロジェクト学習

KONAN UNIVERSITY  8-9-1 Okamoto Higashinada-ku KOBE 16

プロジェクト学習の様子

https://www.konan-u.ac.jp/education/celas/
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発表会の様子

https://ch.konan-u.ac.jp/information/category-3/1598.html

「共通基礎演習」でのLA活動

18

導入背景、目的:
ー2019年度よりLA制度を本格的に活用開始
ー導入教育における縦と横の繋がりを支援する
（受講生同士、受講生と先輩同士の繋がりを支援する）

具体的なLA活動:
ーグループワークでのファシリテーション支援
ープレゼンテーションの際のアドバイス、

スライド作成支援、発表へのフィードバック
ー（2020-21年度）Zoom上のブレイクアウトルーム

を巡回し、グループワークを支援
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３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（２）「ベーシック・
キャリアデザイン」
2018年度導入

種別A

20

科目:初年次キャリア教育科目
対象:6学部（各学部ごとに開講）
開講:1年次前期・後期（2単位）
授業形態:講義＋グループワークのAL型授業
開講件数:2022年度は前期・後期計12クラス開講

報告者の担当科目は40～120名程度
授業内容（抜粋）:
• 自己分析や価値観に関する講義＋ワーク

• グループによるミニプロジェクト（PBL）

• ゲスト講師による講演会&ディスカッション

（OB・OG、地域で活躍する社会人によるライフストーリーの共有）

• 課題図書を通じた間接体験

事例（２）:「ベーシック・キャリアデザイン」

「ベーシック・キャリアデザイン」でのLA活動
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導入背景、目的:
ー2018年度よりLA制度を本格的に活用開始
ーグループワークでのファシリテーション支援
ーロールモデルとしてのLAの存在

具体的なLA活動:
ーグループワークでのファシリテーション支援
ープレゼンテーションの際のアドバイス、

スライド作成支援、発表へのフィードバック
ー（2020-21年度）Zoom上のブレイクアウトルーム

を巡回し、グループワークを支援
ー「LA企画」として、LA自身が受講生へ向けたグループワー
クの企画、実施
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３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（３）「経済入門I」
2014年度施行導入

種別C
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科目:経済学部必修科目
対象:経済学部
開講:1年次前期（4単位）、約400名
授業形態:講義クラス＋演習クラスの2部構成

受講生を3クラスに分け、4月下旬、5月末、
6月末に授業外でライティング・サポートを実施

事例（３）:「経済入門I」

具体的なLA活動:
ー授業課題(800字~1200字程度のレポート)に対するアドバイ
ス、1人20分
ー授業時間外にサイバーライブラリ、アクティブラーニング
教室、テレビ会議システムZoomにて実施

KONAN UNIVERSITY  8-9-1 Okamoto Higashinada-ku KOBE 24（https://ch.konan-u.ac.jp/information/category-13/1572.html）

サポートの様子
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 LA導入の効果（2021年度）

授業改善アンケート対象LA活用科目数:21科目
※ライティングサポート（WS）活用科目を除く

4.45

4.38

4.30 4.35 4.40 4.45 4.50

LA活用科目

LA活用なし科目

4.53

4.40

4.30 4.35 4.40 4.45 4.50 4.55

LA活用科目

LA活用なし科目

◆この授業を通じて、知識が深まった、能力が高まったと感じますか?

◆総合的に判断して、この授業は満足できるものでしたか?

※記載数値は、選択肢を下記の通り点数付けし、平均化したもの
5. そう思う 4. どちらかといえばそう思う 3. どちらとも言えない 2. あまりそう思わない 1. そうは思わない

３．正課におけるLAの取り組み（事例）
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 KONAN サーティフィケイト制度
ー授業では評価しきれない、学生の個性ある挑戦を大学が
評価・認定する制度

ー５つのサーティフィケイトが展開 ※2023年度新分野創設予定
ー累計エントリー1,927名、挑戦中の在学生1,069名（2022年2月時点）

４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

（https://www.konan-u.ac.jp/konancertificate/）
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４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

（https://www.konan-u.ac.jp/lucks/certificate/）

ラーニングサポート（LS）サーティフィケイト
ー学生による学習サポート活動に、率先して挑戦し、また
自己の能力向上に継続的に取り組むことで、ラーニングサ
ポーターとして成熟し、成⾧した学生たちを支援、認定

入学前
スクーリング

学生部
障がい学生支援
ボランティア

オープンキャンパス
での学びのサポート

その他
ラーニング
アシスタント
（LA）

28

◆主な活動内容
企画班…新入生対象イベントなど、各種企画
オープンキャンパス班…キャンパスツアー協力、

イベント企画など
広報班…SNS運用、情報発信など
研修班…LA研修企画、運営など
交流会班…交流会企画、運営など

ラーニングサポート（LS）チーム
ー“学内の学習をサポートする集まり”として結成された団体
ー色々な学生が1つのチームとして繋がり、よりサポートを充実さ
せるためにLA経験者を中心に結成

４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

５．LAからの視点

29

ラーニング・アシスタントから、
LA活動・LS活動を通じての学びを報告!

甲南大学経済学部4年 西海真央（にしうみまお）さん
…「ベーシック・キャリアデザイン」
「経済入門I」でのライティングサポートを中心に活動
LSチームでは、交流会に所属

甲南大学経済学部4年 柳優里（やなぎゆり）さん
…「共通基礎演習」、
「経済入門I」でのライティングサポートを中心に活動
LSチームでは、オープンキャンパス、交流会に所属

１．自己紹介
甲南大学経済学部経済学科
４回生 西海真央（ニシウミマオ）

活動内容：共通基礎演習
ベーシック・キャリアデザイン（経済、経営、法）
経済入門Ⅰ（ライティング・サポート）
LSチーム（交流会）

２．ベーシック・キャリアデザイン / 経済入門Ⅰ（ライティング・サポート)
１人ひとりを大切にすること
否定せずに、受け入れる姿勢を持つ

３．LSチーム（交流会）

2023.02.23 大学コンソーシアム京都FDフォーラム分科会
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ーロールモデルとしてのLAの存在

具体的なLA活動:
ーグループワークでのファシリテーション支援
ープレゼンテーションの際のアドバイス、

スライド作成支援、発表へのフィードバック
ー（2020-21年度）Zoom上のブレイクアウトルーム

を巡回し、グループワークを支援
ー「LA企画」として、LA自身が受講生へ向けたグループワー
クの企画、実施

22

３．正課におけるLAの取り組み（事例）

（３）「経済入門I」
2014年度施行導入

種別C

23

科目:経済学部必修科目
対象:経済学部
開講:1年次前期（4単位）、約400名
授業形態:講義クラス＋演習クラスの2部構成

受講生を3クラスに分け、4月下旬、5月末、
6月末に授業外でライティング・サポートを実施

事例（３）:「経済入門I」

具体的なLA活動:
ー授業課題(800字~1200字程度のレポート)に対するアドバイ
ス、1人20分
ー授業時間外にサイバーライブラリ、アクティブラーニング
教室、テレビ会議システムZoomにて実施

KONAN UNIVERSITY  8-9-1 Okamoto Higashinada-ku KOBE 24（https://ch.konan-u.ac.jp/information/category-13/1572.html）

サポートの様子

スライド19

スライド22スライド21

スライド20

スライド24スライド23

25

 LA導入の効果（2021年度）

授業改善アンケート対象LA活用科目数:21科目
※ライティングサポート（WS）活用科目を除く

4.45

4.38

4.30 4.35 4.40 4.45 4.50

LA活用科目

LA活用なし科目

4.53

4.40

4.30 4.35 4.40 4.45 4.50 4.55

LA活用科目

LA活用なし科目

◆この授業を通じて、知識が深まった、能力が高まったと感じますか?

◆総合的に判断して、この授業は満足できるものでしたか?

※記載数値は、選択肢を下記の通り点数付けし、平均化したもの
5. そう思う 4. どちらかといえばそう思う 3. どちらとも言えない 2. あまりそう思わない 1. そうは思わない

３．正課におけるLAの取り組み（事例）

26

 KONAN サーティフィケイト制度
ー授業では評価しきれない、学生の個性ある挑戦を大学が
評価・認定する制度

ー５つのサーティフィケイトが展開 ※2023年度新分野創設予定
ー累計エントリー1,927名、挑戦中の在学生1,069名（2022年2月時点）

４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

（https://www.konan-u.ac.jp/konancertificate/）

27

４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

（https://www.konan-u.ac.jp/lucks/certificate/）

ラーニングサポート（LS）サーティフィケイト
ー学生による学習サポート活動に、率先して挑戦し、また
自己の能力向上に継続的に取り組むことで、ラーニングサ
ポーターとして成熟し、成⾧した学生たちを支援、認定

入学前
スクーリング

学生部
障がい学生支援
ボランティア

オープンキャンパス
での学びのサポート

その他
ラーニング
アシスタント
（LA）

28

◆主な活動内容
企画班…新入生対象イベントなど、各種企画
オープンキャンパス班…キャンパスツアー協力、

イベント企画など
広報班…SNS運用、情報発信など
研修班…LA研修企画、運営など
交流会班…交流会企画、運営など

ラーニングサポート（LS）チーム
ー“学内の学習をサポートする集まり”として結成された団体
ー色々な学生が1つのチームとして繋がり、よりサポートを充実さ
せるためにLA経験者を中心に結成

４．正課外の学びを支援するLAの試み
（LSチームの活動）

５．LAからの視点

29

ラーニング・アシスタントから、
LA活動・LS活動を通じての学びを報告!

甲南大学経済学部4年 西海真央（にしうみまお）さん
…「ベーシック・キャリアデザイン」
「経済入門I」でのライティングサポートを中心に活動
LSチームでは、交流会に所属

甲南大学経済学部4年 柳優里（やなぎゆり）さん
…「共通基礎演習」、
「経済入門I」でのライティングサポートを中心に活動
LSチームでは、オープンキャンパス、交流会に所属

１．自己紹介
甲南大学経済学部経済学科
４回生 西海真央（ニシウミマオ）

活動内容：共通基礎演習
ベーシック・キャリアデザイン（経済、経営、法）
経済入門Ⅰ（ライティング・サポート）
LSチーム（交流会）

２．ベーシック・キャリアデザイン / 経済入門Ⅰ（ライティング・サポート)
１人ひとりを大切にすること
否定せずに、受け入れる姿勢を持つ

３．LSチーム（交流会）

2023.02.23 大学コンソーシアム京都FDフォーラム分科会

スライド25

スライド28スライド27

スライド26

スライド30スライド29
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Ⅰ.活動内容

共通基礎演習・BCD

ライティングサポ-ト(経済入門Ⅰ・地域連携)

LSチーム(オープンキャンパスツアー・交流会)

Ⅱ.共通基礎演習(種別A)

Ⅲ.LSチーム

まとめ

32

1. 甲南大学の概要紹介

2. ラーニング・アシスタント（LA）制度の概要

3. 正課におけるLAの取り組み（導入事例）

4. 正課外の学びを支援するLAの試み（LSチームの活動）

5. LAからの視点

正課でのラーニング・アシスタント活動とともに、
正課外のラーニングサポート活動を今後も展開

おわりにご清聴ありがとうございました。

千葉美保子
（mchiba@konan-u.ac.jp)

スライド31

スライド33

スライド32

自律的な書き手を育むための
ライティングセンターにおける10年の歩み

関西大学 教育推進部
岩﨑千晶

http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~ciwasaki/

岩﨑千晶 (Chiaki Iwasaki)

• 所属 関西大学 教育推進部 教授
教育開発支援センター 副センター⾧
日本教育工学会 理事
日本教育メディア学会 理事
大学教育学会 代議員

• 専門
教育工学，大学教育学，学習環境デザイン

• 著書
『大学生の学びを育むオンライン授業のデザイン』（編著）関西大学出版部 2022年
『教育工学選書Ⅱ 教育工学における大学教育研究』（共著）ミネルヴァ書房 2020年
『大学のゼミから広がるキャリア: 構成主義に基づく「自分探し」の学習環境デザイン』（共著）北大路書房 2020年
『主体的・対話的で深い学びの環境とICT』 （共著） 東信堂 2018年
『教育の方法と技術: 学びを育てる教室の心理学』 （共著） ナカニシヤ出版 2017年
『教育工学選書Ⅱ 大学授業改善とインストラクショナルデザイン』（共著）ミネルヴァ書房 2017年
『大学生の学びを育む学習環境デザイン』（編著）関西大学出版部 2014年
『映像メディアのつくり方』（編著）北大路書房 2008年 等

詳細は http://www2.itc.kansai-u.ac.jp/~ciwasaki/
1© 2023 Chiaki Iwasaki.

教育開発支援センターにおける取り組み

• 教育制度、方針の開発支援
• IR
• カリキュラム開発支援
• FDセミナー、授業コンサルテーション
• FD教材（eラーニング・テキスト）開発
• カリキュラムマネジメント
• 授業アンケート
• 学習支援

– ライティングセンター
– 学生スタッフの育成

• 課外学習支援

2© 2023 Chiaki Iwasaki.

マクロ

ミドル

ミクロ

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/tool.html

さまざまな
学習支援

3© 2023 Chiaki Iwasaki.

正課、正課外における学習支援

• ティーチングアシスタント

• ラーニングアシスタント・スチューデントア
シスタント

• ラーニングコモンズにおける学生スタッフ

• ライティングセンターにおける学生スタッフ

4© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングセンター
の動向

5© 2023 Chiaki Iwasaki.

スライド1 スライド2

岩﨑　千晶 関西大学 教育推進部 教授

スライド6

スライド3

スライド5

スライド4
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Ⅰ.活動内容

共通基礎演習・BCD

ライティングサポ-ト(経済入門Ⅰ・地域連携)

LSチーム(オープンキャンパスツアー・交流会)

Ⅱ.共通基礎演習(種別A)

Ⅲ.LSチーム

まとめ

32

1. 甲南大学の概要紹介

2. ラーニング・アシスタント（LA）制度の概要

3. 正課におけるLAの取り組み（導入事例）

4. 正課外の学びを支援するLAの試み（LSチームの活動）

5. LAからの視点

正課でのラーニング・アシスタント活動とともに、
正課外のラーニングサポート活動を今後も展開

おわりにご清聴ありがとうございました。

千葉美保子
（mchiba@konan-u.ac.jp)

スライド31

スライド33

スライド32

自律的な書き手を育むための
ライティングセンターにおける10年の歩み

関西大学 教育推進部
岩﨑千晶

http://www2.ipcku.kansai-u.ac.jp/~ciwasaki/

岩﨑千晶 (Chiaki Iwasaki)

• 所属 関西大学 教育推進部 教授
教育開発支援センター 副センター⾧
日本教育工学会 理事
日本教育メディア学会 理事
大学教育学会 代議員

• 専門
教育工学，大学教育学，学習環境デザイン

• 著書
『大学生の学びを育むオンライン授業のデザイン』（編著）関西大学出版部 2022年
『教育工学選書Ⅱ 教育工学における大学教育研究』（共著）ミネルヴァ書房 2020年
『大学のゼミから広がるキャリア: 構成主義に基づく「自分探し」の学習環境デザイン』（共著）北大路書房 2020年
『主体的・対話的で深い学びの環境とICT』 （共著） 東信堂 2018年
『教育の方法と技術: 学びを育てる教室の心理学』 （共著） ナカニシヤ出版 2017年
『教育工学選書Ⅱ 大学授業改善とインストラクショナルデザイン』（共著）ミネルヴァ書房 2017年
『大学生の学びを育む学習環境デザイン』（編著）関西大学出版部 2014年
『映像メディアのつくり方』（編著）北大路書房 2008年 等

詳細は http://www2.itc.kansai-u.ac.jp/~ciwasaki/
1© 2023 Chiaki Iwasaki.

教育開発支援センターにおける取り組み

• 教育制度、方針の開発支援
• IR
• カリキュラム開発支援
• FDセミナー、授業コンサルテーション
• FD教材（eラーニング・テキスト）開発
• カリキュラムマネジメント
• 授業アンケート
• 学習支援

– ライティングセンター
– 学生スタッフの育成

• 課外学習支援

2© 2023 Chiaki Iwasaki.

マクロ

ミドル

ミクロ

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/tool.html

さまざまな
学習支援

3© 2023 Chiaki Iwasaki.

正課、正課外における学習支援

• ティーチングアシスタント

• ラーニングアシスタント・スチューデントア
シスタント

• ラーニングコモンズにおける学生スタッフ

• ライティングセンターにおける学生スタッフ

4© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングセンター
の動向

5© 2023 Chiaki Iwasaki.

スライド1 スライド2

岩﨑　千晶 関西大学 教育推進部 教授

スライド6

スライド3

スライド5

スライド4

63

第
1
分
科
会



日本の高等教育におけるライティングセンター

• 4年制大学を対象に実施した調査（文部科学省）
によるとライティングセンターを保有する大学
は約一割

– 2014年が59大学（7.5％）
– 2018年が90大学（11.5%）

6© 2023 Chiaki Iwasaki.

小さく生んで
大きく育てる

気持ちでスタート

7© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの誕生

• 2011年 文学部が「卒論ラボ」を開始
• 2012年 教育推進部が全学部に「ライティン

グラボ」を開始

• 個別相談(学部生，修士課程の院生）
• 出張講座
• ワンポイント講座

• 予約システムの開発
• 教材作成 8© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの体制

• 教育開発支援センター⾧
• 教育開発支援センター副センター⾧
• 特別任用助教
• アカデミックアドヴァイザー
• 職員約2～3名
→教育開発支援センターにデスクがあり日常的に話し
合える環境

• チューター(博士課程・PD等 時給1500円）約20名
• 千里山3か所(図書館・理工系学舎・文系学舎）、高

槻・MUSE・堺に各1か所
9© 2023 Chiaki Iwasaki.

自律的な書き手を
育むための手立て

10© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの理念
• 添削によって答えを与えるのではなく、対話
による指導をとおして、自分で問題を発見し、
考え、解決する力を育成します。

• 学術的な文章作成の訓練をとおして、社会に
出てからも使える「書く力」を総合的に養い、
社会で活躍できる人材の育成に貢献します。

• 学部教育と密接に連携して、専門教育のさま
ざまな場面でライティングサポートをおこな
い、教育の効果を高めます。

(出典) 関西大学ライティングラボ「ライティングラボとは」(2022/3時点)
https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/about/

スライド7

スライド12

スライド9

スライド8

スライド10

スライド11

個別相談で大切にしていること

• 1回40分のセッション（レポート、卒論、プ
レゼン、留学志望動機等）オンラインも可

• 年間約1300件の利用
• 利用者満足度99％

• 対話によって自律的な書き手を育む

12© 2023 Chiaki Iwasaki.

チュータリングのサイクル

• 導入
– 挨拶、話しやすい場づくり
– ヒアリングをもとに課題を焦点化させ、いくつかの項目に

分類
• 展開

– 優先順位を決め、どのように改善していくのかを検討
– 実施 (質問・対話・自分で学べる教材を紹介）

• まとめ
– 学んだことをふりかえり、自分で何を進めるのかを確認
– 終わりの挨拶

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 13

自律的な書き手を育むため授業と異なるところ

授業 ライティング学習支援
教員が課題を発見する 学生とチューターがレポー

トの課題を焦点化させる
教員が授業目標を設定する 学生が、あるいは学生と

チューターがセッションの
目標を設定する

教員が授業内容について解
説をする

チューターが学生に質問を
して、対話を通して、レ
ポートを改善する

教員が宿題を設定する 学生とチューターで授業外
に自分で修正する項目を決
める

14© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングセンターの存在を知り、
利用者を増やすために

• 利用者の数が格段に伸びているわけではない
– 学生はレポートの字数を満たすことで達成感を持

つことも多く，レポートの課題を感じることが難
しい場合も…

• 利用者を増やすための工夫
→1年生のオリエンテーション
→ワンポイント講座
→出張講座

15© 2023 Chiaki Iwasaki.

個別相談外でも自律的に学ぶために

• Eラーニングの開発 (コロナ禍で大活躍）
・動画(約8分)・スライド資料(PDF)・確認問題
・B学部の希望で全学部生がコース登録

• ガイドの開発

• ルーブリックの開発
（レポートやプレゼン）

16© 2023 Chiaki Iwasaki.

E-ラーニング

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 17

スライド13

スライド18

スライド15

スライド14

スライド17

スライド16
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日本の高等教育におけるライティングセンター

• 4年制大学を対象に実施した調査（文部科学省）
によるとライティングセンターを保有する大学
は約一割

– 2014年が59大学（7.5％）
– 2018年が90大学（11.5%）

6© 2023 Chiaki Iwasaki.

小さく生んで
大きく育てる

気持ちでスタート

7© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの誕生

• 2011年 文学部が「卒論ラボ」を開始
• 2012年 教育推進部が全学部に「ライティン

グラボ」を開始

• 個別相談(学部生，修士課程の院生）
• 出張講座
• ワンポイント講座

• 予約システムの開発
• 教材作成 8© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの体制

• 教育開発支援センター⾧
• 教育開発支援センター副センター⾧
• 特別任用助教
• アカデミックアドヴァイザー
• 職員約2～3名
→教育開発支援センターにデスクがあり日常的に話し
合える環境

• チューター(博士課程・PD等 時給1500円）約20名
• 千里山3か所(図書館・理工系学舎・文系学舎）、高

槻・MUSE・堺に各1か所
9© 2023 Chiaki Iwasaki.

自律的な書き手を
育むための手立て

10© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングラボの理念
• 添削によって答えを与えるのではなく、対話
による指導をとおして、自分で問題を発見し、
考え、解決する力を育成します。

• 学術的な文章作成の訓練をとおして、社会に
出てからも使える「書く力」を総合的に養い、
社会で活躍できる人材の育成に貢献します。

• 学部教育と密接に連携して、専門教育のさま
ざまな場面でライティングサポートをおこな
い、教育の効果を高めます。

(出典) 関西大学ライティングラボ「ライティングラボとは」(2022/3時点)
https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/about/
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スライド8

スライド10

スライド11

個別相談で大切にしていること

• 1回40分のセッション（レポート、卒論、プ
レゼン、留学志望動機等）オンラインも可

• 年間約1300件の利用
• 利用者満足度99％

• 対話によって自律的な書き手を育む

12© 2023 Chiaki Iwasaki.

チュータリングのサイクル

• 導入
– 挨拶、話しやすい場づくり
– ヒアリングをもとに課題を焦点化させ、いくつかの項目に

分類
• 展開

– 優先順位を決め、どのように改善していくのかを検討
– 実施 (質問・対話・自分で学べる教材を紹介）

• まとめ
– 学んだことをふりかえり、自分で何を進めるのかを確認
– 終わりの挨拶

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 13

自律的な書き手を育むため授業と異なるところ

授業 ライティング学習支援
教員が課題を発見する 学生とチューターがレポー

トの課題を焦点化させる
教員が授業目標を設定する 学生が、あるいは学生と

チューターがセッションの
目標を設定する

教員が授業内容について解
説をする

チューターが学生に質問を
して、対話を通して、レ
ポートを改善する

教員が宿題を設定する 学生とチューターで授業外
に自分で修正する項目を決
める

14© 2023 Chiaki Iwasaki.

ライティングセンターの存在を知り、
利用者を増やすために

• 利用者の数が格段に伸びているわけではない
– 学生はレポートの字数を満たすことで達成感を持

つことも多く，レポートの課題を感じることが難
しい場合も…

• 利用者を増やすための工夫
→1年生のオリエンテーション
→ワンポイント講座
→出張講座

15© 2023 Chiaki Iwasaki.

個別相談外でも自律的に学ぶために

• Eラーニングの開発 (コロナ禍で大活躍）
・動画(約8分)・スライド資料(PDF)・確認問題
・B学部の希望で全学部生がコース登録

• ガイドの開発

• ルーブリックの開発
（レポートやプレゼン）
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E-ラーニング
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ライティング支援を利用した効果や成績との関連

• ルーブリックを活用して，ライティングラボ利用前後のライ
ティング力の向上を確認しており，能力の向上が指摘されて
いる

• ライティングラボ訪問前後のレポート比較，修正箇所，書き
方について学んだことに関するデータはライティングラボの
管理者で確認することがある

• レポート自体をよくすることを目標としていないため，成績
と関わる評価はしていない

• ライティングラボでの支援内容は成績や合否の結果には一切
責任を負わない旨を明示している

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 18

組織の発展を心がけ
少しづつ連携を増やす

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 19

10年が経過して…

• 千里山から全キャンパスでの支援の開始
• 授業連携ー初年次教育、卒論

A学部初年次教育でのラボ活用
教員向け研修会への参加

• 教授会ー利用実績の報告、初年次教育との連携

• スポーツ推薦で入学した学生への学習支援

• 併設校ー探究学習、専任教員による講義、公開授業
への参加→書く力を持った併設校生徒の入学

20© 2023 Chiaki Iwasaki.

質の高い
学習支援の実施には

21© 2023 Chiaki Iwasaki.

チューターの育成

• 新人研修
– eラーニングと対面研修、OJT期間

• 研修は年間約6回
– 前回（9月）はグラフィックレコーディングを活用したチュータリン

グ
– オンラインチュータリング，多様な学生への対応(学生相談支援センタ

ーと連携して実施），初年次生へのチュータリング等

• Writing Center Journalも参考にしつつ研修プログラムを開
発
– チュータリング方略:直接教授，認知的な変容が起きるような支援，

動機付けが向上するような支援

22© 2023 Chiaki Iwasaki.

チューター用 eラーニング研修

第1回 高等教育における学習支援
第2回 学習支援における学習者とのやり取り
第3回 ICTを活用した学習支援
第4回 チュータリングプロセスを考える
第5回 リファラルスキル
第6回 発達障がい・LGBTQ
第7回 タイムマネジメント
第8回 プレゼンテーション
第9回 理系レポート（実験レポート）
第10回 留学生へのチュータリング
第11回 日本人学生の留学志望動機書

Copyright © Chiaki Iwasaki All Rights Reserved. 23
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ーと連携して実施），初年次生へのチュータリング等

• Writing Center Journalも参考にしつつ研修プログラムを開
発
– チュータリング方略:直接教授，認知的な変容が起きるような支援，

動機付けが向上するような支援

22© 2023 Chiaki Iwasaki.

チューター用 eラーニング研修

第1回 高等教育における学習支援
第2回 学習支援における学習者とのやり取り
第3回 ICTを活用した学習支援
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第9回 理系レポート（実験レポート）
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スライド23
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日々のセッションのふりかえり

• チューターによる指導履歴の記入

• 学部別利用状況の作成

24© 2023 Chiaki Iwasaki.

今後実施される大学に向けて

• 学舎の一角で2～3名から開始することはできる

• 大学院生が少ない大学も多いが、近隣の院生が多い大学に協力
を得る可能性を考える

• 利用科目を1科目にし、同じテキスト、同じ課題に限定すると
、当該科目を履修済みの学部生も対応できる。初年次教育は実
施しやすいし、ライティングセンターの認知度も高まる。ただ
し、体系的な研修の実施や、教職員に相談できる環境の整備も
必要になる

• 教職員、学生がライティングセンターで目指すことを理解した
上で、学習支援に取り組む

25© 2023 Chiaki Iwasaki.

参考図書

• 関西大学ライティングラボ
、津田塾大学ライティング
センター （2019）大学に
おけるライティング支援．
東信堂

• 井下千以子編著（2022）
思考を鍛えるライティング
教育:書く・読む・対話す
る・探究する力を育む．慶
應義塾大学出版会

• 佐渡島紗織、太田裕子（
2013）文章チュータリン
グの理念と実践―早稲田大
学ライティング・センター
での取り組み．ひつじ書房
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産学連携・地域連携を通じた大学教育を考える
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○本分科会のねらい
産学連携・地域連携は、大学での研究を進める上で不可欠なツールとなっている。一方で、近年、大学

においてアウトカム基盤型教育が重視されるようになり、アクティブラーニングが積極的に取り入れられ
るようになったが、質の向上には、学生エンゲージメント、さらには教員エンゲージメントが重要と言わ
れている。その実現には、学生と教員が協働して取り組む産学連携・地域連携活動が格好の場であること
から、本分科会では、そうした連携の実例をご報告いただき、実際の成果、さらには実施する上でのポイ
ントや課題を共有することを目的とした。

○報告の概要
船附の本分科会の趣旨説明に続き、講演１として、帯広畜産大学教授、高田兼則氏から「帯広畜産大学

および研究室における産学連携・地域連携の取り組み」と題した報告があった。帯広畜産大学は、十勝地
域唯一の大学として、またその専門分野が地域の基幹産業である農業・食品分野であることから、地域か
らの期待が大きく、それに応える形で多様な方法で地域連携を実施していることが紹介された。例えば、「学
生と地域がつながるまちづくり支援事業」では、在学中から卒業後までを見据えた学生と地域とのつなが
りの強化を目的とした「関係人口候補化プログラム」が実施され、行政、企業、地域団体等からの講師に
よる「とかち学」などの授業で地域の現状や課題、将来展望について学び。さらに、学生の自主的な地域
活動を支援する仕組みとして、「ちくだいらんぷプロジェクト」等が用意されている。また、帯広畜産大学
は産業界とのつながりも強く、北海道の酒造会社がキャンパス内に酒蔵を建設し、学生も参画して酒造り
が行われたり、学生の卒業論文や修士論文の研究成果が地元の製パン店の新規商品開発に活用されたりし
ている。そうした取り組みでは学生が社会との接点を身近に感じることができ、モチベーションの向上が
図られ、効果的なアクティブラーニングが実現されていることが報告された。

講演２では、京都先端科学大学准教授、高澤伸江氏および、亀岡市環境先進都市推進部長、山内剛氏か
ら「学生の地域における活動事例～亀岡市における環境保全活動を通して～」と題して、環境先進都市・
亀岡市の環境保全活動を大学と地域との連携で推進している事例の報告があった。まず、高澤氏から、京
都先端科学大学の全学共通のリベラルアーツ科目から専門の卒業研究までの科目をうまく活用することに
よって、１年生から４年生まで視点や活動内容を変えながらシームレスで環境問題に取り組む事例が紹介
された。PBL 型授業において、１年生では、背景や課題を把握し、２、３年生では、ヒアリングや調査に
基づき行政施策への具体的な提言を行い、４年生では科学的な視点から卒業研究に昇華させるのが典型的
なパターンとされた。さらに、ボランティア活動を行ったり、環境関連の分析キットを産学連携で開発し
たりするなどの発展形もみられている。まさに学生エンゲージメントの高い活動になっている一方で、必
修科目では、もともと興味を持たない学生にどのように積極的に関わらせる契機を与えるか、などの課題
も挙げられた。山内氏からは、亀岡市の様々な環境関連の施策の中で、京都先端科学大学からの提言を積
極的に採用し、PET ボトル削減に向けたマイボトルの普及のため、企業・小売店と連携し市内に 100 か所
を超える給水スポットを設置した事例が紹介された。さらに、同大学からの提案に基づき、かめおかプラ
スチックごみゼロ宣言の周知広報のため、若者をターゲットにした PR 動画を作成し、インターネット媒
体を利用した広報の展開もしている。さらに、亀岡市では、京都芸術大学との連携の下、市役所地下レス
トランを改装し、誰でも自由に交流でき、「環境」にも配慮した多機能空間「開かれたアトリエ」をオープ
ンしている。今後は多様な業種の企業も巻き込む形で、産学官連携により多彩な環境施策を推進する計画
があり、そこでは学生からの提案が企業を介して社会実装される機会が増えるとともに、進路を考える上
でもプラスになることが期待できる旨述べられた。

講演３では、京都府政策企画部地域政策室の間﨑涼花氏、田村祥代氏、國府美紀氏から、「地域活動と大
学での学び～京都府『学生×地域つながる未来プロジェクト』を通して～」と題して、学生が大学と離れ
たところで地域活動に参加している事例の報告があった。「学生×地域つながる未来プロジェクト」は、

〈第 2 分科会〉

産学連携・地域連携を通じた大学教育を考える
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NPO 法人などの地域活動団体と学生が一緒に地域を活性化するための活動を京都府がコーディネートする
もので、学生に地域活動に関心をもってもらうことが目的の一つとされ、立ち上げ当初は、学生が団体の
活動場所を訪れて実際に体験した。２年目は、コロナ禍のため、オンラインツールを活用した活動がメイ
ンとなった。そのことで本活動の裾野が広がることになり、３年目には、関東の学生も参加することになっ
た。こうした活動において、日頃学生が触れることのない社会の一面を知る機会を与えることになった事
例が報告された。４年目（2022 年度）は、この活動に関する理解度も上がり、府が仲介する頻度を減らし
ても、参加学生と地域活動団体がうまく協働して活動している例が多くみられている。そうした活動の中で、
学生がコーディネーターとしての役割を担うようになったり、当プロジェクト終了後にも地域活動を継続
する学生も育ったりしている。また、地域活動をベースにして、大学での卒業研究を行う、あるいは、地
域活動を生かした就職を考えるようになるなど、大学での学びや就職に直接結びつく事例も紹介された。
一方、地域活動団体も新たな目線からの意見をもらうことができたり、仲間が増えたりすることで活性化
が図られていた。こうした地域活動を成功させる上で重要なのは、これに関わる多様な主体がお互いを理
解するため対話を欠かさず、さらに、学生側もサービスや労働力を提供する意識ではなく、各主体が同じ
方向を向いて協働し、一緒に創ることにあることが強調された。さらに、地域活動が学生の気づきにつな
がり、自ら調査、考察し、課題解決のアイディアを提案するという、まさにアクティブラーニングになっ
ている事例の報告があった。将来展望として、学生が卒業後も地域との関わりを継続できる仕組みを検討
している旨述べられた。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
全体討議の時間が短く、消化不良の面があったが、登壇者からは、豊かな経験に基づく、示唆に富む発

言もあった。まず、帯広畜産大や京都先端科学大での地域連携のためのプログラムの正課科目としての位
置づけに関して質問があり、帯広畜産大では、正課科目と課外活動の両方があり、京都先端科学大では、
講演で紹介したものはすべて正課科目になっている、との回答があった。京都先端科学大では、近年リベ
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連携、地域連携の活動を成功させ、また効果的な学びの場とするには、学生、企業、地域、行政、教員等、
すべての構成員がしっかりとコミュニケーションをとり、相互理解をした上で、共通の目標に向かって、
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2022 年度第 28 回 FDフォーラム
第２分科会

産学連携・地域連携を
通じた大学教育を考える

2023年2月23日9:30-11:30

コーディネーター
京都先端科学大学 船附秀行

大学の研究面における産学連携・地域連携

大学 企業
技術シーズ

研究資金

メリット
• 研究資金増強
• ニーズ把握
• 知財の活用

etc.

メリット
• 研究開発費節減
• 知見・情報収集
• ネットワーク拡大

etc.

地域

大学の教育面における産学連携・地域貢献

大学 企業
技術相談
公開講座

インターンシップ
機会の提供

メリット
• 文科省方針（2008）への対応
• 教育の場の確保

etc.

メリット
• 教育機会の拡大
• 人材の確保
• 若者の発想の取入れ

etc.

地域

21世紀の大学教育の質的転換
「何を教えるか（Teaching）」 「何を身につけるか（Learning）」

アウトカム基盤型教育
（Outcome-Based Education）

アクティブラーニングの
積極的活用

＝

（山田，2018）

学生エンゲージメント
重視教育

重要なのは
「教員のエンゲージメント」

教員・学生が協働する
産学連携・地域連携活動の活用が効果的では?

（中央教育審議会，2008）

（Spady，1994）

本分科会のねらい
講演１ 大学における多様な地域連携例，企業との連携
講演２ 学生と行政の連携の具体例
講演３ 教員が関わらない学生と地域との連携

• 学生・教員の参画する産学連携・地域連携活動の実例を知る．
• 教員が直接関わらない学生の地域連携活動の実例を知る．
• その成果（教育面，活動自体）を把握する．
• 運営上の課題を共有する．
• 教育に（も）効果的な産学連携・地域連携の実践方法を考える．

船附 秀行　京都先端科学大学 バイオ環境学部 教授
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帯広畜産大学および研究室における
産学連携・地域連携の取り組み

高田兼則

2022.2.23

第28回FDフォーラム 第2分科会

生命・食料科学研究部門

1

十勝
19市町村
面積10,830㎞2

（岐阜県と同じ）
人口 34万人
（帯広市17万人）

地図 帯広観光Navi

畑 241,454ha
牧場 29,449ha

農業従事者は就業者の14％

農業産出額

大学：帯広畜産大学
短大：帯広大谷短期大学

2

帯広畜産大学の企業連携の取り組み

3

産学連携センター

帯広畜産大学は道外出身者が６～７割を占め，十勝への理解や地域との
関わりが少ないまま卒業する学生も少なくない。

帯広市や関連機関と連携し，在学中から卒業後までを見据えた学生と
地域とのつながりを強化することを目的として「学生と地域がつなが
るまちづくり支援事業」を実施。

帯広畜産大学の地域連携の取り組み

4

十勝について学ぶ地域連携型授業の実施
とかち学
十勝の歴史，文化，自然，産業，地方創生などについて，行政，

企業，地域団体等から講師を招き，十勝の現状や課題，将来展望に
ついて学びます。本授業は市民開放授業として一般の方も受講が可
能です。

現場を深く知る課外教育の実施
とかち旅

北海道中小企業家同友会とかち支部と連携し，主に新入生を対象に，
農畜産物の生産から加工まで一連の現場を巡るバスツアーを実施し
ています。農業・企業経営者の方の取り組みや想いを実際に現場で
見聞きすることで，十勝の産業への理解を深めます。

経営者とガチで学ぶ交流会×勉強会
北海道中小企業家同友会とかち支部と連携し，十勝の経営者の方々
が行っている勉強会に学生が参加できる機会を提供し，社会人と同
じ目線で学び・意見を交わすことで，互いに様々な刺激を受けなが
ら交流を深めます。

「関係人口候補化プログラム」
学生が十勝について学び，理解を深めることで，地域への興味や関わりを持ち，
自主的に十勝とつながるきっかけづくりを目指す

5

地域活性化に向けた自主的活動の支援
ちくだいらんぷプロジェクト

「学生のチャレンジ」をキーワードに，学生が十勝を元気にするために企画した
様々な取組を支援する帯広畜産大学×帯広市のプロジェクトです。

文化・スポーツコース（愛称: みんなのちくだい）
おびひろ動物園活性化コース（愛称: ずーぷろ）
地方創生・地域活性化コース（愛称: とかチャレ）

地域産業の活性化支援
学生と地域企業の共同研究
学生が教員の指導の下，地域・企業のニーズや課題を踏まえ，地元企業等と
共同研究を実施します。

「アクション支援プログラム」
学生が企画・実施するまちづくり活動を支援することで，地域愛の醸成や
新たな視点からの地域活性化を図る

6

高田 兼則　帯広畜産大学 生命・食料科学研究部門 教授
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スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

7 8

出典）十勝毎日新聞

満寿屋商店とのハロウィーン
向け商品開発(2022年)

9 10

ホースセラピー
障がい者乗馬体験事業
適応指導教室ひろびろ 馬の総合体験学習

（帯広市との連携事業）馬介在活動室

出典）ワークワークとかち

11

「学生の酒造りプロジェクト」
本学学生が碧雲蔵において実際の醸造を現場で学び，自身の研究に生かすことを目的
としたもので，同酒蔵の川端慎治総杜氏（本学客員教授）と山根桃華杜氏補佐（大学
院博士後期課程１年）の指導のもと，学生が仕込みから醸造の工程に一から携わり，
酒造りが進められました。

米麹造り、酒母造り、醪造り、上槽、瓶詰めの工程を杜氏の指導のもと実施
（インターシップ研修の位置付け）

12

碧雲蔵（上川大雪酒造(株)）

最近の取り組み
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研究室での取り組み

13

（2015年）

炊き種製パン法(特許出願)

「炊き種」商標登録

（2020年）

14

本年度，学生が取り組んでいる共同研究

・株式会社ニップン

・DSM株式会社

・農研機構，山本忠信商店

15

包括連携協定
・敷島製パン株式会社

16

「とかち夢パン工房」

スライド13

スライド16スライド15

スライド14
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学学生生のの地地域域ににおおけけるる活活動動事事例例
～～亀亀岡岡市市ににおおけけるる環環境境保保全全活活動動をを通通ししてて～～

2023年年2月月23日日
大大学学ココンンソソーーシシアアムム京京都都 FDフフォォーーララムム

京京都都先先端端科科学学大大学学
ババイイオオ環環境境学学部部 高高澤澤（（笠笠松松））伸伸江江
✉✉takasawa.nobue@kuas.ac.jp

亀亀岡岡市市 環環境境先先進進都都市市推推進進部部 山山内内 剛剛
✉✉kankyo-soumu@city.kameoka.lg.jp 1

/10

環境先進都市・亀岡

京都府亀岡市：
人口 87,228人（@2022.9.1）
京都駅から快速21分、特急の停車駅
京阪神の大都市近郊にありながら
豊かな自然に囲まれる
京野菜、保津川下り、アユモドキ…

2018年 かめおかプラスチックごみゼロ宣言
2019年 世界に誇れる環境先進都市かめおか協議会
2020年 亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止に関する条例
2021年 条例施行

G
oogle

京京都都市市
亀亀岡岡市市

桂桂川川

淀淀川川

大大阪阪湾湾

2 /10

亀岡市の環境問題に関する施策（海ごみ、資源循環、脱炭素…）
授業等への取り入れ事例

ススタターートトアアッッププゼゼミミ（（学学内内PBL型型授授業業）） ：： 身身近近なな問問題題をを掘掘りり下下げげてて、、自自分分事事ととししてて考考ええるる
（テーマ例） ・SDGsを達成するために日本国内で自分たちが何をすればよいか。
・亀岡市2030年使い捨てプラごみゼロに向け、プラスチックごみ削減問題を解決する方策を生み出せ。1年

2，3年

4年～

実実践践ププロロジジェェククトト・・探探求求ププロロジジェェククトト（（学学内内PBL型型授授業業））、、ボボラランンテティィアア活活動動 ：：
現現地地調調査査、、社社会会活活動動へへのの参参画画

●亀岡を『世界に誇れる環境先進都市』にするため、亀岡市の施策をより深め、推進するような具体的内容の提案や啓
発活動を提案する。 ・大学のごみを減らしたい～大学のごみの現状、マイボトル・マイ水計画～
（対象施策）・かめおかプラスチックごみゼロ宣言 ・亀岡市ゼロエミッション計画 ・かめおか脱炭素宣言 など
●映画「マイクロプラスチックストーリー」日本語吹替え版製作ボランティア
・オーディション時のイベント運営 /  活動成果展示・オーディション運営補助・収録補助
●自主勉強会・イベント参加
・ボランティアチームでのmymizuチャレンジ（亀岡市）参加 ・地元N PO主催 環境イベントへの参加 ・ごみ調査補助 ・
ごみと生態系に関する研究補助

共共同同研研究究
（日本生命財団環境問題研究助成、クリタ水・環境科学振興財団助成、日本学術振興会学術知共創プログラム、先端大
共同研究助成 等）

卒卒業業研研究究：：周周りりをを巻巻きき込込むむ、、産産学学官官連連携携、、社社会会活活動動へへのの参参画画
・保津川支流河川漂着ごみ・マイクロプラスチックの実態（亀岡市調査に同行）
・河川におけるマイクロプラスチック・農場由来のマイクロプラスチックの動態
・微生物とプラスチックごみの関係
・マイクロプラスチック簡易観察キットによる分析方法の確立

3 /10

亀岡市では、自然環境の保全と地域経済の活性化に一体的に取り組む『世界に誇れる環
境先進都市』の実現をめざし、様々な取り組みを行っている。
その取り組みの一つに、亀岡市と亀岡市議会が平成30年に「かめおかプラスチックごみゼ
ロ宣言」を行ったことが挙げられる。令和2年3月には、「亀岡市プラスチック製レジ袋の提供
禁止に関する条例」が市議会で可決され、来年1月1日からレジ袋の提供が有償無償を問わ
ず禁止になる。（テーマ①）

一方で、使い捨てプラスチックごみに限らず、「ごみを出さない地域社会」の考え方を基本と
した「亀岡市ゼロエミッション計画」も策定されている。この計画では、徹底した廃棄物の発生
抑制、再使用の機会を創ることにより人と環境にやさしい資源循環型の地域社会づくりを目
指している。（テーマ②）
いずれの取り組みにおいても、実現のためには、消費者・事業者・住民・一時滞在者が取り
組みやすい、実行可能な具体的施策と啓発活動が必要である。
そこで、今回の実践プロジェクトでは、亀岡市市役所の皆さんのご協力のもと、亀岡を『世
界に誇れる環境先進都市』にするため、亀岡市の施策をより深め、推進するような具体的内
容の提案や啓発活動を提案することを目標とする。最終的に、亀岡市環境市民部に自分た
ちのアイディアをプレゼンする。

＜高澤班テーマ＞
取り入れ事例 実践プロジェクト（2年生春学期：オンライン）

4 /10

＜スケジュール＞
① 大テーマ決め（デザイン学科3教員が提示するテーマから選択）
②③ ガイダンス、日程提示、テーマに関する基礎知識を身につける

（資料提示：亀岡市環境基本計画、亀岡市HP等）
④ 基礎知識： 動画配信：一般廃棄物最終処分場の様子
⑤ 専門家のお話を聞く（ライブ配信：プラごみゼロ宣言について

亀岡市環境市民部環境政策課 ご講演）
⑥ 専門家のお話を聞く（ライブ配信：亀岡市ゼロエミッション計画

亀岡市環境市民部環境クリーン推進課 ご講演）
⑦ 自分の意見・提案・根拠をまとめる（ライブ授業・課題）
⑧ 個人発表、発表内容に関するコメント（ライブ）
⑨ 個人発表をもとにチーム分け。チームごとに課題決定（ライブ）

取り入れ事例 実践プロジェクト（2年生春学期：オンライン）

5 /10

⑩ チーム活動（チームごとにオンライン）：計画立案，調査・考察
⑪ 中間発表①（ライブ授業：パワポ発表、ルーブリック評価）
⑫ 中間発表に対するフィードバック（ライブ）、修正（チームごと）
⑬ 中間発表②、提案書提出
⑭ オンライン発表会（亀岡市の皆さんに提案、評価・コメントをもらう）
⑮ 学科全体発表会（ポスター）

取り入れ事例 実践プロジェクト（2年生春学期：オンライン）

高澤　伸江　京都先端科学大学 バイオ環境学部 准教授
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関連する話題を提供いただいた方々

亀岡市ゼロエミッション計画 亀岡市環境市民部環境クリーン推進課

プラスチックゴミゼロ宣言 亀岡市環境市民部環境政策課

京の川から世界をみる～河川漂着ごみの
課題と地域連携

保津川遊船企業組合 代表理事

何度も使える天然ラップ～楽しくエコを aco wrap（アコラップ）、KIRI CAFE

環境ベンチャー、ごみ分別、
エネルギー問題

NPO法人木野環境

授業横断型：
スタゼミ － 日本語リテラシー － バイオ環境と社会のつながり
課題提示・調べ学習 まとめる・書く 実情を知る・社会で課題解決に当たっている人から話を聞く

※バイオ環境学部基礎科目（選択）

7
/10

・レジ袋有料化に反対だったが、河川ごみの実情を知って考えが変わった
（スタートアップゼミ：1年秋）

・亀岡市のプロジェクトに参加して自分の力がついた（実践プロジェクト：2年春）
・工学部と共同でおもしろい分別ごみ箱を作れないか（実践プロジェクト：2年春）
・（現場調査にて、小学校1年生の女の子が川ゴミ中のタバコを見て、「大人が川
をズタズタにしている。このごみが、次の街をまたズタズタにすんだよね」と言った
のを聞いて…）タバコやめようかなって、一瞬思っちゃいましたもん…（卒業研究：
4年秋）

・課題が多すぎる（実践プロジェクト：2年春）
・（「ごみの分別」に関する課題に取り組んで）学費払ってるし、大学がごみの処理
してくれるのは当然と思ってしまう。そんなに意識高い人あんまりいない（探求プ
ロジェクト：2年秋）

PBL型授業中・後の学生の声

8 /10

学習したことを活かして

9 /10

1 0/10 1 1/10

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

78

第
2
分
科
会



6
/10

関連する話題を提供いただいた方々

亀岡市ゼロエミッション計画 亀岡市環境市民部環境クリーン推進課

プラスチックゴミゼロ宣言 亀岡市環境市民部環境政策課

京の川から世界をみる～河川漂着ごみの
課題と地域連携

保津川遊船企業組合 代表理事

何度も使える天然ラップ～楽しくエコを aco wrap（アコラップ）、KIRI CAFE

環境ベンチャー、ごみ分別、
エネルギー問題

NPO法人木野環境

授業横断型：
スタゼミ － 日本語リテラシー － バイオ環境と社会のつながり
課題提示・調べ学習 まとめる・書く 実情を知る・社会で課題解決に当たっている人から話を聞く

※バイオ環境学部基礎科目（選択）

7
/10

・レジ袋有料化に反対だったが、河川ごみの実情を知って考えが変わった
（スタートアップゼミ：1年秋）

・亀岡市のプロジェクトに参加して自分の力がついた（実践プロジェクト：2年春）
・工学部と共同でおもしろい分別ごみ箱を作れないか（実践プロジェクト：2年春）
・（現場調査にて、小学校1年生の女の子が川ゴミ中のタバコを見て、「大人が川
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・（「ごみの分別」に関する課題に取り組んで）学費払ってるし、大学がごみの処理
してくれるのは当然と思ってしまう。そんなに意識高い人あんまりいない（探求プ
ロジェクト：2年秋）

PBL型授業中・後の学生の声

8 /10

学習したことを活かして

9 /10

1 0/10 1 1/10

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

1
2/10

卒業研究：

地域の人とともに活動する、さらに先の研究へのつながり

亀岡市HPより 1
3/10

卒業研究・ボランティア：

地域の人とともに活動する、さらに先の研究へのつながり

kuas_bioで検索！

1 4/10

道路の⾧さより込み具合（総延⾧より密度）
道路が込んでいる地域でポイ捨てされて、それが保津川に達する

→GIS（地理情報システム）を使った漂着ごみの流出要因解析
⇒流域ごとに流出要因を数値化・分析

（卒業研究例） なぜタバコのごみが多いのか？

道路の込み具合∝たばこの総数

（岡崎, 2021）

1 5/10

（卒業研究例） 雑水川漂着ごみ時系列変化

（舟山, 2023）

※2020年度は週に一度で採取を行った。

（2020年9月～2023年1月）

1 6/10 1 7/10

マイクロプラスチック簡易分析キット
企業との共同開発

産学連携も

株式会社堀場テクノサービス
『『MPs簡簡易易学学習習キキッットトぷぷららウウォォッッチチ』』

スライド13
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亀岡市での成果発表、ワークショップ展示
@地元NPO主催イベント （環境フェスティバル、映画上映）

主催：NPOプロジェクト保津川

1
9/10

学生と市政の関わりによる効果

・4年間を通じた学びが可能。
1年生：取り巻く問題を知る：自分の選択で未来が変わることの理解
2年生：身の回りで実践してみる、自分を活かす
3年生、4年生：周りを巻き込む、産学官連携する

・自分の大学の街を知るきっかけ → 自分の街を考えるきっかけ
→市民意識の醸成（自分の街でも）
・市政を通じて人とつながること→社会の仕組みを知る
→行政への関心、地域の活動（大人）への関心
→行政・大学の街やＮPO、連携企業への就職

・学生自身のアイディアが市政やイベントで活かされる達成感
→学生の自信

2 0/10

学生が地域に関わるときの課題

・大学（学生）が意見を言いやすく、試してもらいやすい
“ちょうどよい「地域」の規模”がある。

・授業だけだと4か月。興味がある学生でも、大学だけだと4年間。
その後も地域に関わっていくような人材の育成。

・外部と関わりたいと思う学生はよいが、興味を持たない学生はい
る。学生が自分ごととして関われる・学生を本気にさせる工夫が必
要（→そうでなければ、行政への負担が大きい）
・興味のない学生も、“授業”なら取り組む。

→環境問題意識をもった市民の育成

・科学的な協力（“理学的な”研究を市政にどう生かすか。）
伝えるためにも普段からパイプ作りの必要がある。 2 1/10
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スライド20
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主催：NPOプロジェクト保津川
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→市民意識の醸成（自分の街でも）
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→行政への関心、地域の活動（大人）への関心
→行政・大学の街やＮPO、連携企業への就職

・学生自身のアイディアが市政やイベントで活かされる達成感
→学生の自信

2 0/10

学生が地域に関わるときの課題

・大学（学生）が意見を言いやすく、試してもらいやすい
“ちょうどよい「地域」の規模”がある。

・授業だけだと4か月。興味がある学生でも、大学だけだと4年間。
その後も地域に関わっていくような人材の育成。

・外部と関わりたいと思う学生はよいが、興味を持たない学生はい
る。学生が自分ごととして関われる・学生を本気にさせる工夫が必
要（→そうでなければ、行政への負担が大きい）
・興味のない学生も、“授業”なら取り組む。

→環境問題意識をもった市民の育成

・科学的な協力（“理学的な”研究を市政にどう生かすか。）
伝えるためにも普段からパイプ作りの必要がある。 2 1/10
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山内　剛　亀岡市 環境先進都市推進部 部長
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スライド7

スライド10スライド9

スライド8

京都府政策企画部 地域政策室

間﨑涼花・田村祥代・國府美紀

地域活動と大学での学び
～京都府「学生×地域つながる未来プロジェクト」を通して～

本日お話するテーマ

2

１．「学生×地域つながる未来プロジェクト」の概要

２．多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと ３．

地域活動と「大学での学び」を繋げることの重要性

学生×地域つながる未来プロジェクトとは・・・

3

京都府政策企画部地域政策室府民協働係とは･･･

NPO等地域で活動する団体の支援

特定非営利活動法人（NPO法人）の認証・監督等

地域課題の解決に取り組む非営利団体の支援
（「地域交響プロジェクト」）

4

地域活動団体の現状

5

 地域活動団体の担い手の高齢化・不足等により、自治会等の地
縁団体だけで地域の課題を解決することが困難

⇒新たな担い手の参画促進や他団体との協働を推進すること
が必要

財源や人材確保に関するノウハウを持ち合わせ、自立した活動を
展開できる団体があまり育っていない。

「地域交響プロジェクト」での支援

地域課題の解決に向けた活動が継続して
実施できるよう支援するプロジェクト

地域活動に対して、より多くの周辺住民から相互に協力が得
られるよう「住民協働」の関係づくりを支援

住民協働による地域活動だけでは解決が困難な地域課題につ
いては、先進性や専門性を有する他団体や市町村、京都府等
との連携・協働により解決方法の質を高める。

6

     
 

スライド1
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「地域交響プロジェクト」での支援内容

7

資金面での支援

地域交響プロジェクト交付金

伴奏支援

パートナーシップ・ミーティング（団体相互や行政など多様な主体の関係性を築く場）

専門家派遣事業（専門家や先駆的実践者を団体に派遣してアドバイス）

Ｎ極アカデミー塾（継続的に地域活動をするための知識習得と実践のための塾）

活動の支え手との関係づくりセミナー
（地域活動の支援者となる「支え手」との関係づくりを通じて団体の組織基盤強化を学ぶセミナー）

学学生生××地地域域つつななががるる未未来来ププロロジジェェククトト
((学学生生とと地地域域活活動動団団体体のの協協働働関関係係構構築築ののききっっかかけけづづくくりり)) など

「学生×地域つながる未来プロジェクト」とは・・・

8

京都府が大学生とNPO等の地域活動団体をマッチング

大学生と団体がひとつのチームとなり、

一緒に地域活動を行うプロジェクト

（令和元年度から実施）

「学生×地域つながる未来プロジェクト」は
なぜ実施しているの？

大学生が多いという京都府の強みを活かし、大学生と地域活動団体がひとつ
のチームとなり、一緒に地域活動を行う。

地域活動に対する若年層の共感を高めて、地域活動に
「「新新たたなな担担いい手手」」をを呼呼びび込込むむ。。

地域活動団体がボランティア等を受受けけ入入れれるるたためめのの体体制制強強化化

9

これまでの参加団体
※順不同、複数年度にわたり参加している団体あり

団体／商店街名 団体概要

さんさん山城 農福連携の事業所

青谷梅工房 梅の栽培・製品加工、イベント開催

NPO法人happiness 子ども食堂、高齢者の居場所づくり

認定NPO法人フォーラムひこばえ コミュニティセンター、児童館、就労支援事業所等

NPO法人ビオトープネットワーク京都 里山保全活動

認定NPO法人アンビシャス ドッグセラピー、動物介在授業、ペットと防災啓発

白川まちづくり協議会／CoCoしらかわ 地域活性化に向けたイベント企画・開催

花背ワンダーランド実行委員会 マーケット・ワークショップを含む「花背ワンダーランド」の開催

森へのパスポート 森林の魅力啓発、イベント開催

NPO法人プロジェクト保津川 保津川の清掃イベント、「ほづがわチャリティ・ファンラン」の開催

右京太秦芸能人会 自主企画の映画制作、ラジオでの情報発信

NPO法人丹波漆 丹波漆の栽培・PR

籔の傍 間伐竹の有効活用、竹を使用したイベント開催

京都府地域アセット・衛星３次元データ等を活用したまちおこし研究会 地域の資産・人材・衛星3 次元データ等の情報を活用した地域課題の解決

外国人女性の会パルヨン 日本在住の外国人女性の生活サポート

３upS 新大宮商店街の魅力発信、イベント開催

新京極商店街 ー

男山中央センター商店街 ー

保津・むらカフェプロジェクト 古民家をDIYして地域のコモンスペースを制作

10
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和元元年年度度）

２７名の大学生と６つの地域活動団体が参加

大学生が団体の活動場所を訪れて、実際に活動を体験すること
がメイン
（新型コロナウイルスの影響で、年度末には多くの活動が中止になった。）

団体が所有するSNS・ブログで参加学生が感想等を発信

令和元年度の成果報告ホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r1_gakusei_houkoku.html

13

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

コロナ禍で対面での
活動が難しい！

 コロナ禍でも地域課題がなくなったわ
けではない！むしろ課題が多様化！

 コロナ禍でオンライン媒体が広く普及

 コロナ禍で遠出を避けて近場で生活す
る人が増加

SNSやZoom等オンラインを上手く活用
することで、より多くの人に「地域」に
目を向けてもらえる機会になるのでは？

14

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

２３名の大学生と８つの地域活動団体が参加

新型コロナウイルスの影響により、大学生がオンラインで団体
にインタビューして、その内容や感想等を大学生が本プロジェ
クトのSNSに投稿することで情報発信

「#１００万人へ発信実験」をテーマに、大学生の投稿を拡散さ
せることで、同世代の若年層に、地域における課題や地域活動
について、関心を持ってもらう機会を創出 15

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

オンライン化でプロジェクトの幅が広がった！！

投稿の拡散のみに協力するボランティアを「指先ボランティア」
と称し、多様な関わり方ができることを明示したことで、
年代や居住地など関係なく、多くの人が本プロジェクトに関わる
ことができるようになった。

オンラインでの活動が可能となったことにより、令和３年度から
遠方の大学生も本プロジェクト参加可能とする契機になった。
（令和元・２年度は京都府内在住もしくは府内の大学に通う大学生が対象だった。）

令和２年度の成果報告ホームページ

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/gakusei_column.html 16

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和３３年年度度）

17

３８名の大学生と７つの地域活動団体が参加

大学生が団体の活動現場を訪れる対面での活動と、Zoom等を
活用したオンライン活動が両方実施できるようにした。
⇒初初めめてて遠遠方方（（関関東東））かからら大大学学生生がが参参加加

令和３年度に関東から参加した大学生のインタビューホームページ

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r3_houkoku.html#arai

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和３３年年度度）

令和３年度の成果報告ホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r3_houkoku.html
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「地域交響プロジェクト」での支援内容

7

資金面での支援
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((学学生生とと地地域域活活動動団団体体のの協協働働関関係係構構築築ののききっっかかけけづづくくりり)) など

「学生×地域つながる未来プロジェクト」とは・・・

8

京都府が大学生とNPO等の地域活動団体をマッチング

大学生と団体がひとつのチームとなり、

一緒に地域活動を行うプロジェクト

（令和元年度から実施）

「学生×地域つながる未来プロジェクト」は
なぜ実施しているの？
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※順不同、複数年度にわたり参加している団体あり
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右京太秦芸能人会 自主企画の映画制作、ラジオでの情報発信

NPO法人丹波漆 丹波漆の栽培・PR

籔の傍 間伐竹の有効活用、竹を使用したイベント開催

京都府地域アセット・衛星３次元データ等を活用したまちおこし研究会 地域の資産・人材・衛星3 次元データ等の情報を活用した地域課題の解決

外国人女性の会パルヨン 日本在住の外国人女性の生活サポート

３upS 新大宮商店街の魅力発信、イベント開催

新京極商店街 ー

男山中央センター商店街 ー

保津・むらカフェプロジェクト 古民家をDIYして地域のコモンスペースを制作
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和元元年年度度）

２７名の大学生と６つの地域活動団体が参加

大学生が団体の活動場所を訪れて、実際に活動を体験すること
がメイン
（新型コロナウイルスの影響で、年度末には多くの活動が中止になった。）

団体が所有するSNS・ブログで参加学生が感想等を発信

令和元年度の成果報告ホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r1_gakusei_houkoku.html
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

コロナ禍で対面での
活動が難しい！

 コロナ禍でも地域課題がなくなったわ
けではない！むしろ課題が多様化！

 コロナ禍でオンライン媒体が広く普及

 コロナ禍で遠出を避けて近場で生活す
る人が増加

SNSやZoom等オンラインを上手く活用
することで、より多くの人に「地域」に
目を向けてもらえる機会になるのでは？
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

２３名の大学生と８つの地域活動団体が参加

新型コロナウイルスの影響により、大学生がオンラインで団体
にインタビューして、その内容や感想等を大学生が本プロジェ
クトのSNSに投稿することで情報発信

「#１００万人へ発信実験」をテーマに、大学生の投稿を拡散さ
せることで、同世代の若年層に、地域における課題や地域活動
について、関心を持ってもらう機会を創出 15

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和２２年年度度）

オンライン化でプロジェクトの幅が広がった！！

投稿の拡散のみに協力するボランティアを「指先ボランティア」
と称し、多様な関わり方ができることを明示したことで、
年代や居住地など関係なく、多くの人が本プロジェクトに関わる
ことができるようになった。

オンラインでの活動が可能となったことにより、令和３年度から
遠方の大学生も本プロジェクト参加可能とする契機になった。
（令和元・２年度は京都府内在住もしくは府内の大学に通う大学生が対象だった。）

令和２年度の成果報告ホームページ

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/gakusei_column.html 16

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和３３年年度度）
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３８名の大学生と７つの地域活動団体が参加

大学生が団体の活動現場を訪れる対面での活動と、Zoom等を
活用したオンライン活動が両方実施できるようにした。
⇒初初めめてて遠遠方方（（関関東東））かからら大大学学生生がが参参加加

令和３年度に関東から参加した大学生のインタビューホームページ

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r3_houkoku.html#arai

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和３３年年度度）

令和３年度の成果報告ホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r3_houkoku.html
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（商店街編 令和４年１月～１２月）

 １７名の大学生と３つの商店街が参加
・３ｕｐＳ（新大宮商店街）
・新京極商店街
・男山中央センター商店街

 対面での活動に加えて、SNSを活用した商店街の広報を行うなど、対面・オン
ライン両方に対応

 参加学生の活動に係る交通費の補助を開始

 「学生×地域つながる未来プロジェクト商店街編」のホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r4.html

19

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和４４年年度度）

５３名の大学生と１１の地域活動団体が活動中

対面での活動がメイン

京都府があまり介入しなくても、団体と大学生の関係性の構築
がうまくいっているチームが多数

20

「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（令令和和４４年年度度）

令和４年度のホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/r4_1.html

21

参加した大学生の活躍（成果）

１．本プロジェクト終了後も地域活動団体のもとで活動を継続！

２．複数年度にわたって本プロジェクトに参加し、参加２年目からはチームの
リーダーとして地域活動団体・大学生・京都府の架け橋に！

３．新たな地域活動団体を設立し、本プロジェクトの受入団体に！

４．地域での学びを活かして社会に！

５．本プロジェクトでの経験と大学での学びを繋げて研究・考察！

22

本プロジェクト終了後も地域活動団体のもとで活動を継続！
（参加した大学生の活躍①）

白川まちづくり協議会（CoCoしらかわ）チーム

令和２年度に本プロジェクトを通して活動に参加した大学生が、
本プロジェクト終了後も団体の一メンバーとして活動を継続

23

複数年度にわたって本プロジェクトに参加し、参加２年目からは
チームのリーダーとして地域活動団体・大学生・京都府の架け橋に！

（参加した大学生の活躍②）

京都大学４回生 森下 航平さん

令和２～４年度に「NPO法人丹波漆」
チームとして本プロジェクトに参加

森下さんへのインタビューHP

 https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/ga
kusei/r3_houkoku.html#morishita

 https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/ga
kusei/gakusei_interview.html
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「学生×地域つながる未来プロジェクト」での活動紹介

（商店街編 令和４年１月～１２月）
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・３ｕｐＳ（新大宮商店街）
・新京極商店街
・男山中央センター商店街

 対面での活動に加えて、SNSを活用した商店街の広報を行うなど、対面・オン
ライン両方に対応

 参加学生の活動に係る交通費の補助を開始

 「学生×地域つながる未来プロジェクト商店街編」のホームページ
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２．複数年度にわたって本プロジェクトに参加し、参加２年目からはチームの
リーダーとして地域活動団体・大学生・京都府の架け橋に！

３．新たな地域活動団体を設立し、本プロジェクトの受入団体に！

４．地域での学びを活かして社会に！

５．本プロジェクトでの経験と大学での学びを繋げて研究・考察！
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本プロジェクト終了後も地域活動団体のもとで活動を継続！
（参加した大学生の活躍①）

白川まちづくり協議会（CoCoしらかわ）チーム

令和２年度に本プロジェクトを通して活動に参加した大学生が、
本プロジェクト終了後も団体の一メンバーとして活動を継続

23

複数年度にわたって本プロジェクトに参加し、参加２年目からは
チームのリーダーとして地域活動団体・大学生・京都府の架け橋に！

（参加した大学生の活躍②）

京都大学４回生 森下 航平さん

令和２～４年度に「NPO法人丹波漆」
チームとして本プロジェクトに参加

森下さんへのインタビューHP

 https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/ga
kusei/r3_houkoku.html#morishita

 https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/ga
kusei/gakusei_interview.html

24
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複数年度にわたって本プロジェクトに参加し、参加２年目からは

チームのリーダーとして地域活動団体・大学生・京都府の架け橋に！
（参加した大学生の活躍②）

令和３年度（参加２年目）からは、チームのリーダーとして、京都府・地域
活動団体と協働し、「NPO法人丹波漆」チームの活動をプロデュース

地域活動団体と大学生の主な連絡役を担う。
⇒リーダーの大学生の積極的な働きかけや意欲、大学生目線での多様なア

イデア・提案が一つの決め手となり、「NPO法人丹波漆」は本プロジェク
トへの継続参加を決定

令和３年度には多くの人が丹波漆について考える契機となるよう、チームで
「丹波漆を考えるアイデアブック」（左下の画像）を作成

 「丹波漆を考えるアイデアブック」PDF

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/documents/
ideabook.pdf

25

大学生が新たな地域活動団体を設立して
本プロジェクトの受入団体に！

（参加した大学生の活躍③）

３ｕｐＳ（サップス）

 令和２年度に「森へのパスポート」チームとして本プロ
ジェクトに参加した大学生２名が、活動時に訪れた新大
宮商店街に関心を持ち、その魅力発信を行う任意団体を
設立

 商店街紹介ツアー等のイベント開催やInstagramでの
商店街内店舗の紹介等を実施

 令和３年度と商店街編では受入団体として、本プロジェ
クトに参加

 商店街編では次期担い手募集を行い、新たに仲間となっ
た学生と一緒に活動中

26

地域での学びを活かして社会に！
（参加した大学生の活躍④）

27

同志社大学４回生 野末 涼音さん

令和２年度に「花背ワンダーランド実行
委員会」チームとして本プロジェクトに
参加

本プロジェクトで得た地域との関わり方
や経験等を活かして、地元の行政職に就
職予定

野末さんへのインタビューHP
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/gaku
sei_interview2.html

地域での学びを活かして社会に！

（参加した大学生の活躍④）

地域の活性化に興味を持ったのは、高校生のときに受けた授業
地域課題について調べて市議会で提案し、市議会議員からフィードバックをもらう
という授業があった。

本プロジェクトでの活動終了後、書籍で「本当に地域住民は地域活性
化を望んでいるのか」という問いを見て、実際に地域住民の声を聴く
ことの大切さを感じた。

大学生が地域活動に参加することで、地域住民や地域活動団体では気
づかない「第三者の視点」で地域を俯瞰することができると思った。

28

本プロジェクトでの経験と大学での学びを繋げて論文作成！
（参加した大学生の活躍⑤）

大学で学んだ知識や技術を活かして地域活動に取り組み、
活動を通して感じたことや経験を活かして大学の論文作成や
研究を行うという、大大学学ででのの学学びびとと地地域域活活動動をを相相互互にに活活かかすす
ササイイククルルを生み出すことに成功した大学生が複数育っている。

大学での学び
地域活動

29

参加した地域活動団体からの声

 今まで学生の受入について考えたことがなかったが、本プロジェクトへの
参加を機に学学生生ボボラランンテティィアアのの受受入入体体制制構構築築にに向向けけてて検検討討ししててみみよよううと思
った。

 若い大学生が活動に参加することで、団体のメンバーをはじめ地域住民の
方々がとても喜ばれる！活活動動がが活活気気づづくく！

 自身の団体が苦手としているSSNNSSででのの発発信信を大学生に担ってもらえて、幅広
い層に活動を知ってもらうことができた。

 大大学学生生のの目目線線でで自自身身のの団団体体のの活活動動をを振振りり返返るることができた。

 ボランティアというと災害時のお手伝い等、「受入先の指示のもと無償で
従事してくれる人」というイメージがあったが、本プロジェクトに参加し
て、ボボラランンテティィアアのの方方もも「「一一緒緒にに協協働働ししてて地地域域のの課課題題をを解解決決ししてていいくく仲仲
間間」」だだとといいうう意意識識が芽生えた。

30
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多様な主体と協働する上で大切にしていること

31

１．対話と協働

２．一緒に創る

多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと①

「「対対話話とと協協働働」」

学生×地域つながる未来プロジェクトは、地域活動団体、
大学生、京都府など多様な主体が関わり合うプロジェクト。

まずは様々な人と対対話話して、自分たちとは異なる立場・
年代の主体でも、その考え方などを理解しようと努める！

「対話」を大切に！

32

多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと①

「「対対話話とと協協働働」」

 「協協働働」とは、共通する目標に向かって複数の人々が力を合わせて
協力しながら働くこと。

 多様な主体が対対等等なな目目線線で意見を述べ、尊重し合う。

参加者全員が主体的に意見・活動する！
誰もが本プロジェクトの「主人公」！

全員が対等な目線で
「協働」することを大切に！

33

多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと①

「「対対話話とと協協働働」」

立場や年代の異なる地域活動団体と大学生が協働することで

今までなかった発想が得られて、互いにとってプラスになる！

協働することで相乗効果が
生まれる！

34

多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと②

「「一一緒緒にに創創るる」」

 京都府だけでプロジェクトを企画せず、大学のボランティア
センター等にヒアリング

 本プロジェクトの活動が始まってからも、参加している大学
生や地域活動団体の意見・ニーズを聞いて、日々プロジェク
トを改良

みんなで創る
プロジェクト

35

多様な主体と協働する上で大切にしてきたこと②

「「一一緒緒にに創創るる」」

 本プロジェクトでの活動を通して生まれた「「芽芽」」をを大大切切にに

 「３upS」設立に当たっても大学生から京都府に相談があった。
本プロジェクトには大学生の地域活動団体設立を支援するスキームは
なかったが、本プロジェクトの受入団体になってもらうことで、京都
府が伴走支援

 本プロジェクト内で意欲的に活動する大学生を発見！
次年度以降、チームのリーダーをお願いして、より主体的に活動して
もらえるようにサポート（京都大学 森下さん）

小さな芽でも大切に見守り育てることで
予想もしていなかった物語が生まれる！

36

スライド34

スライド36スライド35

スライド31

スライド33

スライド32
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 本プロジェクトの活動が始まってからも、参加している大学
生や地域活動団体の意見・ニーズを聞いて、日々プロジェク
トを改良

みんなで創る
プロジェクト

35
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「「一一緒緒にに創創るる」」

 本プロジェクトでの活動を通して生まれた「「芽芽」」をを大大切切にに

 「３upS」設立に当たっても大学生から京都府に相談があった。
本プロジェクトには大学生の地域活動団体設立を支援するスキームは
なかったが、本プロジェクトの受入団体になってもらうことで、京都
府が伴走支援

 本プロジェクト内で意欲的に活動する大学生を発見！
次年度以降、チームのリーダーをお願いして、より主体的に活動して
もらえるようにサポート（京都大学 森下さん）

小さな芽でも大切に見守り育てることで
予想もしていなかった物語が生まれる！
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スライド34

スライド36スライド35

スライド31
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地域活動と「大学での学び」

「「大大学学ででのの学学びび」」とと地地域域活活動動のの共共通通点点はは意意外外とと多多いい！！

法学部 経営3学7 部心理学部

地域活動と「大学での学び」

38

地域活動と「大学での学び」

大学での学び
地域活動

地域活動と「大学での学び」がうまく循環すると

思わぬ相乗効果が生まれる！

39

地域活動と「大学での学び」（事例①）

40

【 京都大学 総合人間学部 ４回生 】の場合

「NPO法人丹波漆」チームに所属

大学の講義で学んだ「根本問題の考え方」の知識を活かして、
丹波漆の今後の在り方を考える根本的な問いを含む、
「丹波漆を考えるアイデアブック」を作成

地域活動の経験やアイデアブックの作成を通して感じたことを
大学での論文にまとめた。

地域活動と「大学での学び」（事例②）

41

【 同志社大学 政策学部 ４回生 】の場合

「花背ワンダーランド実行委員会」チームに所属

過疎地域における活動での経験などを活かして、
大学で研究対象としている「商店街活性化における学生団体の
可能性」に関する論文を執筆

地域住民との触れ合い等を通して、「地域活性化」について問う
きっかけになった。

地域活動と「大学での学び」（事例③）

42

【 南山大学 人文学部 ４回生 】の場合

「NPO法人丹波漆」チームに所属

「NPO法人丹波漆」チームで伝統文化の継承活動に実際に携わること
で、大学で研究対象としている「これから若者が地域文化とどう携
わっていくか」について論文を執筆予定
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地域活動と「大学での学び」

「大学での学び」を活かして様々な視点で

「地域」を見ることができれば

これまで見てきた世界とは違う世界が見えるかも！？

43

大学卒業後も地域とつながり続けてもらえるように…

44

大学生が卒業後も地域と関わり続けられるような
仕組みを構築予定

 京都への愛着を持ち続けてもらう

 地域活動への参画促進

（参考）関連ホームページ・ＳＮＳ

 「学生×地域つながる未来プロジェクト」メインホームページ
（メインホームページから各年度のプロジェクトに係るホームページへリンク可）

https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/gakusei/chiiki.html

「学生×地域つながる未来プロジェクト」Twitter
https://twitter.com/gakuseichiiki

「学生×地域つながる未来プロジェクト」Instagram
https://www.instagram.com/gakuseichiiki/

「学生×地域つながる未来プロジェクト」Facebook 
https://www.facebook.com/gakuseichiikikyoto/

「地域交響プロジェクト」ホームページ
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/index.html

45

ご清聴ありがとうございました！
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第３分科会

報 告 者

コーディネーター

第
３
分
科
会

山口　洋典　立命館大学 共通教育推進機構 教授

学びの場のダイバーシティとインクルージョンの実現

星加　良司　東京大学大学院 教育学研究科附属

　　　　　　バリアフリー教育開発研究センター 教授

村田    淳　京都大学 学生総合支援機構 准教授／DRC（障害学生支援部門）

            チーフコーディネーター

土橋 恵美子 同志社大学 学生支援センター スチューデントダイバーシティ・

　　　　　　アクセシビリティ支援室 チーフコーディネーター
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○本分科会のねらい
大学コンソーシアム京都が大学間連携による障害のある学生への支援に取り組んで 20 年あまりが経過し

た。この間、2016 年 4 月に障害者差別解消法が施行され、社会的障壁を取り除くための合理的配慮が努力
義務とされ、2021 年の法改正によって施行日の 2024 年 4 月 1 日からは法的義務となる。

法改正に対する消極的対応ではない形での、多様な人々の学びと成長の環境はいかに実現しうるか。大
学入学へのアクセスと学修環境のユニバーサルデザインの両面から迫った。

○報告の概要
前半は分科会のコーディネーターにより、同志社大学スチューデントダイバーシティ・アクセシビリティ

支援室（SDA 室）の土橋恵美子チーフコーディネーターと、京都大学学生総合支援機構障害学生支援部門
の村田淳准教授との鼎談とした。同志社大学は 2001 年から有償での講義補償に取り組んでおり、2002 年度
に大学コンソーシアム京都が京都市社会福祉協議会との共同主催で「ノートテイカー養成講座」を実施す
る上で制度設計の一つの型としていた。また、京都大学では代表校として申請した「高等教育アクセシビ
リティプラットフォーム」が文部科学省の平成 29 年「社会で活躍する障害学生支援プラットフォーム形成
事業」に選定され、支援ノウハウの集約・発信や組織間ネットワーキングに取り組んでいる。

土橋コーディネーターからは長年にわたる経験を振り返り、2021 年に「障がい学生支援室」が SDA 室
へと改組される中、障害種別による困りごとへの支援ではなく、ニーズとして顕在化していない部分に関
心を向けていることが示された。村田准教授からは、担当者による支援の提供ではなく機関として学習者
の権利保障の姿勢で臨むことが、合理的配慮のもとでの支援の標準化への手立てではないかと示された。

鼎談の後には東京大学教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センターの星加良司教授による話題
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学生に限らず、新しい考え、トレンドが訪れたとき、大変なのは素人ではなく専門集団」と前置きした上で、
社会がもたらしている不利益をマイノリティが経験しないようになることがバリアフリーだと指摘した。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
全体討議では、高等教育へのアクセスの保障と学習環境での権利の保障に加えて、特別支援教育を通じ

た教育の質保証についても議論が及んだ。最後は D&I に加え、E（Equity）を加えた DEI の枠組みで、建
設的に対話のもとで支援者側が過重な負担せずに当事者に過不足なく行き届いた関係構築を図ることが理
に適った配慮となることを確認した。

〈第 3 分科会〉

学びの場のダイバーシティとインクルージョンの実現

立命館大学　共通教育推進機構　教授  山口　洋典
コーディネーター
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合理的配慮の合理性とバリアフリーへのバリア

星加良司

東京大学大学院教育学研究科

附属バリアフリー教育開発研究センター

第28回FD フォーラム
分科会「学びの場のダイバーシティとインクルージョンの実現」

1

合理的配慮の「合理性」をめぐって

●rationalではなくreasonableとしての合理性
＝理由付け可能な、理にかなった

↓
・必要性&適当性&非過重性（東京大学対応要領）
・「社会的障壁の除去」「個々のニーズ」「非過重負担」

（川島聡他『合理的配慮』有斐閣）

↓
・複数のreasonの調整プロセスとしての建設的対話

2

合理的配慮の「合理性」をめぐって

■前提としての「社会モデル」

＝社会の偏り・歪みに由来するマイノリティの不利益

→社会の偏り（社会的障壁）の是正

*なぜ「合理的配慮=異なる取り扱い」をしなければ差別になるのか？
・既存の環境は、健常者の利便性を前提に作られてしまっているため
に、障害者にとっては使い勝手が悪い（非中立性・非対称性）

・「非中立」な環境を放置し、可能な範囲の代替措置すら行わないこと
は不当（差別的）

3

合理的配慮の「合理性」をめぐって

■「合理性」の副作用1：「個人モデル」の密輸入
●「入り口」における心身機能への着目

・「障害者」

＝「身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）その他の心身の機能の
障害がある者であって…」
↓

●機能アセスメントの重視

・配慮の「過剰性」の抑止

→困難が障害（インペアメント）との関連で生じたものなのか否か
→診断的な知識体系（医学・心理学）
（星加良司,  2022, 「合理的配慮は「社会モデル」を保証するか」,  飯野由里子他
『「社会」を扱う新たなモード』生活書院）

4

合理的配慮の「合理性」をめぐって

■「合理性」の副作用2：「コンプライアンス」の意図せざる効果
●「最低限」が「上限」にすり替わる

・「違法性=差別」の基準と「十分なアクセス保障」の水準とのギャップ
・法制化により「違法性=差別」の基準が前景化
・機会の確保

＝「障害を理由に修学を断念することがないよう、修学機会を確保すること、また、
高い教養と専門的能力を培えるよう、教育の質を維持すること」（文部科学省・対
応指針）

＊「機会の確保」や「質の維持」は充分に機能するか？

cf.
・障害学生に対して複数の配慮が提供可能で、そのうち最も容易な配慮で単位取
得に支障がないような場合

（星加良司, 2016, 「合理的配慮と能力評価」, 川島聡他『合理的配慮』有斐閣）
5

バリアフリーへの「バリア」をめぐって
●障害学生支援の神話：「支援」を減らすと「自立」につながる

→・（大学にとっては）より「有効」な支援が可能になる。
・（障害学生にとっては）社会に出て「通用する」人間になる。

・用意された「支援」に頼らず、自ら「支援」を獲得する活き方

↓
・支援調達のスキル獲得によるリスク管理の自己責任化

→ネオリベラルな「企業化された主体」
（後藤吉彦・二階堂祐子, 2007, 「大学の障害学生『支援』についての一考察」障害学会第
4回大会ポスター報告）
↓

●「隠れたカリキュラム」の問題

・「社会」の秩序に適応できる人間の育成

→「教育の基盤としての支援」ではなく「教育的介入としての支援」
（星加良司, 2015, 「「分ける」契機としての教育」『支援』vol.5．）

6

星加　良司　東京大学大学院 教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター　教授

スライド6スライド5

スライド1

スライド4スライド3

スライド2
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スライド6スライド5

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

バリアフリーへの「バリア」をめぐって

●「支援」と「プライバシー」のジレンマ

・本人の学習にとって役に立つ支援を提供したいという思い

→場の中で「障害」を目立たせてしまう
＝「障害の顕在化」「障害のスポットライト化」

↓
・その場で自分が何者として振る舞いたいかを、自らコントロールすることが困難に
なる

↓
・2つの価値の間でトレードオフが生じる
（西倉実季, 2016, 「合理的配慮をめぐるジレンマ」, 川島聡他『合理的配慮』有斐閣）

7

バリアフリーへの「バリア」をめぐって

●「ルール」というハードル

*合理的配慮の3類型=「物理的環境への配慮や人的支援の配慮」「意
思疎通の配慮」「ルール・慣行の柔軟な変更」（文部科学省・対応指
針）のうち、最も抵抗が大きいのは?

●「公平性」という呪縛

*それを評価する視点はどこにあるか?「不公平」という感覚はどこから
くるのか?

8

バリアフリーへの「バリア」をめぐって

〈マジョリティ性の壁〉

●「マジョリティ‐マイノリティ」の非対称な関係性（←「社会モデル」の基本認識）
↓

①歴史的堆積による社会システム上の有利さ

②権力構造に由来する意思決定上の優位性

→格差の増幅
③認知的バイアスに基づく特権性の不可視化

④心理的防衛機制
→格差の維持・正当化
↓

・重層的に形成された「壁」の強固さと耐久力

9

「ダイバーシティ&インクルージョン」の視点
■■支支援援ニニーーズズのの多多様様性性とと普普遍遍性性

〈〈研研究究やや教教育育をを行行うう上上でで出出会会うう様様々々なな場場面面〉〉

・・研研究究テテーーママ選選びびのの際際にに特特定定のの属属性性をを理理由由ととししたたテテーーママにに誘誘導導さされれるる

（（女女性性だだかからら、、日日本本人人だだかからら、、障障害害者者だだかからら○○○○ののテテーーママははどどううかか、、とといいうう勧勧めめ方方））

・・特特定定のの分分野野にに対対すするる無無理理解解やや社社会会的的ななババッッシシンンググをを前前提提にに研研究究活活動動をを強強いいらられれるる

（（当当事事者者ででああるるここととでで、、客客観観性性ががなないいななどどのの外外部部かかららのの言言いいががかかりりななどど））

〈〈周周囲囲のの態態度度やや処処遇遇〉〉

・・障障害害ややLGBTななどどのの人人ががいいなないいここととをを前前提提のの対対応応ををさされれたたりり、、個個別別事事情情をを話話すすとと「「かかわわいいそそううなな人人」」をを扱扱ううよようう
にに小小声声でで対対応応さされれたたりりすするる

・・所所属属機機関関とと交交渉渉すするる際際のの心心理理負負担担がが重重いい（（TS・・TG、、障障害害））
〈〈研研究究・・教教育育のの現現場場でで行行うう作作業業〉〉

・・健健常常者者のの男男性性をを基基準準ににししたた野野外外実実習習ののあありり方方がが必必ずずししもも学学術術的的にに必必要要かかどどううかかわわかかららなないい事事例例ががああるる
（（フフィィーールルドド調調査査実実習習ななどど））

〈〈研研究究やや教教育育のの場場ににおおけけるる日日常常のの行行為為〉〉

・・投投薬薬やや治治療療のの必必要要性性やや、、体体調調不不良良、、育育児児ななどど、、諸諸事事情情にによよりり必必要要ととななるる時時間間をを理理解解さされれなないい（（障障害害、、女女性性））

（（隠隠岐岐ささやや香香他他, 2019, 「「研研究究環環境境ににおおけけるる多多様様性性ののたためめののアアンンケケーートト調調査査報報告告：：障障害害・・ジジェェンンダダーー・・セセククシシュュアア
リリテティィとと若若手手研研究究者者」」）） 1

0

「ダイバーシティ&インクルージョン」の視点

■支援ニーズの交差性：「障害×X」
・「大学における障害支援と性的少数者の支援とが互いを想定せずに行われる傾
向の強い現状では、ダブルマイノリティの人々は孤立しやすくなっている」（隠岐他
2019）

●「交差性(intersectionality)」
＝ひとつのカテゴリーに着目して差別現象を捉えようとすることが、常に大きな見
落としを伴っていることに注意を喚起するための視点

（Crenshaw, K., 1989, "Demarginalizing the Intersection of Race and Sex: A Black 
Feminist Critique of Antidiscrimination Doctrine, Feminist Theory and Antiracist 
Politics," The University of Chicago Legal Forum Volume: Feminism in the Law: 
Theory, Practice and Criticism.）

1 1

「ダイバーシティ&インクルージョン」の視点

●ミシガン大学「多様性・平等性・包摂性に関するキャンパス風土調
査」より

障害学生は非障害学生と比べて

・大学の風土に満足しておらず、

・価値ある存在として扱われている感覚、所属感覚、成長できていると
いう感覚を持っておらず、

・公平に扱われているという感覚を持っておらず、

・差別されたと感じる経験をしている。

1 2

スライド12スライド11
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25年度新入生は何をどう学んで来るのか（来ないのか）
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○本分科会のねらい
2025 年度から新指導要領に基に学んできた大学生が誕生する。教科科目内容の変更に知悉した大学関係

者は少なくないかもしれないが、その変更の背景や指導要領が目指すゴールを併せて知る者の数はどうだ
ろうか。大学教育の体系化を進める上で、大学入学前の教育体系を知ることは必要不可欠である。本分科
会は、その細目ではなく、その制定の背景、理念、目標、施行、他国との比較について報告を受け、それ
に基づく討論を行った。討論を通じて、参加者各位から「思い」が湧出することが目標であった。

○報告の概要
分科会の報告は、新指導要領策定に深く関わられた合田哲雄氏（文化庁）から新指導要領の全体像を提

示頂くことで口火を切った。幾度かの技術革新や大きな社会観の変容に比して、教育体制や教育観の変化
は小さく、一様性・同質性を求める教育からの脱却は「待ったなし」の状況であることを刺激的に示して
頂けた。続いて、玉置崇氏（岐阜聖徳大）から、新指導要領の目標に向けた教育現場における実践について、
IT 機器を活用とそれがもたらす児童・生徒と教員間の新たな関係性下での授業風景の動画を交えながら報
告頂いた。さらに、指導要領の理念への接近を図るべく、坂本尚志氏（京都薬科大）から、新指導要領の「総
合的な探究の時間」とフランスの高校における「哲学」教育の比較から見えるものを報告頂いた。そこでは、

「私」を排除し「型」を重視した探究を志向するフランスの方式と、「私」の体験としての探究を志向する
日本の方式の違いが鮮明となり、フランス式寄りと捉えてよい従来の日本の大学教育が今後志向すべき方
向性への問題提起となった。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
合田氏、玉置氏、坂本氏の３氏の報告を踏まえて、指定討論者である神代健彦氏（京都教育大）から３

氏への質問がなされ、３氏がそれに答えるという形で討論を開始した。大別すると、① 一様性や同質性の
排除、人としての自立を目標に謳いながら、その一方でデジタルスキルや積極性などの新たな評価尺度が
発生しようとしていることへの危惧、②坂本氏から提起された「私」の位置づけ、に関するものである。
報告者３氏からの、それぞれの立ち位置からの真摯な回答と、回答への追加質問で大いに盛り上がる討論
となった。オンライン会場からは、教員養成、採用に関する質問が数件あり、熱の入った回答が得られた。
ひとつの方向への議論の収斂は、当初から期待するところではなく、４氏の真摯な討論に時間経過を忘れ
てしまう充実した分科会となった。「小中高教育を規定する」という類の固定観念に捉われなければ、新学
習指導要領は。大学教育を考える上でも格好の拠り所であることが、参加者各自の立ち位置を超えて確認
できたのではないだろうか。

本分科会の報告と討論を、合田氏の言う「自立して思考するために必要な『共通性』を、教育に関わる
者を含む社会が共有する」方向への風として、参加者各位に感じて頂けたならば大きな喜びである。

〈第 4 分科会〉

25 年度新入生は何をどう学んで来るのか（来ないのか）
―新指導要領を手がかりに大学基礎教育を考える― 

京都薬科大学　基礎科学系　教授  上野　嘉夫
龍谷大学　社会学部　准教授  築地　達郎
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25 年度新入生は何をどう学んで来るのか（来ないのか）

―新指導要領を手がかりに大学基礎教育を考える―

※本分科会では新学習指導要領とは「平成29・30・31年改訂学習指導要領」を指します

分科会概要
今から2年半後の2025 年度、新学習指導要領に沿って学んだ新入生が
大学に進学してくる。新指導要領は「生涯にわたって探究を深める未来の
創り手」の育成を掲げ、「主体的・対話的で深い学び」を実現するとして
いる。では、実際に初等中等教育はどのように変化するのだろうか。とくに、
教育格差が深刻化・固定化する社会を打破する原動力としての「相互理
解の基盤」となるべき基礎教育はおろそかになっていないだろうか。分科会で
は、学習指導要領の「理念」と「実装」を俎上に上げ、小中高大を貫く基本
的な学びのあり方を考えたい。

「俎上に上げ」と書いたが・・・・ 批判集会ではない

大学教員は，新学習指導要領の何をどの程度知っているだろうか?
それを学内教育に反映するような動きはあるだろうか?

「指導要領って何?」という人は，まさかいないとは思うが・・・
何を学ぶ，どう学んでくる，なぜ変わった，はどうだろうか?

因みに
「高等学校学習指導要領（平成30年告示）」は全604頁

（約120頁は中学校指導要領等）

各教科の解説も分厚い
（数学 理数210頁，理科 理数371頁 外国語 英語231頁）

私たちは，「何を」の捉え方は大丈夫か?

その設計思想や目標を知らなければ，不毛な「近頃の学生
は・・・」，
「『高校は』 『大学は』 何を教えてる」 が絶え間なく起きる

「俎上に上げ」と書いたが，「批判」が目的ではない．

「大学はこれをどう取り入れて，どんな卒業生を輩出するのか」を考える機会

「『共通の意識や認識を持っている』のに，立ち位置によって表現が異なっ
て，
不毛な誤解や対立を生んでいないか?」

「同じものを見ているのに，視線の違いから異なると思い込んでいないか?」

? ?

議論の深まりのきっかけとなるよう，期待しています

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド5

上野　嘉夫　京都薬科大学
 
基礎科学系

 
教授

築地　達郎　龍谷大学 社会学部 准教授
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学習指導要領の質的転換の経緯と現状について
－理解が解決を保証するわけではないが、理解なき対峙は不毛である－

京都FDフォーラム第4分科会

2023年2月23日

文化庁次⾧

合田哲雄

1

【職歴】

１９７０年生 倉敷育ち

１９９２年 文部省入省（Ⅰ種・法律区分）
２０００年 福岡県教育庁高校教育課⾧
０２年 文部科学省高等教育局大学課課⾧補佐（国立大学法人化を担当）
０５年 同 初等中等教育局教育課程企画室⾧（学習指導要領2008年改訂を担当）
０８年 同 大臣官房企画官・会計課副⾧
１１年 NSF（全米科学財団）フェロー
１２年 文部科学省高等教育局企画官
１３年 同 研究振興局学術研究助成課⾧
１５年 同 初等中等教育局教育課程課⾧（学習指導要領2017年改訂を担当）
１７年 内閣官房内閣参事官
１８年 文部科学省初等中等教育局財務課⾧
２０年 同 科学技術・学術総括官
２１年 内閣府（科学技術・イノベーション推進事務局）審議官
２２年 文化庁次⾧

【兼職・兼業等】

〇 九州大学、宮城教育大学、関西大学、東京大学、上越教育大学、東北大学の非常勤講師等を経て、
現在、兵庫教育大学客員教授、広島大学客員研究員

〇 目黒区立東山小学校（３年間）/東山中学校（３年間）でPTA会⾧を経験

【著作】
論考 「文部科学省の政策形成過程に関する一考察」（『日本教育行政学会年報35』、2009）

「アイディアとしての『Society5.0』と教育政策」（『教育制度学研究27』、2020）
単著 『学習指導要領の読み方・活かし方』（教育開発研究所、2019）

共著 『学校の未来はここから始まる』（教育開発研究所、2021） 木村泰子先生、工藤勇一先生との対談
『メディアリテラシー』（時事通信社、2021）
『探究モードへの挑戦』（人言洞、2022）

【座談会】
「学校を問い直す」（『教育展望』（2022年4月号）） 安彦忠彦先生、苫野一徳先生との対談

【対談動画】
藤原和博さん（元杉並区立和田中学校⾧、元奈良市立一条高校⾧、『公立校の逆襲』）

との対談動画（2022） https://www.youtube.com/watch?v=BWSXupxSlBs
西山圭太さん（元経済産業省局⾧、東京大学客員教授、『DXの思考法』）

との対談動画（2022） https://www.rieti.go.jp/jp/events/bbl/22030401.html

【対談が収録】
渡辺敦司（教育ジャーナリスト）

『学習指導要領「次期改訂」をどうする? 検証 教育課程改革』（ジダイ社、2022）

中西茂（教育ジャーナリスト、玉川大学教授）
『教育改革を問う キーパーソン７人と考える「最新論争点」』（教育開発研究所、2022)

【本日、話ししたいこと】

カレッジマネジメント Vol.198 May-Jun.2016
未来社会を創造する資質・能力と高大接続システム改革 初等中等教育局教育課程課⾧

カレッジマネジメント Vol.213 Nov. - Dec. 2018
動き始めた高校教育改革を前に、今大学に問われているもの 初等中等教育局財務課⾧

カレッジマネジメント Vol.232 Apr. - Jun. 2022
デジタル時代の初等中等教育と大学経営 子ども達の認知や関心に応じた学びへの転換

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官

※ ３つの拙文はすべてインターネット上に掲載。

〇 初等中等教育の変容が進むなかで、数教科の知識再生型問題中心の入試、文理分断な学部・学科構
成、学生の力を伸ばすためのデザインなきカリキュラムは、大学の規模が大きいから、首都圏・大都市
圏にあるから、伝統があるからと言って生き残れるだろうか。文部科学省記者会見室で、大学入学共通
テストにおける記述式問題導入は時期尚早と訴えた横浜市の高校生菊田隆一郎さんは、SNSで「裏でい
ろいろ大人が動いているに違いない」、「AO入試のための実績づくりだ」といった批判を受けたが、
「覚悟はしていたし、いろんな意見が出ることを望んで行動を起こした」と述べている。その菊田さん
はわが国の大学を選ばず、アメリカの大学に進学した。

〇 岸田内閣のデジタル臨時行政調査会は、2021年末に閣議決定した「デジタル原則」に基づき、全
ての規制や制度を見直すこととしている。デジタル化で大学制度も大きく変容することが見込まれるな
か、菊田さんのような自立した若者に選ばれる大学になることが求められている。

高等学校の教科･科目構成について
（科目構成等に変更があるものを抜粋）

…共通必履修 …選択必履修

論理国語 文学国語 国語表現 古典探究

現代の国語 言語文化 英語コミュニケーションⅠ
（「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の統合型）

英語コミュニケーションⅡ・Ⅲ
（「聞くこと」「読むこと」「話すこ

と」「書くこと」の統合型）

論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
（スピーチやプレゼンテーション、ディ

ベート、ディスカッション等） ※英語力調査の結果やＣＥＦＲ
のレベル、高校生の多様な学
習ニーズへの対応なども踏ま
え検討。

理数探究

理数探究基礎

総合的な探究の
時間

総合的な探究の時間

数学Ⅲ

数学Ⅱ

数学Ⅰ

数学Ｃ

数学Ｂ

数学Ａ

科学と
人間生活 物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎

物理 化学 生物 地学

日本史探究 世界史探究地理探究

歴史総合地理総合

倫理 政治・経済

公共

情報科

情報Ⅱ

情報Ⅰ

家庭基礎 家庭総合

国語科 外国語科

理数科

数学科 理科

地理歴史科 公民科 家庭科

※ グ
レーの枠囲みは既存の科目

※ 実社会・実生活から自ら見出した課題を探究することを通じて、
自分のキャリア形成と関連付けながら、探究する能力を育むとい
う在り方を明確化する。

5

〇 この改訂は、アイデアや知識といった目に見えないものの価値が産業社会を牽引するなかで、時代
の歯車を回しているのは官僚でも大企業でもなく、同調圧力や正解主義を乗り越えて新しい価値を創出
している起業家や社会起業家等であり、その新しいアイデアが次代を切り拓くとの認識を踏まえて行わ
れた。

〇 他方で、インターネットの使い方がSNSでのチャットとゲームに偏り、学校カーストの息苦しさの
なかチャットで即答しないと仲間外れにされるといった、子ども達を取り巻く強い同調圧力についての
危機感も強かった。

〇 異なる考えを持つ他者と対話を重ねることは面倒で、人工知能（AI）や他者が決めたことに従った
ほうが楽だし、フェイクニュースが広がるデジタル社会においては、事実に当たったり論理的に検証し
たりして情報の真偽を確かめることも求められているが、これも面倒なことに違いない。

〇 しかし、自分達で社会の方向性を決めることを放棄し、全てAIや特定のリーダーに丸投げする社会
はディストピアそのもの。だからこそ、複雑な課題を丁寧に解きほぐして関係者の「納得解」を得るた
めに、自分の頭で考え、他者と対話する力を育むことが求められている。

合田　哲雄　文化庁 次長

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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〇 例えば、高校の新教育課程の公民科が育成を目指す「現在の諸課題について、事実を基に概念等を
活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力、合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想したことを議論する力」は次代に必要な力そのもので、新科目「公共」は大きな
役割を果たす。

〇 また、日本史・世界史の枠組みを取り払って近現代の歴史を学ぶ新科目「歴史総合」において、大
正デモクラシーから戦争への道、終戦から戦後の復興、高度経済成⾧という流れを「大衆化」という文
脈で捉えることは、世界を席捲するポピュリズムに向かい合ううえで不可欠な学びだ。

〇 withコロナの厳しい状況下にあって、わが国においては「命」か「経済」かといった二項対立の議
論になりがちだが、多くの社会課題の解決にはトレードオフの発想が必要であることは論を俟たず、数
学Ⅰの二次関数は社会課題の解決に当たってトレードオフの曲線のなかのどこで最適解を見いだすかと
いう見方・考え方を働かせるためにも学んでいる。

〇 物理基礎において物質によって電気抵抗の抵抗率が異なっていることを理解したり、化学基礎で物
質の構成粒子について学んだり、生物基礎で遺伝子や免疫について知ったりすることは、事実を科学的
に把握し論理的に検証して、素朴概念に訴えるフェイクニュースのウソを見極めるうえで極めて重要で
ある。

8

ここどどもも家家庭庭庁庁設設置置

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

学学習習指指導導要要領領改改訂訂 小学校 中学校 高等学校

「「学学校校のの働働きき方方改改革革」」中中教教審審答答申申※※１１

GIGA端末更新期

「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」中中教教審審答答申申※※２２

総総合合科科学学技技術術・・イイノノベベーーシショョンン会会議議
教教育育・・人人材材育育成成WG設設置置→政政策策パパッッケケーージジ決決定定（（2022/6/2 ））

教教員員のの勤勤務務実実態態調調査査

・児童生徒の資質・能力の育成
・「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

・AIの飛躍的進化
→当事者として思考し、対話し、
「納得解」を形成する力

全ての子供たちの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働的な学びの実現
「正解主義」と「同調圧力」からの脱却

※１ 新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（答申）（第2

13

号）（平成３１年１月２５日）

※２ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）（中教審第228号） （令和３年１月２６日）

【2017改訂学習指導要領】
【2021令和の日本型学校教育の答申】を実現する

ための環境整備に向けた
省庁横断的な具体的方策を検討

＜総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成WG における議論＞
次期学習指導要領改訂を見据え、

デジタルを駆使した教育DX等の実現に向けた
省庁横断的な具体的方策を検討

デデジジタタルル庁庁設設置置

第第６６期期科科学学技技術術・・イイノノベベーーシショョンン基基本本計計画画

探究力と学び続ける姿勢を強化する
教育・人材育成システムへの転換

STEAM教育の推進・探究力の育成強化
教育DXの推進、中教審と検討を

デジタルの活用により、一人一人のニーズに合った
サービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会

～誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化～

次次期期学学習習指指導導要要領領改改訂訂（（見見込込みみ））

第第４４期期教教育育振振興興基基本本計計画画第第３３期期教教育育振振興興基基本本計計画画

GIGAススククーールル構構想想 １１人人１１台台端端末末整整備備

幼稚園

【ネーションステーツ・トランスフォーメーション】 明治5年（1872年）～
幕藩縦割り体制（藩校、寺子屋） → 近代国民国家（学校）
OSとしての国語、母語で科学ができる国 ← 大槻文彦（文部省）『言海』
学制反対一揆 ← 村唯一の近代建築物とホワイトカラー（学校と教師）

最新のメディア（教科書、ノート、筆記用具）
「社会のどういう階層の、どういう家の子でも、ある一定の資格をとるために

必要な記憶力と根気さえあれば、博士にも、官吏にも、軍人にも、教師にもなり得た。
この時代の明るさは、こういう楽天主義から来ている。」

「坂の上の雲」の成功体験と慣性
〇 社会的流動性確保の手段としての教育
→ 試験時間内に問題を読み、理解し、正解を書く能力偏重

〇 教科研究の水準の高さ（師範・女子師範、高師・女高師、斎藤喜博、大村はま、…）
→ 学校や教科縦割りの自前主義と教育界の閉鎖性

〇 体系的なカリキュラムと機会均等を支えるための教育制度
→ 学年に縛られ、クラス縦割りの逃げ場のない割り当て空間

※工業化社会では計画的な勤勉性と文書主義が必須。子供たちはこの「慣性」に合わせる必要。

しかし、
☑ 同調圧力と正解主義（SNSと学校カースト、破壊的イノベーションを許容しない社会）
☑ 民主政の機能不全（フィルターバブル、フェイク、サウンドプルーフ・プルーラリズム…）
☑ 記憶力と根気の限界（エシカル・ハッカーと「雪原で白兎を見つけることができる力」） 9

でも、

〇 「一人ひとりの子どもたちの特性や関心に応じた教育を通じて子どもたちの力を引き出し
たい」－そんな教師の内発的な思いが100年前の「大正自由教育」や75年前の戦後新教育、
そして現在各地域で行われている教科教育研究などより豊かな教育を実現しようという教師
の取組みに展開。

〇 しかし、これらの意欲的取組みは、

・ 昭和恐慌と戦争への道や高度経済成⾧といった時代潮流（みんなと同じことができるこ
とが大事!）

・ 時代潮流を背景とした学習観や子ども観（子どもは強いなければ勉強しない!）
・ 150年間確立した学びのスタイルの慣性と読むこと・書くこと偏重
・ 技術的制約（紙の教科書、ノートに鉛筆、チョーク＆トーク）

を前に頓挫したり、大きなうねりにはならなかった。

10

〇 今、Society5.0やデジタル化を背景にした社会の構造的な変化は、「みんなと同じことが
できることが大事」から「他者との差異や違いに意味や価値がある」へという大きな変革を
もたらしていて、日本社会自体が岐路（エピソードで終わるのか、世界に存在感ある成熟社
会になるのか）。
・ 液晶テレビ、半導体、携帯電話、J-pop、…
・ 成田悠輔『22世紀の民主主義 選挙はアルゴリズムになり、政治家はネコになる』

（SB新書）

〇 話すこと・聞くこと、書くこと、読むことのそれぞれでも、文字情報や音、映像など扱う
情報についても子供により得意・不得意。
準備に余念のない子、興味や関心が拡散して所狭しと走り回る子、特定分野に高い集中力

を示す子…
〇 この違いを抑え込んでみんなと同じことができるようにするのではなく、特性や関心の違
いを前提にその力を引き出しつつ、互いに自立した者同士の対話や協働によって成立する民
主政の基盤を形成することー公教育の意味

〇 学習指導要領2017年改訂、GIGAスクール構想（2019年－）、中教審令和の学校教育答申
（2020年）、デジタル庁設置（2021年）、CSTI政策パッケージ(2022年）、こども家庭庁
設置（2023年）という矢継ぎ早な動きは「一人ひとりの子どもたちの特性や関心に応じた教
育を通じて子どもたちの力を引き出したい」という教育界が求めてきたことの実現を志向。

11

奥村高明他編著『コミュニティ・オブ・クリエイティビティ』（日本文教出版）
阿部慶賀（和光大学） 心理学での「ひらめきやすい人」
・ 初めから偏見を持たない
・ 柔軟に考えを改めることができる
・ 自分の誤りを適切に見直せる

父親が一人息子を連れてドライブに出かけた。ところがその途中で父親がハンドル操作を誤
り、電柱に衝突する大きな交通事故を起こしてしまった。父親は即死、助手席の息子は意識不
明の重体となり、すぐに救急車で病院に運ばれた。外科医が手術室に入り手術台に寝かされた
子どもを見るなり、「この子は私の息子だ」と言って驚いた。

野口晃菜他編著『差別のない社会をつくるインクルーシブ教育』（学事出版）
野口晃菜（インクルージョン研究者）

社会はめまぐるしく変化をしており、その変化によって新たなニーズがつねに生まれてくる
ため、つねに変化に合わせて教育システムをアップデートしていかなければなりません。「達
成」「実現」しないと「インクルーシブ教育」ではないのか?というとそうではなく、理想に
向けて歩むプロセスそのものが「インクルーシブ教育」なのです。

障害以外のマイノリティ属性の子どもの教育を受ける権利を保障するためには、特別支援教
育や障害児教育の枠組みのみではなく、通常の教育の枠組み自体をインクルーシブにしていく
ための議論が欠かせません。 12
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2017年改訂により資質・能力重視の教育課程へと転換

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ

【政策１】子供の特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化＜目指すイメージ①＞

特異な才能のある子供

不登校

不登校傾向

家にある本の冊数が少なく
学力の低い傾向が見られる子供

※語彙や読解力の低下は重要な教育課題

日本語を家で

あまり話さない子供

特異な才能のある子供

不登校・不登校傾向

家にある本の冊数が少なく
学力の低い傾向が見られる子供

日本語を家で
あまり話さない子供

同同じじ教教室室でで
集団行動が
基本となる教室で

教教室室以以外外のの選選択択肢肢
教室になじめない子供が

教室以外の空間でも

主体

子子供供主主体体のの学学びび
子供の理解度や認知の特性に
応じて自分のペースで学ぶ教教師師にによよるる一一斉斉授授業業

一定のレベルを想定した
質の高い授業展開

同同一一学学年年でで
同一学年で構成され
該当学年の学び

学学年年にに関関係係ななくく
学年・学校種を超える学び

や学年を遡った学びも

教教科科ごごとと
教科担任制のもと
教科ごとの指導

教教科科等等横横断断・・探探究究・・SS
TTEEAAMM教科の本質の学びとともに、

教科の枠組みを超えた
実社会に活きる学びを

多多様様なな人人材材・・協協働働体体制制
多様な教職員集団

理数、発達障害、ICT、
キャリアなど専門性を
活かした協働体制

同同質質・・均均質質なな集集団団
教員養成学部等を卒業し、

定年まで勤めることが基本

万能を求められる教師
タブレット等の活用により自分のペースで着実に
自分の理解に応じて学びを進めることができる

特別なカリキュラム組み、

ICTも活用しながら、日本
語習得と同時に学びを

進めることができる

学校の中に通常の学級から離れて
学習ができる学びの場、教育支援セ
ンター、不登校特例校、夜間中学、
フリースクールをはじめ、N

PO
や民間

等の力も活かしつつ、従来の学び方
とは別の形で学ぶことができる

協働的な学び

特異な才能のある分野を

伸ばすため、大学や研究

機関で学ぶことができる

子子供供たたちちがが多多様様化化すするる中中でで
紙紙ベベーーススのの一一斉斉授授業業はは限限界界

個
別
最
適
な
学
び

※限られたリソースの中、個別最適な学び・協働的な学
びを追求している学校や教師も沢山いるが、現リソー
スでは一般的に限界があることを想定して図式化

多多様様なな子子供供たたちちにに対対ししててIICCTTもも活活用用しし
個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学びびをを一一体体的的にに充充実実

13

教職員
組織

空間

学校種
学年

教科

CCooaacchhiinngg
子供の主体的な学びの

伴走者へTTeeaacchhiinngg
指導書のとおり
計画を立て教える授業

教師

発達障害の可能性のある子供

特別な支援を必要とする子供

自分の特性を理解し、ICTを
活用しながら、自分に合った

学び方で進めることができる

中学校40人学級の場合

すべての子供たちの可能性を最大限引き出すことを目指し、子供の認知の特性を踏まえ、 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図り、「そろえる」教
育から「伸ばす」教育へ転換し、子供一人ひとりの多様な幸せ（well-being）を実現するとともに、一つの学校がすべての分野・機能を担う構造から、協働する体制を構築
し、デジタル技術も最大限活用しながら、社会や民間の専門性やリソースを活用する組織（教育D

X
）への転換を目指す。これを実現するためには、皆同じことを一斉にや

り、皆と同じことができることを評価してきたこれまでの教育に対する社会全体の価値観を変えていくことも必要となる。

家
庭
や
経
済
力
、
認
知
の
特
性
や
興
味
な
ど
が
異
な
る

子
供
た
ち
が「
協
働
」
で
学
ぶ
機
会
の
確
保
が
公
教
育
の
肝

※

協
働
的
な
学
び
の
重
要
ツ
ー
ル
が
情
報
端
末
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
情
報
モ
ラ
ル
が
重
要

発達障害等

※子供の数の考え方・定義等については、スライド10の
出典と同様。

知識

スキル

態度・
価値観

新新たたなな価価値値をを
創創造造すするる力力

対対立立ややジジレレンンママ
をを克克服服すするる力力

責責任任ああるる行行動動
ををととるる力力

ｃ

14
〇 ゲームチェンジの破壊的イノベーションを起こす子供たち → 別トラック（大学、研究機関等）
〇 様々な困難さに向かい合っている子供たち

→ クラスから離れて学習ができる学びの場（教育支援センター、不登校特例校等）
〇 学校教育全体として

→ これまでの（繁文縟礼な）管理的業務に適合した学びから、問や仮説を立てること、メタ認知、他者
と協働しながら既存の枠組みにとらわれずに考えること、二項対立を乗り越えて合理的な解決策を見出
していくことなどを経験することに力点を置いた学びへの転換。

探究

活用

習得

国語 社会 算数 理科 音楽 図工

総総合合的的なな学学習習（（探探究究））のの時時間間
各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、
広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会
や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて問い続
けること（探究的な見方・考え方）

・・・

OECDが示す変革をもたらすコンピテンシー

各教科の見方・考え方

問題の設定
↓

予想や仮説
の設定
↓

観察・実験に
よる検証
↓

問題解決

各教科と総合的な学習（探究）の時間の関係性

現状s tatus quoに疑問を持ち、他者と協
働しながら、既存の枠組みにとらわれ
ずに考えること t hink outside the box

（

出典）OECD Learning Compass Concept Notes、

白井俊著『OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来』

決まったことに疑問を持たず、
自分一人ひとりで、既存の枠
組みの中で考える

＜これから必要なこと＞

O
ECD Education2030:The Future of Education and skills. 

Position Paper
※ラーニングコンパスの最終形を概略化した図

ｃ

二項対立の選択肢は存在しない

様々な利害関係者がいる中で、折り合いを
つけながら（例：環境にも経済にも）、合理
的な解決策を見出していく

特定の「唯一解」を見つけよ
うとしたり、単純に「AかBのど
ちらにするか」を考える

各教科等の特質に応じた見方・考え方のイメージ（中学校の例） ※平成28年８月26日審議のまとめ 別紙１ ＜抄＞

言葉による見方・考え方
自分の思いや考えを深めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その
関係性を問い直して意味付けること。

社会的事象の地理的な見
方・考え方

社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中
で、人間の営みと関連付けること。

社会的事象の歴史的な見
方・考え方

社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象同士を因果関係などで関連付けた
りすること。

現代社会の見方・考え方 社会的事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向け
て、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること。

数学的な見方・考え方 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること。

理科の見方・考え方 自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたり
するなどの科学的に探究する方法を用いて考えること。

音楽的な見方・考え方 音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、
生活や社会、伝統や文化などと関連付けること。

造形的な見方・考え方 感性や想像力を働かせ、対象や事象を、造形的な視点で捉え、自分としての意味や価値をつくりだすこと。

体育の見方・考え方 運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の
適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること。

保健の見方・考え方 個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活
の質の向上、健康を支える環境づくりと関連付けること。

技術の見方・考え方 生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等に着目して技
術を最適化すること。

生活の営みに係る見方・考
え方

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承・創造、持続
可能な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え
方

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、目的・場
面・状況等に応じて、情報や自分の考えなどを形成、整理、再構築すること。

道徳科における見方・考え
方

様々な事象を道徳的諸価値をもとに自己との関わりで広い視野から多面的・多角的に捉え、自己の人間としての生き方に
ついて考えること。

探究的な見方・考え方 各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会や実生活の文脈
や自己の生き方と関連付けて問い続けること。

集団や社会の形成者として
の見方・考え方

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、集団や社会における問題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよ
い集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現と関連付けること。

15

理科の各領域における特徴的な見方の整理例

1 6

17
３．３本の政策と実現に向けたロードマップ

【政策１】子供の特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化＜目指すイメージ③＞

「個別最適な学び」の前提にあるもの

これまでの「皆と同じことができることのみを評価」することや「大人が測りやすい力を評価」をする構造やそれらを重視する価値観を変えずに、デジタル技術を最大限

活用した「個別最適な学び」を進めた場合、子供はアルゴリズムやＡＩが指示する学びを他律的に行うこととなり、次代において、最も重要な「自ら学びを調整する力」の

育成につながらない。「個別最適な学び」の本質は、自分で自分の学びを調整しながら、試行錯誤を繰り返すことであり、さらに、多様な子供たちが「協働」で学ぶ機会

が確保されることが学校教育の役割。そして平均点主義を脱し、「評価軸」を変えていくことは、学校だけでは困難であり、企業・大学・保護者など社会全体の理解とと

もに変えていくことが必要。子供が多様な人に触れ、学校にとどまらない学びの場所を提供することで、子供の持っている良さや可能性を多様な第三者から引き出す

ことにより、子供に対する「評価」を多様化していくことも重要。

教育の根幹となる「協働的な学び」

皆と同じことができることのみを評価 ○×で大人が測りやすい力を評価×× ××

評価軸を変えずにデジタルによる個別最適化を進めると、
アルゴリズムやＡＩが指示する学びを他律的に行うこととなり、

「自ら学びを調整する力」の育成につながらない

“評定平均” “オール５”

“偏差値○○”

家庭環境や認知の特性、興味・関心などが異なる
多様な子供たちが「対話」「協働」をしながら

深く学ぶ機会の確保は、学校教育の大きな役割

「「デデジジタタルル・・シシテティィズズンンシシッッププ」」
が子供たちに備わっている

ことが大前提

××評定平均のように個人の興味関心に関わりなく教科を通じて平均値で評価

「個別最適な学び」で重要なことは、自分で自分の学びを調整し、
自分の学びの目的やペースを自分で試行錯誤しながら見定めること

それは、人格の完成を目指す教育にある上位目的が前提
【社会的な自立】【国家・社会の形成者（持続可能な社会の創り手）の育成】

子子供供たたちちのの特特性性をを踏踏ままええたた「「個個別別最最適適なな学学びび」」はは、、
多多様様なな他他者者ととのの「「協協働働的的なな学学びび」」のの循循環環ななどどをを通通ししてて

一一体体的的にに充充実実すするるここととがが必必要要

ＰＢＬ（Project Based Learning)

学びあい・教えあい

循環

循環

課題発見・課題解決型の学び

「評価軸」を変えていくことは、
学校だけでなく社会全体の理解が必要

主体的 対話的深い学び

個別的な学びと協働的な学びの一体的な充実のためのリソースの確保と再配分
あらかじめ正解が決められ大人が容易に採点できる受験では激しい競争を強いるのに、大人が理解できない新しいアイディアや才能は

相互監視のなかで抑圧する息苦しさ、学校カーストのなかチャットで即答しないと仲間外れにされるといった強い同調圧力

同調圧力・正解主義から脱し、①一人一人の認知の特性を踏まえてその力をさらに伸ばす刺激を与え、その伸びを
可視化し、②他者との対話を通じて「納得解」を形成する場が不可欠

学びワクワク感、教科の学びが自ら設定した課題を探究する上で活きるという実感、自分の学びを自分で調整する主体性

目指す
ところ

乗り越え
るべき

壁壁

①教科書の活字を一斉授業で理解し、それをペーパーテストでアウトプット・測定という学習サイクルで評価できる特定の能力（例：素早く正確に
解く力）のみを重視する学校教育の慣性

②学校種（幼・小・中・高・大）、学校や学年、学級、教科などの縦割り構造

③学びや進路の選択を制約する社会的・文化的バイアス

例：認知の特性に由来する学校へのなじめなさ、理系を選択したり理工農系学部に進学したりする女子生徒の不自然なほどの少なさ

今後、５～１０年にわたる制度の改善やリリソソーースス（（時時間間、、人人材材、、財財源源））のの確確保保・・再再配配分分が必要。その実現には、各各府府省省等等やや関関係係者者がが確確実実にに取取りり組組むむたためめのの
見見取取りり図図ととそそれれをを踏踏ままええたた実実行行がが急急務務。 → 総合科学技術・イノベーション会議/政策パッケージ（6/2決定）、骨太の方針2022（6/7閣議決定）

時 間 人 材 財 源

18

 教科の本質等を踏まえた教育内容の重点化、教育課程編成
の弾力化等【文科】

 情報端末、デジタル教科書・教材等、「教育データ利活用ロー

ドマップ」の推進【内、文科・経産・総・デジ庁等】
 内閣府SIPを活用したレポート、プレゼン、実演などの「パフォー

マンス評価」の確立【内、文科・経産・デジ庁】
 不登校児童・生徒、発達障がいの困難さに向かい合う子供、

特定の分野で特異な才能を持つ子供が直面する困難さを取り
除くための時間的・空間的に多様な学びの実現【文科・経産】

 探究的学びの充実等のための高校改革や入試改善、学部や
修士・博士課程の再編・拡充【文科、経産・内閣官房等】

＜＜DDXXのの思思考考法法（（課課題題かからら考考ええるる、、抽抽象象化化ししてて考考ええるる、、複複数数のの解解法法パパタターーンンをを駆駆使使すするる））、、デデジジタタルル社社会会ににおおけけるる対対話話とと協協働働＞＞

 多様な人材が学校教育に参画で

きるよう教員免許制度の基本構造
の転換（理数系分野の博士号取

得者や発達支援、AI・プログラミン
グの専門家等が教壇に立てるよう

に免許制度を転換）【文科】

 兼職・兼業や回転ドア方式の雇用
等、多様な働き方で多様な人材が

学校教育に参画できるよう教師の
勤務制度の在り方の改善【文科】

 教育の質的転換を図るための教師
の処遇や配置の在り方や高校標
準法改正などによる高校の指導体
制の充実などの検討【文科等】

 GIGAスクール構想を持続可能とす
るための、国費、地方財政措置、
家計負担等の再配分【文科等】

 企業の次世代育成投資に対する
市場評価の仕組みの検討【経産・
文科】
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〇 例えば、高校の新教育課程の公民科が育成を目指す「現在の諸課題について、事実を基に概念等を
活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力、合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想したことを議論する力」は次代に必要な力そのもので、新科目「公共」は大きな
役割を果たす。

〇 また、日本史・世界史の枠組みを取り払って近現代の歴史を学ぶ新科目「歴史総合」において、大
正デモクラシーから戦争への道、終戦から戦後の復興、高度経済成⾧という流れを「大衆化」という文
脈で捉えることは、世界を席捲するポピュリズムに向かい合ううえで不可欠な学びだ。

〇 withコロナの厳しい状況下にあって、わが国においては「命」か「経済」かといった二項対立の議
論になりがちだが、多くの社会課題の解決にはトレードオフの発想が必要であることは論を俟たず、数
学Ⅰの二次関数は社会課題の解決に当たってトレードオフの曲線のなかのどこで最適解を見いだすかと
いう見方・考え方を働かせるためにも学んでいる。

〇 物理基礎において物質によって電気抵抗の抵抗率が異なっていることを理解したり、化学基礎で物
質の構成粒子について学んだり、生物基礎で遺伝子や免疫について知ったりすることは、事実を科学的
に把握し論理的に検証して、素朴概念に訴えるフェイクニュースのウソを見極めるうえで極めて重要で
ある。

8

ここどどもも家家庭庭庁庁設設置置

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

学学習習指指導導要要領領改改訂訂 小学校 中学校 高等学校

「「学学校校のの働働きき方方改改革革」」中中教教審審答答申申※※１１

GIGA端末更新期

「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」中中教教審審答答申申※※２２

総総合合科科学学技技術術・・イイノノベベーーシショョンン会会議議
教教育育・・人人材材育育成成WG設設置置→政政策策パパッッケケーージジ決決定定（（2022/6/2 ））

教教員員のの勤勤務務実実態態調調査査

・児童生徒の資質・能力の育成
・「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

・AIの飛躍的進化
→当事者として思考し、対話し、
「納得解」を形成する力

全ての子供たちの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働的な学びの実現
「正解主義」と「同調圧力」からの脱却

※１ 新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（答申）（第2

13

号）（平成３１年１月２５日）

※２ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）（中教審第228号） （令和３年１月２６日）

【2017改訂学習指導要領】
【2021令和の日本型学校教育の答申】を実現する

ための環境整備に向けた
省庁横断的な具体的方策を検討

＜総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成WG における議論＞
次期学習指導要領改訂を見据え、

デジタルを駆使した教育DX等の実現に向けた
省庁横断的な具体的方策を検討

デデジジタタルル庁庁設設置置

第第６６期期科科学学技技術術・・イイノノベベーーシショョンン基基本本計計画画

探究力と学び続ける姿勢を強化する
教育・人材育成システムへの転換

STEAM教育の推進・探究力の育成強化
教育DXの推進、中教審と検討を

デジタルの活用により、一人一人のニーズに合った
サービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会

～誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化～

次次期期学学習習指指導導要要領領改改訂訂（（見見込込みみ））

第第４４期期教教育育振振興興基基本本計計画画第第３３期期教教育育振振興興基基本本計計画画

GIGAススククーールル構構想想 １１人人１１台台端端末末整整備備

幼稚園

【ネーションステーツ・トランスフォーメーション】 明治5年（1872年）～
幕藩縦割り体制（藩校、寺子屋） → 近代国民国家（学校）
OSとしての国語、母語で科学ができる国 ← 大槻文彦（文部省）『言海』
学制反対一揆 ← 村唯一の近代建築物とホワイトカラー（学校と教師）

最新のメディア（教科書、ノート、筆記用具）
「社会のどういう階層の、どういう家の子でも、ある一定の資格をとるために

必要な記憶力と根気さえあれば、博士にも、官吏にも、軍人にも、教師にもなり得た。
この時代の明るさは、こういう楽天主義から来ている。」

「坂の上の雲」の成功体験と慣性
〇 社会的流動性確保の手段としての教育
→ 試験時間内に問題を読み、理解し、正解を書く能力偏重

〇 教科研究の水準の高さ（師範・女子師範、高師・女高師、斎藤喜博、大村はま、…）
→ 学校や教科縦割りの自前主義と教育界の閉鎖性

〇 体系的なカリキュラムと機会均等を支えるための教育制度
→ 学年に縛られ、クラス縦割りの逃げ場のない割り当て空間

※工業化社会では計画的な勤勉性と文書主義が必須。子供たちはこの「慣性」に合わせる必要。

しかし、
☑ 同調圧力と正解主義（SNSと学校カースト、破壊的イノベーションを許容しない社会）
☑ 民主政の機能不全（フィルターバブル、フェイク、サウンドプルーフ・プルーラリズム…）
☑ 記憶力と根気の限界（エシカル・ハッカーと「雪原で白兎を見つけることができる力」） 9

でも、

〇 「一人ひとりの子どもたちの特性や関心に応じた教育を通じて子どもたちの力を引き出し
たい」－そんな教師の内発的な思いが100年前の「大正自由教育」や75年前の戦後新教育、
そして現在各地域で行われている教科教育研究などより豊かな教育を実現しようという教師
の取組みに展開。

〇 しかし、これらの意欲的取組みは、

・ 昭和恐慌と戦争への道や高度経済成⾧といった時代潮流（みんなと同じことができるこ
とが大事!）

・ 時代潮流を背景とした学習観や子ども観（子どもは強いなければ勉強しない!）
・ 150年間確立した学びのスタイルの慣性と読むこと・書くこと偏重
・ 技術的制約（紙の教科書、ノートに鉛筆、チョーク＆トーク）

を前に頓挫したり、大きなうねりにはならなかった。

10

〇 今、Society5.0やデジタル化を背景にした社会の構造的な変化は、「みんなと同じことが
できることが大事」から「他者との差異や違いに意味や価値がある」へという大きな変革を
もたらしていて、日本社会自体が岐路（エピソードで終わるのか、世界に存在感ある成熟社
会になるのか）。
・ 液晶テレビ、半導体、携帯電話、J-pop、…
・ 成田悠輔『22世紀の民主主義 選挙はアルゴリズムになり、政治家はネコになる』

（SB新書）

〇 話すこと・聞くこと、書くこと、読むことのそれぞれでも、文字情報や音、映像など扱う
情報についても子供により得意・不得意。
準備に余念のない子、興味や関心が拡散して所狭しと走り回る子、特定分野に高い集中力

を示す子…
〇 この違いを抑え込んでみんなと同じことができるようにするのではなく、特性や関心の違
いを前提にその力を引き出しつつ、互いに自立した者同士の対話や協働によって成立する民
主政の基盤を形成することー公教育の意味

〇 学習指導要領2017年改訂、GIGAスクール構想（2019年－）、中教審令和の学校教育答申
（2020年）、デジタル庁設置（2021年）、CSTI政策パッケージ(2022年）、こども家庭庁
設置（2023年）という矢継ぎ早な動きは「一人ひとりの子どもたちの特性や関心に応じた教
育を通じて子どもたちの力を引き出したい」という教育界が求めてきたことの実現を志向。

11

奥村高明他編著『コミュニティ・オブ・クリエイティビティ』（日本文教出版）
阿部慶賀（和光大学） 心理学での「ひらめきやすい人」
・ 初めから偏見を持たない
・ 柔軟に考えを改めることができる
・ 自分の誤りを適切に見直せる

父親が一人息子を連れてドライブに出かけた。ところがその途中で父親がハンドル操作を誤
り、電柱に衝突する大きな交通事故を起こしてしまった。父親は即死、助手席の息子は意識不
明の重体となり、すぐに救急車で病院に運ばれた。外科医が手術室に入り手術台に寝かされた
子どもを見るなり、「この子は私の息子だ」と言って驚いた。

野口晃菜他編著『差別のない社会をつくるインクルーシブ教育』（学事出版）
野口晃菜（インクルージョン研究者）

社会はめまぐるしく変化をしており、その変化によって新たなニーズがつねに生まれてくる
ため、つねに変化に合わせて教育システムをアップデートしていかなければなりません。「達
成」「実現」しないと「インクルーシブ教育」ではないのか?というとそうではなく、理想に
向けて歩むプロセスそのものが「インクルーシブ教育」なのです。

障害以外のマイノリティ属性の子どもの教育を受ける権利を保障するためには、特別支援教
育や障害児教育の枠組みのみではなく、通常の教育の枠組み自体をインクルーシブにしていく
ための議論が欠かせません。 12
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2017年改訂により資質・能力重視の教育課程へと転換

３．３本の政策と実現に向けたロードマップ

【政策１】子供の特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化＜目指すイメージ①＞

特異な才能のある子供

不登校

不登校傾向

家にある本の冊数が少なく
学力の低い傾向が見られる子供

※語彙や読解力の低下は重要な教育課題

日本語を家で

あまり話さない子供

特異な才能のある子供

不登校・不登校傾向

家にある本の冊数が少なく
学力の低い傾向が見られる子供

日本語を家で
あまり話さない子供

同同じじ教教室室でで
集団行動が
基本となる教室で

教教室室以以外外のの選選択択肢肢
教室になじめない子供が

教室以外の空間でも

主体

子子供供主主体体のの学学びび
子供の理解度や認知の特性に
応じて自分のペースで学ぶ教教師師にによよるる一一斉斉授授業業

一定のレベルを想定した
質の高い授業展開

同同一一学学年年でで
同一学年で構成され
該当学年の学び

学学年年にに関関係係ななくく
学年・学校種を超える学び

や学年を遡った学びも

教教科科ごごとと
教科担任制のもと
教科ごとの指導

教教科科等等横横断断・・探探究究・・SS
TTEEAAMM教科の本質の学びとともに、

教科の枠組みを超えた
実社会に活きる学びを

多多様様なな人人材材・・協協働働体体制制
多様な教職員集団

理数、発達障害、ICT、
キャリアなど専門性を
活かした協働体制

同同質質・・均均質質なな集集団団
教員養成学部等を卒業し、

定年まで勤めることが基本

万能を求められる教師
タブレット等の活用により自分のペースで着実に
自分の理解に応じて学びを進めることができる

特別なカリキュラム組み、

ICTも活用しながら、日本
語習得と同時に学びを

進めることができる

学校の中に通常の学級から離れて
学習ができる学びの場、教育支援セ
ンター、不登校特例校、夜間中学、
フリースクールをはじめ、N

PO
や民間

等の力も活かしつつ、従来の学び方
とは別の形で学ぶことができる

協働的な学び

特異な才能のある分野を

伸ばすため、大学や研究

機関で学ぶことができる

子子供供たたちちがが多多様様化化すするる中中でで
紙紙ベベーーススのの一一斉斉授授業業はは限限界界

個
別
最
適
な
学
び

※限られたリソースの中、個別最適な学び・協働的な学
びを追求している学校や教師も沢山いるが、現リソー
スでは一般的に限界があることを想定して図式化

多多様様なな子子供供たたちちにに対対ししててIICCTTもも活活用用しし
個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学びびをを一一体体的的にに充充実実
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教職員
組織

空間

学校種
学年

教科

CCooaacchhiinngg
子供の主体的な学びの

伴走者へTTeeaacchhiinngg
指導書のとおり
計画を立て教える授業

教師

発達障害の可能性のある子供

特別な支援を必要とする子供

自分の特性を理解し、ICTを
活用しながら、自分に合った

学び方で進めることができる

中学校40人学級の場合

すべての子供たちの可能性を最大限引き出すことを目指し、子供の認知の特性を踏まえ、 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図り、「そろえる」教
育から「伸ばす」教育へ転換し、子供一人ひとりの多様な幸せ（well-being）を実現するとともに、一つの学校がすべての分野・機能を担う構造から、協働する体制を構築
し、デジタル技術も最大限活用しながら、社会や民間の専門性やリソースを活用する組織（教育D

X
）への転換を目指す。これを実現するためには、皆同じことを一斉にや

り、皆と同じことができることを評価してきたこれまでの教育に対する社会全体の価値観を変えていくことも必要となる。

家
庭
や
経
済
力
、
認
知
の
特
性
や
興
味
な
ど
が
異
な
る

子
供
た
ち
が「
協
働
」
で
学
ぶ
機
会
の
確
保
が
公
教
育
の
肝

※

協
働
的
な
学
び
の
重
要
ツ
ー
ル
が
情
報
端
末
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
情
報
モ
ラ
ル
が
重
要

発達障害等

※子供の数の考え方・定義等については、スライド10の
出典と同様。

知識

スキル

態度・
価値観

新新たたなな価価値値をを
創創造造すするる力力

対対立立ややジジレレンンママ
をを克克服服すするる力力

責責任任ああるる行行動動
ををととるる力力

ｃ
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〇 ゲームチェンジの破壊的イノベーションを起こす子供たち → 別トラック（大学、研究機関等）
〇 様々な困難さに向かい合っている子供たち

→ クラスから離れて学習ができる学びの場（教育支援センター、不登校特例校等）
〇 学校教育全体として

→ これまでの（繁文縟礼な）管理的業務に適合した学びから、問や仮説を立てること、メタ認知、他者
と協働しながら既存の枠組みにとらわれずに考えること、二項対立を乗り越えて合理的な解決策を見出
していくことなどを経験することに力点を置いた学びへの転換。

探究

活用

習得

国語 社会 算数 理科 音楽 図工

総総合合的的なな学学習習（（探探究究））のの時時間間
各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、
広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会
や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて問い続
けること（探究的な見方・考え方）

・・・

OECDが示す変革をもたらすコンピテンシー

各教科の見方・考え方

問題の設定
↓

予想や仮説
の設定
↓

観察・実験に
よる検証
↓

問題解決

各教科と総合的な学習（探究）の時間の関係性

現状s tatus quoに疑問を持ち、他者と協
働しながら、既存の枠組みにとらわれ
ずに考えること t hink outside the box

（

出典）OECD Learning Compass Concept Notes、

白井俊著『OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来』

決まったことに疑問を持たず、
自分一人ひとりで、既存の枠
組みの中で考える

＜これから必要なこと＞

O
ECD Education2030:The Future of Education and skills. 

Position Paper
※ラーニングコンパスの最終形を概略化した図

ｃ

二項対立の選択肢は存在しない

様々な利害関係者がいる中で、折り合いを
つけながら（例：環境にも経済にも）、合理
的な解決策を見出していく

特定の「唯一解」を見つけよ
うとしたり、単純に「AかBのど
ちらにするか」を考える

各教科等の特質に応じた見方・考え方のイメージ（中学校の例） ※平成28年８月26日審議のまとめ 別紙１ ＜抄＞

言葉による見方・考え方
自分の思いや考えを深めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その
関係性を問い直して意味付けること。

社会的事象の地理的な見
方・考え方

社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中
で、人間の営みと関連付けること。

社会的事象の歴史的な見
方・考え方

社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象同士を因果関係などで関連付けた
りすること。

現代社会の見方・考え方 社会的事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向け
て、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること。

数学的な見方・考え方 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること。

理科の見方・考え方 自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたり
するなどの科学的に探究する方法を用いて考えること。

音楽的な見方・考え方 音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、
生活や社会、伝統や文化などと関連付けること。

造形的な見方・考え方 感性や想像力を働かせ、対象や事象を、造形的な視点で捉え、自分としての意味や価値をつくりだすこと。

体育の見方・考え方 運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の
適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること。

保健の見方・考え方 個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活
の質の向上、健康を支える環境づくりと関連付けること。

技術の見方・考え方 生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等に着目して技
術を最適化すること。

生活の営みに係る見方・考
え方

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承・創造、持続
可能な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え
方

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、目的・場
面・状況等に応じて、情報や自分の考えなどを形成、整理、再構築すること。

道徳科における見方・考え
方

様々な事象を道徳的諸価値をもとに自己との関わりで広い視野から多面的・多角的に捉え、自己の人間としての生き方に
ついて考えること。

探究的な見方・考え方 各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会や実生活の文脈
や自己の生き方と関連付けて問い続けること。

集団や社会の形成者として
の見方・考え方

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、集団や社会における問題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよ
い集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現と関連付けること。
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理科の各領域における特徴的な見方の整理例

1 6

17
３．３本の政策と実現に向けたロードマップ

【政策１】子供の特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化＜目指すイメージ③＞

「個別最適な学び」の前提にあるもの

これまでの「皆と同じことができることのみを評価」することや「大人が測りやすい力を評価」をする構造やそれらを重視する価値観を変えずに、デジタル技術を最大限

活用した「個別最適な学び」を進めた場合、子供はアルゴリズムやＡＩが指示する学びを他律的に行うこととなり、次代において、最も重要な「自ら学びを調整する力」の

育成につながらない。「個別最適な学び」の本質は、自分で自分の学びを調整しながら、試行錯誤を繰り返すことであり、さらに、多様な子供たちが「協働」で学ぶ機会

が確保されることが学校教育の役割。そして平均点主義を脱し、「評価軸」を変えていくことは、学校だけでは困難であり、企業・大学・保護者など社会全体の理解とと

もに変えていくことが必要。子供が多様な人に触れ、学校にとどまらない学びの場所を提供することで、子供の持っている良さや可能性を多様な第三者から引き出す

ことにより、子供に対する「評価」を多様化していくことも重要。

教育の根幹となる「協働的な学び」

皆と同じことができることのみを評価 ○×で大人が測りやすい力を評価×× ××

評価軸を変えずにデジタルによる個別最適化を進めると、
アルゴリズムやＡＩが指示する学びを他律的に行うこととなり、

「自ら学びを調整する力」の育成につながらない

“評定平均” “オール５”

“偏差値○○”

家庭環境や認知の特性、興味・関心などが異なる
多様な子供たちが「対話」「協働」をしながら

深く学ぶ機会の確保は、学校教育の大きな役割

「「デデジジタタルル・・シシテティィズズンンシシッッププ」」
が子供たちに備わっている

ことが大前提

××評定平均のように個人の興味関心に関わりなく教科を通じて平均値で評価

「個別最適な学び」で重要なことは、自分で自分の学びを調整し、
自分の学びの目的やペースを自分で試行錯誤しながら見定めること

それは、人格の完成を目指す教育にある上位目的が前提
【社会的な自立】【国家・社会の形成者（持続可能な社会の創り手）の育成】

子子供供たたちちのの特特性性をを踏踏ままええたた「「個個別別最最適適なな学学びび」」はは、、
多多様様なな他他者者ととのの「「協協働働的的なな学学びび」」のの循循環環ななどどをを通通ししてて

一一体体的的にに充充実実すするるここととがが必必要要

ＰＢＬ（Project Based Learning)

学びあい・教えあい

循環

循環

課題発見・課題解決型の学び

「評価軸」を変えていくことは、
学校だけでなく社会全体の理解が必要

主体的 対話的深い学び

個別的な学びと協働的な学びの一体的な充実のためのリソースの確保と再配分
あらかじめ正解が決められ大人が容易に採点できる受験では激しい競争を強いるのに、大人が理解できない新しいアイディアや才能は

相互監視のなかで抑圧する息苦しさ、学校カーストのなかチャットで即答しないと仲間外れにされるといった強い同調圧力

同調圧力・正解主義から脱し、①一人一人の認知の特性を踏まえてその力をさらに伸ばす刺激を与え、その伸びを
可視化し、②他者との対話を通じて「納得解」を形成する場が不可欠

学びワクワク感、教科の学びが自ら設定した課題を探究する上で活きるという実感、自分の学びを自分で調整する主体性

目指す
ところ

乗り越え
るべき

壁壁

①教科書の活字を一斉授業で理解し、それをペーパーテストでアウトプット・測定という学習サイクルで評価できる特定の能力（例：素早く正確に
解く力）のみを重視する学校教育の慣性

②学校種（幼・小・中・高・大）、学校や学年、学級、教科などの縦割り構造

③学びや進路の選択を制約する社会的・文化的バイアス

例：認知の特性に由来する学校へのなじめなさ、理系を選択したり理工農系学部に進学したりする女子生徒の不自然なほどの少なさ

今後、５～１０年にわたる制度の改善やリリソソーースス（（時時間間、、人人材材、、財財源源））のの確確保保・・再再配配分分が必要。その実現には、各各府府省省等等やや関関係係者者がが確確実実にに取取りり組組むむたためめのの
見見取取りり図図ととそそれれをを踏踏ままええたた実実行行がが急急務務。 → 総合科学技術・イノベーション会議/政策パッケージ（6/2決定）、骨太の方針2022（6/7閣議決定）

時 間 人 材 財 源

18

 教科の本質等を踏まえた教育内容の重点化、教育課程編成
の弾力化等【文科】

 情報端末、デジタル教科書・教材等、「教育データ利活用ロー

ドマップ」の推進【内、文科・経産・総・デジ庁等】
 内閣府SIPを活用したレポート、プレゼン、実演などの「パフォー

マンス評価」の確立【内、文科・経産・デジ庁】
 不登校児童・生徒、発達障がいの困難さに向かい合う子供、

特定の分野で特異な才能を持つ子供が直面する困難さを取り
除くための時間的・空間的に多様な学びの実現【文科・経産】

 探究的学びの充実等のための高校改革や入試改善、学部や
修士・博士課程の再編・拡充【文科、経産・内閣官房等】

＜＜DDXXのの思思考考法法（（課課題題かからら考考ええるる、、抽抽象象化化ししてて考考ええるる、、複複数数のの解解法法パパタターーンンをを駆駆使使すするる））、、デデジジタタルル社社会会ににおおけけるる対対話話とと協協働働＞＞

 多様な人材が学校教育に参画で

きるよう教員免許制度の基本構造
の転換（理数系分野の博士号取

得者や発達支援、AI・プログラミン
グの専門家等が教壇に立てるよう

に免許制度を転換）【文科】

 兼職・兼業や回転ドア方式の雇用
等、多様な働き方で多様な人材が

学校教育に参画できるよう教師の
勤務制度の在り方の改善【文科】

 教育の質的転換を図るための教師
の処遇や配置の在り方や高校標
準法改正などによる高校の指導体
制の充実などの検討【文科等】

 GIGAスクール構想を持続可能とす
るための、国費、地方財政措置、
家計負担等の再配分【文科等】

 企業の次世代育成投資に対する
市場評価の仕組みの検討【経産・
文科】

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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「骨太方針2022」（2022.6.7閣議決定）において明記された子どもたちの学びの転換

多様な子供たちの特性や少子化など地域の実情等を踏まえ、誰一人取り残さず、可能性を最大限に引き出す
学びを通じ、個人と社会全体のWell-being の向上を目指す。このため、コロナ禍を契機に進展した教育ＤＸ
におけるリアルとデジタルの最適な組合せの観点も踏まえつつ、あるべき資源配分の方向性を次期教育振興基
本計画において示す。人と人の触れ合いも大事にしながら、１人１台端末環境を前提として、自分のペースで
試行錯誤できる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の具体化を早急に実現する。その際、教育ＤＸと連動
した教育のハード・ソフト・人材の一体的改革を、家庭環境、学習環境の格差防止や個人情報保護、教師の勤
務実態や働き方改革の進捗状況、教師不足解消に留意しながら、総合的に推進する。発達段階も踏まえつつ、
同一の年齢・内容・教材等の前提に過度にとらわれず、全ての学校段階において、探究・ＳＴＥＡＭ・起業家
教育等の抜本強化を図る。35 人学級等についての小学校における多面的な効果検証等を踏まえつつ、中学校
を含め、学校の望ましい教育環境や指導体制を構築していく。

学びの基盤的な環境整備を進める。非認知能力の育成に向け、幼児期及び幼保小接続期の教育・保育の質的
向上、豊かな感性や創造性を育む文化芸術、スポーツ、自然等の体験や読書活動を推進する。ＩＣＴも効果的
に活用し、不登校特例校の全都道府県等での設置や指導の充実の促進、ＳＣ・ＳＳＷの配置の促進等を通じた
重大ないじめ・自殺や不登校への対応、特異な才能への対応や特別支援教育の充実、国内同等の学びの環境整
備及びその特色をいかした教育の推進等の在外教育施設の機能強化を図るとともに、公民館等の社会教育施設
の活用促進により、地域の人材育成力の強化を図る。

未来を支える人材を育む大学等の機能強化を図る。このため、デジタル・グリーンなど成⾧分野への大学等
の再編促進と産学官連携強化等に向け、複数年度にわたり予見可能性をもって再編に取り組める支援の検討や、
私学助成のメリハリ付けの活用を始め、必要な仕組みの構築等を進めていく。その際、現在35％にとどまっ
ている自然科学（理系）分野の学問を専攻する学生の割合についてＯＥＣＤ諸国で最も高い水準である５割程
度を目指すなど具体的な目標を設定し、今後５～10 年程度の期間に集中的に意欲ある大学の主体性をいかし
た取組を推進する。また、あらゆる分野の知見を総合的に活用し社会課題への的確な対応を図る｢総合知｣の創
出・活用を目指し、専門性を大事にしつつも、文理横断的な大学入学者選抜や学びへの転換を進め、文系・理
系の枠を超えた人材育成を加速する。 19
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20
１．社会構造と子供たちを取り巻く環境の変化

（７）文理分断と理数系の学びに関するジェンダーの偏り① 高校教育～大学・大学院教育における専攻分野の推移

16％ 54％ 21％ 9％

27％ 38％ 26％ 9％

理系 22% 文系 4 6% 専門 2 4%    その他

男子

女子

約57万人理工農系 保健 人社系 その他
21％ 11 ％ 47 ％ 21 ％

理工農系 保健 人社系 その他
58％ 7％ 15 ％ 20 ％

科学的
リテラシー

数学的
リテラシー

男子

女子

男子

女子

69％ 5％ 11％ 16％

理工農系 保健 人社系 その他
34％ 37 ％ 12 ％ 17 ％

男子

女子

O
ECD/PISA高校１年生

学士

修士

博士

8%

2222万人※

1 1%

高校

約7万人

約1.6万人

1122万人

00 ..55万人

44 ..22万人

約5万人
約 2万人

約 1.1万人
約 0.5万人

物理履修 16％ 約52万人
約 51万人

1 2%

39％

5％

学年女子の

37％

16％

義務教育終了段階では比較的高
い理数リテラシーを持つ女子生
徒は20万人程度（39%）

高校で理系を選択する女子生徒
は８万人（16%）。なかでも物
理履修は5.8万人（11%推計）

大学（学部）で理工農系を専攻
する女子学生は2.6万人（5%）

約30万人
約 27万人

約 103万人

義務教育終了段階では、比較的高い理数リテラシーを持つ子供が約４割いるにもかかわらず、高校段階では、文理別のコースを選択するシステムも契機になり、理系

が２割と半減。さらに、大学入学時には学士は入学定員とも関連して、理工農系学部の学生は約１割に半減し、修士・博士と先細っていく状況。特に、女子の理系離

れは深刻であり、学士の理工農系進学は、女子全体のうち５％にすぎず、その結果、これらの分野で学ぶ男子学生は9.5万人に対し、女子学生は2.6万人と大きなア

ンバランスが生じている。

（

出典）OECD/PISA高校１年生内訳:OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2018年調査に基づき作成。 高校内訳:国立教育政策研究所「中学校・高等学校における理系選択に関する研究最終報告書」（2013年３月）に基づき作成。
OECD/PISA高校１年生及び高校 総人数:令和２年度 文部科学省学校基本調査より推計。 学士・修士・博士内訳:令和２年度 文部科学省学校基本調査に基づき作成。

約103万人

約 103万人

女子に着目

学年単位
※一部推計

約1 03万
人

約

5 7万
人

約

7万
人

約

1 .6万
人

31％ 7％ 47％ 14％
10％ 15％ 47％ 28％

33％ 13％ 25％ 30％

39％ 36％ 10％ 15％

23％ 39％ 17％ 21％
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1％

レベル5以上 13％ レベル4 26％ レベル3 3 0％ レベル2 2 0％ レベル1以下

レベル5以上 18％ レベル4 25％ レベル3 26％ レベル2 1 9％ レベル1以下
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世界の研究や技術開発の目的の軸足が、一人ひとりの多様な幸せ(well-being)に移りつつある中、開発された技術や研究の成果は、人間に近づき、より身近

なものになってきている。また、コンピュータの急速な進展により科学的手法が新たに広がり、サイエンス由来のイノベーションが人々の生活を一変させる社会構

造になっている今、科学・数学に関する基礎的な力は、一部の専門家のみでなく、市民的素養として、社会構造や社会課題解決の仕組み等を理解し、活かし

ていくために必要なものとなってきている。

理論科学 実験科学

計算科学 データ科学

フフィィジジカカルル空空間間
人間・頭脳

ササイイババーー空空間間
コンピュータ

演演繹繹
理論・原理から予測

帰帰納納
データを解釈・検索

仮説を立て理論を導く 実験や観測によって仮説を実証

モデルに基づきシミュレーション ビッグデータ解析・AIによる推論
B

IG DATA

好循環

科学的手法の飛躍的な進展

身近になるサイエンスの世界（一般新聞記事のここ最近のタイトルの例）

「盗盗聴聴防防止止へへ量量子子暗暗号号強強化化 経済安保、補正に145億円」
令和３年１１月２２日（産経新聞）

「新型コロナウイルス99.9%を殺菌の光光触触媒媒」

令和３年２月２７日（朝日新聞）

「虐待一時保護 ＡＡＩＩ活活用用」
令和３年１１月２２日（読売新聞）

「デデジジタタルル通貨で企業決済」
令和３年１１月２５日（日本経済新聞）

「mRNAワワククチチンン なぜ効果 抗体 新型コロナに特化」
令和３年６月３０日（読売新聞）

「花粉症を抑えられる可能性も 制制御御性性ＴＴ細細胞胞、、
医療応用に期待」

令和３年１０月１日（朝日新聞）

これまでの理論科学や実験科学は、フィ
ジカル空間・人の頭脳に依存しているた
め、自然現象を把握するのに人の認知が
限界となっていた

コンピュータやAIの飛躍的な発達により、
人の認知を超えた情報やデータが現れる
ようになった今、研究効率は格段に上がり、
サイエンス由来のイノベーションが人々の
生活を一変させる状況となっている

これまで

最近は

「電電池池「リリチチウウムム超え」競う 次の主役はマグネシウムか」

令和３年１１月１３日（日本経済新聞）

（出典）日刊工業新聞（2
019
年5月1

7
日）を参考に内閣府で作成

１．社会構造と子供たちを取り巻く環境の変化

（５）より人々の身近になる科学・数学の世界

「ウイルスってなんだ？生き物ではありません。私たちの進

化を助けた？」 令和２年４月１日（朝日小学生新聞）

令和４年度第二次補正予算（2022年12月2日成立）
・ 意欲ある大学・高専が理数分野等への学部転換といった改革に躊躇なく踏み切れるよ

う、複数年度にわたる継続的・機動的な財政支援を行うため、基金を創設し、初期投資
や当面の運営経費等を支援する【３００２億円の基金創設】

・ 地域の中核・特色ある研究大学に対し、研究活動の国際展開や社会実装等に必要な環
境整備を継続的に支援する枠組みを設けることで、我が国全体の研究力の発展を牽引す
る研究大学群を形成する【２０００億円の基金創設】

〇 二つの基金は、学部の理数系分野への転換は無理、大学では知的成⾧よりもサークルや体
育会の活動の方が大事、知識再生型の入試は変わらない、女性は文系―といった固定観念や
バイアスを打破するもの。

〇 教師や管理職の先生方には、子どもたちの理数分野への小さな関心や興味をぜひ大きく育
てていただきたい。特に、理数分野に対して関心を持った女性の児童・生徒に対しては、こ
れから政府も皆さんのことをしっかりバックアップするから、自らの関心を大いに伸ばして
ほしいと励ましていただきたい。

〇 同時に、不確実な時代だからこそ人文的な思考が重要であることは言うまでもなく、歴史
教科書の脚注記憶競争を越えた文系の学びの意義を子どもたちと共有することも不可欠。

→ 時代の歯車は大きく回り始めている。さらに…、 22

アジャイルガバナンスという耳慣れない言葉は、「機動的で柔軟なガバナンス」、すなわち
「一律かつ硬直的な事前規制ではなく」、「データを活用して政策の点検と見直しをスピー
ディに繰り返す、機動的な政策形成」を意味。

教育で言えば、デジタルを活用して子どもたちの特性や関心に応じた学びを状況に応じ柔軟
に展開するために、学校や教育行政のあり方を継続的に改善する仕組みを確立すること。文部
科学省・県教委・市教委・校⾧会・学校というサプライサイドに立った縦のピラミッド構造で
はなく、教師や子どもを含む多様なアクターがSNSなどを活用して縦横無尽に対話・協働し、
情報や思考を共有しながらそれぞれで納得解と最適値を求めてぜん動するデマンドサイドに
立った構造が前提。

他方、旧制の諸学校令を統合して昭和２２年に制定された学校教育法は、小学校や中学校と
いった組織について定めた「学校組織法」（今村武俊・別府哲『学校教育法解説（初等中等教
育編）』（第一法規、昭和４３年）。

１５０年前、我が国には存在していなかった近代学校制度を全国に敷くためには、教育を提
供する学校という組織の設置を中心に教育法令を定めたことは当然。しかし、アジャイルガバ
ナンスの観点を踏まえると、初等中等教育についても組織よりも教育プログラムに着目し、例
えば、小学校ではなく「初等教育プログラム」と捉えると、学校や学年を越えた子どもたちの
学びの時間的・空間的多様化や学校外の様々なアクターの学びへの参画が促される。

23

2007年 言語力育成協力者会議（梶田叡一座⾧）
2008年 学習指導要領改訂

習得・活用・探究、各教科等における言語活動の充実

2014年 育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価在り方検討会（安彦忠彦座⾧）
2017年 学習指導要領改訂

知識の体系から資質・能力の体系へ、主体的・対話的で深い学び、各教科等の見方・
考え方、前文、カリキュラム・マネジメント、社会に開かれた教育課程

2019年 GIGAスクール構想

2022年 内閣府CSTI「政策パッケージ」
教科の本質等を踏まえた教育内容の重点化、教育課程編成の弾力化

次期改訂（2027年?） : 情報端末一人一台となって初めての改訂
・ 教育体系（「教育プログラム」で再編成）
・ 教員免許・教員配置基準（多様な専門家が教員免許を取得し、活躍できる仕組み）
・ 校⾧や教育⾧の「人材市場」の確立と流動化
などの全体の枠組みの変容なかで教科の本質等を踏まえた教育内容の重点化、教育課程編成の弾
力化を行うに当たっては、タキソノミー（※）といった初等中等教育から高等教育にいたる学び
の土俵が必要。

※ 認知プロセスー記憶する・理解する・応用する・分析する・評価する・創造する
× 知識次元ー事実的知識・概念的知識・手続き的知識・メタ認知的知識 24

スライド19

スライド22スライド21

スライド20

スライド24スライド23
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〇 今年の新入生は「書く力」、「調べる力」がないと言う前に…
・ 彼らや彼女たちが持っている問題意識を、我々大人が引き出してこなかった、
・ 授業中おとなしくしている方が楽だし、身過ぎ世過ぎのためによいと思わせた責任は、

我々にある、
のではないか。

〇 今年の新入生は「基礎学力」がないと言う前に…
・ その「基礎学力」とは何かを問い直し、自立して思考するために必要な「共通性」を

大学教育や初等中等教育の関係者を含む社会で共有する必要がある、

（例えば…）
日本学術会議:各分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準【言語・文学】（2012年）

① 職業生活上の意義
② 市民生活上の意義
市民として社会の公共的問題に関わる際に必要とされる市民性とは、官による上からの「公

共性の独占」を問い直し、社会の構成員の一人一人が自由な主体として、公共性の担い手とな
ること。より具体的には、「i 言論と行動、そしてその自律を尊ぶ精神」を養い、「ii 誰からも
支配されず誰をも支配しない、他者との対等な関係」を構築し、「iii 動機における個人的利害
からの自由」を身に付けること。

③ 人生にとっての意義
受け手の想像力を発動させることを通じて、他者への共感を可能に。

・ さらにその大学のカレッジ・レディネスとは何かを明確にして高校や受験生と共有する
必要がある、

のではないか。

※ ジェレミー・ブレーデン、ロジャー・グッドマン
『日本の私立大学はなぜ生き残るのか』（中公選書）

〇 その意味で本日のようなフォーラムは極めて重要。このような対話を重ね、各大学におい
て、
・ どのような社会を創造したいかを構想し、それを実現するための学部・学科等の教育研

究組織、カリキュラム、入試を一体的に検討の上、その結果を広く社会と共有すること、
・ うねり始めている初等中等教育の状況を学内で共有し、上記の一体的検討に活かすこと
が大事ではないか。

〇 理解が解決を保証するわけではないが、理解なき対峙は不毛である。
－香川大学・小方直幸教授－

〇 子どもたちが自らのアイディアと発想で次代を切り拓くことができ、創造性と公正・尊厳
が両立する民主的な成熟社会に向けて是非アライアンスを。

スライド25 スライド26
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新学習指導要領に対する
学校現場における受け止めと課題

岐阜聖徳学園大学 玉置崇

私のこと
＜＜略略 歴歴＞＞
小小学学校校教教諭諭 3年年
中中学学校校教教諭諭 16年年
中中学学校校教教頭頭 6年年
中中学学校校校校長長 6年年
県県教教育育委委員員会会・・教教育育事事務務所所長長 5年年
2015年年 岐岐阜阜聖聖徳徳学学園園大大学学 教教育育学学部部 教教授授
授授業業とと学学びび研研究究所所フフェェロローー所所長長

＜＜文文部部科科学学省省のの仕仕事事＞＞

教教育育のの情情報報化化にに関関すするる手手引引きき作作成成
教教育育のの情情報報化化ビビジジョョンン懇懇談談会会
中中央央教教育育審審議議会会生生涯涯学学習習分分科科会会
小小中中一一貫貫教教育育にに関関すするる調調査査研研究究協協力力者者会会議議
次次世世代代学学校校支支援援モモデデルル構構築築にに関関すするる調調査査研研究究事事業業推推進進委委員員会会委委員員
校校務務ににおおけけるるＩＩＣＣＴＴ活活用用促促進進事事業業ににおおけけるる事事業業検検討討会会委委員員会会
ＩＩＣＣＴＴ活活用用教教育育アアドドババイイザザーー

私の話の根拠

令令和和44年年度度学学校校訪訪問問実実績績

指指導導助助言言依依頼頼校校 33６６校校
ううちち年年間間22回回、、なないいしし33回回訪訪問問校校あありり

ののべべ訪訪問問校校はは６６００校校

11回回訪訪問問でで、、５５授授業業程程度度見見てていいるるののでで、、
３３００００程程度度のの授授業業参参観観かからら感感じじるるこことと

学習指導要領 前文

一一人人一一人人のの児児童童（（生生徒徒））がが、、

自自分分ののよよささやや可可能能性性をを認認識識すするるととととももにに、、

ああららゆゆるる他他者者をを価価値値ののああるる存存在在ととししてて尊尊重重しし、、

多多様様なな人人々々とと協協働働ししななががらら様様々々なな社社会会的的変変化化をを乗乗りり越越ええ、、

豊豊かかなな人人生生をを切切りり拓拓きき、、

持持続続可可能能なな社社会会のの創創りり手手ととななるるここととががででききるるよよううににすするるここ
ととがが求求めめらられれるる。。

5平平成成2299・・3300・・3311年年改改訂訂学学習習指指導導要要領領（（本本文文、、解解説説））

主主語語はは
子子どどもも

学習指導要領の授業改善の方向

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

玉置　崇　岐阜聖徳学園大学 教育学部 教授
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学校現場における受け止めと課題

• 学校改革の良い機会ととらえ、例えば「主体的・対話的で深い学
び」の具現化に向けて動いている自治体や学校は多い。

• 授業形態も多様になってきている。

• 一方で、コロナ禍の始まりと学習指導要領本格実施と重なり、改革
の勢いが止まり、そのままになってしまっている学校が散見され
る。

• 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の理解、GIGAスクール構想
具現化については、学習指導要領との関連について誤解があるよう
にも感じる。

主体的・対話的で深い学びの実現

教育方法の刷新とは行政や学者からのトップダウンで
はなく、教員がお互いの授業を検討しながら学び合い、
改善していく「授業研究」のような場を基盤として、教
師一人一人を主体とした絶えざる日常的営み。

目の前の子どもの姿を共通の拠り所とし、個々の教師
の納得をもって特定の方法や技術が採用されていくこ
と。そのような日常を通してこそ、授業づくりなり教育
方法開発を自律的で創造的に展開できる教師並びに教師
集団の力量を培う。

中教審答申

学校教育の過去・現在・未来のモデル（Bronson 、1990）

学校現場における受け止めと課題

• 学校改革の良い機会ととらえ、例えば「主体的・対話的で深い学
び」の具現化に向けて動いている自治体や学校は多い。

• 授業形態も多様になってきている。

• 一方で、コロナ禍の始まりと学習指導要領本格実施と重なり、改革
の勢いが止まり、そのままになってしまっている学校が散見される。

• 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の理解、GIGAスクール構想
具現化については、学習指導要領との関連について誤解があるよう
にも感じる。

評価の基本構造

？

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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13 14

「個別最適化された学び」と「個別最適な学び」の違い

個別最適な学び＝自ら学習を調整
めあてが明確でないとできない

協働的な学び＝多様な他者との協働

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向

性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の

学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現で

きているか。
(2016/8/26 中教審教育課程部会 審議のまとめ 第1部p.46)

「主体的な学び」 自ら学習を調整の原本

「主体的に学習に取り組む態度」の評価

子どもが「自ら学習の目標を持ち、進め方を見直しながら学習を進め、そ
の過程を評価して新たな学習につなげるといった、学習に関する自己調整
を行いながら、粘粘りり強強くく知識・技能を獲得したり思考・判断・表現しよう
としたりしているかどうか」という、意思的な側面を捉えての評価。

粘り強さ、学習の調整 振り返りが大切

↑ 初めての理科授業での振り返り

２か月後のふりかえり →→
（５分間で書いている）

振り返りとＩＣＴ活用
お互いの振り返りシートが読めるといい。

漫画で知るデジタルの学び
（前田康裕著）

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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ある学生の振り返りから

「教育課程論」の講義から、今の学校教育は自
分が受けてきたものと全く違ってきていること
を実感した。

例えば、児童・生徒のＩＣＴ活用の方法、授
業における振り返りの大切さ（互いに読み合う
振り返りの是非なども含めて）など、考えてお
くべきことが多くあることに気づくことができ
た。

多様な学びをしてきた学生

まさに小中高大を貫く

基本的な学びのあり方を

考える時期

スライド19 スライド20
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「総合的な探究の時間」
と

フランスの哲学教育
―「総合」をめぐって―

坂本尚志（京都薬科大学一般教育分野准教授）
tskmt@mb.kyoto-phu.ac.jp
twitter@tk_sskmt

本日のお話のベース（１）
坂本尚志『�カ��アの哲学�
「思考の型」で自ら考え、書
く』日本実業出版社、2022年

本日のお話のベース（2）
伊藤実歩子編『変動する総合・
探究学習 欧米と日本 歴史と
現在』大修館書店、近刊

本所恵「序章 今ここにある
「総合」を確かめる 1980年代
以降の学習指導要領より」
中西修一朗「第3章 日本の総合
教育の履歴 生活に根差したカ
リキュラムの探求」
坂本尚志「哲学教育はなぜ総合
学習なのか フランスの中等教
育における「体系」の再構築」

本日のお話のベース（3）
石井洋二郎編『リベラルアーツ
と自然科学』水声社、2023年

坂本尚志「なぜフランスの理系
エリートには一般教養が必要な
のか？」

報告の目的
• 高等学校における「総合的な探究の時間」について、フランス
の哲学教育との比較を通じて考える

• どちらも教科・科目の枠を超える横断的な学習を志向しつつも、
その「総合」のスタイルはまったく異なっている

• その違いとはどのようなものか？なぜこのような違いが存在す
るのか？こうした違いを踏まえて見えてくるものは何か？

報告の構成
1. 日本の高校における「総合的な探究の時間」

1. 学習指導要領における「総合」の位置づけ
2. 高校における総合的な探究の前史と課題

2. フランスの哲学教育
1. 目的、方法、評価
2. 総合学習としての哲学教育
3. 哲学教育の「失敗」と「一般教養」

3. 日仏「総合」比較

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

坂本　尚志　京都薬科大学 基礎科学系 准教授
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「総合的な探究の時間」
と

フランスの哲学教育
―「総合」をめぐって―

坂本尚志（京都薬科大学一般教育分野准教授）
tskmt@mb.kyoto-phu.ac.jp
twitter@tk_sskmt

本日のお話のベース（１）
坂本尚志『�カ��アの哲学�
「思考の型」で自ら考え、書
く』日本実業出版社、2022年

本日のお話のベース（2）
伊藤実歩子編『変動する総合・
探究学習 欧米と日本 歴史と
現在』大修館書店、近刊

本所恵「序章 今ここにある
「総合」を確かめる 1980年代
以降の学習指導要領より」
中西修一朗「第3章 日本の総合
教育の履歴 生活に根差したカ
リキュラムの探求」
坂本尚志「哲学教育はなぜ総合
学習なのか フランスの中等教
育における「体系」の再構築」

本日のお話のベース（3）
石井洋二郎編『リベラルアーツ
と自然科学』水声社、2023年

坂本尚志「なぜフランスの理系
エリートには一般教養が必要な
のか？」

報告の目的
• 高等学校における「総合的な探究の時間」について、フランス
の哲学教育との比較を通じて考える

• どちらも教科・科目の枠を超える横断的な学習を志向しつつも、
その「総合」のスタイルはまったく異なっている

• その違いとはどのようなものか？なぜこのような違いが存在す
るのか？こうした違いを踏まえて見えてくるものは何か？

報告の構成
1. 日本の高校における「総合的な探究の時間」

1. 学習指導要領における「総合」の位置づけ
2. 高校における総合的な探究の前史と課題

2. フランスの哲学教育
1. 目的、方法、評価
2. 総合学習としての哲学教育
3. 哲学教育の「失敗」と「一般教養」

3. 日仏「総合」比較

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

坂本　尚志　京都薬科大学 基礎科学系 准教授

「学習」から「探究」へ（本所2023）
学習指導要領における「総合」
• 1989年改訂 小学校低学年への「生活科」導入

• 1998年改訂 「総合的な学習の時間」創設
• 2002年度より小中学校で全面実施
• ゆとり教育批判：2003年学習指導要領一部改正（「確かな学力」育
成）→2007年改訂：総合的な学習の授業時数減少、ただし章立ての上
では各教科と同列とされ、「探究的な学習」であることが目指される

• 2018年改訂（高校） 「総合的な探究の時間」への変更

「総合的な探究の時間」
• 総合的な探究の時間の特質（文部科学省 2017）

１ 「探究が高度化し，自律的に行われること」
２ 「他教科・科目における探究との違いを踏まえること」

高度化
①探究において目的と解決の方法に矛盾がない（整合性），②探究において適
切に資質・能力を活用している（効果性），③焦点化し深く掘り下げて探究し
ている（鋭角性），④幅広い可能性を視野に入れながら探究している（広角
性）

自律化
①自分にとって関わりが深い課題になる（自己課題），②探究の過程を見通し
つつ，自分の力で進められる（運用），③得られた知見を生かして社会に参画
しようとする（社会参画）

高校における総合的な探究の前史と課題
• 農業、工業、商業等の専門学科における「課題研究」科目
（1989年学習指導要領改訂で設定）

• 総合学科（1994年導入）における「産業社会と人間」科目
• スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）（2002年開始）
• スーパー・グローバル・ハイスクール（SGH)（2014年開始）

• 課題：テーマ設定、指導、評価

他国の事例はどうなのか？→フランスの哲学教育

フランスの高校における哲学教育：
目的と方法
• 教育目的

「他科目で得た知識へ開かれ、それら他科目と結びうる多様な関係へと
開かれている哲学教育は、疑問を持ち、真理を探究することへの配慮、
分析する能力、思考の自律性を生徒のうちに育てることを目指している。
それらなくしては現実の複雑さを知ることはできないであろう」（国民
教育省哲学教育プログラム）

• 1週あたりの授業時間
• 4時間（＋選択科目「人文学・文学・哲学」2年生4時間、3年生6時間）

• 授業内容
• 哲学の教授資格を持った教員が担当し、さまざまな哲学的主題の扱い
方、それに関する哲学者たちの主張を学ぶ

• 学習成果はディセルタシオン（小論文）やテクスト説明の練習により
評価（一年間の継続した練習）

哲学教育の内容（1）：3つの視点
1. 人間存在と文化
2. 道徳と政治
3. 知識
次に見る17の観念は、これら3つの視点を考慮しつつ、多元的に考察さ
れねばならない
例）芸術／技術

道徳的考察、認識論的考察だけでなく、人間存在と文化におけるそ
れらの位置についての考察も必要

哲学教育の内容（2）：17の観念

芸術 幸福 意識
義務 国家 無意識
正義 言語 自由
自然 理性 宗教
科学 技術 時間
労働 真理

スライド7
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哲学教育の内容(2) 著者

時代 著者

古代
中世

ソクラテス以前の哲学者たち、プラトン、アリストテレス、荘子、キケロ、ルクレティウス、セネカ、エ
ピクテトス、マルクス・アウレリウス、ナーガールジュナ、セクストス・エンペイリコス、プロティノス、
アウグスティヌス、アヴィセンナ、アヴェロエス、マイモニデス、トマス・アクィナス、オッカムのウィ
リアム

近代 マキャベリ、モンテーニュ、ベーコン、ホッブズ、デカルト、パスカル、ロック、スピノザ、マルブラン
シュ、ライプニッツ、ヴィーコ、バークリ、モンテスキュー、ヒューム、ルソー、ディドロ、コンディ
ヤック、スミス、カント、ベンサム

現代 ヘーゲル、ショーペンハウアー、コント、クルノー、フォイエルバッハ、トクヴィル、ミル、キルケゴー
ル、マルクス、エンゲルス、ウィリアム・ジェームズ、ニーチェ、フロイト、デュルケーム、ベルクソン、
フッサール、ウェーバー、アラン、モース、ラッセル、ヤスパース、バシュラール、ハイデガー、ウィト
ゲンシュタイン、ベンヤミン、ポパー、ジャンケレビッチ、ヨナス、レイモン・アロン、サルトル、アレ
ント、レヴィナス、ボーヴォワール、レヴィ=ストロース、メルロ=ポンティ、ヴェイユ、エルシュ、リ
クール、アンスコム、マードック、ロールズ、シモンドン、フーコー、パトナム

哲学教育の内容(3) 手がかり
絶対的/相対的 – 抽象的/具体的 –現実態/可能態 – 分析/総合
� ��/����/��������的/��的– ��る/��
する – �質的/��的 – ��/���説�する/理�する – �実
上/権利上 – 形相的（形式的）/質料的（物質的）- 類/種/個体
– �説/��/�論�観�的/現実的 – ��/��/�� – �可能
/可能��観的/論�的 –合��/��� – 間�的/��的 – �
観的/主観的/間主観的 – 義務/制約 – 起源/基礎 – （論理的
に）説得する/（感情的に）納得させる – 原則/原因/目的＊�
公的/私的―類似/類比 – 理論/実践 – 超越的/内在的 – 普遍的/
��的/個�的/個体的����/��的�/�実�

重要なのは「型通りの方法」：問題分析
1. 問題文の用語・概念の分析
2. 問題に対する可能な答えを列挙する

• 肯定と否定
• 両者を止揚した第三の答え

3. 問題を「問いの集まり」に変換し、問題の含意を明らかにする
• 「なぜ」「どのように」「仮に~ならば」「いかなる条件で」などの言
葉を用いて、問題を複数の問いに言い換える

重要なのは「型通りの方法」：弁証法的構成

• 導入
• 問題分析を踏まえ、言葉や概念を定義し、可能な答えを示し、問題を
言い換えつつ議論の内容を予告する

• 展開（2~3つの部分から成る）
• 各部分が「肯定」「否定」「両者の総合」（正反合）を扱う

• 結論
• 展開部分での議論を要約して問いに答える

正確な引用を「暗記する」こと
• 哲学的典拠の正確な引用が重要

• 「アリストテレスが『ニコマコス倫理学』でこう言った」では
不十分。「アリストテレスは『ニコマコス倫理学』第10巻第7
章においてこう言った」と書かねばならない

• ただし、引用が適切な文脈の中でなされ、その含意が説明され
ていることが不可欠

• 「暗記科目」としての側面

バカロレア哲学試験:哲学教育のゴール
• フランスのバカロレア試験（中等教育修了資格兼大学入学資
格）の一科目

• 高校最終学年の6月に実施
• 試験は記述式、試験時間は4時間
• ディセルタシオンと呼ばれる小論文2題とテクスト説明とよば
れる哲学書の抜粋の説明1題から1問を選択して解答

• 出題・採点は高校教員によって行われる

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

2022年の問題
1．芸術の実践は世界を変容するか？

2．何が正しいかを決めるのは国家なのか？

3．クールノー『 われわれの認識の基礎と哲学的批判の諸特徴に
関する試論』（1851年）の一節を説明せよ

哲学教育とバカロレア哲学試験
• 哲学教育によって学ばれる「思考の型」を活用する能力を評価

する試験であり、創造性や文才を問う試験ではない
→「型」を遵守した上で、どれほど論理的に解答できているかが

評価の対象

• 決まった「型」にはめ込む形で自分の考えを表現する訓練
→「市民」としての必須のスキルの育成

哲学はいかに総合するか？
• 芸術は科学よりも必要性が劣るか？（2011年、フランス本土、

経済社会系）

• 言語は真理の探究の障害となりえるか？（2001年、インド、経
済社会系）

芸術は科学よりも必要性が劣るか？
• 「芸術」、「科学」、「必要性」という用語の定義

• 「芸術」、「科学」についての初中等教育で獲得した知識に基
づきつつ、両者の関係を「必要性」という概念によって考察す
ることが求められる

• 「芸術は科学よりも必要性が劣る」（賛成意見）、「芸術は科
学より必要性が劣るわけではない」（反対意見）を踏まえて、
可能ならば両者を統合する第三の立場を提示する

言語は真理の探究の障害となりえるか？
• 「言語」「真理」「障害」

• 言語：個別言語ではなく、総称としての言語。人工言語も含む

• 真理：現実との一致？命題の論理的整合性？直観？

• 障害：両者の関係性を記述。どのような条件のもとで「障害と
なりえる」のか？

哲学教育は「よき総合学習」か？
• 哲学科目の平均点は20点満点中7点であり、他科目と比べて4点

程度低い。また、合格点（10点以上）を取る答案は全体の3割
以下（Ferry et Renaut 1999）。

• バカロレア哲学試験受験者は同年齢人口の60%弱（日本の大学
進学率とほぼ同等）

→ここから考えると「哲学ができる生徒」は同年齢人口の18％
にも満たない

• 全体の7割以上が合格点に達しない試験を最終的なゴールとす
る哲学教育…

→「看板倒れ」なのか？
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哲学教育の内容(2) 著者

時代 著者

古代
中世

ソクラテス以前の哲学者たち、プラトン、アリストテレス、荘子、キケロ、ルクレティウス、セネカ、エ
ピクテトス、マルクス・アウレリウス、ナーガールジュナ、セクストス・エンペイリコス、プロティノス、
アウグスティヌス、アヴィセンナ、アヴェロエス、マイモニデス、トマス・アクィナス、オッカムのウィ
リアム

近代 マキャベリ、モンテーニュ、ベーコン、ホッブズ、デカルト、パスカル、ロック、スピノザ、マルブラン
シュ、ライプニッツ、ヴィーコ、バークリ、モンテスキュー、ヒューム、ルソー、ディドロ、コンディ
ヤック、スミス、カント、ベンサム

現代 ヘーゲル、ショーペンハウアー、コント、クルノー、フォイエルバッハ、トクヴィル、ミル、キルケゴー
ル、マルクス、エンゲルス、ウィリアム・ジェームズ、ニーチェ、フロイト、デュルケーム、ベルクソン、
フッサール、ウェーバー、アラン、モース、ラッセル、ヤスパース、バシュラール、ハイデガー、ウィト
ゲンシュタイン、ベンヤミン、ポパー、ジャンケレビッチ、ヨナス、レイモン・アロン、サルトル、アレ
ント、レヴィナス、ボーヴォワール、レヴィ=ストロース、メルロ=ポンティ、ヴェイユ、エルシュ、リ
クール、アンスコム、マードック、ロールズ、シモンドン、フーコー、パトナム

哲学教育の内容(3) 手がかり
絶対的/相対的 – 抽象的/具体的 –現実態/可能態 – 分析/総合
� ��/����/��������的/��的– ��る/��
する – �質的/��的 – ��/���説�する/理�する – �実
上/権利上 – 形相的（形式的）/質料的（物質的）- 類/種/個体
– �説/��/�論�観�的/現実的 – ��/��/�� – �可能
/可能��観的/論�的 –合��/��� – 間�的/��的 – �
観的/主観的/間主観的 – 義務/制約 – 起源/基礎 – （論理的
に）説得する/（感情的に）納得させる – 原則/原因/目的＊�
公的/私的―類似/類比 – 理論/実践 – 超越的/内在的 – 普遍的/
��的/個�的/個体的����/��的�/�実�

重要なのは「型通りの方法」：問題分析
1. 問題文の用語・概念の分析
2. 問題に対する可能な答えを列挙する

• 肯定と否定
• 両者を止揚した第三の答え

3. 問題を「問いの集まり」に変換し、問題の含意を明らかにする
• 「なぜ」「どのように」「仮に~ならば」「いかなる条件で」などの言
葉を用いて、問題を複数の問いに言い換える

重要なのは「型通りの方法」：弁証法的構成

• 導入
• 問題分析を踏まえ、言葉や概念を定義し、可能な答えを示し、問題を
言い換えつつ議論の内容を予告する

• 展開（2~3つの部分から成る）
• 各部分が「肯定」「否定」「両者の総合」（正反合）を扱う

• 結論
• 展開部分での議論を要約して問いに答える

正確な引用を「暗記する」こと
• 哲学的典拠の正確な引用が重要

• 「アリストテレスが『ニコマコス倫理学』でこう言った」では
不十分。「アリストテレスは『ニコマコス倫理学』第10巻第7
章においてこう言った」と書かねばならない

• ただし、引用が適切な文脈の中でなされ、その含意が説明され
ていることが不可欠

• 「暗記科目」としての側面

バカロレア哲学試験:哲学教育のゴール
• フランスのバカロレア試験（中等教育修了資格兼大学入学資
格）の一科目

• 高校最終学年の6月に実施
• 試験は記述式、試験時間は4時間
• ディセルタシオンと呼ばれる小論文2題とテクスト説明とよば
れる哲学書の抜粋の説明1題から1問を選択して解答

• 出題・採点は高校教員によって行われる

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

2022年の問題
1．芸術の実践は世界を変容するか？

2．何が正しいかを決めるのは国家なのか？

3．クールノー『 われわれの認識の基礎と哲学的批判の諸特徴に
関する試論』（1851年）の一節を説明せよ

哲学教育とバカロレア哲学試験
• 哲学教育によって学ばれる「思考の型」を活用する能力を評価

する試験であり、創造性や文才を問う試験ではない
→「型」を遵守した上で、どれほど論理的に解答できているかが

評価の対象

• 決まった「型」にはめ込む形で自分の考えを表現する訓練
→「市民」としての必須のスキルの育成

哲学はいかに総合するか？
• 芸術は科学よりも必要性が劣るか？（2011年、フランス本土、

経済社会系）

• 言語は真理の探究の障害となりえるか？（2001年、インド、経
済社会系）

芸術は科学よりも必要性が劣るか？
• 「芸術」、「科学」、「必要性」という用語の定義

• 「芸術」、「科学」についての初中等教育で獲得した知識に基
づきつつ、両者の関係を「必要性」という概念によって考察す
ることが求められる

• 「芸術は科学よりも必要性が劣る」（賛成意見）、「芸術は科
学より必要性が劣るわけではない」（反対意見）を踏まえて、
可能ならば両者を統合する第三の立場を提示する

言語は真理の探究の障害となりえるか？
• 「言語」「真理」「障害」

• 言語：個別言語ではなく、総称としての言語。人工言語も含む

• 真理：現実との一致？命題の論理的整合性？直観？

• 障害：両者の関係性を記述。どのような条件のもとで「障害と
なりえる」のか？

哲学教育は「よき総合学習」か？
• 哲学科目の平均点は20点満点中7点であり、他科目と比べて4点

程度低い。また、合格点（10点以上）を取る答案は全体の3割
以下（Ferry et Renaut 1999）。

• バカロレア哲学試験受験者は同年齢人口の60%弱（日本の大学
進学率とほぼ同等）

→ここから考えると「哲学ができる生徒」は同年齢人口の18％
にも満たない

• 全体の7割以上が合格点に達しない試験を最終的なゴールとす
る哲学教育…

→「看板倒れ」なのか？
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教養の危機と「一般教養」
• 高等教育における「総合的な知」

エリート養成校グランゼコール（理科系、商業系）の入学試験、上級公
務員採用試験

→「一般教養」科目が課される：「政治、経済、文化等にまたが
る歴史的知識や、現代社会における諸問題に関する知識を基礎
として、哲学が提起する問いよりも広く、かつ具体的な諸問題
について考えること」が必要とされる（坂本 2023）

⇒グランゼコール準備学級（バカロレア後の2年間の課程）では、
こうした試験に挑むための「教養」を身につけることが期待さ
れている（膨大なインプットとアウトプットの必要性）：実利
があってこその「教養」

日仏「総合」比較
• 日本の総合学習：統合教授（樋口勘次郎）、合科学習（木下竹

次）、総合教授、生活綴方など、初等教育での20世紀初頭から
の蓄積を背景として発展（中西 2023）

→私と社会のかかわりにおける「総合」（下からの総合）
遠山啓：「観」の学習（世界観や人生観の涵養）としての総合学習

• フランスの哲学教育：初中等教育の知識の統合・横断を哲学と
いう伝統的な知の領域を通じて行う（上からの総合）

→「思考の型」の習得、概念と論理の自己運動、「私」抜きの普
遍的言説への志向、階級上昇のための必須のツール

おわりに
• 日本とフランスの比較：優劣ではなく、「総合」に対する異な

る思想の内在的論理を読み解く必要性
→補助線としての異質な「総合」（「総合的な探究の時間」にお

ける課題はフランスの哲学教育にとっては課題ではない）

• 高大接続における課題：「総合的な探究の時間」でどのように
学んできた学生を大学は受け入れることになるのか？

→大学における「探究」は、いかなる意味で「総合的な探究の時
間」と地続きであり、いかなる意味で断絶しているのだろう
か？

参考文献等
• 伊藤実歩子編（2023）『変動する総合・探求学習 欧米と日本 歴史と

現在』大修館書店
• 坂本�志（2022）『バカロレアの哲学�「思考の型」で自ら考え、書

く』日本実業出版社
• 石井洋二郎編（2023）『リベラルアーツと自然科学』水声社
• 文部科学省（2017）『高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総

合的な探究の時間編』
• Ministère de l’éducation nationale (2019) « Programme de philosophie 

de terminale générale », Bulletin officiel spécial n°8 du 25 juillet 2019.
• 「バカロレアに挑戦してみた！～弁護士が挑むバカロレア試験？？」（弁

護士三輪記子のYouTubeチャンネル）
https://www.youtube.com/watch?v=HiQ5wTmiBtY

スライド28

スライド25

スライド27

スライド26

1

第４分科会
25 年度新入生は何をどう学んで来るのか（来ないのか）
―新指導要領を手がかりに大学基礎教育を考える―

報告者へのコメント

神代健彦
（京都教育大学）

2

自己紹介

神代健彦（くましろ たけひこ）

 京都教育大学 教育学部 准教授

教員養成

附属学校園や地域の公立学校等と授業開発

 専門領域

教育学・教育史

 研究テーマ

戦後日本の教育学の歴史

道徳教育論

3

 キーワード

問題関心①
現行指導要領（2017～）

• コンピテンシー・ベースの教育課程

• 資質・能力（の３本柱）

• 見方・考え方

• 「主体的、対話的で深い学び」

 「バックキャスティング」

• 目標や未来像から現在を定める思考法

• 「うまく物事を処理できる人とは？」

• 各教科ごとに積み上がった教育内容をスリム化

（「カリキュラムオーバーロード」対策の初手）

4

 学ぶことの目的は「より上手く学べるようになる」こと

 教科・領域の知識の網羅主義を克服する

 ローカルな内容知はグローバル世界で価値を持たない（価値

の共同体を超えた話なので）

 コンピテンシー／資質・能力／学習能力は、

グローバルな「共通通貨」（合田氏）

問題関心①
現行指導要領（2017～）

5

 その理念の裏面？

問題関心①
現行指導要領（2017～）

• パーソナリティーまでが獲得の対象

高「コミュ力」

ストレス耐性

自律性（優れた実行機能）

• (神経的・文化的)多様性が構造的に排除される教室

6

 キーワード

問題関心②
「令和の日本型教育」

（2021年）

• 個別最適な学び

指導の個別化

学習の個性化

• 協働的な学び

• 一人一台端末

• 民間（社会的企業家）との協働によるEdTech

• 「マッチョ」なコンピテンシーの技術的解決？

• 神経的・文化的多様性を個別に「支える」技術？

 GIGAスクール構想

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

神代　健彦　 京都教育大学 教育学部 准教授
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教養の危機と「一般教養」
• 高等教育における「総合的な知」

エリート養成校グランゼコール（理科系、商業系）の入学試験、上級公
務員採用試験

→「一般教養」科目が課される：「政治、経済、文化等にまたが
る歴史的知識や、現代社会における諸問題に関する知識を基礎
として、哲学が提起する問いよりも広く、かつ具体的な諸問題
について考えること」が必要とされる（坂本 2023）

⇒グランゼコール準備学級（バカロレア後の2年間の課程）では、
こうした試験に挑むための「教養」を身につけることが期待さ
れている（膨大なインプットとアウトプットの必要性）：実利
があってこその「教養」

日仏「総合」比較
• 日本の総合学習：統合教授（樋口勘次郎）、合科学習（木下竹

次）、総合教授、生活綴方など、初等教育での20世紀初頭から
の蓄積を背景として発展（中西 2023）

→私と社会のかかわりにおける「総合」（下からの総合）
遠山啓：「観」の学習（世界観や人生観の涵養）としての総合学習

• フランスの哲学教育：初中等教育の知識の統合・横断を哲学と
いう伝統的な知の領域を通じて行う（上からの総合）

→「思考の型」の習得、概念と論理の自己運動、「私」抜きの普
遍的言説への志向、階級上昇のための必須のツール

おわりに
• 日本とフランスの比較：優劣ではなく、「総合」に対する異な

る思想の内在的論理を読み解く必要性
→補助線としての異質な「総合」（「総合的な探究の時間」にお

ける課題はフランスの哲学教育にとっては課題ではない）

• 高大接続における課題：「総合的な探究の時間」でどのように
学んできた学生を大学は受け入れることになるのか？

→大学における「探究」は、いかなる意味で「総合的な探究の時
間」と地続きであり、いかなる意味で断絶しているのだろう
か？

参考文献等
• 伊藤実歩子編（2023）『変動する総合・探求学習 欧米と日本 歴史と

現在』大修館書店
• 坂本�志（2022）『バカロレアの哲学�「思考の型」で自ら考え、書

く』日本実業出版社
• 石井洋二郎編（2023）『リベラルアーツと自然科学』水声社
• 文部科学省（2017）『高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総

合的な探究の時間編』
• Ministère de l’éducation nationale (2019) « Programme de philosophie 

de terminale générale », Bulletin officiel spécial n°8 du 25 juillet 2019.
• 「バカロレアに挑戦してみた！～弁護士が挑むバカロレア試験？？」（弁

護士三輪記子のYouTubeチャンネル）
https://www.youtube.com/watch?v=HiQ5wTmiBtY
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第４分科会
25 年度新入生は何をどう学んで来るのか（来ないのか）
―新指導要領を手がかりに大学基礎教育を考える―

報告者へのコメント

神代健彦
（京都教育大学）

2

自己紹介

神代健彦（くましろ たけひこ）

 京都教育大学 教育学部 准教授

教員養成

附属学校園や地域の公立学校等と授業開発

 専門領域

教育学・教育史

 研究テーマ

戦後日本の教育学の歴史

道徳教育論

3

 キーワード

問題関心①
現行指導要領（2017～）

• コンピテンシー・ベースの教育課程

• 資質・能力（の３本柱）

• 見方・考え方

• 「主体的、対話的で深い学び」

 「バックキャスティング」

• 目標や未来像から現在を定める思考法

• 「うまく物事を処理できる人とは？」

• 各教科ごとに積み上がった教育内容をスリム化

（「カリキュラムオーバーロード」対策の初手）

4

 学ぶことの目的は「より上手く学べるようになる」こと

 教科・領域の知識の網羅主義を克服する

 ローカルな内容知はグローバル世界で価値を持たない（価値

の共同体を超えた話なので）

 コンピテンシー／資質・能力／学習能力は、

グローバルな「共通通貨」（合田氏）

問題関心①
現行指導要領（2017～）

5

 その理念の裏面？

問題関心①
現行指導要領（2017～）

• パーソナリティーまでが獲得の対象

高「コミュ力」

ストレス耐性

自律性（優れた実行機能）

• (神経的・文化的)多様性が構造的に排除される教室

6

 キーワード

問題関心②
「令和の日本型教育」

（2021年）

• 個別最適な学び

指導の個別化

学習の個性化

• 協働的な学び

• 一人一台端末

• 民間（社会的企業家）との協働によるEdTech

• 「マッチョ」なコンピテンシーの技術的解決？

• 神経的・文化的多様性を個別に「支える」技術？

 GIGAスクール構想

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

神代　健彦　 京都教育大学 教育学部 准教授
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7

 日本型公教育への懸念

問題関心③
公教育システムのなかの

大学

• 過度な社会的期待がかかる学校

• そもそも人生の最初の20年程度で人間を

「完成」するのはムリ

• 人間は「学びそびれる」「忘れる」「衰える」

• 資質・能力を幼児期から青年期前期に確実に

身につけないと生きていけない社会は苦しい。

• 内容（文化や科学）ではなく能力（コンピテンシー）

という発想は、文化や科学の「ファスト化」

「自己啓発化」を帰結するかもしれない。

8

 何度でも学び直せる「公教育システム」へ

問題関心③
公教育システムのなかの

大学

• 学校（大学も含む）は、公教育システムの一部

• 公教育システムの「多重化」「冗長化」

• カリキュラムオーバーロードは、コンピテンシー化（だけ）で

はなく、冗長化／「ジャストインタイム」の生涯学習で対応

すべきではないか（それには日本の労働のあり方そのもの

を変える必要があるが…）

• 「人間の育ちの最後の砦」としての大学へ

9

1. 現行学習指導要領は、個々人のパーソナリティにまで

言及する理想の人間像や学び像を強く打ち出している

ように感じるが、それは意図されたものなのか？

（子どもは瞬間的には「有能な学び手」になりうるが、

その持続には「支え」が潤沢に必要だが…）

2. 理想の人間像・学び像が強く打ち出されるなかで、

多様な発達の特性を持つ子どもたちを念頭に置いた

インクルーシブな学びという主張は整合するのか？（EdTech

はその差分を埋められるのか？）

合田哲雄氏に

対する質問➀

10

3. 初等中等教育の高度化、大学との合理的な接続よりも、学

びなおすことが前提の、教育と福祉の冗長なシステムづくり

の方が、テクノロジーの進歩との相性という意味でも有望で

はないか。

その方が、むしろ合田氏のお話と整合的なのでは？

（ジェンダーギャップの解消としても）

合田哲雄氏に

対する質問②

11

1. 現場の困難が指導要領実施、コロナ禍、GIGAスクールな

ど複合的な施策への急な対応を迫られたことにあるのは

同感。もう一つ言うと、それは教師だけでなく子どももそうで、

新しく導入された「濃い」「重い」

学習活動がすべての授業に詰め込まれることで、

子どもたちは疲れていないか？

（知識の詰め込みではなく、活動の詰め込み）

2. 協働学習は重要だが、学習内容よりもグループの

友だちとの関係の取り方に心理的な資源(注意など)を取ら

れて苦しんでいる子どもはいないだろうか？

（他者との協働のレディネス、心理的資源の多寡）

玉置崇氏に

対する質問➀

12

3. こうした「濃い」「重い」「人との調整が大変」な

活動に疲れてしまって、むしろ伝統的な講義を望む

学生が一定数いることをどう考えればよいだろうか？

（≒社会経済的、また発達の特性上の困難を抱えた

学生に大学はどうかかわればいいのか？）

玉置崇氏に

対する質問②

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

13

1. 「思考の型」の意味や重要性はとても説得的だが、

哲学の領域固有の知識を離れた思考の型が市民生活に

活用される（転移する）度合いは高いのか？

（むしろフランス社会が哲学「知識」に敬意を払い、人々が

そこから日常生活のコミュニケーション資源を汲みだしてい

る、ということなのでは？）

2. だとするならば重要なのは、「思考の型」をそれだけ取り出

してきて広めることではなく、哲学という知の水源へのアク

セスを（哲学者ではない）市民に可能にすることなのでは？

(フランスの教育がやっている

のはそういうことでは？)

坂本尚志氏に

対する質問➀

14

3. （あえて規範的な議論をするならば）「私」を中心とする日本

型総合探究学習の仕方を習得してくる大学進学者に、大

学はフランス型総合で対応した方がよいのか？（現状肯定

に近い？）

それとも、大学は日本型総合に転換して、小中高大の一貫

性を確立した方がいいのか？

坂本尚志氏に

対する質問②

スライド13 スライド14
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1. 「思考の型」の意味や重要性はとても説得的だが、

哲学の領域固有の知識を離れた思考の型が市民生活に

活用される（転移する）度合いは高いのか？

（むしろフランス社会が哲学「知識」に敬意を払い、人々が

そこから日常生活のコミュニケーション資源を汲みだしてい
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2. だとするならば重要なのは、「思考の型」をそれだけ取り出

してきて広めることではなく、哲学という知の水源へのアク

セスを（哲学者ではない）市民に可能にすることなのでは？

(フランスの教育がやっている

のはそういうことでは？)

坂本尚志氏に

対する質問➀

14

3. （あえて規範的な議論をするならば）「私」を中心とする日本

型総合探究学習の仕方を習得してくる大学進学者に、大

学はフランス型総合で対応した方がよいのか？（現状肯定

に近い？）
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対する質問②

スライド13 スライド14
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報 告 者

コーディネーター

第
５
分
科
会

川田　 隆雄  同志社女子大学 学芸学部 教授

グローバルに活躍出来る人材の教育に大学はどのように貢献するか
―混沌とした世界で主体性を発揮できる人材の育成に向けて― 

堀　真一郎　学校法人きのくに子どもの村学園 理事長・学園長

金　　正泰　特定非営利活動法人 Glocal NET 代表、

            コリア国際学園 前校長、大阪つくば開成高等学校 教員　

福井　　清  徳島大学 副学長(テクニオン連携担当)

 

 

 

第５分科会
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○本分科会のねらい
本日は「グローバルに活躍出来る人材の教育に大学はどのように貢献するか—混沌とした世界で主体性

を発揮できる人材の育成に向けて—」という分科会です。
主体性という言葉は頻繁に使われますが、実は難解なことばだと思います。私はコンサルをしながら経

営者の話を聞いていると、経営者は社員の主体性を求めますが、本当に主体性を持った人が欲しいという
より、経営者にとって都合の良い主体性を求めます

学校でも先生達は生徒に主体的になれといいます。でもこれも主体性という言葉は都合良く使われる場
合が多く、上記の企業経営者の例と同様に主体性といいつつも無条件の従順さも求めていて、矛盾してい
ることが往々にしてあります。

そして、我々の社会も主体性を滅却して、生きることすら暗黙のうちに勧めています。このように、主
体性は実は難しい現象ですが主体性の定義は以外と簡単です。「主体性とは自ら考えで動くこと」という定
義に反対する人はあまりいないと思います。

近代の教育の本願は主体性の育成にあることは間違いありません。為政者がどう思うが、企業経営者が
どう思うが、主体性の育成が教育の主たる目標であることは間違いありません。いろいろな議論があった
としても主体性は人の人生にとっても社会にとっても重要であることは間違いありません。私はプロデュー
サー（思いつきを実現した人）の研究をしていますが、私の研究データーを見ても主体的な人が新しい商
品やサービス、概念を生みだし社会を変え進歩させいぇいくことは間違いありません。

また、人それぞれの人生においても、自分の主体性を発揮した人こそ満足し幸せを得ることができると
も思います。そして、昨今の世界の地政学的な大きな変動を見ても、それぞれの国や人々が主体的にその
国が行く方向を決める必要があります。主体的な行為がどうしても必要です。そして、我々が経験してき
た日本の経済的衰退と、主体性の欠如との間に因果関係があるのではとも思うのです。そのような状況を
踏まえて、この分科会では主体性をテーマにした分科会を企画しました。なぜなら、社会において主体性
について考えさせ、主体性を育てる、中心的な機関は学校であり、小中高、そして大学だからです。

○報告の概要（抜粋）
キム・ジョンテ先生（中学校・高校）

主体性を育てる為には、「常識を疑うこと」が大事。ルールを撤廃することで、子ども達は主体的に考え
るようになってくる。そのため学校は極力ルールを少なくしたほうがよい。いつでも柔軟にルールを変更
できる環境を作るべき。目的を持つことで、主体性が育ち、主体的に学び行動するようになる。やりたい
ことが思いっきりできる環境をつくるべきである。そうすることで子ども達はやらなければならないこと
に自分で気付き始める。夢が明確になれば、自ら考え、苦手な勉強もやらなければならないと思える。直
接体験することが重要。多感な時にいろんな体験をする必要がある。国内では時間がかかるので、海外へ
連れて行き様々な体験機会を増やすのが有効。

〈第 5 分科会〉

グローバルに活躍出来る人材の教育に 
大学はどのように貢献するか

―混沌とした世界で主体性を発揮できる人材の育成に向けて―

同志社女子大学　学芸学部　教授  川田　隆雄
コーディネーター
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堀真一郎先生（小学校、中学校・高校）
子ども達を主体的に育てる重要なポイントは、１．知的探求、２．本物の仕事、３．自発性、４．多方

面の興味持たせる、ことが重要である。そして教育において最重要ポイントは、子ども達を小さな科学者
として育て、創造的に考える態度と能力を培うことである。特に以下の 5 点は重要である。

　　　　　　　　　　　１．問題に気づく
　　　　　　　　　　　２．問題を観察する
　　　　　　　　　　　３．仮説を立てる
　　　　　　　　　　　４．結論を練り上げる
　　　　　　　　　　　５．行動して確かめる

福井清先生（大学）
世界的な研究機関に留学して研鑽することで、主体性が育っていく。なるべく早い段階で海外に行くこ

とが重要。海外に行くことで、世界にはこんなに多様で広がりがあることを示す必要がある。海外に行く
のは、語学のために留学するのではなく、何がしたいか、目的をもって留学することが重要である。逆に
海外に行くことで、目標もできることもある。教師にできるのは環境を整える事。大学では、海外に行く
ためのプログラムを整備する必要がる。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
・�ルールがあると子供たちは考えないようになる、ルールがないと子ども達は主体的に考えざるをえなくな

る。
・どんどんやってみよう、失敗してもいいよという環境を教師や学校が作る事が大事。
・海外に出ていくことは重要なことで、新しい価値観に触れるとそこにさまざまな疑問や動機が生まれる。
・�本物に触れることが大事。シミュレーションで学習するのではく、本当に何かをする。主体性は、疑問、

好きなこと、目標達成の過程に対しては自然に生成される。できれば、高校までには目標を見つけるため
の時間とチャンスを子ども達に提供する必要がある。大学では特に本物に触れ（top of tops に触れる）、
本物を作り出したり、本物の活動をする（起業も含め）というのはとても理想的だ。どの過程でも「失敗
が許される環境」が重要である。

・学生の主体性を育てるには、ピアレビューが有効、学習者同士が観察し合うことで成長していく。

大学コンソーシアム京都 第 回ＦＤフォーラム第 分科会 （ ． ）

 
 

みずから考える子どもを育てる
― 体験学習で学校を変える ―

学 きのくに子どもの村学園 堀 真一郎

はじめに……

１．「活動的な仕事」としての幼児のおもちゃづくり （大阪市立大学幼児教室の実際）

ジョン・デューイ 教育における２つの要件の統合

（ － ） １．子どもの活動性（興味、自発性）

２．基本的社会生活への参加

「活動的な仕事」の特質

１．知的探求……問題に気づき、問題を観察し、仮説を立て、結論を練り上げ、行

動によって検証する

２．本物の仕事……生きるうえでもっとも基礎的な営みを題材とする。

３．自発性……子ども自身が好奇心に駆られて熱中する

４．多方面の興味……より広い事象へと興味が発展していく

最重要のねらい＝小さな科学者として創造的に考える態度と能力を培う

１．問題に気づく

２．問題を観察する

３．仮説を立てる

４．結論を練り上げる

５．行動して確かめる

指導上の主な原則

１．作り方を教えない（材料と見本は用意する

２．考えないと出来上がらない（簡単すぎない）

３．身の回りの材料や不用品を多用する（特別の高価な教材はつかわない）

４．ことばかけに工夫する（肯定的評価と能動的な聞き方）など

「活動的な仕事」
（active occupations）

  

きのくにのプロジェクト

 
 

堀　真一郎　学校法人きのくに子どもの村学園 理事長・学園長
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大学コンソーシアム京都 第 回ＦＤフォーラム第 分科会 （ ． ）
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３．自発性……子ども自身が好奇心に駆られて熱中する

４．多方面の興味……より広い事象へと興味が発展していく

最重要のねらい＝小さな科学者として創造的に考える態度と能力を培う

１．問題に気づく

２．問題を観察する

３．仮説を立てる
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（active occupations）

  

きのくにのプロジェクト

 
 

堀　真一郎　学校法人きのくに子どもの村学園 理事長・学園長
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２ きのくに子どもの村学園の理念と実際

１ 「学習がいちばん楽しい」といえる学校をつくりたい

学校でいちばん楽しいのは？（ 年の調査）

（２）子どもが決める、子どもが選ぶ

― ニイルのサマーヒル・スクールに学ぶ ー

「困った子というのは不幸な子である」
「私の仕事は教育解除といってよい。」（ニイル）

◇「自分自身の生き方をする自由」
◇ 授業に出る出ないの自由
◇ 歳の子の一票も校長の一票も同じ
◇「プライベート・レッスン」
◇ ファーストネームで呼び合う

（３）考える楽しさ、工夫する喜びを ― 小さな科学者のように考える
― デューイの「活動的な仕事」の理論に学ぶ –

「 オンスの経験は トンの理論にまさる」

「このたびは子どもが太陽となり、

その周囲を教育のさまざまな仕組み

が回転することになる。子どもが中

心となり、その周りに教育について

の仕組みが組織されることになる。」

（デューイ）

★ ニイルとデューイの共通点

二人は、思想と実践の両面で接点はないが、古い価値観や世界観から子どもたちを

解放し、「分自身のものの見方」を伸ばそうとする教育理念を共有している。

「我々は、すべての迷信、因習、偽善をかなぐり捨てたとき、その時はじめて教育

を受けたといえるのだ。」（ニイル）

「教育の目的は、既成の知識の伝達ではなく、未来の価値の創造にある」 デューイ

４４ 子子どどもものの村村のの教教育育目目標標、、基基本本方方針針、、学学習習形形態態ななどど

教育目標 ― 自由な子ども

感情面でも、知的にも、人間関係でも自由な子どもへの成長の手助けをする。

① 感情面の自由……内面、とくに無意識の深層に抑圧や自己否定感がなく、自信と

生きる喜びを満喫する子。

② 知性の自由………小さな科学者のように考える子ども。旺盛な好奇心を持ち、さ

まざまな問題の所在に敏感で、仮説を立て、検証しようとする子ども。

③ 人間関係の自由…自己意識がしっかりしていて、しかも「共に生きる喜び」を味

わい追求する子ども。

基本原則 ― 自己決定、個性化、体験学習

① 教師中心主義 → 子どもの自己決定と自由選択の重視

② 画一主義 → 個性と個人差の尊重、学習の多様化、

③ 書物中心主義 → 体験学習（「為すことによって学ぶ」）

基本原則の具体化 プロジェクト、基礎学習、自由選択、ミーティング、個別学

習

３つの基本原則を図のように重ねせてできる４つの図形をもとに学習形態を設定。

① プロジェクト

プロジェクトは３原則すべてが適用される最重要

の学習形態で、生きる上で不可欠のホンモノの営

みに挑戦して興味と知識と広げる。小学校では授業

の約半分を占める。最も大事なのは頭をつかうこと

だ。

＜プロジェクトを計画する上での留意点＞

発達の各側面を統合する 教科の総合 。

．知的探求である。

．ホンモノの課題や仕事に挑戦する。

．衣食住や「いのち」からスタート。＊

．道具としての知識と技術を活用する。

．子どもの知的生産物としての知識と技術

② 基礎学習

自己決定と個性化の原則にしたがい、プロジェクトの推進に必要 有用 な基礎技

術を習得する。授業の約４分の１の時間を配当。小学校では「かず」と「ことば」

として週 ～ 時限。中学校では「教科」と呼ばれて週 時限。

図２ 基本原則と学習形態
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③ 自由選択

主としてグループでおこなう形態で、ミーティング、体育、音楽、図画工作など

に関連した活動や学習をおこなう。

④ 個別学習、

特に中学校で教師による助言などを得ながら自主的に学習する時間である。

⑤ ミーティング

全校集会、クラスミーティング、寮のミーティング、各種委員会などで、様々な

問題について話し合う。自由な学校とは話し合いの多い学校である。

＜クラス編成＞

教員はペアを組んでプロジェクトの概要について提案する。子どもは担任、活動

内容などを見て自分の所属するクラスをきまる。いずれも完全縦割り編成となる。

クラス名は「工務店」「ファーム」「おもしろ料理店」「劇団きのくに」「クラフト

館」 、和歌山の小学校

（ ）成果の検証

学校でいちばん楽しいのは……

子どもの村の職員の条件……

学力は大丈夫？

３３．．よよくく考考ええるる子子どどもものの親親子子関関係係

（１）伸びる子と伸びにくい子

（２）創造的に考える子どもが育つ家庭

親子関係テスト

ニイルのことば

「困った子というのは、

実は不幸な子である。。

彼は内心でたたかっている。

その結果として外界に向かってたたかう。」

表１・中学校卒業生の進学先での成績
（中間試験・期末試験での平均成績順位）

年 度 学年平均人数 卒業生平均順位
２００９ ２３８ ２８
２０１０ ２１４ １７
２０１１ ２８７ ３３
２０１２ １９４ １７

３ 大人からのことばかけの工夫

キーワードは「受容」、体で抱っこ、ことばでも抱っこ

①① 子子どどもものの言言動動ををよよいい面面かからら認認めめるる

例 「まだ半分残ってるよ」→「もう半分は済んだね」

② 能能動動的的ななきききき方方……子どもの言動を評価しないで聞く。

例 「シイタケ食べるのイヤだ」

「好ききらいはいけません。がまんしてたべてみなさい。」

→「そうか、シイタケはたべる気にはなれないか。」

③ 自自分分でで気気づづくく……「注意」から「気づいてもらう」へ

例 「だめ、あぶないじゃないの。気をつけなさい。」

→「おっと、だいじょうぶかな？」

④ 私私メメッッセセーージジ……道徳を持ち出さないで正直な気持ち伝える

例 「機関銃かってくれなきゃいやだ。」

「人殺しをするような子は悪い子です。」

→ 「人を殺すおもちゃは、お母さんはどうしても好きになれない

んだよ。」

６．おわりにあたって

参考文献

ニイル（堀訳）：新訳・ニイル選集・全 巻、黎明書房、

同（同） ニイルのおバカさん― ニイル自伝、 （ ⁆）

デューイ（宮原誠一訳）：学校と社会、岩波文庫

デューイ（松野安男訳）：民主主義と教育・上、下、岩波文庫

堀 真一郎：ニイルと自由な子どもたちーサマーヒルの理論と実際、 、黎明書房

同 ：きのくに子どもの村の教育―体験学習が中心の自学校の二十年、 、

黎明書房 、新新装版

同 ：体験学習で学校を変える―きのくに子どもの村学園の歩み

黎明書房

同 ：教育の革新は体験学習からー堀 真一郎教育論文集、 、黎明書房
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内容などを見て自分の所属するクラスをきまる。いずれも完全縦割り編成となる。
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館」 、和歌山の小学校
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例 「シイタケ食べるのイヤだ」

「好ききらいはいけません。がまんしてたべてみなさい。」

→「そうか、シイタケはたべる気にはなれないか。」

③ 自自分分でで気気づづくく……「注意」から「気づいてもらう」へ

例 「だめ、あぶないじゃないの。気をつけなさい。」

→「おっと、だいじょうぶかな？」

④ 私私メメッッセセーージジ……道徳を持ち出さないで正直な気持ち伝える

例 「機関銃かってくれなきゃいやだ。」

「人殺しをするような子は悪い子です。」
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2022年度第28回FDフォーラム
第5分科会　2023年2月23日（木・祝）　14：00～17：00
「グローバルに活躍できる人材の教育に大学はどのように貢献するか　ー混沌とした世界で主体性を発

揮できる人材の育成に向けてー」

生徒たちの主体性を育む環境づくり〜学校の「常識」を疑え！

2023年1月25日
金　正泰（キン　ジョンテ）

特定非営利活動法人GLOCAL

 

NET　代表
コリア国際学園中等部高等部　前校長

大阪つくば開成高等学校　教員

金正泰（きんじょんて）と申します。

本フォーラム第5分科会のテーマに沿って、「グローバルに活躍できる」、「主体性を発揮できる」ことの
意味と、コリア国際学園、大阪つくば開成高校、NPO法人GLOCAL

 

NETでの教育経験について紹介さ
せていただきます。

1. 目の前の問題に向き合うことで常識の歪みが見えてくる　コリア国際学園での教育改革につい

て

常識が違う人たちとともに暮らすことで、自分の「常識」を疑ってみる。

・ルールがなくなると自分で考えるようになる。

・決定権のある諮問会議。

・いつでも柔軟にルールを変更できる環境。

アイドルを目指す生徒のためのK-POP・エンターテインメントコースができた。
・学校でK-POP？
・やりたいことが思いっきりできる環境をつくる。

・「やらなければならないこと」に気づく。

2. 通信制高校が目指す新たな学びの価値観　大阪つくば開成高校での教育経験

「Catch

 

Your

 

Dream！」この学校はあなたが創る学校です。
・「普通」がない。誰もが普通。

・学校を「どう使うか？」は自分次第。

・異文化を受け入れる心はこういう環境から生まれる。

豊富な専門コース、セレクト科目、特別活動

・やりたいことを選んでやる。

・判断と選択の実体験

・高校生も主体的に学びたい。

3. 子どもたちを学校から解放する　NPO法人GLOCAL

 

NETの取り組み
グローバルに活躍できる人材とは？

・世界（宇宙）で起きていることに対する主体的な態度

・世界で起きていることを知る。見る。交わる。

・世界に友だちをつくる。

家庭と学校（塾）とそれから…
・家庭と学校（職場）ではない場をつくる。

・新しい出会いが感動できる体験をする。

・同世代ではない人たちとも心を開けるように。

4. まとめ

金　正泰　特定非営利活動法人GLOCAL NET 代表、コリア国際学園中等部高等部 前校長 
        　大阪つくば開成高等学校 教員
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NETでの教育経験について紹介さ
せていただきます。

1. 目の前の問題に向き合うことで常識の歪みが見えてくる　コリア国際学園での教育改革につい

て

常識が違う人たちとともに暮らすことで、自分の「常識」を疑ってみる。

・ルールがなくなると自分で考えるようになる。

・決定権のある諮問会議。

・いつでも柔軟にルールを変更できる環境。
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・やりたいことが思いっきりできる環境をつくる。
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3. 子どもたちを学校から解放する　NPO法人GLOCAL
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2022年度第28回FDフォーラム
第5分科会　2023年2月23日（木・祝）　14：00～17：00
「グローバルに活躍できる人材の教育に大学はどのように貢献するか　ー混沌とした世界で主体性を発

揮できる人材の育成に向けてー」

生徒たちの主体性を育む環境づくり〜学校の「常識」を疑え！

2023年1月25日
金　正泰（キン　ジョンテ）

特定非営利活動法人GLOCAL

 

NET　代表
コリア国際学園中等部高等部　前校長

大阪つくば開成高等学校　教員

金正泰（きんじょんて）と申します。

本フォーラム第5分科会のテーマに沿って、「グローバルに活躍できる」、「主体性を発揮できる」ことの
意味と、コリア国際学園、大阪つくば開成高校、NPO法人GLOCAL

 

NETでの教育経験について紹介さ
せていただきます。

1. 目の前の問題に向き合うことで常識の歪みが見えてくる　コリア国際学園での教育改革につい

て

常識が違う人たちとともに暮らすことで、自分の「常識」を疑ってみる。

・ルールがなくなると自分で考えるようになる。

・決定権のある諮問会議。

・いつでも柔軟にルールを変更できる環境。

アイドルを目指す生徒のためのK-POP・エンターテインメントコースができた。
・学校でK-POP？
・やりたいことが思いっきりできる環境をつくる。

・「やらなければならないこと」に気づく。

2. 通信制高校が目指す新たな学びの価値観　大阪つくば開成高校での教育経験

「Catch

 

Your

 

Dream！」この学校はあなたが創る学校です。
・「普通」がない。誰もが普通。

・学校を「どう使うか？」は自分次第。

・異文化を受け入れる心はこういう環境から生まれる。

豊富な専門コース、セレクト科目、特別活動

・やりたいことを選んでやる。

・判断と選択の実体験

・高校生も主体的に学びたい。

3. 子どもたちを学校から解放する　NPO法人GLOCAL

 

NETの取り組み
グローバルに活躍できる人材とは？

・世界（宇宙）で起きていることに対する主体的な態度

・世界で起きていることを知る。見る。交わる。

・世界に友だちをつくる。

家庭と学校（塾）とそれから…
・家庭と学校（職場）ではない場をつくる。

・新しい出会いが感動できる体験をする。

・同世代ではない人たちとも心を開けるように。

4. まとめ

金　正泰　特定非営利活動法人GLOCAL NET 代表、コリア国際学園中等部高等部 前校長 
        　大阪つくば開成高等学校 教員

2023 2 23

2022 28 FD

5

テクニオンとの学術交流の概観

• 国際的な研鑽機会の提供による研究者の研究力強化（協働研究プロジェクト、若手研究者交流事業）
• 海外留学経験を得たグローバル人材の育成（協定派遣・受入及びサマースクール）
• 理工系人材の裾野拡大（海外特別講演会、高校生への出張講義）
• 徳島の産業界を支える企業家の育成（カスタマイズドプログラム、アントレプレナーシップ教育の強化）

研究者

テクニオンとの交流事業をとおして実現

学生 地域・その他

徳島大学における国際連携の目的:国際プレゼンスの向上

⑤海外特別講演会・高校生への出張講義
・世界の研究フロンティアを開拓・牽引する最先端研究に触れる機会の提供

・高校生への訴求及び徳島大学の魅力発信

①協働研究プロジェクト
先進性、卓越性及びイノベーション性を備えた

先端科学研究の実施と研究者交流

②（博士課程後期学生・PD）若手研究者交流事業

協定派遣・受入及びサマースクール
世界最先端の研究・教育環境での海外留学経験を提供

③カスタマイズドプログラム
イスラエルの起業マインドを学ぶ機会の提供

➃アントレプレナーシップ教育の強化
徳島の産業界を支える企業家の育成

徳島国際サイエンス研究所
徳島県を基盤として、世界レベルで活躍できる優秀な
研究者・技術者の育成

若手研究者の研究能力獲得による高度研究人材及び
新領域を切り拓く／専門性を越え活躍する人材を育成

地方大学事業
徳島大学のグローバル化推進
キラリと光る徳島大学の実現

地域への貢献

徳島大学独自事業
徳島大学のグローバル化推進
国内外から優秀な人材の受入

本学医学部医学科卒業生の例
国連薬物・犯罪事務所（UNODC）
のプログラム専門官として、
世界中で活躍中
(マヒドン大学大学院 公衆衛生、
WHOインターンを経験)

徳島大学のグローバル人材

福井　清　徳島大学 副学長（テクニオン連携担当）

スライド1

スライド2
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報 告 者

第
６
分
科
会

大学教育と福祉課題～大学での支援のあり方を考える～

伊東 みさき　大谷大学 学生支援部 キャリアセンター チームリーダー /

　　　　　　 障がい学生支援チーム

松山　　 廉  公益財団法人京都市ユースサービス協会 事務局次長

岡﨑   祐司  佛教大学 副学長／社会福祉学部 教授

第６分科会

コーディネーター

准教授

孔 　　栄鍾　佛教大学 社会福祉学部 講師

中野 加奈子　大谷大学 社会学部 
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○本分科会のねらい
大学には、さまざまな障害を持ちながら学ぶ学生がいる。大学生活の中で、初めて障害に気づくことに

なる学生もいる。ヤングケアラーであったり、経済的な問題などを抱えている学生も存在し、大学の中で「福
祉課題」が顕在化することがある。こうした学生たちは、授業やゼミで学習に集中できない状況によって
自信を失ったり、自己実現の機会を奪われていることも多い。

しかしながら、福祉課題を抱える学生を発見しづらい状況があり、特に発達障害や生活面での課題は潜
在化しやすい。さらに、学生が直面する困難に対して、大学はどのように支援したら良いのか戸惑うこと
も多い。

本分科会では福祉課題を抱える学生の発見や具体的な支援のあり方について、実際に学生をサポートす
る大学の教職員と子ども・若者支援に関わる外部機関から報告者を招き、大学教育での福祉課題に対する
サポートのあり方について共に検討した。

＜日時・場所＞　2023 年 2 月 24 日（金）09：30 ～ 11：30・オンライン開催

○報告の概要
まず第 1 報告として、大谷大学学生支援部キャリアセンター障がい学生支援チームの伊東みさき氏より、

困難を抱える学生に対する大学の支援体制と支援事例についてご報告いただき、具体的実践の中で気づい
た学生支援の課題についてお話しいただいた。事例では、在学中だけではなく、卒業後の進路・就職まで
継続支援を行っている体制についても紹介していただき、大きな学びとなった。またそれを実現するため
には、学内を含めて外部機関と連携しつつ進めていくことが不可欠であるとのご指摘は、とくに重要だと
感じた。

続いて第 2 報告では、公益財団法人京都市ユースサービス協会事務局次長の松山廉氏より、若者への相談・
地域活動・就労支援など学外（地域社会）における様々な支援事業についてお話しいただいた。松山氏か
らは「コロナ禍の⼈間関係の変化とそこから見える課題に対して青少年育成の場でできることとは何か」
について、具体的な現状のデータと事例を紹介していただき、いまの若者が感じている混乱やそれに対す
る支援の困難さなどがリアルに伝わった。とくに、外部機関としての大学への期待と要望について、「大学
も支援機関もしくはその入り口となり、外部機関を積極的に活用してほしい」とのご発言は印象的であった。

以上の報告内容を踏まえて、最後の第 3 報告では、佛教大学副学長・社会福祉学部教授の岡﨑祐司氏に
より、現代日本社会において学生が置かれている環境や、その中で生活上の問題が起こるプロセスについ
てご解説いただいた。さらに、それらに対する政策的課題を含めて、大学での課題と取り組みについてお
話しいただいた。とくに、大学における支援システムと教職員の活動の基本として「Education」に加えて

「Care, Community, Connection」の重要性を強調しつつ、教職員と学生との関係について「指導的かかわ
りだけでなく、ケア的なかかわりも可能」とのご指摘からは、これからの大学教育を考えるうえで、大き
な示唆を得ることができた。 

※	 報告の詳細は、この後の添付資料をご参照いただきたい。

＜タイムスケジュール＞
09：30	 趣旨説明（中野 加奈子）
09：35	 報告 1.
		  「困難を抱える学生のキャリア支援〜卒業後の人生を見据えて〜」（伊東 みさき）

〈第 6 分科会〉

大学教育と福祉課題
～大学での支援のあり方を考える～

佛教大学　社会福祉学部　講師  孔　　栄鍾
大谷大学　社会学部　准教授  中野　加奈子

コーディネーター
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09：55	 報告 2.
		  「青少年育成の場で浮かび上がる若者の生活課題と大学への期待」（松山 廉）
10：15	 報告 3.
		  「若者支援政策と学生の学びの保障」（岡﨑 祐司）
10：35	 休憩（質問・コメントの受け入れ） 
10：40	 ディスカッション（孔 栄鍾）
11：10	 質疑応答

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
以上の報告をうけて、ディスカッションの時間では登壇者からの補足説明及び、登壇者間での意見交換

を行なった。
学生の卒業後の人生を見据え社会の中で相談できる場所を確保していくことが重要であること、早期に

外部機関と繋がることで、学生に複数の相談場所ができ、より一層学生生活の充実が図れる、という意見
が述べられた。

ディスカッションの後には、Google フォームを通して参加者からいただいた質問やコメントについて回
答する時間を設けた。

まず参加者より「障がい学生支援チームの活動に教員はどのように関わっているのか」「大学教育と福祉
課題という点で学生支援における大学間格差があるのではないか」などの質問があり、各登壇者それぞれ
の立場から意見が交わされた。また、「学生のキャンパスライフ（サークル活動、友達作り等）や福祉的支
援への取り組みは軽視、後回しされている」「学生の置かれている社会的状況の変化を念頭に、ケア的な関
わりを意識しつつ教育に当たらねばならない」などのコメントもいただいた。

今回の分科会を通して、様々な福祉的課題を抱えている学生に対する大学での支援のあり方ついて改め
て考える機会となり、今後の大学教育、教職員と学生との関係づくり、学生への指導・支援、外部機関と
の連携などについてヒントを得られたのではないかと考える。不安や悩みを抱える学生が安心して学びを
続ける場を作っていくうえで、大学教員としての課題が山積していることを実感した貴重な時間であった。

ただし、時間の関係で、登壇者と参加者が議論を深めるというよりは、問題提起にとどまってしまった。
多くの参加者との交流が深められるよう、今後工夫が必要かもしれない。

最後に、登壇されたみなさま、参加されたみなさまに感謝申し上げたい。また FD フォーラムの開催に
むけてご尽力いただいた事務局のみなさまにも深く感謝したい。

困難を抱える学生のキャリア支援
～卒業後の人生を見据えて～

大谷大学学生支援部キャリアセンター
障害学生支援チーム

伊東みさき

目次

2

1. 本学の支援体制

2. ケース①～卒業後の学外機関利用

3. ケース②～在学中の学外機関利用

自己紹介

3

名 前 伊東みさき

出身地 ⾧野県

出身大学 大谷大学文学部社会学科

職 歴
2001年～ 学生課（現：学生支援課）

2004年～ 教務課
2017年～ キャリアセンター

1. 本学の支援体制

 本学の支援方針
入学前からの相談体制を強化し、
社会人としての自立に向けて
一人ひとりが必要とする支援を図る

4

1. 本学の支援体制
 本学の支援体制（事務）

2022年10月 障がい学生支援チーム設置

 横断型
 月1回のMT（情報交換）

入学センター、学生支援課、教務課、
キャリアセンター、図書・博物館課、
教育研究支援課、総務課

5

1. 本学の支援体制

6

 大谷大学の配慮制度について
障がいや疾病で大学生活や修学に不安や困難のある学生が、少しでも安

心して楽しく大学生活が送れるよう、支援の方法について一緒に考えてい
ます。

特に修学上、合理的配慮が必要として学生が求めてきた場合には、ニー
ズに沿って必要な支援を協議し提供しています。そのことを大谷大学では
「配慮制度」と呼んでいます。
「配慮制度」は、学生本人の要望と「診断書」などの根拠資料を基に、

学校医と面談をした上で、配慮内容を決めていきます。
その上で、配慮学生の履修担当教員へ「配慮依頼文書」として、合理的

配慮の内容を明文化してお知らせしています。

伊東　みさき　大谷大学 学生支援部 キャリアセンター チームリーダー／
             障がい学生支援チーム 

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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困難を抱える学生のキャリア支援
～卒業後の人生を見据えて～

大谷大学学生支援部キャリアセンター
障害学生支援チーム

伊東みさき

目次

2

1. 本学の支援体制

2. ケース①～卒業後の学外機関利用

3. ケース②～在学中の学外機関利用

自己紹介

3

名 前 伊東みさき

出身地 ⾧野県

出身大学 大谷大学文学部社会学科

職 歴
2001年～ 学生課（現：学生支援課）

2004年～ 教務課
2017年～ キャリアセンター

1. 本学の支援体制

 本学の支援方針
入学前からの相談体制を強化し、
社会人としての自立に向けて
一人ひとりが必要とする支援を図る

4

1. 本学の支援体制
 本学の支援体制（事務）

2022年10月 障がい学生支援チーム設置

 横断型
 月1回のMT（情報交換）

入学センター、学生支援課、教務課、
キャリアセンター、図書・博物館課、
教育研究支援課、総務課

5

1. 本学の支援体制

6

 大谷大学の配慮制度について
障がいや疾病で大学生活や修学に不安や困難のある学生が、少しでも安

心して楽しく大学生活が送れるよう、支援の方法について一緒に考えてい
ます。

特に修学上、合理的配慮が必要として学生が求めてきた場合には、ニー
ズに沿って必要な支援を協議し提供しています。そのことを大谷大学では
「配慮制度」と呼んでいます。
「配慮制度」は、学生本人の要望と「診断書」などの根拠資料を基に、

学校医と面談をした上で、配慮内容を決めていきます。
その上で、配慮学生の履修担当教員へ「配慮依頼文書」として、合理的

配慮の内容を明文化してお知らせしています。

伊東　みさき　大谷大学 学生支援部 キャリアセンター チームリーダー／
             障がい学生支援チーム 

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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2. ケース①～卒業後の学外機関利用
 Aさん
入学時 ： 卒業後 外国語（英語）教員希望

本人・家族の困りごと無し
配慮制度利用無し

第3学年9月 実習参加基礎資格不可
↓

企業就職へ進路転換
7

2.ケース①～卒業後の学外機関利用
履歴書作成（自己分析）各種ガイダンス
コミュニケーションセミナー
↓
受診 発達障害（ADHD）精神障害（うつ病）
↓
＜卒業後＞就労移行支援機関
↓
＜卒業1年半後＞一般企業内定

8

2.ケース①～卒業後の学外機関利用

9

 目が合うことは
ない

 表情が髪で見え
ない

 声が聞こえない
ぐらい小さい

 基本沈黙

 たまに目が合う
 できない事柄に

気づく
 会話は単語

 困り事が出てく
る

 会話の単語使用
が減る

 たまにはにかむ

 身につけたい
社会力がみつか

る
 卒業式に

ハイタッチ
 目が合う、笑う、

声にハリがある
 内定獲得時、

ハイタッチ

3. ケース②～在学中の学外機関利用
Bさん
入学時： 本人・家族の困りごと無し

配慮制度利用無し（～卒業まで）

第2学年 発達障害（ＡＳＤ）手帳取得
発達支援センター利用
配慮制度利用無し

10

3. ケース②～在学中の学外機関利用
第3学年 ※卒業まで全て継続

コミュニケーションセミナー
はあとふるコーナー・新卒応援HW利用
アルバイト

第４学年
障害学生対象インターンシップ（4日間）
＜卒業後＞就労移行支援機関

11

4. まとめ

12

 学内の支援体制

 学外機関への相談・利用

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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2. ケース①～卒業後の学外機関利用
 Aさん
入学時 ： 卒業後 外国語（英語）教員希望

本人・家族の困りごと無し
配慮制度利用無し

第3学年9月 実習参加基礎資格不可
↓

企業就職へ進路転換
7

2.ケース①～卒業後の学外機関利用
履歴書作成（自己分析）各種ガイダンス
コミュニケーションセミナー
↓
受診 発達障害（ADHD）精神障害（うつ病）
↓
＜卒業後＞就労移行支援機関
↓
＜卒業1年半後＞一般企業内定

8

2.ケース①～卒業後の学外機関利用

9

 目が合うことは
ない

 表情が髪で見え
ない

 声が聞こえない
ぐらい小さい

 基本沈黙

 たまに目が合う
 できない事柄に

気づく
 会話は単語

 困り事が出てく
る

 会話の単語使用
が減る

 たまにはにかむ

 身につけたい
社会力がみつか

る
 卒業式に

ハイタッチ
 目が合う、笑う、

声にハリがある
 内定獲得時、

ハイタッチ

3. ケース②～在学中の学外機関利用
Bさん
入学時： 本人・家族の困りごと無し

配慮制度利用無し（～卒業まで）

第2学年 発達障害（ＡＳＤ）手帳取得
発達支援センター利用
配慮制度利用無し

10

3. ケース②～在学中の学外機関利用
第3学年 ※卒業まで全て継続

コミュニケーションセミナー
はあとふるコーナー・新卒応援HW利用
アルバイト

第４学年
障害学生対象インターンシップ（4日間）
＜卒業後＞就労移行支援機関

11

4. まとめ

12

 学内の支援体制

 学外機関への相談・利用

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

スライド13
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「青少年育成の場で浮かび上がる
若者の生活課題と大学への期待」

1

コロナ禍の人間関係の変化とそこから見える課題に対して
青少年育成の場でできることとは何か

公益財団法人 京都市ユースサービス協
会事務局次⾧松山廉

京都市ユースサービス協会とは

設立 １９８８年３月

目的
青少年の自主的な活動の振興を図ることにより、
京都市の青少年の健全な育成に寄与します
職員
6０名近くのユースワーカーが働いています

2

１

京都市ユースサービス協会
ミッション

3

1.若者が本来持っている力を発揮する場づくりをする

・情報を自覚的に選び取る力を得る。
・じっくり自他に向かい合える空間、時間の提供。
・自分の関心、能力を自覚できる機会提供。

2.若者が課題を乗り越えていくための支援をする

･本音でぶつかりあえる機会の提供。
･多様な社会資源を利用するスキルを得る。
･特に必要な若者に対して個別的な支援を行う。

3.若者の市民参加、地域社会への参加を促す

･力や学んだことを社会的な場で試す機会を提供する。
･競い合う、協力し合う、他世代と触れあう経験の機会。

4.ユースサービスの活動を広く知ってもらう

2 4 具体的な京都YS協会の事業について

北

東山

山科

下京

南

伏見

子ども若者総合相談窓口
 ワンストップ型の相談窓口

生活困窮世帯のための学習支援
（中学生学習支援事業）

 生活困窮世帯の主に中学生に対する
学習会

社会的養護自立支援支援
 社会的養護のもとでの生活経験のある

青少年の社会的孤立を予防する事業

若者サポートステーション
 若者の職業的自立を支

4

援
 ニート対策の就労支援

青少年活動センター 中央

 貸館業務
 やりたいを応援するプログラム
 居場所つくり
 ボランティア活動等の育成
 様々な相談
 地域活動
 様々な体験プログラム

様々な協会独自事業及び研究

4

5 京都市ユースサービス協会の
相談業務について

大きく分けて二つの枠組み
「～について相談したい」から始まる

→子ども若者総合相談窓口・サポートステーション
「ねえ、きいて」から始まる相談

→青少年活動センター

5

6 相談統計について

2022年度12月末現在

6

センター 青少年792件
その他209件

1406回
401回

子若支援室 390件 739回 （うち大学生72件）
2021年度
センター 青少年907件 1528回
子若支援室 528件 900回 （うち大学生78件）

松山 廉　公益財団法人京都市ユースサービス協会 事務局次長

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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「青少年育成の場で浮かび上がる
若者の生活課題と大学への期待」

1

コロナ禍の人間関係の変化とそこから見える課題に対して
青少年育成の場でできることとは何か

公益財団法人 京都市ユースサービス協
会事務局次⾧松山廉

京都市ユースサービス協会とは

設立 １９８８年３月

目的
青少年の自主的な活動の振興を図ることにより、
京都市の青少年の健全な育成に寄与します
職員
6０名近くのユースワーカーが働いています

2

１

京都市ユースサービス協会
ミッション

3

1.若者が本来持っている力を発揮する場づくりをする

・情報を自覚的に選び取る力を得る。
・じっくり自他に向かい合える空間、時間の提供。
・自分の関心、能力を自覚できる機会提供。

2.若者が課題を乗り越えていくための支援をする

･本音でぶつかりあえる機会の提供。
･多様な社会資源を利用するスキルを得る。
･特に必要な若者に対して個別的な支援を行う。

3.若者の市民参加、地域社会への参加を促す

･力や学んだことを社会的な場で試す機会を提供する。
･競い合う、協力し合う、他世代と触れあう経験の機会。

4.ユースサービスの活動を広く知ってもらう

2 4 具体的な京都YS協会の事業について

北

東山

山科

下京

南

伏見

子ども若者総合相談窓口
 ワンストップ型の相談窓口

生活困窮世帯のための学習支援
（中学生学習支援事業）

 生活困窮世帯の主に中学生に対する
学習会

社会的養護自立支援支援
 社会的養護のもとでの生活経験のある

青少年の社会的孤立を予防する事業

若者サポートステーション
 若者の職業的自立を支

4

援
 ニート対策の就労支援

青少年活動センター 中央

 貸館業務
 やりたいを応援するプログラム
 居場所つくり
 ボランティア活動等の育成
 様々な相談
 地域活動
 様々な体験プログラム

様々な協会独自事業及び研究

4

5 京都市ユースサービス協会の
相談業務について

大きく分けて二つの枠組み
「～について相談したい」から始まる

→子ども若者総合相談窓口・サポートステーション
「ねえ、きいて」から始まる相談

→青少年活動センター

5

6 相談統計について

2022年度12月末現在

6

センター 青少年792件
その他209件

1406回
401回

子若支援室 390件 739回 （うち大学生72件）
2021年度
センター 青少年907件 1528回
子若支援室 528件 900回 （うち大学生78件）

松山 廉　公益財団法人京都市ユースサービス協会 事務局次長

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

相談の中身

センターにおいて青少年の相談トップ３は①学校
生活全般②進路・就労③余暇の過ごしかた
窓口において大学生の相談トップ３は①将来・進
路②居場所活動③就職

7

8 コロナに関しての相談件数

青少年活動センター
２０２１年度9月まで 75件 ９５回
２０２０年度 275件 ３７５回

こども若者総合相談窓口
２０２２年度11月まで 40件
２０２１年度 32件

8

7

コロナ禍での大学生年代の主な困りご
と

活動の縮小
リモート授業で、質問しにくく、内容がわからなくなった。

実習などができなくなった。

関係がぎくしゃくしても、リカバリーしにくい

学校生活などが楽しくない

外で遊べない

アルバイトなどできず収入の減

就活をどうしたらよいか

コロナ禍での状態は居心地がよかった。元に戻ってしんどい。
→これら多くのものが、緊急事態宣言が明けたことで解消できるものだが、
継続してこのような相談は存在している。

9

9 コロナ禍以降、日々私が感じること

人との関係づくりが苦手な人がより課題と感じるようになった。

→関係づくりの中で、なんとなくできていたことが、意図的、努力、意味づ
けなどが必要になった。

相談に来る人は、相談が苦手な人。ゆえにもっと手軽な状態の時に相談
できない。

コミュニケーションに不安を持つ人が、より不安に。自信をつける場所
がない

潔癖な人にとって、出会いは遠くなった。

これらの課題の早期発見が難しい

コミュニケーションが上手になるのはむつかしいが、場の中で「これで
よい」と思えることは大切だが。

10

11

私たちが考える対応策について

やはり、直接会う場は必要
無理なく関係つくりができる場
様々な出会いの中から、選択肢を広げられる場
感動の共有ができる場

葛藤を生み出す場。
コーディネートしてくれる人がいる場

11

12 大学への要望

大学も支援機関？もしくはその入り口
どう重症化せずに専門機関へつなぐか。
とはいえ、大学で抱えずに。ソーシャルワーカーの存
在は必要では
外部の機関の活用。
自然な出会いの場としての青少年活動センター。出
会って選択肢を広げる場として活用してほしい。
子若窓口はセンター紹介もします。また先生や支援機
関も使えます。

12

13

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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第28回FDフォーラム第6分科会
大学教育と福祉課題 岡﨑祐司（佛教大学）

若者支援政策と
学生の学びの保障

はじめに
• 以下の報告は、わたしの大学教員としての経験、対応してきた事例、学生から
の相談など、事例にもとづいて考察した部分も多くあります。

• しかし、本報告で事例の内容を具体的に示すことはできません。

• 大学内での課題、取り組みの方針は後半で報告し、前半は政策的課題について
考えを述べます。

現代日本社会における若者＞学生（１）
ー日本社会をどうみるか
• 20年以上の新自由主義改革の進行→その継続か、転換か？

• 生き残り競争の激化、縁故資本主義と不平等

• 貧困問題、暴力問題、不平等の深刻化。低賃金、子育て・教育に家計負担が耐
えきれなくなっている。

• ひとり一人が自分らしく生きるための基盤、社会的条件、法的規制、政策責任
が大きく後退

• 物価高騰、環境問題の深刻化、戦争への不安・〝新しい戦前〟…

現代日本社会における若者＞学生（２）
ー大学で学ぶには社会的に条件整備が必要
• 自分らしく生きるための基盤、社会的条件、政策責任が大きく後退

• 学生→＜自立への見通しをもって主体的学ぶ＞条件が整っているか？

• 委縮、忍従、堪えきれるところまで耐えさせる、見通しを持ちきれない

• 経済的問題：貧困、お金に困っている、いつも節約、学費問題…

• 身近な環境：親子関係、家庭内暴力・虐待、健康問題、性被害、差別、介護問
題、孤立…

• 大学のなかでのハラスメント、威圧、理解されないことへのつらさ

学生を支える経済的条件の弱体化
不安定な構造（三角形の底辺の不安定）

学生

学生の
労働

奨学
金

家庭の
経済力

学生

バイト

家庭の経済力

「学費のためのお金なのに」苦学生が直面した生
活保護の壁（NHKホームページ）
• https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221202/k10013908441000.html?utm_int=nsearc
h_contents_search-items_009

• 「2022年10月、熊本地方裁判所が行政の決定を覆す判決を言い渡し、SNS上で大きな
反響を呼びました。熊本県が70代の夫婦の生活保護を『ある理由』で打ち切ったこ
とを違法と判断したのです。その理由とは、この夫婦（＝祖父母）と暮らしていた孫
娘の収入が増えたこと。当時、孫娘は看護師を目指して看護専門学校で学びながら
病院で働き、学費を賄っていました。県は、孫娘が稼いだお金を祖父母の家計に充
てれば生活保護は必要ないと考えていたのです。」2022年12月2日

• 2022年10月17日「熊本地方裁判所の判決について、県は17日、内容を不服として控
訴しました。」

岡﨑　祐司　佛教大学 副学長／社会福祉学部 教授

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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第28回FDフォーラム第6分科会
大学教育と福祉課題 岡﨑祐司（佛教大学）

若者支援政策と
学生の学びの保障

はじめに
• 以下の報告は、わたしの大学教員としての経験、対応してきた事例、学生から
の相談など、事例にもとづいて考察した部分も多くあります。

• しかし、本報告で事例の内容を具体的に示すことはできません。

• 大学内での課題、取り組みの方針は後半で報告し、前半は政策的課題について
考えを述べます。

現代日本社会における若者＞学生（１）
ー日本社会をどうみるか
• 20年以上の新自由主義改革の進行→その継続か、転換か？

• 生き残り競争の激化、縁故資本主義と不平等

• 貧困問題、暴力問題、不平等の深刻化。低賃金、子育て・教育に家計負担が耐
えきれなくなっている。

• ひとり一人が自分らしく生きるための基盤、社会的条件、法的規制、政策責任
が大きく後退

• 物価高騰、環境問題の深刻化、戦争への不安・〝新しい戦前〟…

現代日本社会における若者＞学生（２）
ー大学で学ぶには社会的に条件整備が必要
• 自分らしく生きるための基盤、社会的条件、政策責任が大きく後退

• 学生→＜自立への見通しをもって主体的学ぶ＞条件が整っているか？

• 委縮、忍従、堪えきれるところまで耐えさせる、見通しを持ちきれない

• 経済的問題：貧困、お金に困っている、いつも節約、学費問題…

• 身近な環境：親子関係、家庭内暴力・虐待、健康問題、性被害、差別、介護問
題、孤立…

• 大学のなかでのハラスメント、威圧、理解されないことへのつらさ

学生を支える経済的条件の弱体化
不安定な構造（三角形の底辺の不安定）

学生

学生の
労働

奨学
金

家庭の
経済力

学生

バイト

家庭の経済力

「学費のためのお金なのに」苦学生が直面した生
活保護の壁（NHKホームページ）
• https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221202/k10013908441000.html?utm_int=nsearc
h_contents_search-items_009

• 「2022年10月、熊本地方裁判所が行政の決定を覆す判決を言い渡し、SNS上で大きな
反響を呼びました。熊本県が70代の夫婦の生活保護を『ある理由』で打ち切ったこ
とを違法と判断したのです。その理由とは、この夫婦（＝祖父母）と暮らしていた孫
娘の収入が増えたこと。当時、孫娘は看護師を目指して看護専門学校で学びながら
病院で働き、学費を賄っていました。県は、孫娘が稼いだお金を祖父母の家計に充
てれば生活保護は必要ないと考えていたのです。」2022年12月2日

• 2022年10月17日「熊本地方裁判所の判決について、県は17日、内容を不服として控
訴しました。」

岡﨑　祐司　佛教大学 副学長／社会福祉学部 教授

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

生活上の問題が起こってから、困難な状況に落ち
陥る速度が速い→個人の心の健康、意欲に与える悪影響

問題の発生

家族の病気・介護

バイトの中断

困窮・生活困難

国民最低限の公的保障の
欠落

家庭の経済問題セイフティネットが機能
していない

健康で文化的な最低限度
の生活の水準

支援対象、福祉課題をかかえる学生…
一部の学生か？
• 高校生→学生→職業世界にある若者全体の状況

• 社会的に弱い立場、厳しい状況におかれている

• 生活を支える制度的保障がない・自立を支える条件がない

• 生活上の困難・課題→家族責任・自己責任の政策スタンスと制度運営

• 家族主義、家族と個人の「耐性」に任せる日本の社会保障政策の破綻

就学の保障という観点からの若者政策
• 高学費問題→学費無償化政策

• アルバイトの労働条件、ブラックバイトをなくす←労働監督行政の強化

• 就学を保障する観点からのアルバイト雇用規制

• 最低賃金の引き上げ

• 「子どもの貧困」？→子どものいる家庭の貧困＝大人の貧困問題対策

• 医療費負担軽減・無償化、居住政策

若者がかかえる介護問題とは
人間の「生」の活動を阻まれているしんどさ
• 若者が介護者・家事担当者として、自分の学習や社会活動、個人生活に必要な
時間を相当程度削って（学習、社会活動、個人生活に支障や不自由さを感じ、
それが⾧期に継続する）役割を果たさなければならない

• 家族主義、家族と個人の「耐性」に任せる福祉サービス政策の転換

• 必要充足、現物給付、ケア・介護を必要とする個人の「生活の質」、「健康」
に焦点をあてた福祉サービス保障、医療保障

• 介護者とはっきり自覚できないが、不満やしんどさを抱える学生

大学における支援システムと教職員の活動の基本

学生
Care

ConnectionCommunity

Education

なぜ、care, community, connectionが重要なのか
（１）大学教育において、授業＋学びのコミュニティづくりは一体である。

（２）学生支援は、a)個別支援システム＋b)教職員との「つながり」縁

＋c )コミュニティから形成される。

（３）教職員と学生との関係ー指導的かかわり／ケア的なかかわり

※専門的に学生をケアする場ではないが、ケア的なかかわりは可能

（４）安心して学ぶことができる場としての大学の確立

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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コミュニティづくり、教職員との「つながり」縁
• ゼミ活動、クラブ・サークル
• 大学諸行事の参画・社会貢献
• 当事者グループづくりの支援
• 当事者の声を聞く、共に考える
• 多様な学生の支援に関する教員の理解と、ともに支援方策をつくっていこうと
する姿勢が重要

• 学生への支援・配慮をすることは、教育や評価の公正さ・厳正さを損ねるもの
ではない

個別支援システムと授業配慮
• 学生個別支援を学内の分業の話にとどめるべきではない。

• 個別支援は専門職の配置の必要性、個別性を把握したうえでの「配慮要請」

• 授業等の支援学生のコーディネートの役割（支援学生の成⾧など教育的分析と
評価の共有）

• 教員の創意工夫、技能のアップ、配慮を試みる姿勢

• 当事者といっしょに授業方法（学習方法）、環境整備、教職員間の共有

• 教員は教育に責任をもつ集団としての意志統一、責任遂行が求められる。

ケア的なかかわり
• 教員としての基本は教育的かかわり

• 指導的力を発揮する場面もある。教育には正しい意味で厳しさを伴う。

• ケア的かかわりー傾聴、寄り添う、待つ、共に歩む、withなど

• 「発達障がいがある」、「家庭内に困難を抱えている」、「訴えを明確にもっ
ている」など明確にわかるケースは少ない。

• 一定のかかわりの時間、話せる空間、観察があって、徐々にわかってくる

• 大学と外部機関の連携をどうつくるか

学習権宣言、ユネスコ、1985年3月29日を読み直す
• 学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、想像
し、創造する権利であり、自分自身の世界を読みとり、歴史をつづる権利であ
り、あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させ
る権利である。

• “学習”こそはキーワードである。学習権なくしては、人間的発達はあり得ない。
• 学習権はたんなる経済発展の手段ではない。それは基本的権利の一つとしてと
らえられなければならない。学習活動はあらゆる教育活動の中心に位置づけら
れ、人びとを、なりゆきまかせの客体から、自らの歴史をつくる主体にかえて
いくものである。

自らの反省として
• 財産、経済力、能力など「私的所有」の有無程度に依存する自由、希望や要求
の実現の社会的格差。

• 大学教育、学生の学ぶ権利を社会権的基本権の文脈からとらえ、社会に訴えて
きたか？

• 若者のかかえる困難を共に社会的に解決していこうする「大人」＝大学教職員
の姿勢が問われているのではないか。

• 若者支援政策（若者の生活保障・労働権保障）と大学政策の結びつき

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド17
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コミュニティづくり、教職員との「つながり」縁
• ゼミ活動、クラブ・サークル
• 大学諸行事の参画・社会貢献
• 当事者グループづくりの支援
• 当事者の声を聞く、共に考える
• 多様な学生の支援に関する教員の理解と、ともに支援方策をつくっていこうと
する姿勢が重要

• 学生への支援・配慮をすることは、教育や評価の公正さ・厳正さを損ねるもの
ではない

個別支援システムと授業配慮
• 学生個別支援を学内の分業の話にとどめるべきではない。

• 個別支援は専門職の配置の必要性、個別性を把握したうえでの「配慮要請」

• 授業等の支援学生のコーディネートの役割（支援学生の成⾧など教育的分析と
評価の共有）

• 教員の創意工夫、技能のアップ、配慮を試みる姿勢

• 当事者といっしょに授業方法（学習方法）、環境整備、教職員間の共有

• 教員は教育に責任をもつ集団としての意志統一、責任遂行が求められる。

ケア的なかかわり
• 教員としての基本は教育的かかわり

• 指導的力を発揮する場面もある。教育には正しい意味で厳しさを伴う。

• ケア的かかわりー傾聴、寄り添う、待つ、共に歩む、withなど

• 「発達障がいがある」、「家庭内に困難を抱えている」、「訴えを明確にもっ
ている」など明確にわかるケースは少ない。

• 一定のかかわりの時間、話せる空間、観察があって、徐々にわかってくる

• 大学と外部機関の連携をどうつくるか

学習権宣言、ユネスコ、1985年3月29日を読み直す
• 学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、想像
し、創造する権利であり、自分自身の世界を読みとり、歴史をつづる権利であ
り、あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させ
る権利である。

• “学習”こそはキーワードである。学習権なくしては、人間的発達はあり得ない。
• 学習権はたんなる経済発展の手段ではない。それは基本的権利の一つとしてと
らえられなければならない。学習活動はあらゆる教育活動の中心に位置づけら
れ、人びとを、なりゆきまかせの客体から、自らの歴史をつくる主体にかえて
いくものである。

自らの反省として
• 財産、経済力、能力など「私的所有」の有無程度に依存する自由、希望や要求
の実現の社会的格差。

• 大学教育、学生の学ぶ権利を社会権的基本権の文脈からとらえ、社会に訴えて
きたか？

• 若者のかかえる困難を共に社会的に解決していこうする「大人」＝大学教職員
の姿勢が問われているのではないか。

• 若者支援政策（若者の生活保障・労働権保障）と大学政策の結びつき

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド17
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〈第 7 分科会〉

ポストコロナで遠隔授業をどのように活用できるか

京都外国語大学　外国語学部　教授  畑田　彩
コーディネーター

○本分科会のねらい
新型コロナウイルスの感染拡大による大学休講措置は、新たな教育方法を見出す契機となった。遠隔授

業（オンライン授業）はその最たるものであろう。新型コロナウイルス感染症との付き合い方を知り、通
常の生活に戻りつつある現在、多くの大学では対面授業が再開している。しかし、「遠隔授業」には利点も
多くある。遠く離れた大学との共同学習のしやすさ、チャットでの一対一の対応が可能になったことで学
生との距離が近づいた大人数対象の講義、場所を選ばず授業ができる・受けられる利便性などである。せっ
かく獲得した「遠隔授業」の技術、設備を今後活用しないのはあまりにもったいないのではないか。そこで、
本分科会では①他大学との協働授業、② DX を活用した授業運営、　③海外からの遠隔授業の 3 つの事例に
ついて話題提供していただき、遠隔授業の地点と問題点を整理したうえで、ポストコロナでの遠隔授業の
可能性について考えることを目的とした。

○報告の概要
本分科会では、3 人の登壇者から話題提供をしていただいた。
池田佳子先生（関西大学国際部）からは、関西大学で展開されている COIL （Collaborative Online 

International Learning）についてご紹介いただいた。COIL1.0（2014-2018）でのオンラインでの交流授業、
COIL2.0（2020-2022）での Covid-19 感染拡大のためできなくなった留学の代替となる「オンライン留学」
への変遷と、これから迎える COIL3.0 での発展の可能性（対象はより幅広い層の学生に、オンサイトとオ
ンラインの組み合わせ、教育の質の保証への注目、Society 5.0 への対応）についてお話いただいた。

続いて、エリック・ハーキンソン先生（京都外国語大学国際貢献学部）からは、イマーシブテクノロジー
（没入型技術）を利用したオンライン授業についてご紹介いただいた。福知山公立大学で実施された拡張現
実での地域探索の様子や、京都外国語大学で実施された、同じく拡張現実を用いた学生の故郷紹介、アバター
を用いた模擬国連などの事例のご紹介があり、イマーシブテクノロジーを用いた授業はオンライン授業で
あればこそできる授業であるとの主張があった。

最後に、前川愛先生（京都外国語大学非常勤講師）からは、オランダからの遠隔授業と、大学に出向い
ての対面授業双方を担当されたご経験から、教員側から見た遠隔授業の利点と限界について、話題提供を
していただいた。遠隔授業の利点としては、休講補講を回避できること、教員のワークライフバランスを
健全に保てること、災害時や緊急時の代替手段となり得ることを挙げられた。一方限界としては、授業準
備に時間がかかること、オンライン上にデータを保存し続けることで、CO2 の排出が増加してしまうこと
が挙げられた。世界中のデータセンターが排出する CO2 は、航空業界全体が排出する CO2 に匹敵するため
である。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
分科会後半の質疑応答では、以下のような質問があり、それぞれ登壇者からご回答いただいた。

＜池田先生＞
Q1．COIL という教育方法を経験する前と後で学生はどう変わりましたか？

A1．学生が世界の事情を自分事として捉えることができるグローバル市民の視点を持ち始めたということ
が、一番の成果であると感じています。世界を自分自身の活躍の場所であると、海外から参加する同世代
が考えていることに触発され、自分たちもそう考え始めるというきっかけとなっているようです。
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Q2．COIL というシステムを作り上げる上で、一番困難だった点は何ですか？

A2．遠隔授業の規制緩和の議論などが、コロナ禍期でようやく焦点化されてきていますが、大学機関にお
けるオンラインで行う授業活動に対する捉え方、Web2.0 等のツールを用いることに対する抵抗感といった
様々なマインドセットの転換、が一番苦労したところです。

Q3．COIL の利点として「学習に対する質の保証ができる」に興味をもちました。保証できる具体的な事
例などがあれば、ご教示ください。

A3．学習時間のトラッキングが、デジタル活用がされることでしやすくなることが一事例として挙げられ
ます。参加型の活動を教育設計に取り込むことで、個々の学習者の行動（どんな作業においてどういったツー
ルを用いてどんな参加行動を行ったのか）をより網羅し、可視化することが可能になります。また、すべ
ての授業が収録されることで、再度閲覧が可能であり、また講義のフィードバックを後追いで実施するこ
とも可能です。COIL だけではありませんが、教育の DX が進むことで、より教育の質、学習の質を改善す
る取組の具体的な手法が実施可能になると考えます。

Q4．COIL は留学の代替ではないというお話でしたが、＋αの部分について教えていただければ幸いです。
たとえば、特定地域・大学以外との交流などもできるのでしょうか。

A4．渡航して体験する留学と同じ経験をオンラインでさせようというそもそもの考え方が、unlearn すべ
き点です。+alpha という表現も、少し違和感がございます。COIL が実現できる体験としては、例えば、
今政治的な事情により対面で同じ空間で学ぶことはどうしても無理な状況下にある国・地域や、経済的な
事情等で渡航することができない、国際教育経験が自分ができると考えたことがないような学生層も、例
えば先進国である日本やその他の地域の学生と共に学び、対等な立場で意見を述べ、そしてかけがえのな
いその国・地域の様子を教えてくれたりすることができます。この学びは、日本人学生が、欧米諸国など
の先進国に留学しても、おそらく出会わないであろう機会となります。デジタル格差はまだ存在しますが、
パンデミックを経て、国連の活動支援や各国・地域の努力もありインターネット環境の向上は進んでいます。
より多くの層が共に学ぶ機会を享受することができるという特徴が、COIL の可能性だと考えています。

＜前川先生＞
Q5．コロナ禍を経たそれ以後の教育についてです。オンライン授業は、対面授業と同じ物を提供すること
が目標になっていたのだと思いますが、ほとんどの大学では対面授業に回帰しています。私の授業では、
フランスや東京など遠隔地からの講師に担当してもらい、私は教室内で、遠隔地と教室にいる学生との間
をつないでいます。これによって、単なる対面授業ではなく、対面授業の中に、オンライン授業の良さを
取り入れることができました。前川先生は、もしオンライン授業が対面授業と異なる良さがあるとすれば、
どのようなことをされているのか教えて頂けるとありがたいです。講師側のメリットはありますが、むし
ろ学生側のメリットがあるとありがたいです。

A5．講義系の授業において、学生による「全員がそれぞれの意見を素直に先生に伝えられることがオンラ
イン授業の最大のメリットだとおもいます。」という意見が端的に示すように、オンライン授業は出席者の
匿名性が保ちやすい状況ととらえると、学生側はより積極的に自分の考えや疑問を発言できるという良い
面がありました。積極的な意見が出ると、自分とは異なる他者の意見を聞く機会となり、それによってさ
らに自己の考えも深まる、という好循環が見られました。これはオンライン授業のほうが対面授業より教
育効果が高いとポイントと言え、そのメリットは学生によっても認識されていました。

遠隔授業だとその場にいないので質問がしにくい、と思われがちですが、実際に対面授業とオンライン
授業をしてみると、オンライン授業のほうが質問が多く出ました。質問・発言する、というハードルが低
くなるようです。
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＜全員＞
Q6．コロナ禍を経たことで遠隔授業の利点やノウハウが共有されたことは、教育・学習のひとつの発展か
と思います。一方で、学生の状況に合わせたハイブリッド、ハイフレックス授業が見られるようになって
います。効率化や配慮という意味では歓迎すべきアプローチですが、教員の負担も増えると予想されます。
ハイブリッド、ハイフレックス授業について、先生方のご意見をお聞かせください。

A6．
池田先生

教員の「負担」と考えるのか、時代と共にリスキリング・アップスキリングしなくてはいけない「責任」
なのか、それぞれが考えていく必要があるマターだと考えます。とくに高等教育機関に関わる者は、その
時代で活躍できる人材層を輩出することがその役目です。この将来の人材層に必要な教育・育成の機会を
与えられない者ばかりが在するようでは、日本の教育機関はどんどん世界から、そして産業界から見捨て
られていくでしょう。ハイフレックス・ハイブリッド授業は、当たり前の時代となるのが、これだけの人
災を経た私たちに課された宿題だと思います。これを撤退させるのは、あまりにも犠牲が大きすぎたと私
は思います。教育のＤＸは必ず推進させる。そうでなければ、日本社会は取り残される。国外はすでに何
年も前から、コロナ禍前から、推進し、前へ前へと動いています。この危機感をもって、行政レベルでも、
そして教育界においても、スキルアップの習慣と文化を醸成していかなければならないと思います。教員
層一人ひとりが、「負担」としか考えられない社会にしてしまわないように、動かなければならないと、ご
意見を聞いて感じました。

ハーキンソン先生
Hybrid and high-flex classes involve combining in-person and online learning, giving students more 

flexibility in how they attend class. While these models offer several advantages to students, they may 
also present challenges for teachers.One potential challenge is that teachers may need to develop new 
skills to teach in a hybrid or high-flex environment. For example, they may need to learn how to use new 
technology tools, adapt lesson plans for online delivery, and manage both in-person and remote students 
simultaneously. Another challenge is that teachers may need to spend more time preparing for classes, as 
they will need to create materials and activities for both in-person and online students. Additionally, they 
may need to devote extra time to managing the logistics of hybrid and high-flex classes, such as 
scheduling office hours and providing technical support to students. Universities can support teachers by 
adding more technical staff and support, offering time off to take additional technical training and practice, 
and giving more flexibility to teachers on how they deliver classes.

（DeepL を利用して畑田翻訳）
ハイブリッド授業やハイフレックス授業は、対面とオンラインを組み合わせることで、学生が授業に参
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学生は頭に入ってこなくてしんどいらしく、適当な配分で「画」が切り替わることも見る側の集中を切ら
さないためには必要です。そうすると、準備が増えますし、新しい内容にはまた新しい「画」作りとなり、
作業が増えると言えばその通りだと思います。遠隔授業で集中を途切れさせない、教育効果を下げないた
めには、教員の労働量が増えている、ということを雇用者側が認識することも必須となります。

2023/2/24 第28回FDフォーラム 第7分科会 9:30-12:00

ポストコロナで遠隔授業を
どのように活用できるか

コーディネーター
畑田 彩
（京都外国語大学外国語学部）

 はじめに

「新型コロナウイルス」の感染拡大

2020年4月16日
全国に緊急事態宣言が発令
不要不急の外出を控える「外出自粛」が浸透
要・急であるはずの大学教育も大きな影響を受ける

私たち人類にとって未曽有の危機

グローバル化によってウイルスは日本にも侵入・拡大

 文部科学省からの通知（その1）

令和2年3月24日
令和2年度における大学等の授業の開始等について

3．遠隔授業の活用について

（1） 今後、学生の学修機会を確保するとともに、
感染リスクを低減する観点から、いわゆる面接授業
に代えて、遠隔授業を行うことが考えられること。

文科省は遠隔授業を推奨

https://www.mext.go.jp/content/20200324-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf

 「新型コロナウイルス」に対する大学の対応

遠隔授業を
実施する 検討中 実施予定なし

国立大学 54校 (72.0%) 21校 (28.0%) 0校

公立大学 33校 (45.8%) 39校 (54.2%) 0校

私立大学 360校 (59.9%) 230校 (44.6%) 11校 (0.7%)

全体 478校 (63.9％) 315校 (42.1％） 11校 (1.5% )

遠隔授業の導入

ほぼすべて(98.5%)の大学が遠隔授業を実施または
実施を検討すると回答

https://www.mext.go.jp/content/20200324-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf

 文部科学省からの通知（その2）

令和2年7月27日
本年度後期や次年度の各授業科目の

実施方法に係る留意点について

1. 本年度後期や次年度の各授業科目の実施方法を
検討するに当たっての基本的な考え方について

・・・地域の感染状況や、教室の規模、受講者数、教育効
果等を総合考慮し・・（中略）・・・、感染対策を講じた上での
面接授業の実施が適切と判断されるものについては面接
授業の実施を検討していただき・・・

文科省は対面授業の再開を求める
大学は徐々に対面授業に移行

https://www.mext.go.jp/content/20200727-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf https://www.mext.go.jp/content/20221129-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf

令和4年の大学等における授業実施方針等に関する調査

 対面授業再開から2年後の授業形態

5割以上を対面に 1,161/1,163(99.8％)
7割以上を対面に 1,145/1,163(98.5％)

授業形態 大学数
全面対面で可能 745校

ほとんど対面で可能 348校
7割が対面で可能 52校
5割で対面が可能 16校
3割が対面で可能 1校

ほとんど遠隔で実施 1校
全面遠隔で実施 0校

畑田　彩　京都外国語大学 外国語学部 教授
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 ポストコロナへの移行

2023年5月8日
Covid-19が
インフルエンザと同等の感染症第5類に移行

大学生活もコロナ前の生活に戻る？

 すべてを対面授業に戻すべきなのか？

COVID-19で得た遠隔授業の方法論を
活用しないのはもったいないのでは？

遠隔授業・ハイフレックス授業の利点

障がいを持つ学生への「合理的配慮」の一つ
になりうる

大講義ではむしろ双方向性が増す

VRの活用などはデジタルでなければ学べない
教員も学生も研究との両立がしやすくなる

天候不良時（暴風雪警報など）の代替手段

海外の大学との連携授業がしやすくなる

遠隔授業の事例を共有し、利点と問題点を整理し、
ポストコロナでの遠隔授業のあり方を考える

 本分科会の目的とタイムスケジュール（変更あり）

9:40-10:10 COIL3.0を共創するー次世代の国際教育のあり方の探求ー
（関西大学国際部 池田佳子氏）

10:10-10:15 小休憩（チャットで質問をお寄せください）

10:15-10:45
イマーシブテクノロジー（没入型技術）と

ヴァーチャルトラベル（仮想旅行）による文化交流
（京都外国語大学国際貢献学部 エリック・ハーキンソン氏）

10:45-10:50 小休憩（チャットで質問をお寄せください）

10:50-11:20 �����の��の������教��の����
（京都外国語大学非常勤講師 前川 愛氏）

11:20-11:25 小休憩（チャットで質問をお寄せください）

11:25-12:00 質疑応答・パネルディスカッション

<タイムスケジュール＞

スライド7

スライド9

スライド8
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COIL3.0を共創する
次世代の国際教育の在り方の探求

関西大学国際部
池田佳子
Keiko IKEDA

パンデミックという黒船来航

オンラインで行う「国際交流」への反応は
群盲象を評す」の如く

〇

一つのみを見て、自分の考えだけが真理で、
他は非であると考えてしまう

〇

渡航留学に「とってかわってしまう」実践
として排他的な意見もあった

https://www.jtbbwt.com/education/trend/detail/id=2098

池田　佳子　関西大学 国際部 教授
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コロナ禍になり、あれよという間にモビリ
ティ（渡航留学活動）が不可能に

〇

すがる思いでオンライン教育へと切り替える
中、「留学」の代替品としての位置づけで

COIL/VEを導入

〇

様々なEdTechの台頭も同時にスタートし、
テクノロジーを活用する国際交流教育

は奨励された

WFH
Wo rk From Home

WFA
Wo rk From Anywhere

WWA
Wo rk With Anyone

Choudhury, et. al. (2019)
Is it time to let employees work from anywhere? (Harvard 
Business Review)

WFH to WFA (Working From Anywhere) Shift

Digital Natives & Z Generations
Connected.

Immediate response, immediate feedback 
expected.

Must be shown, not just talked about.

ENGAGING

PARTICIPATORY

COMMUNITY-BASED

DE-CENTRALIZED

NO-ONE THING FITS ALL

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

Digital BadgeのイメージMetadata for each digital badge
(IIGE運営委員会にて監修）

次世代の国際教育をどう考えるか
コロナ禍と同時期に、世界も大きく変化している

World Affairs |

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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h
ttps://www.voanews.com/a/priceless-paper-refugees-get-ids-for-new-lives-in-poland-/6492689.html

今この時にも、世界の越境者は増え続けている
Ukrainian refugees talk near a special application point at the National Stadium in 
Warsaw, Poland, while waiting in line to apply for Polish ID Numbers, March 19, 2022.

1
9

今この時にも、越境者は増え続けている

https://youtu.be/rBwgfyn-SKE
2

0

T ranscend-Learning.org

news/world-us-c nada-56

CHAUVINISM XENOPHOBIA JINGOISM

コロナ禍の打撃は、多様な人々と共生し、共に成長するための「エネルギー」を奪いつつある。今
一度、ダイバーシティ＆インクルージョンの火をともし、意識的に推し進めなくては

2
1

いけないのが今の世界の現状である。

Affairs in Japan |

世界の中の「ベンチマーク」に日本が上がらなくなってきている。

日本社会の変容に追いつき担う層を育てる喫緊の必要がある。

スライド19

スライド22スライド21
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ttps://www.meti.go.jp/shingikai/economy/mirai_jinzai/pdf/20220531_1.pdf

未来人材ビジョン
日本社会の変容において、多様性を理解するマインドセットが
より求められている。

未来人材ビジョン
h

ttps://www.meti.go.jp/shingikai/economy/mirai_jinzai/pdf/20220531_1.pdf

しかし
これからの変容を担う層を育てる喫緊の必要がある。

Diversity, Equity, and Inclusion 
Sustainable Development Goals 
Global Citizenship Education
多様性、公平性、包摂性 持続可能な開発目標

地球市民としての意識教育

国際教育に今一層強く求められているのは このようなマインド醸成
を、まずは学生層に、そして教育界にかかわるすべての層、そして社
会全体にに対して波及していくことである

産業界はいち早くこれらの重要性に対して動きをみせている
教育界の「周回遅れ」は、ポストコロナ禍フェーズでは改善されるべき

COIL3.0
ポスト・コロナ禍期の社会でこの実践をどう生かすべきか
関西大学の事例

スライド25
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スライド30スライド29
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3
1

Multi-Institutional Collaboration beyond Pandemic COIL
COLLABORATIVE ONLINE INTERNATIONAL LEARNING

COIL 4
COIL

関西大学の場合

成熟した自己理解 DEIへの感受性
越境した世界観

「国内外の学生が共に学ぶ」を当たり前（ノーマル）に

A LL RIGHTS RESERVED K.IKEDA(IIGE) Kansai University 
2021

GLOBAL SMART CLASSROOM

スライド31

スライド34スライド33

スライド32

スライド36スライド35
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COLLABORATIVE ONLINE INTERNATIONAL LEARNING

COIL 4
COIL

関西大学の場合

成熟した自己理解 DEIへの感受性
越境した世界観

「国内外の学生が共に学ぶ」を当たり前（ノーマル）に

A LL RIGHTS RESERVED K.IKEDA(IIGE) Kansai University 
2021

GLOBAL SMART CLASSROOM
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スライド34スライド33

スライド32

スライド36スライド35

Umeda GSC-CUBIC

確実に（関大の）ネクストノーマルとなるのは「インクルーシブな国際教育」
より環境に優しく、だれも取り残さず、多様性を生かす国際化

A
LL RIGHTS RESERVED K.IKEDA(IIGE) Kansai University 

2021

P hysical Mobility as 
International Education has 
been rather exclusive than 
inclusive.

Global learning is the process of diverse people collaboratively analyzing and addressing complex
problems that transcend borders (Landorf, H., & Doscher, S. P. (2015).
グローバルラーニングとは、国境を越えた複雑な問題を、多様な人々が共同で分析し、対処するプロセス
のことを言う ⇒ 渡航留学重視の国際教育はGLを限定的にしか提供できていない

3 9

次代の形へと突入する世界の（国際）教育の流れ

パンドラの箱をすでに開いて前進する欧州

Via given theCOIL-initiatives students and teachers are 
opportunity to develop various 21st century skills such 
as global citizenship and digital literacy. These acquired 
skills could be recognized via micro-credentials and 
aligned with the curricula of the COIL-involved 
institutions. The design of a mutual language and a 
shared understanding of skills and competences is 
indispensable for this to be successful in a partnership 
between institutions and across countries.

パンドラの箱をすでに開いて前進する欧州-アジアもその好影響を
受け始めている（日本以外?）
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“Even before the student receives his graduation certificate, the 
currency of his knowledge and skills is already starting to erode,” 
added Mr Heng, addressing nearly 300 delegates at the inaugural 
THE Campus Live SE Asia 2022.

The two-day event is organized by Times Higher Education and 
hosted by the National University of Singapore (NUS).

“To respond to these trends, we will need to continuously develop 
each individual across different stages of life,” he noted.

SINGAPORE – Instead of being a one-time launch pad, educational 
institutions can become more like pit stops where workers can 
periodically return to refuel throughout their working life, said Deputy 
Prime Minister Heng Swee Keat on Wednesday.

Emphasising the need for the higher education sector to evolve, he 
added that universities must respond to developing trends such as 
continuing education and digitalisation.

One big shift is towards lifelong learning and preparing workers for
disruptions in their careers, he said, as emerging technologies such
as automation reshape the future of work rapidly.

シンガポール – 教育機関は一過性の発射台ではなく、労働者が生涯
を通じて定期的に燃

料補給に訪れるピットストップのような存在に
なることができると、Heng Swee Keat副首相は水曜日に述べまし
た。

また、高等教育セクターの進化の必要性を強調し、大学は継続教育
やデジタル化などの発展傾向に対応する必要があると述べました。

自動化などの新技術が仕事の将来を急速に変化させる中、生涯学習
とキャリアの崩壊に備えることが大きな転換点である、と同氏は述
べました。

「学生が卒業証書を受け取る前でさえ、その知識とスキルの通貨は
すでに侵食され始めています」と、Heng氏は第1回THE Campus 
Live SE Asia 2022で約300人の代表者に向けて述べました。

この2日間のイベントは、Times Higher Educationが主催し、シンガ
ポール国立大学(NUS)が主管しています。「このようなトレンドに対
応するためには、人生のさまざまな段階において、一人ひとりを継続
的に成⾧させる必要があります」と指摘しました。

生涯学習・継続的な学習・格子垣モデルのキャリア形成に資する
学びを提供することができるのがオンライン型（国際）教育

日本は対応できるか?

h ttps://www.thebeyondjp.com/p04

Thank you! Let’s Connect.
https://www.linkedin.com/in/keiko-ikeda-0423/
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遠隔地からの授業の利点や限界
�教員�の�点から

京都外国語大学非常勤講師
前川 愛

2023/2/24 第28回FDフォーラム 第7分科会
9:30-12:00 経験した授業形式

授業タイプ 配信形式 場 所 時 期

オンラインのみ ライブ オランダから 2020年度

ハイフレックス
（対面とオンライン配信）

ライブ 大学から 2021年度
2022年度

オンデマンドのみ オンデマンド 京都と
オランダから

2021年度
2022年度

授業は講義で、演習、実習は含まない

１．遠隔授業の利点
※教育内容や教育効果ではない利点

おもな利点
休講・補講の回避

ワークライフバランス
その他

適用時
緊急時
通常時
その他

遠隔授業の利点【緊急時】

休講・補講の回避

自然条件による短期的な出講困難

中・⾧期的な移動困難

心理的な困難

物理的移動

手段の困難

物理的移動手段の困難

・台風や大雪などの短期的な移動困難

・コロナと戦争で、個人の移動は国家権力に

よって簡単に制限されうるということが、現実

化した。あるいは、移動需要の減少と、規制に

よって移動手段も失われたり、極端に不便に

なったりする

心理面の困難とは

教員も学生も（とくに留学生で国境を超える場

合）、家族と一度離れると、⾧期にわたって再

合流ができなくなる可能性がある場合、通常時

にできていた移動の心理的ハードルが非常に高

くなる

前川　  愛　京都外国語大学 非常勤講師

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

遠隔授業を活用
大学へ（教員も学生ともに）行けないことが発生しても、遠隔
授業ができる状態を確保していると、授業を継続できる

→ 教員にとっても学生にとっても、後のしわ寄せが減らせる

緊急時は、代理が授業をすればいいとも考えられるが、授業は
準備が必須であり、緊急に代理を引き受けられる人も限られる

遠隔授業の利点【通常時】
労働と家庭への影響／「ワンオペ○○の軽減」
従来、大学教員がパートナーと違う土地で就職した場合、退職まで単
身赴任、別居婚ということがよく見られた

→ その場合、人間の生活のうち、無償労働部分である家庭内のケア
労働などのバランスが悪いことが多い。「ワンオペ〇〇」が多発

→ 対面と遠隔授業を組み合わせて労働（授業）できることによって、
家庭内の「ワンオペ〇〇」が軽減できることにつながる

大学での遠隔労働（リモート勤務）は教員のみならず

ワークライフバランスという観点での遠隔労働の
利点は、大学で働く教員以外の人たちにも同じこ
とが言える。

そのため、遠隔労働が教員の特権としてだけでは
なく、職員全体の働き方の柔軟性を高める方向に
変化するほうが、スムーズに移行できるのでは？

⇒ 働く人が幸せな大学へ・・・

遠隔授業の利点
【その他、⾧期調査中など】
休講・補講の回避

フィールド調査に季節などの限定がある場合も多く、
調査に出ている間も、通信環境さえ確保できれば授
業が継続できる

あるいは、前もって設定した日時でオンデマンドに
するなど、事前準備で工夫できる

（留意点：調査に集中できないなど弊害がある場合
は、遠隔労働が強要されてはならない）

その他
【遠隔地の講師に授業を依頼する】

遠隔地にいて、国内外を問わず最初から大学に
来られないとわかっている人にも、講師を依頼
できる

２．遠隔授業の限界

時差
日本標準時に合わせることで、不健康
なライフスタイルになることも
（例：オランダからは日本の朝9時は夜中の1時か2時でライブ授業は難しい）

地球上の場所による

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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持続性/CO2排出

オンライン授業のデータの保存期間
を設定しておかないと、オンライン
上にデータが残り続けることによっ
て、データセンターのCo2排出につな
がる

授業準備の工夫

授業を準備する際に必要な文献などを、遠隔地でも
同じように用意するため、準備に要する見通しが異
なる。直前に用意をしようとしても、研究環境に
よっては資料が手に入らないことなどもありうる

しかし、前もって準備を入念にすることで、ほぼ解
決できる

学生がオンデマンド視聴を忘れる

アンケートによると、自分の都合の良い時間に視聴す
るメリットがあると同時に、対面の授業よりフレキシ
ブルであるために、受講を忘れることがあるそう

締め切りリマインドを流しても、リマインドを見るこ
とを忘れるらしい

これに関しては教員側にできることが限られる

その他
遠隔授業≒オンライン授業の経営的なメリットの事例

オランダでは、コロナ以前から、オンライン授業が経
営的な観点から活用されていたと聞く

授業は、アップロードされた教員による動画（何年も
使いまわし）を見ることで、学生は大学に来ないこと
が想定されていた

→そもそも学生が全部入る教室もなく履修させていた

これらのオランダでの遠隔授業のなりたち

●オンデマンドで視聴することが基本

●わからないことがある学生は、教室へ来る

●ティーチングアシスタントの大学院生が教室には配置されてお
り、その人たちが学生の疑問に応え、指導する

●オンライン授業は学生をたくさんとるための手段だった。とく
にEU外の留学生が来ると、儲かるため

______________

→  しかし、最近はオランダ政府は留学生受け入れをやめる方針
（2022年12月の政府決定）

理由：教員の負担軽減と住宅不足のため

以上、具体的な経験からの状況の整理でした

ありがとうございました

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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その能力、どうしたら社会で活かせる？
―発達障害のある理工系学生の能力を専門職就労につなげる
ために必要な支援と課題―

三好　 智子  京都ノートルダム女子大学 現代人間学部 教授

藤川   洋子　京都工芸繊維大学 アクセシビリティ・コミュニケーション

　　　　　　 支援センター 特定教授 

佐野 友宇子　オムロン京都太陽株式会社 人事総務課 精神保健福祉士

乾 　  智子　京都新卒応援ハローワーク 就職支援ナビゲーター  
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○本分科会のねらい
発達障害のある学生は得意・不得意の差が大きく、高い能力を持っている場合でも、コミュニケーショ

ンの不得手やこだわりの強さなどの特性から、社会・企業の期待とのマッチングに困難が生じやすい。発
達障害のある人の中には、いわゆる理工系分野に高い能力や資質をもっている人がいる。しかし、その能
力が実際に社会で活かされるには、現状、様々な課題があると思われる。本分科会では、大学・企業・公
的就労支援機関より、取り組みの現状についてご報告いただき、まずはそれぞれの立場での「今、取り組
んでいること・課題となっていること」を共有し、今後の議論につなげることを目的とした。

○報告の概要
はじめにコーディネーターより、本分科会の趣旨説明を行った。
講演１では、京都工芸繊維大学アクセシビリティ・コミュニケーション支援センター特定 教授の藤川洋

子氏が、大学障害学生支援部門における取り組みについて報告を行った。まず、 Society5.0 に向けた人材育
成における STEAM 教育（Science, Technology, Engineering, Arts, Mathematics）の重要性と、発達障害
特性と STEAM 領域の親和性について述べられたのち、理工系を専攻する発達障害学生の「修学期 / 就職
準備期」から「就職活動期」にわたる具体 的な支援について、事例を交えつつ報告がなされた。また、発
達障害学生の能力を活かしていく上ではアセスメントが重要であり、チームでの支援が有効であることが
述べられた。講演２では「発達障がいのある理工系学生の専門能力を活かすための企業としての取組み」
と題して、オムロン京都太陽株式会社人事総務課の佐野友宇子氏が報告を行った。まず、オムロン京都太
陽株式会社の企業理念や会社概要等の説明ののち、理工系学部を卒業した発達障害のある社員への個別の
支援と、周囲を含めた「究極のコミュニケーションの仕組みづくり」について報告がなされた。また、学
生を支援する大学関係者へのメッセージとして、「一人ひとりをしっかり見る」「自己理解と自己発信の支援」

「行動改善（成長）の支援」に加えて、大学と就職先、外部支援機関との連携が重要であることが述べられた。
講演 3 では「ハローワーク特別支援内容～現場での支援と課題～」と題して、京都新卒応援ハローワー

クの乾智子氏が報告を行った。まず、ハローワークが大学と連携して発達障害学生の支援を行うようになっ
た経緯について、近年の発達障害学生の増加や就職状況、就労支援機関の利用状況等をもとに説明がなさ
れた。そして、ハローワークによる「特別支援チーム」の体制と支援の実際について、事例を交えつつ報
告がなされた。最後に、「学業と就職活動の両立」「就職準備と就職活動のスタートの時期」「インターンシッ
プの対応」「定着支援」等が、現在の課題として述べられた。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
全体討論では、改めて「発達障害のある理工系学生が、その資質や専門性を社会で活かすには？」とい

うテーマに対し、社会全体の理解を高めていく必要性や、様々な困難を抱える当事者学生へのメッセージ、
多様な就職の仕方やキャリア形成に関する提言等が述べられた。質疑応答では、精神障害のある学生の定
着支援や職場定着率に関する質問があった。

〈第 8 分科会〉

その能力、どうしたら社会で活かせる？
―発達障害のある理工系学生の能力を専門職就労につなげるために必要な支援と課題―

京都ノートルダム女子大学　現代人間学部　教授  三好　智子
コーディネーター
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その能力、どうしたら社会で生かせる？
ー発達障害のある理工系学生の専門職就労とその支援ー

京都工芸繊維大学アクセシビリティ・コミュニケーション支援センター
特定教授 藤川 洋子 （臨床心理士）

１．Society 5.0 for SDGs

Society 5.0 (スマート社会）

Society1.0（狩猟社会）、2.0（農耕社会）、3.0（工業社会）、4.0（情報社会）
に次いで、2016年に採択された（総務省：科学技術基本計画第5期）新たな
未来社会のキャッチフレーズ

サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済的
発展と社会的課題（貧困・差別など）の解決を両立する新たな社会。

⇒ 障害者差別解消法(2016)もその一環

Society 5.0 for SDGｓ
・スマートシティ ・自動運転システム ・遠隔治療 ・無人店舗 ・VRの活用

２．大学に求められる役割

企業から見るとこうらしい
(「提言：新しい時代（Society5.0）に対応した大学教育改革の推進－主体的な学修を通じた多
様な人材の育成に向けて－」 2022.1.18 経団連発表）

【欲しい人材】

・イノベーションを起こせる人材

・新たな価値を創造できる人材

・グローバル・リーダーとなりうる人材

【その能力として必要とされるのは】

① リテラシー（数理的推論・データ分析力）

② 論理的思考力・規範的判断力

③課題発見・解決能力

④未来社会を構想・設計する力

⑤高度専門職に必要な知識

でしょうね

【その資質として必要とされるのは】

①失敗を恐れずに挑戦する姿勢

②自己肯定感

③忍耐力とリーダーシップ

④チームワーク

⑤学び続ける力

【日本の研究力の低下と企業の対応】

① 若手研究者の経済的困窮（ポスト不足）

② 理工系人材の不足

⇒ ③ 博士人材の企業における採用促進

⇒ ④ ジョブ型インターンシップの試行的実施

うーん

参考：Society5.0に向けた人材育成に係る大臣懇談会（２０１８）

STEM教育
Science 
Technology 
Engineering 
Mathematics

Science 
Technology 
Engineering
Art（芸術）Arts（教養）
Mathematics

Society4.0
情報社会

Society5.0
スマート社会

何何をを美美ししいいとと
思思ううののかか？？

何何がが幸幸せせななのの
かか？？

３．Society5.0に向けての教育とは

STEAM教育

４．STEAMと発達障害

【発達障害特性が指摘されているSTEAM領域の著名人】
ﾆｭｰﾄﾝ､ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､ｱﾗﾝ･ﾁｭｰﾘﾝｸﾞ､ｱﾝﾃﾞｨ･ｳｫｰﾎｰﾙ、ｸﾞﾚﾝ･
ｸﾞｰﾙﾄﾞ､ｽﾃｨｰﾌﾞ･ｼﾞｮﾌﾞｽﾞ､ｲｰﾛﾝ･ﾏｽｸ、ｵｰﾄﾞﾘｰ･ﾀﾝ、 ﾋﾞﾙ･ｹﾞ
ｲﾂ 等
☆ASD（自閉スペクトラム症）特性：対人相互性の障害・こだわり
☆ADHD特性：注意欠如・衝動性/多動性

☆これまでに、障害を理由に本学AC支援センターを訪れ
「合理的配慮」（障害者差別解消法）を受けたり、検討した
学生のうち、８０％が発達障害です

藤川　  洋子　 京都工芸繊維大学 アクセシビリティ・コミュニケーション支援センター
           

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

          特定教授　
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ー発達障害のある理工系学生の専門職就労とその支援ー

京都工芸繊維大学アクセシビリティ・コミュニケーション支援センター
特定教授 藤川 洋子 （臨床心理士）

１．Society 5.0 for SDGs

Society 5.0 (スマート社会）

Society1.0（狩猟社会）、2.0（農耕社会）、3.0（工業社会）、4.0（情報社会）
に次いで、2016年に採択された（総務省：科学技術基本計画第5期）新たな
未来社会のキャッチフレーズ

サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済的
発展と社会的課題（貧困・差別など）の解決を両立する新たな社会。

⇒ 障害者差別解消法(2016)もその一環

Society 5.0 for SDGｓ
・スマートシティ ・自動運転システム ・遠隔治療 ・無人店舗 ・VRの活用

２．大学に求められる役割

企業から見るとこうらしい
(「提言：新しい時代（Society5.0）に対応した大学教育改革の推進－主体的な学修を通じた多
様な人材の育成に向けて－」 2022.1.18 経団連発表）

【欲しい人材】

・イノベーションを起こせる人材

・新たな価値を創造できる人材

・グローバル・リーダーとなりうる人材

【その能力として必要とされるのは】

① リテラシー（数理的推論・データ分析力）

② 論理的思考力・規範的判断力

③課題発見・解決能力

④未来社会を構想・設計する力

⑤高度専門職に必要な知識

でしょうね

【その資質として必要とされるのは】

①失敗を恐れずに挑戦する姿勢

②自己肯定感

③忍耐力とリーダーシップ

④チームワーク

⑤学び続ける力

【日本の研究力の低下と企業の対応】

① 若手研究者の経済的困窮（ポスト不足）

② 理工系人材の不足

⇒ ③ 博士人材の企業における採用促進

⇒ ④ ジョブ型インターンシップの試行的実施

うーん

参考：Society5.0に向けた人材育成に係る大臣懇談会（２０１８）
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何何をを美美ししいいとと
思思ううののかか？？

何何がが幸幸せせななのの
かか？？

３．Society5.0に向けての教育とは

STEAM教育

４．STEAMと発達障害

【発達障害特性が指摘されているSTEAM領域の著名人】
ﾆｭｰﾄﾝ､ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､ｱﾗﾝ･ﾁｭｰﾘﾝｸﾞ､ｱﾝﾃﾞｨ･ｳｫｰﾎｰﾙ、ｸﾞﾚﾝ･
ｸﾞｰﾙﾄﾞ､ｽﾃｨｰﾌﾞ･ｼﾞｮﾌﾞｽﾞ､ｲｰﾛﾝ･ﾏｽｸ、ｵｰﾄﾞﾘｰ･ﾀﾝ、 ﾋﾞﾙ･ｹﾞ
ｲﾂ 等
☆ASD（自閉スペクトラム症）特性：対人相互性の障害・こだわり
☆ADHD特性：注意欠如・衝動性/多動性

☆これまでに、障害を理由に本学AC支援センターを訪れ
「合理的配慮」（障害者差別解消法）を受けたり、検討した
学生のうち、８０％が発達障害です

藤川　  洋子　 京都工芸繊維大学 アクセシビリティ・コミュニケーション支援センター
           

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

          特定教授　

５．抱えている困難を見分ける

かつては軽い障害だとして、大学など高等教育機関では配慮を
受けることがなかった。

↓
社会適応が困難な人（不登校、休・退学、うつ発症、無職者、中
途退職者など）のなかに、高率で、発達障害を有する人が診断さ
れるようになった。

↓
配慮の必要性が理解されるように

↓
聞き取りや心理検査では、「世間に合わせることの難しさ」と「能
力の高さ」に驚かされる

（ex：理解して欲しいことのチェックリスト 個別式知能検査）

６．アセスメントの重要性

理解して欲しいことのチェックリスト

所属 学籍番号 名前

アスペルガー症候群の大学生ー教職員・支
援者・親のためのガイドブック

（ロレーヌ・E・ウォルフら 2017 日本評論

社） より 全9領域95問

理解して欲しいことのチェックリスト（概容）

１．学習と記憶（10問）
□新しい宿題に困惑する

□決断ができない

□興味のあることだけを勉強したい

・・・

２．注意と整理（10問）
□時々集中できない

□ほんの小さなことで気がそれる

□部屋やノートがいつも整理されていない

・・・

３．コミュニケーションスキル（12問）
□社交的な話が苦手だ

□人のいうことを遮るのは難しい

□自分に興味のあることだけを話す

・・・

４．行動（10問）
□考える前に始めることが多い

□同じことはいつも同じようにしたい

□予想外に物事が変化すると動揺する

・・・

５．対人関係のスキル（12問）
□学校で学生と話すのは好きではない

□友達を作るのは私にとってとても難しい

□グループでの課題は難しい

・・・

6．感覚（11問）
□時折周りの声が私の耳には大きすぎる

□他の人に近づきすぎると、びくっとする

□物事は目で見て理解する必要がある

・・・

７．感情（10問）
□学校にいることに、とても神経を使う

□小さいことに反応し過ぎると人に言われる

□よく落ち込む

・・・

8. 健康増進と自己管理（11問）
□時々、あまり食べることができない

□必要な睡眠時間をとっていない

□あまり運動しない

・・・

9. 大学での支援リソースの必要性（9問）
□どうしたら配慮を受けられるのかわからない

□指導教員とのミーティングができない

□学費の支払いに問題がある

７．修学期から就職活動期への支援の在り方

修学期/就職準備期 就職活動期

教員（研究室）による専門性の明確化

専門分野におけるスキル・強味の抽出

・キャリア支援室の利用

・ハローワークによる特別支援

・就労移行支援事業所の利用

障害を開示するか、しないか

・非開示で決まる例

（内定後に障害を告げることも）

・開示して決まる例

・開示して不合格、非開示で合格の例

・どちらも不合格の例

アセスメント
チェックリスト、アセスメントツール、知能
検査を利用しての認知特性の把握

「合理的配慮」の策定と提供

策定の段階で、指導教員（課程長・専攻
長）、保護者と情報共有

支援の実際（心理カウンセリングと並行して）

指導教員の理解、ピア・チューターによ
る学習サポート 、グループワーク、学内
アルバイト経験、チューター経験

（必要に応じて、非常勤精神科医との面
接・医療機関との連携をおこなう）

事例A.B：修学上の「合理的配慮」とキャリア支援

事例A（当日発表）

学部入学から博士前期まで６年間
、当センターでサポートをしたASD
の男子学生。

☆ピアチューターによる支援の在り
方

☆キャリア支援の曲折

事例B（当日発表）

学部留年中に、自ら「発達障害で
は？」と受診し、服薬を始めたＡＳ
Ｄ／ＡＤＨＤの男子学生。

☆障害を乗り越えようとする自ら
の努力

☆指導教員の理解と支援

10．まとめ：その能力を社会で生かすには！

①．本人たちの特性を（環境側が）理解する。

・明示、図示されない相手の意図は汲み取れない

⇒「このメールは、本日中に要返信です」の必要性

・ 「失敗体験」「叱られ体験」が多いため、不安を抱きがち

⇒否定の命令文を使わない

「ダメ！」ではなく、「こうすればいい」

・自己肯定感を上げる対話を心がける

⇒ 当たり前のことでも、できたらOKサインをこまめに出す

②．就職先（障害開示）とは、前もって情報を共有する。

（本人の了解を得て）特性とその背景、本人の価値観などを伝えておく。

③．大学においても、就職先においても、チームでのサポートが有効

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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オムロン京都太陽株式会社
人事総務課
佐野友宇子

0Confidential B ©OMRON KYOTO TAIYO Corporation

FDフォーラム

発達障がいのある理工系学生の
専門能力を活かすための企業としての取組み

発達障がいのある理工系学生の
専門能力を活かすには?

【【オオムムロロンン京京都都太太陽陽のの取取組組みみ】】

葛葛藤藤をを恐恐れれずず、、相相手手にに踏踏みみ込込みみ、、
信信頼頼ででつつななががるる「「究究極極ののココミミュュニニケケーーシショョンン」」でで
自自己己理理解解・・相相互互理理解解・・相相互互成成長長をを促促すす

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation1Confidential B

1.オムロンの企業理念とオムロン京都太陽会社概要

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation2Confidential B

2.オムロン京都太陽が目指す姿
3.オムロン京都太陽の取組み（事例）
4.学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

目次 オムロンの企業理念

「社会的価値」と「事業価値」を創造し続ける

企業の社会的責任の発揮

①職能的重度障がい者の雇用機会創出
事業価値の追求

②事業を通じて顧客満足と収益を確保
社会的価値の創造－共生社会の実現に向けて

③障がい者雇用ノウハウを広く社会に提供

われわれの働きで
われわれの生活を向上し
よりよい社会をつくりましょう（1959年 創業者 立石一真により制定）

オムロン京都太陽の
３つの使命

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation3Confidential B

オムロンの社憲
Our Mission

設 立:1985年 3月
株主構成:オムロン59%・太陽の家38%・その他3%
従 業 員 :生産従事者合計 186名*障がい者数116名で６割以上
事業概要:オムロン製品の製造 *約1,500機種の多品種少量

※2021年4月1日現在

ソケット
44%

3%
6%

7% タイマー
13%

その他
26%

ソケット

光電センサー タイマー

健康機器

電源 製品別
売上比❹

（2020年度）

オムロン京都太陽の企業概要

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation4Confidential B

身 体
66%

知的
22%

精神
12%

肢体
75%

聴覚
14%

内臓 その他
4% 8%
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就労者の62％が障がい者で、その内の10％が精神・発達障がい者

障がい者比❹

身身体体障障ががいい者者76名名

知知的的障障ががいい者者28名名

精精神神障障ががいい者者12名名

障障ががいい者者
62％％

健健常常者者
38％％

10％％

24％％

66％％

弊社サイトで働く障がい者:116名
※オ ムロン京都太陽の障がい者は37名

2021.4.1現在

オムロン京都太陽サイトの人員構成

佐野　友宇子　オムロン京都太陽株式会社 人事総務課 精神保健福祉士

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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オムロン京都太陽株式会社
人事総務課
佐野友宇子
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FDフォーラム

発達障がいのある理工系学生の
専門能力を活かすための企業としての取組み

発達障がいのある理工系学生の
専門能力を活かすには?

【【オオムムロロンン京京都都太太陽陽のの取取組組みみ】】

葛葛藤藤をを恐恐れれずず、、相相手手にに踏踏みみ込込みみ、、
信信頼頼ででつつななががるる「「究究極極ののココミミュュニニケケーーシショョンン」」でで
自自己己理理解解・・相相互互理理解解・・相相互互成成長長をを促促すす

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation1Confidential B

1.オムロンの企業理念とオムロン京都太陽会社概要

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation2Confidential B

2.オムロン京都太陽が目指す姿
3.オムロン京都太陽の取組み（事例）
4.学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

目次 オムロンの企業理念

「社会的価値」と「事業価値」を創造し続ける

企業の社会的責任の発揮

①職能的重度障がい者の雇用機会創出
事業価値の追求

②事業を通じて顧客満足と収益を確保
社会的価値の創造－共生社会の実現に向けて

③障がい者雇用ノウハウを広く社会に提供

われわれの働きで
われわれの生活を向上し
よりよい社会をつくりましょう（1959年 創業者 立石一真により制定）

オムロン京都太陽の
３つの使命

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation3Confidential B

オムロンの社憲
Our Mission

設 立:1985年 3月
株主構成:オムロン59%・太陽の家38%・その他3%
従 業 員 :生産従事者合計 186名*障がい者数116名で６割以上
事業概要:オムロン製品の製造 *約1,500機種の多品種少量

※2021年4月1日現在

ソケット
44%

3%
6%

7% タイマー
13%

その他
26%

ソケット

光電センサー タイマー

健康機器

電源 製品別
売上比❹

（2020年度）

オムロン京都太陽の企業概要
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14%

内臓 その他
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就労者の62％が障がい者で、その内の10％が精神・発達障がい者

障がい者比❹

身身体体障障ががいい者者76名名

知知的的障障ががいい者者28名名

精精神神障障ががいい者者12名名

障障ががいい者者
62％％

健健常常者者
38％％

10％％

24％％

66％％

弊社サイトで働く障がい者:116名
※オ ムロン京都太陽の障がい者は37名

2021.4.1現在

オムロン京都太陽サイトの人員構成

佐野　友宇子　オムロン京都太陽株式会社 人事総務課 精神保健福祉士

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

1.オムロンの企業理念とオムロン京都太陽の会社概要
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2.オムロン京都太陽が目指す姿
3.オムロン京都太陽の取組み（事例）
4.学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

目次 オムロン京都太陽が目指す姿

高 齢者障がい者（身体・知的・精神）

決めたことをやる作業する人 違いを認め・活かすイキイキと働く人

“未来・社会・多様な人財から選ばれる企業”

一般工場 : 業務視点
要件を満たす人材を選んで雇用

オムロン京都太陽:人視点
多様な人財を活かす現場

「誰もが“イキイキ”と働き続けられる現場を創る」
～就労が難しい障がい者の働く機会創出～

外 国人

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation7Confidential B

“イキイキ”の具体化

“退屈”領域
ポカミスの発生確率大

例）一か所はんだ付けを忘れる

スキル
人の技能、体調によって
変動する指標

例）はんだづけ講習で
スキルが上がる
疲労蓄積で”不安”領域に入り、
ミスをする

スキル
技能

体調

“イキイキ”領域
パフォーマンス最大

例）時間も忘れて作業に没頭
生産ペースも自己最高記録

“不安”領域
ミスの発生確率大

例）はんだづけで素子を焦がす

チ
ャ
レ
ン
ジ

スキル

不安

退屈

作業の量

作
業
の
難
し

さ

チャレンジ
作業の難しさと量の掛け合
わせで表現される客観的な
指標

面積＝チャレンジ

公平・公正な評価処遇

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation8Confidential B

チャレンジとスキルを個性に応じて、
バランスさせ、成⾧し続けている

(太)京働き方改革

一人ひとりの“可能性”を信じ、成⾧を追求し続ける

軸 領域

1.オムロンの企業理念とオムロン京都太陽の会社概要

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation9Confidential B

2.オムロン京都太陽が目指す姿
3.オムロン京都太陽の取組み（事例）
4.学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

目次

オムロン京都太陽の取組み（事例）

4月

半
年

後

10月

「現場が疲弊して
仕事にならない」

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation10Confidential B

Aさんのマネージャ

■Aさん（理工系学部卒）
障がい:発達障がい

現状と問題認識、そして挑戦

自分は自分、人は人
距離を置いて関わらない

現実と向き合っていない
相談できずに孤立

見えないものを見ようとしない
業務視点偏重の指導

現 状

挑 戦

人と人を
コミュニケーション

で“つなぐ”
仕組み・風土へ

Aさ ん

リーダ・マネージャ

職 場メンバ
まさに「断絶」

こ、これは
組織の問題だ

これは一体、
何の問題
なんだ‼

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation11Confidential B

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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究極のコミュニケーションの仕組みづくり

あ りのままを受け止める
違いを認め、補完し合う

Web活用した
毎日の対話

Realな対話で
課題に対応

相互理解の輪
Aさんとリーダの潤滑油
心理的距離を近づける

自分を受入れる
自己開示し、助けをもとめる

相互成⾧の輪

オムロン京都太陽ユニークな究極のコミュニケーションで、
ちょっと丁寧なマネジメントを行い、誰もが活躍できる職場をつくる

部下の可能性を信じる
配慮はするが遠慮はしない指導

職場
メンバ

Aさん

人総

リーダ
マネージャ

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation12Confidential B

Aさん、リーダ、人総スタッフで毎日を対話を行った

自由記載コメント欄で日々の出来事や感情を共有

リ
ーダ

人
総

障
がいのある社員

再

度説明しま
すので、安心し
てください。

ゆ っくり休ん
で明日に備
えましょう。

© OMRON KYOTO TAIYO Corporation13Confidential B

Aさんの日々の状況だけでなく、職場全体が見えてきた

心身の状態、業務の様子を日々、日報に入力 自己評価の推移をグラフ化機能によって「見える化」

社⾧ 人総

リーダ マネージャ

社⾧・マネージャ・リーダ・人総で、日報の
記録をベースに1ヵ月を振返る

人総
3者、2者面談での情報を共有。困りご
との解決、職場環境向上等を検討する

人総

3者で主に業務面を中心に
振返る

2者で主に体調、生
活面を中心に振返る

社⾧ 人総

リーダ マネージャ人総

人総人総

支援者会議 3者面談 支援者会議2者面談

人総 Aさん リーダ

定期的に振返りを行うことで、認識のずれがなくなり、問題発見・解決スピードが速まった

組織全体で情報を共有し、問題解決に取り組んだ

日常のコミュニケーションも増え、必要なメンバで都度話し合うことが組織文化になりつつある

Aさん

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation14Confidential B Confidential B 5©OMRON KYOTO TAIYO Corporation1

居眠り
疲れやすい
睡眠がうまく取れない
集中が継続しない

自分の仕事の遅れ
周りについていけない
イライラ、不信感、サポート
で時間ロス
外部からの批判

要
5

眠気に気づき、自分で
居眠りを回避する行動
を行う。周囲は行動を
理解する

周りはその場で起こし、注意する。
23時までの就寝を指導（ 家庭でも
実施）。

Aさんは通院・服薬。
リーダは職場環境を整備、会議で
の役割付与

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・

●
●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ ●
●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●
●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

事象見える化シート（行動特性と対応策)
行動特性を見える化し、指導すべきものと容認すべきものを整理。対応策を決め、実行

S tep1
職場では好ましく
ない行動を
洗い出す

S tep2
行 動と障がい特
性を整理する

S tep６
行 動変容を促す対

策を考える
Aさん&周囲

S tep3
好 ましくない行動
によって起こる
問題を明確化

S tep4
指 導の
必要性
を評価

S tep5
ゴ ールイメージ
（ありたい姿）

を描く

職場メンバ

現れた変化

Aさん

リーダ・マネージャ

人視点のマネジメントとは何かが分かった
見えないものに目を向け、心の闇を知った

受け入れてくれる人に出会ったことで、自分と
向き合うことの必要性に気づいた

自分自身を受け入れ、自己開示し、助け
を求められるようになった

配慮はするが、遠慮のない指導ができる
ようになり、部下一人ひとりの強みを活か
すマネジメントができるようになった

気づき 行 動

ありのままを受け止め、適切に付き合え
るようになった

自分たちが無意識に障がいを作り出している
ことに気づいた

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation16Confidential B

組織が個人の能力を活かすために必要なこと

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation17Confidential B

 障がいのある社員だけでなく、周囲も自己理解することで、皆が自分に
できることを考えられるようになる。

自己理解の重要性

相互理解の重要性
 対話を通して、職場の全員がお互いを知ることで、相手の意見や行動の
背景を見ようとする意識が生まれる。

相互成⾧の重要性
 個人間で起こる問題の裏に、チーム課題が隠れている。上司が一人ひとり
の個性・特性にしっかり目を向けることで、個が活き、チームが成⾧する。

 安全に安心して仕事に向かえ、一人では解決できないことに職場全員で
取り組む体制が生まれる。

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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究極のコミュニケーションの仕組みづくり

あ りのままを受け止める
違いを認め、補完し合う

Web活用した
毎日の対話

Realな対話で
課題に対応

相互理解の輪
Aさんとリーダの潤滑油
心理的距離を近づける

自分を受入れる
自己開示し、助けをもとめる

相互成⾧の輪

オムロン京都太陽ユニークな究極のコミュニケーションで、
ちょっと丁寧なマネジメントを行い、誰もが活躍できる職場をつくる

部下の可能性を信じる
配慮はするが遠慮はしない指導

職場
メンバ

Aさん

人総

リーダ
マネージャ
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Aさん、リーダ、人総スタッフで毎日を対話を行った

自由記載コメント欄で日々の出来事や感情を共有

リ
ーダ

人
総

障
がいのある社員

再

度説明しま
すので、安心し
てください。

ゆ っくり休ん
で明日に備
えましょう。
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Aさんの日々の状況だけでなく、職場全体が見えてきた

心身の状態、業務の様子を日々、日報に入力 自己評価の推移をグラフ化機能によって「見える化」

社⾧ 人総

リーダ マネージャ

社⾧・マネージャ・リーダ・人総で、日報の
記録をベースに1ヵ月を振返る

人総
3者、2者面談での情報を共有。困りご
との解決、職場環境向上等を検討する

人総

3者で主に業務面を中心に
振返る

2者で主に体調、生
活面を中心に振返る

社⾧ 人総

リーダ マネージャ人総

人総人総

支援者会議 3者面談 支援者会議2者面談

人総 Aさん リーダ

定期的に振返りを行うことで、認識のずれがなくなり、問題発見・解決スピードが速まった

組織全体で情報を共有し、問題解決に取り組んだ

日常のコミュニケーションも増え、必要なメンバで都度話し合うことが組織文化になりつつある

Aさん
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居眠り
疲れやすい
睡眠がうまく取れない
集中が継続しない

自分の仕事の遅れ
周りについていけない
イライラ、不信感、サポート
で時間ロス
外部からの批判

要
5

眠気に気づき、自分で
居眠りを回避する行動
を行う。周囲は行動を
理解する

周りはその場で起こし、注意する。
23時までの就寝を指導（ 家庭でも
実施）。

Aさんは通院・服薬。
リーダは職場環境を整備、会議で
の役割付与
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問題を明確化
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ゴ ールイメージ
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を描く

職場メンバ

現れた変化

Aさん

リーダ・マネージャ

人視点のマネジメントとは何かが分かった
見えないものに目を向け、心の闇を知った

受け入れてくれる人に出会ったことで、自分と
向き合うことの必要性に気づいた

自分自身を受け入れ、自己開示し、助け
を求められるようになった

配慮はするが、遠慮のない指導ができる
ようになり、部下一人ひとりの強みを活か
すマネジメントができるようになった

気づき 行 動

ありのままを受け止め、適切に付き合え
るようになった

自分たちが無意識に障がいを作り出している
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組織が個人の能力を活かすために必要なこと
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 障がいのある社員だけでなく、周囲も自己理解することで、皆が自分に
できることを考えられるようになる。

自己理解の重要性

相互理解の重要性
 対話を通して、職場の全員がお互いを知ることで、相手の意見や行動の
背景を見ようとする意識が生まれる。

相互成⾧の重要性
 個人間で起こる問題の裏に、チーム課題が隠れている。上司が一人ひとり
の個性・特性にしっかり目を向けることで、個が活き、チームが成⾧する。

 安全に安心して仕事に向かえ、一人では解決できないことに職場全員で
取り組む体制が生まれる。

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

1.オムロンの企業理念とオムロン京都太陽の会社概要
2.オムロン京都太陽が目指す姿

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation18Confidential B

3.オムロン京都太陽の取組み
4.学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

目次

自己理解と自己発信の支援
• 自らの得意、苦手を理解し、周りに発信/説明できる力を養って頂きたい

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation19Confidential B

一人ひとりをしっかり見る
• 違いは当たり前。個性・特性に目を向けて頂きたい

学生をサポートされるみなさんにお願いしたいこと

卒業後に就職先や外部支援機関に上記内容をつないで頂きたい

行動改善（成⾧）の支援
• 変えるべき行動を学生と一緒に考え、変化を温かく見守って頂きたい

ご清聴、ありがとうございました

©OMRON KYOTO TAIYO Corporation20Confidential B
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ハローワーク特別支援内容

～現場での支援と課題～

京都新卒応援ハローワーク
乾 智 子

発達障害学生の支援の経緯

 大学生と大学への支援の経緯

発達障害のある学生の増加

【出典】日本学生支援機構（JASSO）「大学、短期大学及び高等専門学校における
障害のある学生の修学支援に関する実態調査」

 大学・短期大学・高等専門学校では発達障害のある
学生が増加している。…JASSO調査

3
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【 出典】日本学生支援機構（JASSO）「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の修学支援に関する実態調査」

発達障害のある学生の就職状況等

●学外機関との連携による就労支援の取組拡大が報告
☛ 大学等の学内支援体制だけでは十分な就労支援を実
施することの困難さ

5

 大学等の発達障害学生の卒業者で就職する者は半数
に満たない現状がある。…JASSO調査

【出典】日本学生支援機構（JASSO）「大学、短期大学及び高等専門学校における
障害のある学生の修学支援に関する実態調査」

発達障害学生の就労支援機関の利用状況

新卒応援
ハロー
ワークの
利用状況

地域障害
者職業セ
ンターの
利用状況

障害者職業総合センター(2021）:「就労支援機関における発達障害学生の就労支援実態調査」 6

乾　智子　京都新卒応援ハローワーク 就職支援ナビゲーター 

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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ハローワーク特別支援内容
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施することの困難さ

5

 大学等の発達障害学生の卒業者で就職する者は半数
に満たない現状がある。…JASSO調査

【出典】日本学生支援機構（JASSO）「大学、短期大学及び高等専門学校における
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発達障害学生の就労支援機関の利用状況

新卒応援
ハロー
ワークの
利用状況

地域障害
者職業セ
ンターの
利用状況

障害者職業総合センター(2021）:「就労支援機関における発達障害学生の就労支援実態調査」 6

乾　智子　京都新卒応援ハローワーク 就職支援ナビゲーター 

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

令和３年７月特別支援チームの発足

京都新卒応援ハローワークの就職支援ナビゲーターと雇用トータルサポーター（精神
保健福祉士の資格保持者）による一体的・総合的な就職支援サポートチームです。
支援対象となる学生の方それぞれに最適な個別支援計画を立て、支援を行います。

「就職面接で自分のことを理解してもらうのが難しいと感じている」「コミュニケー
ション能力等に自信がない」などの悩みを抱える学生の方に対して、京都新卒応援ハ
ローワークでは特別支援チームにより効果的・集中的な就職支援を行います。

就職支援ナビゲーターの役割

特別支援チームのメイン担当者として、お一人おひと
りに合わせた就職支援を行います。

 応募書類作成の指導や、適職の選択、職業紹介、
模擬面接など就職内定まで同一の担当者が一貫して
サポートします。

トータルサポーターの役割

就職活動に伴う課題の解決や職業生活上の課題の整理、
コミュニケーションスキルの向上等を目的とした就職
準備プログラムの実施などを行います。

企業に対する働きかけ

 障害者に対する先入観の排除
 障害学生に合わせた求人の作成
 障害学生を採用する企業に対し相談や助言

 助成金
 仕事サポーター養成講座の紹介
 就労定着支援

就労定着支援

新たな職場環境への適応や人間関係の構築等で困難を抱えるものが多いことから
定着支援を実施

サービス内容
就職直後や一定期間の経過後に、必要に応じて職場定着の支援を行う
職場での適応状況の把握、悩みや問題に対しての相談
本人の希望や事業所の承諾を得て職場訪問の実施
職場環境の整備や調整等への助言 など

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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特別支援の具体的な就職支援

•個別支援計画書の作成面談・相談

•就職に関する様々な支援

•就職に必要とする様々な訓練
就職支援

•就職までカウンセリング・訓練

•定着のためのカウンセリング・企業への働きかけ
内定・就職・定着

特別支援を通じて就職した学生①

理系大学 留年あり
精神保健福祉手帳 3級 自閉症スペクトラム
服薬がないためクローズでの就職希望
→後にオープンに変更

学生①の場合
• X年.11月

•

•

カウンセリング開始
OPEN/CLOSE・配慮について・やりたい仕事

仕事へのマインドセット

面談・相談

• X年.12月

•

• X+1年.2月

履歴書の作成・配慮についてのシート・模擬面接

就職活動の振り返り・カウンセリングは継続

訓練スタート 報告の仕方/電話応対/メモの取り方

就職支援

•X+1年.3月

•X+1年.4月

•X+1年.6月

ハローワーク障害者求人に内定・仕事についての具体的な注意点

定着支援開始 月２回電話でのカウンセリング

就職先近くのハローワーク専門相談に定着支援を引き継ぎ

内定・就職・定着

特別支援を通じて就職した学生②

理系大学 休学あり
障害者手帳 なし 診断名双極性障害
服薬有りだがクローズでの就職希望

（就活中は体調良く服薬なし・後に服薬）

学生②の場合

• X年.2月

•

カウンセリング開始

就職活動の進め方・配慮すべきことについて聞き取り
面談・相談

• X年.2月

•

ESの添削・模擬面接実施・就活状況の聞き取り

優先順位付け・内定辞退の仕方
就職支援

• X年.5月

• X年.11月

•

内定取得
就職するまでの気持ちの整理・就職準備について

定着支援について
内定・就職・定着

支援の課題

 学業と就職活動の両立
 就職準備と就職活動のスタートの時期
 インターンシップの対応
 定着支援

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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特別支援の具体的な就職支援
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•

• X+1年.2月

履歴書の作成・配慮についてのシート・模擬面接
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訓練スタート 報告の仕方/電話応対/メモの取り方
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•X+1年.6月

ハローワーク障害者求人に内定・仕事についての具体的な注意点

定着支援開始 月２回電話でのカウンセリング

就職先近くのハローワーク専門相談に定着支援を引き継ぎ

内定・就職・定着

特別支援を通じて就職した学生②

理系大学 休学あり
障害者手帳 なし 診断名双極性障害
服薬有りだがクローズでの就職希望

（就活中は体調良く服薬なし・後に服薬）

学生②の場合

• X年.2月

•

カウンセリング開始

就職活動の進め方・配慮すべきことについて聞き取り
面談・相談

• X年.2月

•

ESの添削・模擬面接実施・就活状況の聞き取り

優先順位付け・内定辞退の仕方
就職支援

• X年.5月

• X年.11月

•

内定取得
就職するまでの気持ちの整理・就職準備について

定着支援について
内定・就職・定着

支援の課題

 学業と就職活動の両立
 就職準備と就職活動のスタートの時期
 インターンシップの対応
 定着支援

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

大切なこと

 得意なこと・不得意なことを社会につなぐ
 学生の就職だけど学生にすべて任せない（確認が大切）
 自分は自分人は人の意識付け

スライド19
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第９分科会

中西　勝彦　京都文教大学 総合社会学部 助教 

山田　剛史　関西大学 教育推進部 教授

佐藤　万知　京都大学 教育学研究科 准教授 

江﨑　洋子　京都文教大学・短期大学 社会連携部 

　　　　　　フィールドリサーチオフィス 職員

学生　３名　京都文教大学 地域連携学生プロジェクト

　　　　　  商店街活性化隊しあわせ工房 CanVas

報 告 者

コーディネーター

第
９
分
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学生が過ごしたコロナ禍の大学生活
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○本分科会のねらい
2020 年４月から新型コロナウイルス感染症予防対策として、各大学はキャンパスの閉鎖やオンライン授

業の実施、課外活動の制限など、様々な対応を行ってきた。そのようなコロナ禍の大学において、大学生
はどのような状況だったのだろうか？

本分科会では、入学当初からコロナ禍だった 2020 年度入学生に焦点をあて、彼らがどのような大学生活
を経験してきたのかを様々な角度から想像、考察することを目的とした。「大学」や「教職員」を主語にす
るのではなく、「学生」を主語にした視点から、今まさにかけがえのない大学生活を過ごす学生に寄り添っ
た議論を行うことを目指した。

なお、本分科会では学生を２つの側面を有する者、すなわち「大学での正課プログラムを通じて学ぶ、
学習者としての学生」と「発達段階における青年期を過ごす、若者としての学生」としてとらえ、特に後
者の側面を重視して議論を展開した。

○報告の概要
本分科会では、①全国の大学生を対象とした量的調査の結果（山田氏）、② 2020 年度入学生を対象とし

たインタビュー調査の結果（佐藤氏）、③コロナ禍の学生活動の実践報告（江﨑氏と学生３名）という、異
なる３つの視点からご発表頂き、コロナ禍の学生の様子を多角的に検討した。以下に各発表の概要を記す。

講演１　山田 剛史 氏（関西大学　教育推進部　教授）
　「コロナ禍に実施された大規模学生調査の結果」

コロナ禍に実施された大規模学生調査（ベネッセ教育総合研究所「第４回大学生の学習・生活実態調査」）
の結果を中心に、〈学習〉〈実感〉〈発達〉の３つの視点からコロナ禍の学生の特徴が説明された。
〈学習〉については、コロナ禍であってもアクティブラーニング型授業は進んでおり、学生の学習への行

動的エンゲージメントは高まった一方で、授業外学習時間は増えておらず、学びに対する受動性は高まっ
ていた。これらの結果について、山田氏は「大学が学生の〈主体性〉を引き出すことに成功していないこ
とを示すものである。その背景には教員と学生の双方の要因が関連しているが、何より学生が『学ぶこと
が好き・楽しい』と感じられていないことが最大の問題ではないか」と指摘した。
〈実感〉については、2020 年度入学生の「学びの充実感」と「成長実感」は他の学年と比べて低いことが

示された。2022 年になって、2020 年度入学生の実感も増えてはいるものの、彼らが１年目に経験できなかっ
たことを取り戻すことはできない。今まさに就職活動を迎えている彼らの様子を大学教育関係者はしっか
りと見ないといけない、との指摘があった。
〈発達〉については、青年期の重要な発達課題であるアイデンティティやレジリエンスに関する指標が「オ

ンラインの割合が高い」「2020 年度入学生」で有意に低かったことが示された。2020 年度入学生は入学当
初に入学式などの行事、友人をつくる機会、キャンパスに通うという身体的経験がなかったことが、彼ら
の発達に影響を与えている可能性が示された。最後に「深い学生理解は大学改革の一丁目一番地である」
という言葉で締めくくられた。

講演２　佐藤 万知 氏（京都大学　教育学研究科　准教授）
　「2020 年度入学生を対象としたインタビュー調査の結果」

2020 年度入学生がどのようなプロセスで大学生になっていくのか、という問題意識のもと行われたイン
タビュー調査の分析結果が示された。抽出された５つの概念について、以下の通り説明がされた。

入学時点における大学や大学生のイメージがコロナ禍での学生生活の原動力になり、かつ、評価軸になっ
ていたこと（原動力としてのイメージ）。2020 年度入学生は、入学式やサークル等の新歓イベント、講義室

〈第 9 分科会〉

学生が過ごしたコロナ禍の大学生活

京都文教大学　総合社会学部　助教  中西　勝彦
コーディネーター

183

第
9
分
科
会



や食堂の利用などの身体的な経験が欠如しているため、大学生という実感を得られていない（身体的経験
の欠如）。そのため、自己認識としては高校の延長線上にいる感覚であり、学習についてもそれまでの学習
方略を誰にも崩されることなくそのまま用いていたこと（高校４年生的経験）。大学生活の経験を語る際、
授業での経験が多く語られたことから、彼らの大学生活を構成するリアリティとして授業の割合が高かっ
たこと（大学生活としての授業経験）。オンライン授業やキャンパス閉鎖に由来する困難さの語りはあるが、
他者との関係における葛藤などの語りは欠如していた。オンライン中心の環境で関わる相手を自らコント
ロールしていたようだ（コントロールされた人間関係）。

最後に、これらのことが、彼らの今後の大学生活やその後の生活にどのような影響を及ぼすのかを継続
的に検証する必要があるとまとめられた。

発表後の質疑応答では、先輩とのつながりによる影響は語られたか、ジェンダーによる大学イメージの
差は見られたか、の質問があった。前者に対しては、学生によっては先輩との交流を経験していたが、通
常の学生生活で経験される「先輩との交流って良いね」というものとは質的に異なる可能性があるとの回
答があった。後者に対してはジェンダーを要素として分析していないため不明であるが、今回の語りで明
確なジェンダー差を示すようなものはなかった、との回答があった。

講演３　江﨑 洋子 氏（京都文教大学・短期大学 社会連携部 フィールドリサーチオフィス　職員）
　「コロナ禍での学生の課外活動」

最初に江﨑氏から京都文教大学の地域連携学生プロジェクト「商店街活性化隊しあわせ工房 CanVas」に
関する説明があった。その後、同団体に所属する学生３名に、コロナ禍で様々な活動が制限される中での
取組みの様子やその際の心境などについて、江﨑氏との対話形式で語って頂いた。

2019 年度入学生である三品さんからは、先輩としてオンラインでの新入生勧誘で苦労したことや工夫し
たこと、周りのメンバーのモチベーションが低下するなか「活動を止めない」ことを意識して活動を行っ
たこと、それでも企画の準備をする度に「本当にできるのか？」「コロナのせいでできなくなるのでは」と
考えてしまっていたこと、卒業式で卒業する先輩にお礼を言えなかったことが悔しかったこと、などの経
験が語られた。

2020 年度入学生である山中さんと倉橋さんからは、ご自身の経験として以下の事柄が語られた。入学当
初は寂しい日々を送っていたこと、CanVas には入学前から入ろうと思っておりメールなどの情報を欠かさ
ずチェックしていたこと、加入後オンラインでしか先輩と関われなかったことでモチベーションが低下し
たこと、初めて対面で先輩と会った時に先輩は実在しているという実感が持てたこと、新たに企画した写
真展の準備作業時に初めて夜の商店街を見て感動したこと、今年度コロナ以前と同様のイベント運営を初
めて経験でき嬉しかったこと、学生で打上げをする時には職員の顔が浮かんでしまい「クラスターを出し
たらどうしよう」と思ったこと、コロナ以前は商店街の人や教職員と一緒に打上げをしていたことを先輩
から聞いていたがそこまではまだ戻っていないこと、などが語られた。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
発表後のパネルディスカッションでは、Google Forms に寄せられた質問に登壇者が回答しながら議論を

進めた。概略は以下の通り。

（1）オンライン授業が多くてもアイデンティティ指標への影響が小さかった人の傾向はあるか？
［山田氏］自分の居場所を持っている人、リアルでもバーチャルでも人とのつながりを切っていない人は

影響を受けていない。オンライン授業の比率は偏差値が高い大学が多いため、高偏差値帯の学生のアイデ
ンティティに影響が出ているとも言える。

（2）2020 年度入学生に対して卒業までの間に大学や教職員はどのような手助けや働きかけができるか？
［山田氏］学生の関心事は就職活動に向いている。彼らがこれまでの大学生活で経験した１つ１つの経験

を意味づけるための伴走やメンタリングができれば良いのではないか。学生が３年間の意味を見出す手助
けをする、ということ。
［佐藤氏］それに加えて、揺さぶりをかけることも大切になるかもしれない。それは卒業論文／研究とい
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う経験になるだろう。卒論の執筆を丁寧に行うことを通じて揺さぶりをかけ、葛藤経験を提供する、とい
うオーソドックスなことでも良いのではないか。

（3）学生調査に関する２つの発表を聞いて、学生の皆さんは実感を持つか？
［学生］実感するところはあった。例えば、量的調査の中にあった「単位を楽に取れる授業が良い」を私

も選ぶと思う。受け身になっている部分があるなと実感する。インタビュー調査の「身体的経験の欠如」
は入学当初の自分自身のことだと実感する。
［山田氏］こんなにしっかりしている（登壇）学生でも、「楽単（楽に単位が取れる）志向」となると、じゃ

あ授業に興味がある人はどこにいるのか？と思ってしまう。ただ、コロナ禍になって通常の生活を送るだ
けでも大変なので、戦略的に楽単志向にならざるを得なかった面もあるかもしれない。いずれにしても、
大学の授業がもっと魅力的にならないといけないだろう。

（4）大学が「ガクチカ（就職活動で聞かれる質問「学生時代に力を入れたことは何ですか？」の略称）」を
提供する場になっていることについてどう考えるか？
［山田氏］正直、就職活動の早期化は勘弁して欲しいが、それを批判してもどうしようもない。学生が「ガ

クチカ」を得るために頑張る、あるいは就職活動に早めに備えるというのは、それだけ学生が将来に対し
て不安を抱いているのだろう。私たちはその事実を受けとめたうえで、学生が安心して学業に取り組める
環境をどのようにつくれるかを考えないといけない。
［中西］そもそも「ガクチカ」とは、立派な活動をしたことを自慢するものではない。活動のプロセスを

丁寧に説明するものである。そのことが誤解されているように思う。「ガクチカ」は結果であって、目的で
はない。しかし、コロナ禍において「ガクチカ」の目的化がより強くなったかもしれない。

（5）CanVas に入ろうと思ったのは、「ガクチカ」のためだったか？（中西→学生）
［三品さん］すでに就職活動は終えたが、就活の中で CanVas の経験をガクチカとして使った。ただ、ガ

クチカのために加入したわけではない。高校生ではできないことをしたい、他の大学生がしないことをし
たいと思ってこの活動に参加した。就活をしていて、ガクチカは「この活動で何を学んだのか」「どのよう
に活動してきたのか」が重要だと実感した。ガクチカを集めるためだけの人とは一味違う、そういう活動
をしてきたと自負している。
［山中さん］就活では CanVas の活動をガクチカとして話そうとは思っているが、そのために入ろうと思っ

たわけではない。イベントの企画や地域と関わりたいと思ってこの団体に入ったし、代表としてこの活動
に命を捧げるくらい頑張った。
［倉橋さん］地方出身でキラキラした大学生活に憧れていた。CanVas の活動紹介を見て、大人数で先輩

後輩と一緒に活動する様子に魅力を感じて飛び込んだ。ガクチカなんて考えてなかった。
［学生］周りから「あなたはガクチカがあって良いね」と言われることはあった。でも、コロナになって

環境も変わり、立場が違えば状況も違うので、そういう人のことをとやかく言うことはできないなと思っ
ている。

（6）�2020 年度入学生の成長実感が低いのは理解できるが、それは遠隔「授業」が決定要因なのか？そも
そも学生の授業への期待値は低いため、「対面」授業が学生の学びの態度にマッチしているだけとも受
け取れるのではないか？

［山田氏］成長実感に関しては、授業が対面から遠隔になったことが直接影響しているわけではないかも
しれない。間接的か他の要因（キャンパスに通えない、活動が行えない）の一つとして遠隔授業を捉える
ことができるかもしれない。

（7）�2020 年度入学生に対する指摘には同感した。2019 年度入学生にも似たような傾向を感じるが、ど
う思われるか？

［佐藤氏］実際に検証していないのでわからないが、おそらく何かしらの影響はあるだろう。長期間コロ
ナ禍の大学生活を送ったことの影響が。ただ、今回の調査は 2020 年度入学生しか対象としていないので、
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2019 年度生はどうなのかはわからない。似たような傾向があることを否定はできないし、質問者が似たよ
うな傾向を感じているのなら、そういうこともあるのかもしれない。
［江﨑氏］学生と接していて、学年による違いは感じない。CanVas の活動に参加する学生は比較的意欲

が高い学生であることも関係していると思う。ただ、加入した人数の違いはある（例年 20 名以上が加入す
るが、2020 年度生の加入は６名）ので、それはコロナの影響だと感じるが、参加しているメンバー間での
違いは感じない。

（8）�今回のような 2020 年度入学生の人生に影響するような問題を指摘する教員があまりにも少ないよう
に感じている。もっと社会的に話題になっても良いと思うがどうか？

［山田氏］これまでこの問題を発信してきた。今後も発信を続けるつもりだが、でも教員にはなかなか刺
さらない。おそらく教員は授業でどれだけ知識を学生に渡せるかが重要だと考えているのではないか。学
生の発達とか成長といったことは、教員の日常の外側にあることなのかなと思わざるを得ない。そういう
点では、職員の方がこういう問題意識を持っているかもしれない。今回のことをきっかけに学生が社会人
になっていく最後の砦として、大学という機関がブリッジングを意識しないといけない。１年後、３年後、
５年後、彼らが幸せに過ごせているかを見ていかないといけない。
［佐藤氏］コロナの制限がなくなって「もとに戻ったね」という表現があるが、それはおかしいのではな

いか。コロナ禍での大学生活の経験は消えるものではない。彼らがこの経験をどのように解釈していくか
はこれからだろう。いずれにしても、この経験がなかったことになるわけではない。コロナ禍の大学生活
が彼らにとっての大学生活であったという事実は変わらない。それは学生に限らず、新任の教職員にも言
えるし、もっと広げると誰だってコロナ禍の影響を受けていると言える。私たちは、この経験が今後どう
解釈されていくのか、どう語られていくのかに注目する必要がある。

（9）�学生が打上げをやったときに「職員の顔が浮かんだ」という話があったが、それは職員の管理者とし
ての色合いが強くなったのではないかと思うが、そういう実感はあったか？（中西→江﨑氏）

［江﨑氏］管理していたと思う。昨年度、商店街で学生が活動するときにユニフォーム（法被）を「着な
いで」と言ったことがある。活動の時はいつも着ていて、商店街の人の認知度も高いユニフォームだった
にもかかわらず、商店街に学生がいると、商店街の人に迷惑と思われてしまうのかなという懸念から「着
ないで」と言った。このことを事前打合せのときに思い出してハッとした。衝撃的だった。コロナ前は伴
走者の色合いが強かった職員が、コロナ禍になってからは管理者の役割を背負うことになった、という変
化は確実にあったと思う。

※会場参加者対象のワークショップの内容は、スライド資料をご参照ください。

� 以上　
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第９分科会
「学生が過ごしたコロナ禍の大学生活」

趣旨説明

コーディネーター:中西 勝彦（京都文教大学）
2023年2月24日（金） ハイブリッド開催

1

大学コンソーシアム京都
2022年度 第28回FDフォーラム

2

もっと知りたい!コロナ禍の大学生

本分科会の趣旨

コロナ禍において大学生はどのような状況だったのだろうか?

本分科会では、主に2020年度入学生に焦点をあて、彼らがどのよう
な大学生活を経験してきたのかを様々な角度から想像します。

「大学は」「教職員は」ではなく、「学生は」の視点から今まさに
かけがえのない大学生活を過ごす学生に寄り添った議論を進めます。

3

学生が有する２つの側面

1.大学での正課プログラムを通して学ぶ、
学習者としての学生

2.発達段階における青年期を過ごす、
若者としての学生

本分科会での学生のとらえ方 なぜ2020年度入学生か

4

 入学直後からコロナ禍の大学生活を送っている
 様々な調査から、他の学年とは異なる様子が窺える
 今まさに私たちの目の前にいる学生である

「全国大学生活協同組合連合
会（2023）第58回学生生活
実態調査（速報）」より作図

学
生生活が「充実している」

「まあ充実している」の合計の推移

結果に対するコメント（調査報告より）
• ほぼコロナ禍前の19年の水準に回復した。
• 現３年も、年々充実度が増し、他学年よりは低いも
のの差は小さくなっている。

• 勉学、友人関係、サークルについても同様の傾向。
• 学生たちは、現実を受け入れ、コロナに何とか対応し
たと言えそうだ。

• 自由記述欄の声も、あきらめたなどの悲観的な声は
あるものの、昨年より大幅に減った。

本日のご発表

5

ご所属 お名前 テーマ

１ 関西大学 山田 剛史 氏 コロナ禍がもたらした学生生活の変化と成⾧・発達への影響
～大規模学生調査の結果を踏まえて～

２ 京都大学 佐藤 万知 氏 2020年度入学生を対象としたインタビュー調査の結果

３ 京都文教大学
江﨑 洋子 氏
学生（三品さん、

山中さん、倉橋さん）
コロナ禍における学生の課外活動についての実践報告

パネルディスカッション ・質疑応答
・コロナ禍において大学生はどのような状況だったのだろうか

質問はGoogleフォームからお寄せください。何度でも投稿できます。
6

会場参加者向け
ワークショップの説明

中西　勝彦　京都文教大学 総合社会学部 助教

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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7

ワークショップの準備 所属

お名前

発表＋パネルディスカッションで
考えたこと、気になったこと

いま考える
「フツーの大学生活」とは

A4白紙を４つに折り、カラーペンで
各枠内に右の点について書いてください。
３つ目、４つ目は文章ではなく、
キャッチコピー的に書いてください。

ワークショップの目的と流れ

8

1. 趣旨説明

2. アイスブレイク「発表の感想を話し合おう」

3. グループワーク「学生のことを知るための方法を考えよう」

4. 登壇者からのコメント、まとめ

 本日の発表およびパネルディスカッションの気づきや学びに
ついて、意見交換を通じて持ち帰れる形にする

 「学生のことを知る」ために、これからの私たちにできるこ
とを、ワークショップを通じて考える。

ワークショップの心がまえ

9

 肩肘張らずリラックス＆楽しみながらご参加ください。

 立場は脇に置き、フラットな関係を意識しましょう。

 限られた時間ですので、みんなで意見交換しましょう。

 発表者はあちこち見て回ります。ご自由にお声掛けください

1 0

アイスブレイク

まずは、ワークメンバーを確定し、
それから「アイスブレイク」を

していきましょう!

アイスブレイク とは
…氷のような「かたい雰囲気」を和らげ、参加者の
緊張をほぐすためのゲームやワークなど

アイスブレイク

11

メンバーと思いを分かち合おうメンバーと思いを分かち合おう

 所属と名前

 発表とパネルディスカッションの感想

 わたしの考える「フツーの大学生活」

12

個人ワーク「ブレスト」個人ワーク「ブレスト」

緑色:学生のことをもっと知るためにできること

ピンク:知った情報を構成員とどのように共有できるか

を個人で考え、付箋紙に書いてください。

１トピック１枚で書いてください!

ワーク①

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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7

ワークショップの準備 所属

お名前

発表＋パネルディスカッションで
考えたこと、気になったこと

いま考える
「フツーの大学生活」とは

A4白紙を４つに折り、カラーペンで
各枠内に右の点について書いてください。
３つ目、４つ目は文章ではなく、
キャッチコピー的に書いてください。

ワークショップの目的と流れ

8
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2. アイスブレイク「発表の感想を話し合おう」

3. グループワーク「学生のことを知るための方法を考えよう」

4. 登壇者からのコメント、まとめ

 本日の発表およびパネルディスカッションの気づきや学びに
ついて、意見交換を通じて持ち帰れる形にする

 「学生のことを知る」ために、これからの私たちにできるこ
とを、ワークショップを通じて考える。

ワークショップの心がまえ

9

 肩肘張らずリラックス＆楽しみながらご参加ください。

 立場は脇に置き、フラットな関係を意識しましょう。

 限られた時間ですので、みんなで意見交換しましょう。

 発表者はあちこち見て回ります。ご自由にお声掛けください

1 0

アイスブレイク

まずは、ワークメンバーを確定し、
それから「アイスブレイク」を

していきましょう!

アイスブレイク とは
…氷のような「かたい雰囲気」を和らげ、参加者の
緊張をほぐすためのゲームやワークなど

アイスブレイク

11

メンバーと思いを分かち合おうメンバーと思いを分かち合おう

 所属と名前

 発表とパネルディスカッションの感想

 わたしの考える「フツーの大学生活」

12

個人ワーク「ブレスト」個人ワーク「ブレスト」

緑色:学生のことをもっと知るためにできること

ピンク:知った情報を構成員とどのように共有できるか

を個人で考え、付箋紙に書いてください。

１トピック１枚で書いてください!

ワーク①

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

3

13

グループワーク「共有しよう」グループワーク「共有しよう」

各意見の詳細を説明しながら、模造紙に貼り出していきます。

似たような意見は近くに配置し、カテゴリごとにまとめます。

まとめることがゴールではなく、
知恵を共有することがゴールです

ワーク①
スライド13
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1
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日本の場合，学生の大半は1
8
歳〜2

2
歳の年齢

層であり，発達段階でいうと青年期後期に当た
る。学校から社会へと移行し，また，子どもから大
人へと移行する重要な時期である。この時期は，
移行を遂げるために与えられた猶予期間（モラト
リアム）であり，様々な物事に傾倒（コミットメント）
する役割実験の期間でもある。その期間に，他者
との親密な関係や親との適切な関係を築くこと，
自身のアイデンティティや価値観を確立すること，
社会に出るために必要な力を身につけ自立する
こと等の心理社会的な発達を遂げる。 (

pp.7-8)

教育にせよ，学生支援にせよ，情報発信（教材提
示・動画配信）等一方向的な伝達に終わらせず，
対面に比べて交換・感受できる情報に限りがある
オンラインであったとしても，双方向的なコミュニ
ケーション（関わりやつながり）を確保することが極
めて重要である。他者との関わりやつながりに
よって，学生は学び成長し続けることができるので
ある。 (

p.9)
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2020年度入学生を対象とした
インタビュー調査の結果

第28回FDフォーラム
京都大学教育学研究科准教授 佐藤万知

本研究の背景
 2020年4月より、新型コロナウイルス感染症予防を目的に、多くの大学がキャン

パスの閉鎖やオンライン授業への移行に踏み切った。
 オンライン授業の満足度は比較的高い。

e.g. 文部科学省（2021）の調査では、約６割の学生がオンライン授業の満足度
にポジティブな回答（「満足（13.8％）」「ある程度満足（43.1％）」）

 一方で、当時2年生は、他学年と比べて、オンライン授業満足度や理解度が低い
傾向（e.g.九州大学，2020;関西大学，2021）。

 学生生活の充実度（2020年度）に関しては、特に当時2年生の充実度が著しく低
下［１年生の充実度:2019:89.4％→2020:56.5％］（全国大学生活協同組合連合
会，2021）。
2021年度の同調査においては、当時１年生（80.6％）より当時２年生
（70.8％）の方が充実度が低い（全国大学生活協同組合連合会，2022）。

2020年度入学者は他の学年とは違う状態にあることが推察される

本研究の目的
 大学生は多様な生き残り戦略を用いて大学内外の生活を送っている主体的な存在

であり、経験を通じて大学生として社会化している（武内，2008）
 大学生は青年期の発達段階にあり、他者や大学との関係がアイデンティティ形成

における重要な要素となっている（吉川・粟村，2014）

当時学部２年生が他の学年と異なる回答傾向にあるのは、コロナ禍での大
学生活経験において、通常の学部１年生が経験するようなことを経験でき
ていないからではないか。

本研究の目的
 2020年度入学者がコロナ禍の大学生活でどのような経験をしてきたのか
 その経験が大学観や大学生観にどのような影響を与えているのか（大学

観:自分にとっての大学という場の意味づけ，大学生観:自らの大学生と
しての価値観

の２点について明らかにする。

本研究の概要
認識論的立場
• 「経験」は客観的に存在するのではなく，語られることで構築されるという立場。

すなわち，本研究で明らかにすることを目指す「経験」は，現時点で振り返った時
に意味づけされる「経験」

インタビュー調査の実施
対象:2020年度入学生、12名（異なる３つの大学）
方法:zoomを使用したオンラインインタビュー（半構造化面接法）
時期:2021年5月～10月
主な質問項目:

• 受験時から入学に至るまでの流れ
• １年次の前期・後期授業の様子
• 入学前に抱いていた大学や大学生活に対するイメージや期待
• 大学生としての実感

分析の手順
 承諾を得てレコーディングした音声データを逐語録に変換
 逐語録を複数名の分析者が精読し、各調査協力者の大学生活経験の要約を作成
 分析者同士での議論を通して、2020年度入学者特有の大学生活経験に関する概念を抽出

インタビュー協力者一覧
NO 事例 性別 実施 大学 居住形態 学部の規模 担当

1 A M 8月 X大学 実家 小（約60名） I

2 B F 8月 X大学 下宿 小（約60名） II

3 C F 9月 X大学 実家 小（約60名） III

4 D M 10月 X大学 下宿 小（約60名） I

5 E F 10月 X大学 実家 小（約60名） II

6 F M 10月 X大学 下宿 小（約60名） I

7 G F 10月 X大学 下宿 小（約60名） I

8 H M 8月 Y大学 下宿 中（約150名） I

9 I F 8月 Y大学 下宿 中（約150名） I

10 J F 5月 Z大学 下宿 大（約200名） I

11 K F 5月 Z大学 下宿 大（約200名） I

12 L F 5月 Z大学 実家 大（約200名） I

インタビュー結果
原動力としてのイメージ

入学前に抱いていた大学・大学生のイメージや期待
e.g.「人生の夏休み」「キラキラ」「ドラマのような」「先輩らといっぱい
遊ぶ」「とにかく楽しむ」「授業外の自由」「同じような価値観を持った人
と友達になりたい」「教員と仲良くなりたい」「面白い人と出会いたい」

これらのイメージを原動力として行動する（e.g. 議論するために人と人が出
会う場をつくる，ツイッターのハッシュタグで××大学というのを探しコ
ミュニティに入る，アルバイトを始める，etc.）

一方で，大学のイメージとの比較で現状を評価（e.g.先生とご飯食べたりす
ると思っていたのにできていない，遊び方が大学生っぽくない，授業の後に
一緒にご飯を食べることができていない，etc.）

→大学生活のイメージが原動力となり制限下での行動がおこされる一方で，現
状を分析するための評価軸にもなっている

佐藤　万知　京都大学 教育学研究科 准教授
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インタビュー調査の結果

身体的経験の欠如
 入学式，新歓イベント，大学の講義室，図書館，食堂，部室など，セレモニーや実際

のスペースを経験していないため，大学生になった実感を得られていない

「自分って今大学生なのかなみたいな言ってて，（家族に）その割にはずっとおうちにいるよねとかって
言われてて，そうだよねって言って．（略）なんか大学生って感じじゃなかったですね。」（Ｊさん）

「せっかく入学したのに，入学式してないのは，入ってないやん，みたいな。別にまあ開催できひんのは
しょうがないけど，入学式なかったら入った気にならないから，やって欲しかったな」（Ｌさん）

「今（２年生夏）は全然大学生だなって思います。（自分は大学生なのかと）自問自答することもなく
なった。2年の前期になって，大学に行けることが増えたからだと思います。私自身が結構環境とか目に
入ってくる物理的なイメージに多分左右される感じで，高校とは違ういろんな建物があって，いろんな人
が行き交いしてて。授業を受ける所が広かったり，食堂があったりっていう，そういう大学っぽい環境と
か設備を目にする機会が増えたから、あ、自分はちゃんと大学生になっているんだなあっていう風に思う
ことが増えた」（Ｉさん）

「本当に大学生してるなって感じでした。学食とかも初めて行ったし（略）お昼休みとかになったらすご
い大学生がいっぱいいて（略）こんだけ人いたんだと思うし，すごいキラキラしているなーと。これが大
学かと思いました」（Jさん）

→対面授業の再開，キャンパス閉鎖の解除をきっかけに身体的経験を経て，大学生とい
う実感を持つ

7

インタビュー調査結果

高校４年生的経験
授業での学習活動においても，日常の過ごし方についても比較対象が不在で揺

さぶりの経験がないため，それまでのやり方を継続。キャンパスでの活動や対
面授業に参加し、他の学生の様子をみて、初めて多様な大学生にふれる

「その殻を破られることがないというか，自分がずっと，高校の時までで持ってたものがその
まま，誰からも影響されることなく，ただただ底を深堀りしていくしかなかったというか，そ
ういう感じですね」（Cさん）
「浪人のときって（略）一人で勉強するというか，（略）ほんまに勉強メインで自分一人で
ずっとやっている感じがあったんですけど，去年一年，（略）浪人の延⾧っていうのが一番
合ってると思います。」（Aさん）
「大学の課題がそもそもどんぐらいの量なのかの目安がわからなかったので。多いも少ないも，
これが基準なのかな?みたいな感じで。」（Ｉさん）
「高校からの連続だったので，別にそんなに違和感とか，しんどさとかなく慣れたんですけど，
本来がどういうのかわかんないからどうなんだろうなって思いながら受けていました（略）授
業を休むっていう感覚がわかんなくなっちゃって」（Gさん）

→高校までのやり方を揺さぶる経験がなく，結果的に，高校の延⾧のような行動
をしているという認識。
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インタビュー調査結果

大学生活としての授業経験
 授業経験がオンライン，対面いずれの形態であっても自分にとっての大学を構成

するリアリティとして語られた
「初めはすごい新鮮だったので、普通に大学の授業自体が。あと興味があるものを取ったの
で、話を聞くのもすごく面白かったですね。面白くて楽しくて授業を聞いていましたね。
（F）」
「パソコンで授業、オンデマンド型で授業っていうのは、ある意味新しいなあっていうか、
大学生かもと思ったんですけど、出された課題を書いて提出して、そしたら気がついたら1日
終わってて、みたいな。なんか高校生の時の夏休みがずっと続いてるなあみたいな感じがし
て、大学生だよね?私、みたいな。（I）」
「オンラインでなんかすごく遠いところに先生がいて、Zoomのあと、質問ある人は残って
ねっていってくださっても、質問あるときは残ったりしたんですけど、あの話が気になった
のでちょっと続き聞きたいですとか、そういう気楽な感じで話しかけにはいけないから
（略）大学の先生っていうのが、やっぱりそれはもちろん中高の先生とちょっと違う、もう
なんかもっと偉いというか、凄い距離感が、自分の中でわからないまま、なんかちょっと神
様みたいな大学生の先生をまだ見てるんですけどいいのかしらみたいな。（C）」

→授業に関連する活動が生活の大半を占めていることから自らの大学生としての意
識や大学に対する理解を説明するものとして語られている。

インタビュー調査結果
「コントロールされた人間関係」

オンラインコミュニティやツールの選択や関わり方において各自が取捨選択
している状態。それが良くも悪くも人間関係構築をコントロールしている

「やっぱりSNSってどんだけ盛り上がってても，その人と実際話が合うかっていったら
そんなことなくて，結構ノリで言ってるところがあるんですね。（略）別にSNSで友達
作っても，どうせ話合わんのわかってるんで。」と語る一方で「めっちゃ好きな〇〇て
いう芸人さんが（テレビ番組）に出るってなって（略）専用のツイッターアカウント
作って，新しい交流の場が広がって」（Ｌさん）
「本来だったら（人間関係を構築する）レベルの高い人たちと一緒にいなきゃいけな
かったところを，コロナっていうハンディキャップで，みんな一緒になったみたいな。
だから，そういうところで，ゆっくり人間関係を作っていけたから，ちょっと普通の大
学生活が始まる時よりは上手くできたのかなっていう。」（Ｈさん）

→多様な他者との交流や偶然の出会い，周りの人に流される，ノイズに晒され
る経験と，それによって引き起こされる葛藤についての語りは少なかった

→オンラインにおけるコントロールされた人間関係では，コミュニティの選択
や関わり方を決めることが可能となるが，人間関係での葛藤は起こりにく
かったと考えられる
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まとめ
これまでの学生調査でも明らかにされてきたように，学習の機会という意

味でのオンライン授業は，概ね評価されている。しかし，経験という意味
では，大学の授業を受けているという実感や授業前後の交流が欠如してい
るため，限定的である

2020年度入学の学生は，入学式やサークル等の新歓イベント，講義室や
食堂の利用など身体的な経験が欠如しているため，大学生という実感を得
られていない。そのため，自己認識としては高校の延⾧線上にいる感覚で
あった

大学や大学生のイメージがコロナ禍での学生生活における原動力になり，
かつ，評価軸になっていた

オンライン授業やキャンパス閉鎖に由来する困難さの語りはあるが，他者
との関係における葛藤や学習に関する困難さなどの語りは欠如していた。
成⾧のための葛藤を経験していない可能性がある
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身体的経験の欠如により大学生としての実感や葛藤の経験を限定的にし
ている。このことは，今後の大学生活に対して，どのような影響を及ぼ
すのか，継続的に検証する必要があるだろう。
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12

本研究は中西勝彦（京都文教大学），勝間理沙（京都大学），大野真理子（京都大学），
藤田風花（京都大学）との共同研究です。
インタビューにご協力くださった学生のみなさんに謝意を表します。
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コロナ禍での学生の課外活動
京都文教大学・短期大学 社会連携部 フィールドリサーチオフィス 職員 江﨑 洋子

京都文教大学（1996年開学）

○総合社会学部（５コース）

経済･経営、メディア･社会心理、公共政策、
観光･地域デザイン、国際文化

○臨床心理学部（４コース）

深層心理、子ども･青年心理、
医療･福祉心理、ビジネス･経営心理

○こども教育学部（２コース）

小学校教育、幼児教育

大学院：臨床心理学研究科

学生数：学部生１９６８名、大学院生６８名
教員数：６９名
所在地：京都府宇治市槇島町千足８０

京都文教大学HP

地域連携学生プロジェクト
地域を対象とする学生の自主的な活動のなかから、地域特性を活かしつつ、
成果が期待できる取組をプロジェクトを募集、選定し、支援、助成する。

【募集条件】
① 大学の学びの延⾧にあり、それを発展的に展開するような取組
② 地域住民・行政・地元企業･団体等との連携、協働で展開する取組
③ 現場主義教育の趣旨に合う取組
④ 本学教員のアドバイスのもとに展開する取組

【地域連携学生プロジェクト1年の流れ】

4月

募集開始

4月～5月

申請書類の提出

5月下旬

採択選考会 実施

6月上旬

採択決定!活動開始

2月下旬～3月上旬

報告書の提出
成果報告会 実施

地域連携学生
プロジェクトHP

2022年度採択プロジェクト
プロジェクト名 活動期間 取組内容 活動地域 連携先

宇治☆茶レンジャー 2010年～
（継続13年）

宇治茶を学び、その魅力を
発信する 宇治市 京都府茶業会議所

茶業関係施設、店舗

商店街活性化隊
しあわせ工房CanVas

2014年～
（継続8年）

宇治橋通り商店街と連携し、
まちの活性化に取り組む 宇治市 宇治橋通り商店街

宇治市（広報課、観光課）

KASANEO
（カサネオ）

2018年～
（継続4年）

ファッションをテーマにし
た多世代交流の促進 宇治市 宇治市（⾧寿生きがい課）

REACH
2019年～
（継続3年）

多様な人との交流を通した
偏見のない社会づくり

伏見区
京田辺市

福祉施設（三休）
依存症回復施設（京都ダルク）

KminK（クミンク） 2022年～
（新規）

久御山町の課題解決を通し
て地域振興に取り組む 久御山町 久御山町（企画財政課）

商店街活性化隊しあわせ工房 CanVas

宇治橋通り商店街を

「また来たい」と思える

“笑笑店店街街 ”へ

【プロジェクト概要】
・活動期間:2014年～（継続9年）
・活動エリア:京都府宇治市
・連携団体:宇治橋通商店街振興組合、宇治市など
・アドバイザー:片山明久（京都文教大学総合社会学部准教授）
・メンバー:40名
・活動内容:宇治橋通商店街振興組合の公認を受け、商店街と共に、地域の賑わい創出を目指

し活動を行う。夏と秋に開催される商店街イベントには、企画段階から参画し、
また商店街の細かな魅力を発見できるまちあるきイベント「宇治ロゲイニング」
や、市民参加型写真展「宇治ふぉと!」を主催するなど、宇治橋通り商店街と
共に、「” 笑 “ 店街」づくりに取り組むプロジェクト。

商店街活性化隊しあわせ工房 CanVas

江﨑　洋子　京都文教大学・短期大学 社会連携部 フィールドリサーチオフィス  
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CanVas 活動の目的
商店街に足しげく通い、お
店や店主さんを知ることが
魅力に気づく第1歩!

CanVas グループ構成
夏祭り班 わんさか班 ロゲイニング班

●8月に宇治橋通り商店街で開催
される夏祭り「スマイルサタ
デー」に参画。子どもを対象とし
たワークショップブースの企画・
運営を行う。
●宇治商工会議所NEWSやサテラ
イトキャンパス情報紙へ、地元企
業や商店街の店舗紹介の記事作成。
●他地域のイベントへの参加。
●本学「ともいきフェスティバ
ル」の企画提案・実施。
●「オンライン企業見学会」企
画・運営（2020、2021年）

●10月に宇治橋通り商店街で開
催される「わんさかフェスタ」で、
会場全体で楽しめるイベントの企
画・運営を行う。またフェスタの
実行委員会にも加わり、全体の運
営にも携わる。

●市民参加型写真展「宇治ふぉ
と!」企画・運営（2021年～）
➡コロナ禍で中止となった「わん
さかフェスタ」の代替えイベント
として考案。宇治市の魅力発信事
業に位置付け、市と協働で企画を
進めている。

●フォトロゲイニングの手法を用
いて、中宇治エリアのまちあるき
を行う「宇治ロゲイニング」の企
画・運営を行う。
・近隣小学生や本学の新入生、地
域の高齢者など、ターゲットを
絞って年に2度ほど開催
・観光客やお買い物客を対象にし
た簡易版の実施
・2024年度大河ドラマ「光る君
へ」に合わせ、「源氏物語」を
テーマにしたロゲイニングを考案
中。

CanVas 夏祭り班
スマイルサタデー
「クラフトビール夜市」

宇治商工会議所NEWS
記事作成

オンライン企業見学会

CanVas わんさか班
わんさかフェスティバル 宇治ふぉと!

CanVas ロゲイニング班
宇治ロゲイニング 色探しロゲイニング

コロナ前・コロナ禍・その後の変化
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

全体 通常通り実施 4～8月対面での活動自粛 ほぼ対面での活動実施 対面での活動実施

商店街での活動 通常通り実施
4～8月活動自粛
9月～少人数で申請書を提出して
実施

少人数で、申請書を
提出して実施感染状況によっ
ては自粛

申請書を提出して実施

新入生への勧誘 歓迎お花見会開催 オンラインで開催
大学HPに活動PRを掲載 InstagramなどSNSを活用 大学にて対面で実施

学生ミーティング 大学にて対面で実
施

前半はオンラインで実施
後半もオンライン推奨

基本的には対面で実施
感染状況により変更 大学にて対面で実施

商店街とのミーティング 対面で実施 オンラインで実施 オンラインで実施 オンラインで実施

スマイルサタデー 開催 中止 中止 開催

わんさかフェスタ 開催
中止
代替えイベントとして「宇治
ふぉと!」を考案

中止
「宇治ふぉと!」企画・実施

開催
「宇治ふぉと!」も引
き続き実施

宇治ロゲイニング 一般対象のもの2回
簡易版7回 本学新入生対象1回 本学新入生対象→中止

簡易版1回
一般対象1回
新規内容の企画の検討

全国まちづくりカレッジ 旭川大学にて開催 西南学院大学よりオンラインで
開催

香川大学よりオンラインで開
催 香川大学にて開催

新たな取り組み 宇治商工会議所NEWS記事作成
オンライン企業見学会 宇治ふぉと!

スライド7
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●「オンライン企業見学会」企
画・運営（2020、2021年）

●10月に宇治橋通り商店街で開
催される「わんさかフェスタ」で、
会場全体で楽しめるイベントの企
画・運営を行う。またフェスタの
実行委員会にも加わり、全体の運
営にも携わる。
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進めている。
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いて、中宇治エリアのまちあるき
を行う「宇治ロゲイニング」の企
画・運営を行う。
・近隣小学生や本学の新入生、地
域の高齢者など、ターゲットを
絞って年に2度ほど開催
・観光客やお買い物客を対象にし
た簡易版の実施
・2024年度大河ドラマ「光る君
へ」に合わせ、「源氏物語」を
テーマにしたロゲイニングを考案
中。
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「クラフトビール夜市」

宇治商工会議所NEWS
記事作成

オンライン企業見学会

CanVas わんさか班
わんさかフェスティバル 宇治ふぉと!

CanVas ロゲイニング班
宇治ロゲイニング 色探しロゲイニング

コロナ前・コロナ禍・その後の変化
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

全体 通常通り実施 4～8月対面での活動自粛 ほぼ対面での活動実施 対面での活動実施

商店街での活動 通常通り実施
4～8月活動自粛
9月～少人数で申請書を提出して
実施

少人数で、申請書を
提出して実施感染状況によっ
ては自粛

申請書を提出して実施

新入生への勧誘 歓迎お花見会開催 オンラインで開催
大学HPに活動PRを掲載 InstagramなどSNSを活用 大学にて対面で実施

学生ミーティング 大学にて対面で実
施

前半はオンラインで実施
後半もオンライン推奨

基本的には対面で実施
感染状況により変更 大学にて対面で実施

商店街とのミーティング 対面で実施 オンラインで実施 オンラインで実施 オンラインで実施

スマイルサタデー 開催 中止 中止 開催

わんさかフェスタ 開催
中止
代替えイベントとして「宇治
ふぉと!」を考案

中止
「宇治ふぉと!」企画・実施

開催
「宇治ふぉと!」も引
き続き実施

宇治ロゲイニング 一般対象のもの2回
簡易版7回 本学新入生対象1回 本学新入生対象→中止

簡易版1回
一般対象1回
新規内容の企画の検討

全国まちづくりカレッジ 旭川大学にて開催 西南学院大学よりオンラインで
開催

香川大学よりオンラインで開
催 香川大学にて開催

新たな取り組み 宇治商工会議所NEWS記事作成
オンライン企業見学会 宇治ふぉと!

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

2019年度入学／総合社会学部4年次生／2021年度副代表／夏祭り班所属

学生の話を聞いてみよう

2020年度入学／総合社会学部3年次生／2022年度代表／わんさか班所属

2020年度入学／総合社会学部3年次生／わんさか班所属／一人暮らし

三品 日向（みしな ひゅうが）さん

山中 怜奈（やまなか れな）さん

倉橋 寧音（くらはし ねね）さん

学生の話を聞いてみよう
2020年4月～
・キャンパスは閉鎖、大学に行けない
・新入生に活動をPRする場もない

・地域のイベントや行事は中止
・昨年みたいな、
プロジェクト活動はできない

憧れの大学生活!サークルや
プロジェクトに入りたくて、

積極的に情報を探した

オンラインで説明
会を実施。
でも、一方的に話
をするだけになっ
てしまう…

先輩たちからイベント
を引き継ぎ、自分たち
の手でやり遂げたい、

と思っていた

学生の話を聞いてみよう
2020年夏～冬
・オンラインでのプロジェクト活動
・モチベーションの低下をどう防ぐか?
・初めての対面でのミーティング!
・学外での活動は、少ない人数で、短時間で
・少しでもプロジェクトらしいことをしたい
（させてあげたい）

話を聞いているだけの
ミーティング。やめよう

と思ったことも…
オンラインでも
みんなが喋れる
ように工夫

月に1回でいいから、
対面でミーティング
をさせてほしい!

コロナ禍でもできる学生
たちの活躍の場を探した

学生の話を聞いてみよう
2021年4月～
・対面での授業も増え、キャンパスも賑わい
を取り戻しつつある
・ミーティングも対面で行えるようになった
・一方で、オンラインミーティングにも慣れ
てきた
・今年も地域のイベントや
行事は中止が多い

学生ミーティングは対面で、
商店街に出向いて行っていた
商店街とのミーティングはオ
ンライン。便利だけど…

代替えイベントの考案。
2020年度から検討して
いた新企画「宇治ふぉ

と!」を実施!

学生の話を聞いてみよう
2022年4月～
・ほとんどの授業が対面に
・ある程度の制限は残るが、地域での活動も
自由にできるようになってきた
・地域のイベントや行事も復活!
・一見、コロナ前に戻ったような…

夏と秋に行われる宇治橋
通りのイベントが復活!

地域の人は、以前を
知っているが、学生
はコロナ前を知らな
い。大規模なイベン
トに馴れていない。

元に戻った訳ではない。
今でもできないことはた

くさんある…

コロナ前を知っている学
生がいる間に再開できて

よかった

お知らせ CanVasイベント紹介
宇治ふぉと!～子どもと笑顔の写真展

2月4日（土）～25日（土）
宇治橋通り商店街協力店舗（全13店舗）
詳細は、下記のQRコードからご覧いただ
けます。

スライド13
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スライド18スライド17
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お知らせ
宇治飯 うまいもんチャンネル
宇治商工会議所では、宇治市内の飲食店の応援とまちの活性化を図
るため、店主イチオシの料理を調理の様子から完成まで撮影し、
YouTube「宇治飯うまいもんチャンネル」で発信しています。
今回、登壇した三品くんが、この動画製作に携わっています。

宇治飯 うまいもんチャンネル➡

ご清聴ありがとうございました。

この後の、パネルディスカッションや
ワークショップもよろしくお願いします。

スライド19 スライド20
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お知らせ
宇治飯 うまいもんチャンネル
宇治商工会議所では、宇治市内の飲食店の応援とまちの活性化を図
るため、店主イチオシの料理を調理の様子から完成まで撮影し、
YouTube「宇治飯うまいもんチャンネル」で発信しています。
今回、登壇した三品くんが、この動画製作に携わっています。

宇治飯 うまいもんチャンネル➡

ご清聴ありがとうございました。

この後の、パネルディスカッションや
ワークショップもよろしくお願いします。

スライド19 スライド20
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津村　宏臣　同志社大学 文化情報学部 准教授

社会と融合する大学教育のかたちを考える

南　　博史  京都外国語大学 国際貢献学部 教授、

            NPO 法人フィールドミュージアム文化研究所 代表理事

佐藤　　哲　東北電子産業株式会社 東京支店 支店長 

渡邊　俊祐  株式会社相互技研 京都事務所 所長、

          　同志社大学 文化遺産情報科学調査研究センター 副センター長
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○本分科会のねらい
第 10 分科会「社会と融合する大学教育のかたちを考える」開催の目的は、日本が直面する現代の社会課

題（少子高齢化に伴う生産人口の縮小、それに伴う国際競争力の低下や産業・就業構造の総体的な劣化、
地方と都市、社会・経済格差の拡大など）を考え実践する社会人を育成する大学の役割を、教育の機能か
ら考えることである。

日本の地域再生と生涯学習の基盤となるべく、大学教育に寄せられる期待は大きい中で、「社会に開かれ
た」「社会と併走する大学」の具体的なイメージは像を結んでいない現状がある。具体的な産学連携だけで
なく、産官学民連携でこれらの課題に挑戦するためには、従来型の企業内研究者（ハイ・タレント・マン
パワー）の育成だけでなく、人材離散型の研究・教育システムの運用が必要となる。本分科会ではそれら
の未来について、実践事例を通じた検討を深めることにあった。

○報告の概要
南博史氏（京都外国語大学国際貢献学部・NPO 法人フィールドミュージアム文化研究所）が、「社会に

融合できる総合力をもった人材育成にむけた提案～福井県越前町フィールドミュージアム活動を通して」
において、福井県越前町での博物館学芸員資格過程と地域活動の連携事業の実践事例を報告した。カリキュ
ラム化されるフィールドミュージアムの事例の少なさや、その具体課題を報告、共有した。

佐藤哲氏（東北電子産業株式会社）が、「企業と大学のつながり」において、企業から見た大学や研究機
関の位置づけ、学会活動を大学と企業とで連携実践する事例を報告した。社会に求められる人材は大学で
は“育ちにくい”現状と、企業として大学教育や学術界に参画する重要性を指摘した。

渡邊俊祐氏（株式会社相互技研・同志社大学文化遺産情報科学調査研究センター）が、「授業を通した大
学と会社での重要視点の違い」において、測量士資格と測量業務を前提に、実際の社会における業務内容と、
大学での測量学実習など課題設定型の教育とのギャップについて報告した。実習で身につけられる技量と
社会現場で必要となる実地経験、一般性の高い教育と専門性の高い業務との埋まらない溝について報告し
た。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
Q�．フィールドにおける活動の継続性と大学教育（学年や入学・卒業）の断続のギャップはどのように埋め

ることが可能か？（＞南先生）
A�．博物館学芸員資格過程のような、“正課のカリキュラム化”が可能になるかどうかが、大きな要件となる。

地域社会課題は連続的であり、可変的でもある。それに対して、大学生がコミットメントを継続する為
には、“正課のカリキュラム”そのものも、地域社会課題と連動して連続的で柔軟性を保持しなくてはな
らない。多くの大学でそれがうまくいかない（例えば、熱心な学生や教員の属人的努力以上の成果に結
びついていない現状）のは、大学教育が社会の可変性、課題の即時性に対応出来るカリキュラム改変の
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Q�．企業に求められる人材は本当に大学教育で育成可能なのか？（＞佐藤先生）
A�．現在は、インターン制を積極的に利用して開発現場や工場、展示会などに大学生に参画してもらい、

特定の企業と特定の人材とのマッチングは“企業と学生の個別的な努力”で担保されている側面が強い。
欧米を中心としたような長期インターン制度などが理系だけでなく文系も含めた総合的な学生の実践も
必要。また、そうした制度が企業側の「求める姿」だけでなく、大学側の「求める姿」のイメージを実
現する制度となるためには、学術界に積極的に学者だけでなく企業も参画していくことが必要。また、
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人材離散型の研究・教育システムは現実的には存在していないため、その実践事例の積み上げが不可欠
だろう。実務家教員を重視する現在の大学の姿は、一方で、その「求める姿」をやはり社会に附託して
いるだけで、実際には大学研究者や教員が実務家化する努力も必要だろう。

Q�．実務家として大学で講義をする場合に重視している点は何か？（＞渡邊先生）
A�．測量士に限定になるが、いわゆる資格試験で必要となる普遍的知識・経験の部分と、実際の測量計画

や実施計画などの立案や実施に関する実地経験は全く異なるフェーズの課題。そのため、測量実習など
で従来型のカリキュラムでは測量の基礎から応用、それに資格試験の内容を少し触れる、という程度だっ
たが、現在は講義期間の 1 ／ 3 は応用・課題型の測量計画・実施計画の立案に必要な実地経験に関する
内容に改変している。実際に測量士になる場合は重要な実習内容となるが、受講生全員がそうではない
ため、効果的であるとは言い切れない、むしろ、少数の実務家教員に求められている実務家としての側
面の意義づけが、大学の正課カリキュラムの中で位置づけられていない現状ではあまり効果は感じられ
ない。

全体討議まとめ（＜コーディネーター）
大学教員が実務家化している事例（南：NPO 代表、津村：株式会社代表取締役）や、実務家教員として

大学で講義をする事例（渡邊）、また学会活動を大学と連携しておこなう企業（佐藤）が通有して見ている
現在の課題は、大学の正課カリキュラムの内容の普遍性と制度の非可塑性が、学生の画一・斉一的人格に
比例している部分と言える。個人格の多様性を包摂するダイバーシティーを大学が目指すのであれば、そ
の教育、運営方針も、社会の変化に応じた多様性を保持する努力と制度改革が不可欠だろう。

第10分科会 社会と融合する大学教育のかたちを考える
2023年 2月25日 FDフォーラム

趣旨説明
社会と融合する大学教育のかたちを考える

日本が直面する現代の社会課題に、少子高齢化に伴う生産人口の縮小、
それに伴う国際競争力の低下や産業・就業構造の総体的な劣化、地方と
都市、社会・経済格差の拡大などがある。地域再生と生涯学習の基盤と
なるべく、大学教育に寄せられる期待は大きい中で、「社会に開かれ
た」「社会と併走する大学」の具体イメージは像を結んでいない。

具体的な産学連携だけでなく、産官学民連携でこれらの課題に挑戦す
るためには、従来型の企業内研究者（ハイ・タレント・マンパワー）の
育成だけでなく、人材離散型の研究・教育システムの運用が必要となる
だろう。本分科会ではそれらの未来について、実践事例を通じて検討し
てみたい。

登壇者のご紹介

京都外国語大学国際貢献学部教授
NPO法人ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ研究所代表

東北電子産業株式会社東京支店⾧
同志社大学CKSCH研究員

株式会社相互技研京都所⾧
同志社大学CKSCH研究員

講師の先生方には、大学教育の今のかたちから、今社会で求められる「人
材」とその“教育”の位置づけについて、それぞれのお立場からご経験を踏まえ
てご議論いただきます。

株式会社SOCRAH（ソクラ）
2022年2月21日設立 代表取締役 津村 宏臣

Service Organization for CReating Advanced Humanities

先端的な人文社会科学を創造、提供を目指す会社です。

2009年 同志社大学文化遺産情報科学調査研究センター 設置

2022年 同センター3期目 ⇒ 研究・教育資源を“社会資源”へ 拡張

2022年 株式会社SOCRAH 設立

岡山県真庭市にサテライト 設置
（地域創生拠点施設）

文化資源⇒社会資源課題の視点:
「文化財」・・・行政/法定義
「文化遺産」・・・地域が創造/共有
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地域文化知の “脆弱さトリクルダウン”状態

保 護法改正と活用重視 地域文化への無関心

斉一的地域像

GIGAスクールの迷走

教員の負担増

地域からの切り離し促進

雑芸員の見直し

現状課題の背景:
地域・歴史への国家の過干渉 ← 中央集権制
それまでは? 「地域知」は「地域史」とともに

地 域の考え方・価値観
“存在”の説明に多様性

↓
多様な理解と世界

統一の考え方・価値観
“存在”の説明に斉一性

↓
無機質な理解と世界

背景
•第二次世界大戦で敗戦 ・・・ 日本／日本人の世界を説明する“コア”が喪失 「文化財保護法（1949）」

•前身である「史跡名勝天然記念物保護法（1919）」「国法保存法（1929）」← “国史”を説明する存在を守る

目的
•地域（都道府県）で文化財を指定し、その保護と活用をもって、国民の文化的向上をはかる

•原因者負担の原則 （地域の文化財は地域で、個人の文化財は個人で）

現状
•保存や指定のための調査は実施される → 調査・保護にかかる「経費」「人的」負担の増大

•極力“珍しいモノ”が＝「文化財」となり、地域生活、日常生活と密接に関わる身体化した文化は指定から外れる

文化財保護
文化行政の
目指す地域

と現状

課題からニーズへ:我々は必要なのか?

文化財保存活用地域計画（大綱）の推進 （文化庁）

• 文化庁⾧官の認定により保護・活用に関する“予算的措置”を国家的に調整

• 現状は1718市町村中47市町村（2.7%）、過疎地域では11市町村（0.6%）のみ

初等中等教育における学習指導でのICT活用 （文科省）

•『学習指導要領解説総則』 ← 情報手段にくわえ、視聴覚教材や教育機器として活用

• 「指導内容」ではなく「方法」として → 学校および教師が工夫改善していくもの

世界博物館会議2019（京都）＋ 博物館法改正（2021:文化庁）

•社会とその発展に貢献するため、有形、無形の人類の遺産とその環境を、教育や研究、楽しみを目的として収集、
保存、調査研究、普及、展示する公衆に開かれた非営利の常設機関

•博物館の役割 → まもり、うけつぐ、わかちあう、はぐくむ、むきあう、いとなむ

第6期科学技術・イノベーション基本計画 （内閣府）

• 社会のデジタル化、レジリエント、社会実装による課題解決（イノベーション力の強化）

• STEAM、GIGAスクール、リカレント教育を推進する地域環境・文化醸成（教育･人材育成）

津村　宏臣　同志社大学 文化情報学部 准教授
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•『学習指導要領解説総則』 ← 情報手段にくわえ、視聴覚教材や教育機器として活用

• 「指導内容」ではなく「方法」として → 学校および教師が工夫改善していくもの

世界博物館会議2019（京都）＋ 博物館法改正（2021:文化庁）

•社会とその発展に貢献するため、有形、無形の人類の遺産とその環境を、教育や研究、楽しみを目的として収集、
保存、調査研究、普及、展示する公衆に開かれた非営利の常設機関

•博物館の役割 → まもり、うけつぐ、わかちあう、はぐくむ、むきあう、いとなむ

第6期科学技術・イノベーション基本計画 （内閣府）

• 社会のデジタル化、レジリエント、社会実装による課題解決（イノベーション力の強化）

• STEAM、GIGAスクール、リカレント教育を推進する地域環境・文化醸成（教育･人材育成）

津村　宏臣　同志社大学 文化情報学部 准教授

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

205

第
10
分
科
会



ニーズに答える:我々は何をしてきたのか?

文化・社会の調
査/計測/情報化

エジプト・アンコールワッ
ト・アジャンター・敦煌etc

情報化された文
化・社会の公開

中央アジア世界遺産化・
小豆島日本遺産認定

情報化のための
教育・普及活動

真庭市まにわ大楽設置運
営・市民調査実施

ｘR技術による仮
想博物館展示

ICOM2019仮想ミュージ
アム・高松塚50周年展示

地域社会との連
携/遺産創造活動

松江城VR・田和山史跡整
備・まるごと明日香VR

地域連携による
博物館等の再生

ふるさとセンター市民展
示・民俗文化再生展示

学校教育へのｘR
技術の応用実験

北房小学校総合科目・正木
小学校ｳﾞｧｰﾁｬﾙ修学旅行

地域活動拠点と
その設置準備

北房古代村構想・ﾊﾞｯﾂｱｰ古
代農場連携・郷土料理保存

スライド7 スライド8
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ニーズに答える:我々は何をしてきたのか?
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備・まるごと明日香VR
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ふるさとセンター市民展
示・民俗文化再生展示

学校教育へのｘR
技術の応用実験

北房小学校総合科目・正木
小学校ｳﾞｧｰﾁｬﾙ修学旅行

地域活動拠点と
その設置準備

北房古代村構想・ﾊﾞｯﾂｱｰ古
代農場連携・郷土料理保存

スライド7 スライド8

社会と融合する大学教育のかたちを考える 
「社会に融合できる総合力をもった人材育成にむけた提案 
～福井県越前町フィールドミュージアム活動を通して」 

 
京都外国語大学国際貢献学部  

NPO 法人フィールドミュージアム文化研究所 
南 博史 

 
発表要旨と結論 
福井県越前町での博物館学芸員資格課程学生と一緒に取り組んだ 10年にわたるフィール

ドミュージアム活動を振り返り、現状と課題を分析する。その上で、大学における人材離散

型の教育システムとは、それぞれの専門分野の学習はもとより、それをもとに社会のさまざ

まなコミュニティ、フィールドで交流し、刻々と変化する課題の解決にむけて多様な分野と

人材を動的、持続的に総合していける力を養う場と機会を提供する仕組みとした。 
 
１． 活動のはじまり 

2011 年福井県越前焼復興プロジェクトの関連から、越前町にある越前陶芸村(での京都外

国語大学博物館学芸員資格課程の外部連携活動を開始。 
越前焼だけをとりあげるのではなく、周辺に広がる越前古窯跡や歴史遺産、越前焼窯元、

それをとりまく自然環境、そこで営まれてきた人々の生活などを地域の資産と位置付け、地

域全体を博物館とみたてた活動を通して、越前焼の復興を目指す。 
 
 
２．福井県越前町フィールドミュージアム活動開始 

初期の越前焼古窯が分布する越前町熊谷区。人口減少と高齢化が進む熊谷区が継続する

ことが、奥中山間地で若手農業者が無農薬の米作りを持続していくことにつながることを

目標にフィールドミュージアム構想を提案。 
熊谷区の空家を「地域住民交流センター くまカフェ」として、学芸員資格課程外部連携

活動学生が中心となって活用を開始した。 
 
 
３．住民によるくまカフェ運営とフィールドミュージアム活動の新たな展開 

福井県ふるさと茶屋事業によって、くまカフェの整備が行われたことがきっかけとなっ

て、くまカフェの運営が学生から地域住民に移った。 
ここに至る約 5 年間の活動をベースに、「ものづくり」によって、熊谷での交流人口、関

係人口を増やすことを目的とした新たなフィールドミュージアム構想を提案。 

南　博史　京都外国語大学 国際貢献学部 教授、
　　　　　NPO法人フィールドミュージアム文化研究所 代表理事
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４．中山間地での農業をとりまく新たな課題と高齢化が進む熊谷区 
新型コロナウイルス禍の中で、ここまでの「住民の傍にいる」という活動のありかたに加

えて、大学の新しい教育プログラム(コミュニティ・エンゲージメント・プログラム)によっ

て、定期的な学生主体の活動を行えた。 
こうした中、古熊谷での米作りには、シカ・イノシシによる獣害拡がりが無農薬米作りの

持続性に黄色信号が灯っている。さらに熊谷区の高齢化が進むことによって熊谷区の自治

活動においても課題が出ている。 
 
 
５．環境保全型生業をもとにしたフィールドミュージアム活動と「くまだん大学」活動 

2021 年、古熊谷での米作りを学生が主体的に行う「京都外大ライスフィールドプロジェ

クト」を開始。「コミュニティ・エンゲージメント・プログラム」と「京都外大ライスフィ

ールドプロジェクト」を 1 年のサイクルにつなげ学生が主体的にとりくむ年間をとおした

継続的な活動が可能になった。 
2022 年は古熊谷での無農薬の米づくり、周辺に広がる雑木林の活用と整備が、古熊谷の

自然環境を保全していることを学ぶ外部を対象とした連続講座「くまだん大学」を開始した。 
 
 
６．まとめ 

越前フィールドミュージアム活動を通して、大学が社会と融合できる人材を育てるため

には、２つの方向があるように思う。 
一つは、学芸員資格課程のような総合力・応用力育成型の教育活動を地域社会の中でコミ

ュニティと一体となって行う方向と 
もう一つは、大学で学ぶさまざまな専門分野を基礎として、地域社会の中で行われている

さまざまな課題解決型活動に参加し、専門力と実践活動を通して総合力を学ぶ方向である。 
人材をさまざまなコミュニティに離散させ、専門力と総合力を獲得し社会の課題解決に

向けた相互関係を結んでいくプロセスが、大学が社会融合していけることに繋がると結論

づけた。 
大学における人材離散型の教育システムとは、それぞれの専門分野の学習はもとより、そ

れをもとに社会のさまざまなコミュニティ、フィールドで交流し、刻々と変化する課題の解

決にむけて多様な分野と人材を動的、持続的に総合していける力を養う場と機会を提供す

る仕組みとしたい。 
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越前フィールドミュージアム活動

Rice Field Projectとは？

南先生のフィールド活動の場

京都外大のブランド米！

7月

before after

福井県越前町熊谷区

田植え（6月）

ご静聴ありがとうございました
した。

電気柵（５月）

除草作業（7月)

（9月）

（外大祭り（11月）

稲刈り・稲架に掛ける

たねもみまき（3月）

南　博史　京都外国語大学 国際貢献学部 教授、
　　　　　NPO法人フィールドミュージアム文化研究所 代表理事
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Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

公益財団法人 大学コンソーシアム京都
2022年度第28回 FDコンソーシアム
第10分科会 社会と融合する大学教育のかたちを考える

東東北北電電子子産産業業株株式式会会社社

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd

東東京京支支店店 佐佐藤藤 哲哲

1

企企業業とと大大学学ののつつななががりり

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 2

1.会会社社概概要要

2.大大学学ととののつつななががりり

3.学学会会活活動動

4.知知財財活活動動

内内容容

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

”優優れれたた技技術術をを売売るる誇誇りり高高きき商商人人””をを創創業業のの精精神神にに、、

””光光とと電電子子のの未未来来をを拓拓くく””ををススロローーガガンンととししてて、、

「「光光」」をを中中心心ととししたたささままざざままななモモノノづづくくりりにに挑挑んんででいいまますす。。

3 Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 4

会会社社概概要要

 1968年4月1日（昭和43年）設立
 資本金 6,000万円
 事業内容 産業用機器、レーザー制御機器、理化学
機器等の開発･製造･販売

 代表取締役会長 佐伯 昭雄（工学博士）
 代表取締役社長 山田 理恵（農学博士）

 拠点

本本社社

利利府府事事業業所所

本本社社 仙仙台台市市太太白白区区向向山山22--1144--11
利利府府事事業業所所 宮宮城城県県宮宮城城郡郡利利府府町町ししららかかしし台台66--66--66
東東京京支支店店 川川崎崎市市中中原原区区新新丸丸子子東東二二丁丁目目889977
京京都都ララボボ 京京都都市市下下京京区区河河原原町町通通松松原原下下るる植植松松町町771177

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

11996688年年（（昭昭和和4433年年）） 44月月11日日創創立立
・・
・・

22000066年年 経経済済産産業業省省「「元元気気ななモモノノ作作りり中中小小企企業業330000社社」」選選定定

22000099年年 「「みみややぎぎ優優れれMMOONNOO」」にに認認定定

22001122年年 「「ももののづづくくりり日日本本大大賞賞」」東東北北経経済済産産業業局局長長賞賞 受受賞賞

22001144年年 ププララススチチッックク成成形形加加工工学学会会 第第１１回回技技術術進進歩歩賞賞受受賞賞

22001177年年 経経済済産産業業省省 「「地地域域未未来来牽牽引引企企業業」」にに選選定定

22001188年年 自自社社製製品品CCLL測測定定手手法法がが JJIISS規規格格

KK77335511「「ププララススチチッッククにに含含ままれれるる過過酸酸化化物物のの微微弱弱発発光光のの高高感感度度測測定定方方法法」」公公示示

22001199年年 第第1155回回川川崎崎ももののづづくくりりブブラランンドド認認定定

22002200年年 東東北北工工業業大大学学とと「「包包括括連連携携にに関関すするる協協定定」」をを締締結結

22002211年年 IISSOO1133448855認認証証登登録録

22002222年年 自自社社製製品品CCLL測測定定手手法法がが IISSOO規規格格 IISSOO44776655::22002222 採採択択

22002222年年 「「第第1100回回富富県県宮宮城城ググラランンププリリ」」受受賞賞

会会社社沿沿革革

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

ササーービビススラライインン 分分 野野 ククラライイアアンントト

CCLL事事業業
世世界界最最高高感感度度のの光光検検出出装装置置
のの開開発発・・製製造造・・販販売売

光光検検出出装装置置 製製造造・・販販売売

研研究究・・外外部部発発表表((学学会会・・論論文文））

依依頼頼ササンンププルル測測定定

特特注注対対応応

レレーーザザーー光光

高高分分子子

材材料料

医医療療・・生生化化学学

食食品品

製製薬薬

化化成成品品

化化粧粧品品

半半導導体体

電電子子部部品品

通通信信

分分析析

民民間間企企業業

研研究究開開発発
新新事事業業

品品質質管管理理

技技術術・・製製造造

学学術術研研究究機機関関

公公的的研研究究機機関関

海海外外

民民間間企企業業

研研究究機機関関

ももののづづくくりり
光光・・ママイイククロロ波波ななどど制制御御装装置置
のの開開発発・・製製造造・・販販売売

産産業業用用電電子子機機器器

光光((LLDD、、レレーーザザーー））制制御御機機器器

超超音音波波、、振振動動子子、、温温度度、、
ママイイククロロ波波等等制制御御機機器器

医医療療・・分分析析機機器器

通通信信機機器器

技技術術商商社社
研研究究用用機機器器のの販販売売

研研究究用用消消耗耗品品

研研究究用用装装置置

分分析析・・計計測測機機器器

6

会会社社概概要要

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

佐藤　哲　東北電子産業株式会社 東京支店 支店長
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22001177年年 経経済済産産業業省省 「「地地域域未未来来牽牽引引企企業業」」にに選選定定

22001188年年 自自社社製製品品CCLL測測定定手手法法がが JJIISS規規格格

KK77335511「「ププララススチチッッククにに含含ままれれるる過過酸酸化化物物のの微微弱弱発発光光のの高高感感度度測測定定方方法法」」公公示示

22001199年年 第第1155回回川川崎崎ももののづづくくりりブブラランンドド認認定定

22002200年年 東東北北工工業業大大学学とと「「包包括括連連携携にに関関すするる協協定定」」をを締締結結

22002211年年 IISSOO1133448855認認証証登登録録

22002222年年 自自社社製製品品CCLL測測定定手手法法がが IISSOO規規格格 IISSOO44776655::22002222 採採択択

22002222年年 「「第第1100回回富富県県宮宮城城ググラランンププリリ」」受受賞賞

会会社社沿沿革革

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

ササーービビススラライインン 分分 野野 ククラライイアアンントト

CCLL事事業業
世世界界最最高高感感度度のの光光検検出出装装置置
のの開開発発・・製製造造・・販販売売

光光検検出出装装置置 製製造造・・販販売売

研研究究・・外外部部発発表表((学学会会・・論論文文））

依依頼頼ササンンププルル測測定定

特特注注対対応応

レレーーザザーー光光

高高分分子子

材材料料

医医療療・・生生化化学学

食食品品

製製薬薬

化化成成品品

化化粧粧品品

半半導導体体

電電子子部部品品

通通信信

分分析析

民民間間企企業業

研研究究開開発発
新新事事業業

品品質質管管理理

技技術術・・製製造造

学学術術研研究究機機関関

公公的的研研究究機機関関

海海外外

民民間間企企業業

研研究究機機関関

ももののづづくくりり
光光・・ママイイククロロ波波ななどど制制御御装装置置
のの開開発発・・製製造造・・販販売売

産産業業用用電電子子機機器器

光光((LLDD、、レレーーザザーー））制制御御機機器器

超超音音波波、、振振動動子子、、温温度度、、
ママイイククロロ波波等等制制御御機機器器

医医療療・・分分析析機機器器

通通信信機機器器

技技術術商商社社
研研究究用用機機器器のの販販売売

研研究究用用消消耗耗品品

研研究究用用装装置置

分分析析・・計計測測機機器器

6
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スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

佐藤　哲　東北電子産業株式会社 東京支店 支店長
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大大学学ととののつつななががりり

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 8

大大学学ととののつつななががりり（（１１））

東東北北大大学学と極微弱発光検出装置(ケミルミネッセンスアナライザー）の開発

約40年ほど前に東北大学工学部通信研究所の稲場教授と弊社会⾧佐伯との共同研究で開発。

フフォォトトンン（（光光子子））レレベベルルのの発発光光をを捉捉ええるる世世界界最最高高レレベベルルのの光光検検出出装装置置フフォォトトンン（（光光子子））レレベベルルのの発発光光をを捉捉ええるる世世界界最最高高レレベベルルのの光光検検出出装装置置

ホタルの光

約約40年年前前
イインンススタタンントトララーーメメンン、、
酸酸化化油油がが光光るる

「「酸酸化化物物はは光光るる」」

従従来来法法でではは見見ええなないい、、材材料料のの
極極初初期期のの微微量量なな酸酸化化劣劣化化をを捉捉ええるる

樹樹脂脂、、ププララススチチッックク、、
生生体体試試料料（（血血液液、、臓臓器器、、皮皮膚膚））、、
薬薬剤剤、、食食品品、、油油、、医医療療用用材材料料ななどど））

その後、東北大学工学部、農学部、医学部、薬学部など他分野の研究に活用され、多数の学会、
論文発表された。
その他多くの大学の研究室へも導入された(東京大学、北海道大学、群馬大学、山形大学、北陸
先端科学技術大学、京都工繊大学、早稲田大学、星薬科大学、同志社大学、九州産業大学、琉
球大学、など）

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

●●物物質質のの変変化化（（酸酸化化劣劣化化、、化化学学反反応応））をを高高感感度度にに捉捉ええるる（（ププララススチチッックク、、油油、、食食品品、、薬薬、、

化化成成品品、、生生体体試試料料、、植植物物ななどど））(従従来来法法よよりりもも10~100倍倍））
＊＊酸酸化化劣劣化化度度評評価価、、＊＊抗抗酸酸化化剤剤、、薬薬のの効効果果判判定定 ＊＊製製品品のの品品質質管管理理

＊＊リリササイイククルル材材のの評評価価 ＊＊開開発発期期間間短短縮縮 ＊＊疾疾病病研研究究

●●活活性性酸酸素素、、ララジジカカルル等等のの検検出出

●●発発光光試試薬薬をを用用いいたた高高感感度度分分析析（（aammooll((アアトトモモルル））レレベベルル））：：AATTPP測測定定、、抗抗酸酸化化力力評評価価

●●CCLL--HHPPLLCC（（高高速速液液体体ククロロママトトググララフフィィーー））にによよるる高高感感度度分分析析（（fmol(フフェェムムトトモモルル））、、ppb
レレベベルル））：：過過酸酸化化脂脂質質、、ポポリリフフェェノノーールル、、過過酸酸化化水水素素等等のの検検出出

●●高高感感度度蛍蛍光光検検出出((ffmmoollレレベベルル））：：微微量量測測定定

●●微微弱弱発発光光画画像像検検出出：：発発光光部部位位、、酸酸化化過過程程のの確確認認、、多多検検体体同同時時モモニニタターー、、拡拡大大測測定定

●●微微弱弱発発光光ススペペククトトルル測測定定：：反反応応メメカカニニズズムム推推定定

●●活活性性化化エエネネルルギギーー測測定定：：反反応応メメカカニニズズムム推推定定、、寿寿命命予予測測

●●そそのの他他：：電電子子線線照照射射履履歴歴検検出出、、表表面面処処理理モモニニタターー、、キキャャビビテテーーシショョンン、、物物理理刺刺激激にによよ

るる発発光光等等

微弱発光検出の大学との研究応用例

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

樹脂酸化を最も高感度に測定するケミルミネッセンスアナライザーにより、寿命評価に求められる促進時間の短縮や製造工
程中の酸化劣化の検出、材料の受け入れ検査など、1ランク上の品質向上が実現します。まずは一度、お試しください。※
無料お試し測定あり

新新品品

O2

酸化物
生 成

分子鎖
分 断

カルボニル
蓄 積

物性
変化

CL法
(本製品)

CL法
(本製品)

化学的評価法
(I R 等)

物理的評価法
(引張試験等)

酸化劣化が進む 従来の方法（化学的、物理的
方法）では検出限界以下だっ
た材料も実際には酸化反応が
進行しています。
ケミルミネッセンスアナライザは
今まで見えなかった極微少の変
化を捉えることができます。

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））ととはは？？

ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザ 装装置置ラライインンナナッッププケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザ 装装置置ラライインンナナッッププ

高高感感度度フフォォトトンンカカウウンンテティィンンググ用用光光電電子子増増倍倍管管をを
用用いいたた約約50フフォォトトンン/cm2レレベベルルままでで検検出出可可能能なな
最最高高感感度度のの発発光光測測定定装装置置

高高感感度度フフォォトトンンカカウウンンテティィンンググ用用
CCDカカメメララをを用用いいたた最最高高感感度度のの発発
光光画画像像測測定定装装置置

高高感感度度フフォォトトンンカカウウンンテティィンンググ用用CCDカカメメララ
とと明明るるいい分分光光器器をを組組みみ合合わわせせたた最最高高感感度度
のの発発光光ススペペククトトルル測測定定装装置置

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 11

有有機機物物のの自自動動酸酸化化由由来来のの発発光光

眼眼でではは見見ええなないい弱弱いい発発光光→極極微微弱弱光光

安安定定化化合合物物生生成成

ROO・・

ROO･･ ROH R=O* 1O2

EExxcciitteedd  CCaarrbboonnyyll

ROH R=O O2

SSiinngglleett  OOxxyyggeennAAllccoohhooll

CCaarrbboonnyyll OOxxyyggeennAAllccoohhooll

Luminescence

発発光光メメカカニニズズムム

Luminescence

R･･

O2

ROO･･

RH

ROO･･

RO･･

HO･･

ROOH

ROO･･

ROO･･

2ROOH → RO・・+ ROO・・+H2O
ROOH → RO・・+ OH・・

Luminescence

β切切断断

光光、、熱熱 Luminescence

光光、、熱熱

RH

RH

高高分分子子材材料料のの初初期期のの酸酸化化劣劣化化測測定定

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

初初期期酸酸化化
検検出出

促促進進試試験験のの短短縮縮

原原料料のの受受けけ入入れれ検検査査

製製造造過過程程のの最最適適化化とと各各
段段階階ででののチチェェッックク

製製品品開開発発のの短短縮縮

高高品品質質製製品品

12

リリササイイククルル材材のの
品品質質評評価価

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））

最最近近ののトトピピッックク：：ププララススチチッックク材材料料のの劣劣化化評評価価、、リリササイイククルル材材活活用用ななどど
民民間間企企業業のの研研究究所所やや現現場場へへのの活活用用

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

PPAA（（ポポリリアアミミドド））ペペレレッットト新新品品ととリリササイイククルル材材のの発発光光画画像像（（加加熱熱））

Real image CL image

CL meas. condition
System: CL Micro Imaging system
200C air     Meas. Time：1min gain=5, ATTN=255
Sample: PA 2 pellet  (Virgin, 300C x 5 extrusions)

virgin

300C, x 5  
extrusions

20mm

新新品品

リリササイイククルル材材

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

医医療療用用材材料料 自自動動車車用用材材料料

プラスチック工業連盟HPより
食食品品・・化化成成品品材材料料

医療用プラ
スチック

包装材

血液

細胞

食品

油

ボトル

マウス

薬

●●活活性性酸酸素素、、抗抗酸酸化化力力評評価価
●●薬薬剤剤効効果果、、疾疾病病研研究究
●●過過酸酸化化脂脂質質測測定定
●●ポポリリフフェェノノーールル、、過過酸酸化化水水素素
等等のの検検出出
●●薬薬剤剤酸酸化化安安定定性性評評価価

●●新新素素材材のの酸酸化化安安定定性性評評価価、、
●●添添加加剤剤、、抗抗酸酸化化剤剤のの効効果果判判定定
●●材材料料のの受受入入・・出出荷荷検検査査
●●加加工工条条件件のの検検索索
●●リリササイイククルル材材のの評評価価
●●開開発発期期間間短短縮縮

●●そそのの他他：：電電子子線線照照射射履履
歴歴検検出出、、表表面面処処理理モモニニ
タターー、、キキャャビビテテーーシショョンン、、
物物理理刺刺激激にによよるる発発光光等等

15

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））のの応応用用範範囲囲

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 16

酸酸化化劣劣化化反反応応はは複複雑雑でで、、発発光光現現象象をを理理解解すするるににはは
学学術術的的ななババッッククググラランンドドもも重重要要ととななるる

材材料料系系のの学学会会にに参参加加しし研研究究者者ととのの人人脈脈をを形形成成

社社内内技技術術でではは対対応応ででききなないい領領域域

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））とと大大学学ととののかかかかわわりり

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 17

学学会会活活動動

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 18

学学会会活活動動

年間10-15件ほどの外部発表
展示会、論文発表、雑誌投稿

学学会会発発表表・・講講演演

日日時時 学学会会 詳詳細細

2021.7.2 マテリアルライフ学会 第32回研究発表会 特別講演

2021.11.26 日本分析化学会 若手交流会

2021.12.2 日本学術振興会

2021.12.15 FAMCO先端機能材料特別講演会

2022.2.18 日本油化学会 試験法企画小委員会

2022.3.17 第 14 回 CL 研究会

2022.5.13 日本接着学会 「高分子劣化における最近の技術動向」講演

2022.6.15-16 プラスチック成形加工学会

2022.7.23 日本分析化学会 東北支部大会

2022.8.6 日本臨床検査医学会 東北支部大会

2022.8.25 PO研究会

2022.10 レオロジー学会

2022.11 成形加工シンポジア

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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PPAA（（ポポリリアアミミドド））ペペレレッットト新新品品ととリリササイイククルル材材のの発発光光画画像像（（加加熱熱））

Real image CL image

CL meas. condition
System: CL Micro Imaging system
200C air     Meas. Time：1min gain=5, ATTN=255
Sample: PA 2 pellet  (Virgin, 300C x 5 extrusions)

virgin

300C, x 5  
extrusions

20mm

新新品品

リリササイイククルル材材

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

医医療療用用材材料料 自自動動車車用用材材料料

プラスチック工業連盟HPより
食食品品・・化化成成品品材材料料

医療用プラ
スチック

包装材

血液

細胞

食品

油

ボトル

マウス

薬

●●活活性性酸酸素素、、抗抗酸酸化化力力評評価価
●●薬薬剤剤効効果果、、疾疾病病研研究究
●●過過酸酸化化脂脂質質測測定定
●●ポポリリフフェェノノーールル、、過過酸酸化化水水素素
等等のの検検出出
●●薬薬剤剤酸酸化化安安定定性性評評価価

●●新新素素材材のの酸酸化化安安定定性性評評価価、、
●●添添加加剤剤、、抗抗酸酸化化剤剤のの効効果果判判定定
●●材材料料のの受受入入・・出出荷荷検検査査
●●加加工工条条件件のの検検索索
●●リリササイイククルル材材のの評評価価
●●開開発発期期間間短短縮縮

●●そそのの他他：：電電子子線線照照射射履履
歴歴検検出出、、表表面面処処理理モモニニ
タターー、、キキャャビビテテーーシショョンン、、
物物理理刺刺激激にによよるる発発光光等等

15

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））のの応応用用範範囲囲

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 16

酸酸化化劣劣化化反反応応はは複複雑雑でで、、発発光光現現象象をを理理解解すするるににはは
学学術術的的ななババッッククググラランンドドもも重重要要ととななるる

材材料料系系のの学学会会にに参参加加しし研研究究者者ととのの人人脈脈をを形形成成

社社内内技技術術でではは対対応応ででききなないい領領域域

微微弱弱発発光光計計測測装装置置（（ケケミミルルミミネネッッセセンンススアアナナラライイザザーー））とと大大学学ととののかかかかわわりり

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 17

学学会会活活動動

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 18

学学会会活活動動

年間10-15件ほどの外部発表
展示会、論文発表、雑誌投稿

学学会会発発表表・・講講演演

日日時時 学学会会 詳詳細細

2021.7.2 マテリアルライフ学会 第32回研究発表会 特別講演

2021.11.26 日本分析化学会 若手交流会

2021.12.2 日本学術振興会

2021.12.15 FAMCO先端機能材料特別講演会

2022.2.18 日本油化学会 試験法企画小委員会

2022.3.17 第 14 回 CL 研究会

2022.5.13 日本接着学会 「高分子劣化における最近の技術動向」講演

2022.6.15-16 プラスチック成形加工学会

2022.7.23 日本分析化学会 東北支部大会

2022.8.6 日本臨床検査医学会 東北支部大会

2022.8.25 PO研究会

2022.10 レオロジー学会

2022.11 成形加工シンポジア

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17
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ママテテリリアアルルラライイフフ学学会会

学学会会活活動動

1987年設立
個人会員180名、法人会員22社
材料の寿命について以下を中心に検討する学会
劣化・寿命（メカニズム、因子、寿命予測、寿命制御）耐久性（評価法、評価技術、
評価装置、向上技術）
対象マテリアルは工業材料、塗料、新材料、包装材料、複合材料、生体材料、生分
解材料、エコマテリアル、安定剤、難燃材料、文化財など多岐にわたる材料が対象

研究会
•表面界面物性研究会
•耐久性研究会
•ケミルミネッセンス研究会
•マイクロプラスチック研究会

弊弊社社はは賛賛助助会会員員ととししてて参参加加
佐佐藤藤がが副副会会長長もも務務めめ、、会会のの運運営営ににもも携携わわるるここととでで研研究究者者ととのの人人脈脈もも広広ががるる。。

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd.

ママテテリリアアルルラライイフフ学学会会のの分分会会ととししてて11回回//11年年 研研究究会会開開催催

第第1122回回 開開催催風風景景
（（東東京京工工業業大大学学 レレククチチャャーーシシアアタターー））

20

学学会会活活動動

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 21

ププララススチチッックク成成型型加加工工学学会会

学学会会活活動動

1988年12月 創立
個人会員1400名、法人会員170社
プラスチック材料・成形条件・ベストな製品に至る全工程にわたって科学と技術のメス
を入れ、プラスチックの新しい可能性を切り開く。

技術進歩賞
中小企業が開発された進歩的な技術を対象と
し、プラスチック成形加工分野の技術の進歩
を促すことを狙いとし、本分野の進歩に貢献
するきらりと光る独創性の高い技術を将来性
に対する期待とともに表彰

第1回技術進歩賞 受賞（2014年）
高感度微弱発光計測を用いたプラスチック
の酸化劣化評価装置の開発

そそのの後後、、年年次次大大会会おおよよびびシシンンポポジジアアででのの発発表表、、企企業業展展示示をを実実施施
社社長長のの山山田田はは次次回回シシンンポポジジアア（（山山形形県県開開催催））のの運運営営委委員員

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 22

大大学学ととののつつななががりり（（２２））

東東北北工工業業大大学学と「包括連携に関する協定」を締結（2020年10月）

この協定は、相互に協力し、情報共有と意見交換を行い、産学の連携を推進することによ
り、研究開発、教育・人材育成および地域の活性化を推進し、持続可能な社会の発展に資
することを目的としています。
その目的を達成するため、次の4項について連携・協力してまいります。

1. 共同研究・受託研究等の実施とこれに伴う技術者・研究者の交流
2. キャリア教育・社会人教育等、双方の人材交流・育成の促進
3. 地域連携活動・教育活動等への協力、地域活性化の推進
4. その他前条の目的を達成するために必要な事項への協力

東北工業大学ホームページより

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 23

大大学学ととののつつななががりり

東東北北工工業業大大学学 ラライイフフデデザザイインン学学部部産産業業デデザザイインン学学科科

①①ブブラランンデディィンンググ研研究究（（リリブブラランンデディィンンググ）） 大大矢矢研研究究室室

社員と学生さんでコーポレートスローガンとステートメントを
検討し、社名ロゴやシンボルマーク、映像などデザインでの
視覚的表現を検討いただく。
成果は卒業制作展会場で発表された。
その後、会社紹介ビデオの作成も実施されている。

東北工業大学ホームページより

 コーポレートスローガン&ステートメント

 会社ロゴ&ブランドシンボル

 ビジュアルスタイルのルール
（トーン&マナー、使用フォント、色使いなどを統一）

 名刺、ポスター、Webサイト用ヘッダーデザインなど

 ブランドイメージ動画

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 24

大大学学ととののつつななががりり

②②自自社社製製品品ののカカタタロロググおおよよびびチチララシシののデデザザイインン 篠篠原原研研究究室室

カタログのイントロページは表紙のイメージに合わせたシャー
プなデザインに変更され、ケミルミネッセンスアナライザーとい
う微弱発光測定装置の特徴をわかりやすくまとめ、より洗練さ
れたカタログとなりました。

また、広告デザインは大判ポスターとして会社道路沿いに掲
示されています。

東北工業大学ホームページより

東東北北工工業業大大学学 ラライイフフデデザザイインン学学部部産産業業デデザザイインン学学科科

スライド19

スライド22スライド21

スライド20

スライド24スライド23
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大大学学ととののつつななががりり

③③OOEEMM用用ポポススタターーののデデザザイインン 大大矢矢研研究究室室

OEM製品用のポスターデザインをしました。
展示会のブースに設置するため、広い会場内のブースでも
目立つように必要最小限の文言と、それを引き立てるように
背景や文字加工に工夫をしました。
ポスターは4月に東京ビッグサイトで開催される展示会
（Medtec）で掲示されました。

東北工業大学ホームページより

東東北北工工業業大大学学 ラライイフフデデザザイインン学学部部産産業業デデザザイインン学学科科

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 26

KCみやぎ推進ネットワークの令和3年度委託研究会テーマに採択

研究会テーマ：高高出出力力固固体体レレーーザザーーのの赤赤色色発発振振技技術術にに関関すするる研研究究
運営者 ：東北工業大学工学部情報通信工学科 佐藤篤教授
参画者 ：東北電子産業株式会社
開催日 ： 2021年12月20日（月）15:00～16:30
開催方法 ： Teams によるオンライン会議※接続情報は、別途メールで連絡。
参加者
東北工業大学佐藤篤教授（運営者）及び佐藤研究室学生・大学院生
東北工業大学地域連携センター職員
東北電子産業橋本（参画者）、技術職員
KC みやぎ事務局（宮城県庁：2名、産業技術総合センター：3名）

大大学学ととののつつななががりり

東東北北工工業業大大学学 工工学学部部 情情報報通通信信工工学学科科 佐佐藤藤篤篤教教授授

KCみやぎ推進ネットワークは、平成17年度に活動を開始した身近な大学・高専等が企
業の皆様からの技術相談にワンストップで対応するネットワークです。

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 27

大大学学ととののつつななががりり

スステテーージジアアッッププ支支援援事事業業採採択択

〈概要〉
2022年10月から2年間の販路開拓支援事業 補助金MAX500万（1/2補助）

〈目的〉
医療分野における自社製品及びOEM/ODMの販路開拓『モノ作り企業としての認知度UP』

OPIE23 光総合展示会 パシフィコ横浜

N+ 材料 ビックサイト

Photonix レーザ加工 幕張メッセ

IPF プラスチック 幕張メッセ

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 28

知知財財活活動動

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 29

JIS K 7351
ププララススチチッッククにに含含ままれれるる過過酸酸化化物物のの
微微弱弱発発光光のの高高感感度度測測定定方方法法

2018年1月22日

経済産業省「新市場創造型標準化制度」

「新市場創造型標準化制度」について（経産省資料参照）
（概要）標準化は、市場での信頼性向上や差別化を通じて、新しい技術を用いた市場創出に大きな効果がありま
す。特に中堅・中小企業にとっては、戦略的な標準化が重要です。経済産業省では、新市場の創造や産業競争力
の強化につながる戦略的な標準化の推進のため、平成26 年5月に「標準化官民戦略」を策定し、本戦略に基づき、
同年7月に、中堅・中小企業を含む企業又は企業グループが保有する優れた技術や製品について、従来の業界団
体でのコンセンサス形成を経ずに、迅速な国内標準化（JIS化）や国際標準（ISO/IEC）提案を可能にする「新市場
創造型標準化制度」を創設しました。日本工業標準調査会（JISC）標準第一部会において、本制度活用の対象を
決定し、（一財）日本規格協会が提案企業を含めた原案作成委員会を構成し、標準化の原案作成が行われます。
原案作成後、JISCにおいて審議され、国内標準（JIS）となります。（経済産業省資料より抜粋）

規規格格

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 30

ISO 4765：：2022
規規格格
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大大学学ととののつつななががりり

③③OOEEMM用用ポポススタターーののデデザザイインン 大大矢矢研研究究室室

OEM製品用のポスターデザインをしました。
展示会のブースに設置するため、広い会場内のブースでも
目立つように必要最小限の文言と、それを引き立てるように
背景や文字加工に工夫をしました。
ポスターは4月に東京ビッグサイトで開催される展示会
（Medtec）で掲示されました。

東北工業大学ホームページより

東東北北工工業業大大学学 ラライイフフデデザザイインン学学部部産産業業デデザザイインン学学科科
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KCみやぎ推進ネットワークの令和3年度委託研究会テーマに採択

研究会テーマ：高高出出力力固固体体レレーーザザーーのの赤赤色色発発振振技技術術にに関関すするる研研究究
運営者 ：東北工業大学工学部情報通信工学科 佐藤篤教授
参画者 ：東北電子産業株式会社
開催日 ： 2021年12月20日（月）15:00～16:30
開催方法 ： Teams によるオンライン会議※接続情報は、別途メールで連絡。
参加者
東北工業大学佐藤篤教授（運営者）及び佐藤研究室学生・大学院生
東北工業大学地域連携センター職員
東北電子産業橋本（参画者）、技術職員
KC みやぎ事務局（宮城県庁：2名、産業技術総合センター：3名）

大大学学ととののつつななががりり

東東北北工工業業大大学学 工工学学部部 情情報報通通信信工工学学科科 佐佐藤藤篤篤教教授授

KCみやぎ推進ネットワークは、平成17年度に活動を開始した身近な大学・高専等が企
業の皆様からの技術相談にワンストップで対応するネットワークです。
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大大学学ととののつつななががりり

スステテーージジアアッッププ支支援援事事業業採採択択

〈概要〉
2022年10月から2年間の販路開拓支援事業 補助金MAX500万（1/2補助）

〈目的〉
医療分野における自社製品及びOEM/ODMの販路開拓『モノ作り企業としての認知度UP』

OPIE23 光総合展示会 パシフィコ横浜

N+ 材料 ビックサイト

Photonix レーザ加工 幕張メッセ

IPF プラスチック 幕張メッセ
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知知財財活活動動
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JIS K 7351
ププララススチチッッククにに含含ままれれるる過過酸酸化化物物のの
微微弱弱発発光光のの高高感感度度測測定定方方法法

2018年1月22日

経済産業省「新市場創造型標準化制度」

「新市場創造型標準化制度」について（経産省資料参照）
（概要）標準化は、市場での信頼性向上や差別化を通じて、新しい技術を用いた市場創出に大きな効果がありま
す。特に中堅・中小企業にとっては、戦略的な標準化が重要です。経済産業省では、新市場の創造や産業競争力
の強化につながる戦略的な標準化の推進のため、平成26 年5月に「標準化官民戦略」を策定し、本戦略に基づき、
同年7月に、中堅・中小企業を含む企業又は企業グループが保有する優れた技術や製品について、従来の業界団
体でのコンセンサス形成を経ずに、迅速な国内標準化（JIS化）や国際標準（ISO/IEC）提案を可能にする「新市場
創造型標準化制度」を創設しました。日本工業標準調査会（JISC）標準第一部会において、本制度活用の対象を
決定し、（一財）日本規格協会が提案企業を含めた原案作成委員会を構成し、標準化の原案作成が行われます。
原案作成後、JISCにおいて審議され、国内標準（JIS）となります。（経済産業省資料より抜粋）
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ISO 4765：：2022
規規格格
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大大企企業業、、中中小小企企業業のの構構造造変変化化 資資料料：：中中小小企企業業庁庁

国国内内のの高高いい技技術術ををもも
つつ中中小小企企業業ととのの連連携携
にによよるるイイノノベベーーシショョンン。。

ススタターートトアアッッププのの定定義義
ににはは第第2創創業業もも含含ままれれ
てていいるる。。

Tohoku Electronic Industrial Co.,Ltd. 32

• 技技術術をを売売りりににすするる中中小小企企業業ににととっってて、、大大学学やや国国ととのの協協力力はは必必須須
最最先先端端のの技技術術をを知知るる
自自社社技技術術をを評評価価ししててももららうう
社社内内技技術術でではは対対応応がが難難ししいい領領域域のの補補助助

• 国国やや県県のの補補助助金金はは最最大大限限活活用用
自自己己負負担担ももああるるののでで狙狙いいをを定定めめるるここととがが重重要要

• イインンタターーンンシシッッププ制制度度
中中小小企企業業ににととっっててもも人人材材確確保保、、即即戦戦力力のの観観点点かかららwelcome

社社会会とと融融合合すするる大大学学教教育育ににつついいてて

＜＜大大学学教教育育へへ求求めめるるもものの＞＞

＊＊高高いい技技術術力力、、 新新ししいいももののをを自自分分でで考考ええ生生みみ出出すす力力
＊＊経経営営知知識識 ← 理理系系学学生生ににもも経経営営知知識識教教育育がが必必要要

スライド31 スライド32
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社会と融合する
大学教育のかたちを考える

第28回FDフォーラム 第10分科会

株式会社相互技研 渡邊俊祐

2

測量の資格
• 測量法の定める測量（基本測量・公共測量）を行うには
国家資格の「測量士・測量士補」の資格が必要
測量士資格の取得
大学で測量に関する科目を修め、1年以上の実務経験
短大・高等専門学校で測量に関する科目を修め、3年以上の実務経験
測量専門学校で1年以上学び、卒業後2年以上の実務経験
国土地理院の⾧が行う測量士試験に合格した者

日本測量協会 「測量士・測量士補の資格のページ」
https://jsurvey.jp/shikaku.htm

株式会社相互技研 3

測量関連の法令
•測量法 昭和２４年（１９４７）に６月３日制定

• 「国若しくは公共団体が費用の全部若しくは一部を負担し、 若し
くは補助して実施する土地の測量又はこれらの測量の結果を利用す
る土地の測量について、 その実施の基準及 び実施に必要な権能を
定め、 測量の重複を除き、 並びに測量の正確さを確保するととも
に、 測量業を営む者の登録の実施、 業務の規制等により、 測量業
の適正な運営とその健全な発達を図り、 もって各種測量の調整及
び測量制度の改善発達に資することを目的（法第1条）

• 民間資金の測量には必ずしも必要ではないが、精度など準拠される
株式会社相互技研 4

資格
測量士補資格の取得
① 大学や短大で測量に関する科目を修めて卒業すると取得可能
② 測量専門学校で1年以上測量士補相当の知識と技能を修めたもの
③ 国土地理院の⾧が行う測量士補試験に合格した者

①で入社時に取得している学生もいる
数年の実務により測量士資格を得る測量士も多い？

→土地家屋調査士試験の午前中の試験が免除される

株式会社相互技研 5

資格
試験の場合
• 測量士の合格率は10％前後
• 測量士 測量の計画を立案できる
• 測量業を営む営業所に1人以上在籍することが必要
測量士補の合格率は30-40％
測量士補 測量士の立案した計画に従って作業を行う
• 過去五年の合格率と問題
• https://www.gsi.go.jp/LAW/SHIKEN/past.html

株式会社相互技研 6

渡邊　俊祐　株式会社相互技研 京都事務所 所長、
　　　　　　同志社大学 文化遺産情報科学調査研究センター 副センター長

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

測量士の現状
• 測量専門の仕事をする人

• 測量もするが他の仕事が主な人
→土地家屋調査士、設計者など 工事現場の現場監督
自身で測量業務もできるが、他の業務の都合上外注
→測量結果のチェックは行う＝測量の業務知識は必要

株式会社相互技研 7

測量とは

• 地表面あるいはその近傍の地点の相互関係及び位置を確立する科学技術

 数値あるいは図によって表された相対的位置を地上その他に再現させる
技術である。

 このうち、わが国の国土開発、利用、保全等に重要な役割りを担うのが
土地に関する法律であり、この土地に関する法律について定められた法
律が「測量法」

国土交通省公共測量作業規定 解説と運用（世界測地系対応版）社団法人日本測量協会 2004 東京 P.3引
用

株式会社相互技研 8

測量の目的

• 土地の測量と建設の測量
• 土地の測量
測量法や作業規定によって定められた測量
作業の計画や従事には国家資格が必要
その他の法律で、観測方法・観測結果の取り扱い
機械の性能を細かく規定

株式会社相互技研 9

授業を通した大学と会社での重要視点の
違い
測量学実習 対象の学生は…
• 測量についての基礎を学び、実習を行う
• 対象は3年生
• 住居の様々な課題について学ぶ学生
• 就職先 設計事務所など（院生）

測量を専門に学ぶことが授業を受ける主目的ではない。
資格を取得することが目的ではない。
測量を発注する側になる可能性

株式会社相互技研 1 0

スライド7

スライド10スライド9

スライド8
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社会と融合する
大学教育のかたちを考える

第28回FDフォーラム 第10分科会

株式会社相互技研 渡邊俊祐
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吉川　昌孝　京都精華大学 メディア表現学部 教授

大下　大介　京都精華大学 メディア表現学部 教授

福原　習作　北近畿鉄道ビジネス株式会社 代表取締役

報 告 者

コーディネーター

第
　
分
科
会

11

学外の実践活動を生かした大学教育

 

 

218

第
10
分
科
会



 

第11分科会

小松　正史　京都精華大学 メディア表現学部 教授

吉川　昌孝　京都精華大学 メディア表現学部 教授

大下　大介　京都精華大学 メディア表現学部 教授

福原　習作　北近畿鉄道ビジネス株式会社 代表取締役

報 告 者

コーディネーター

第
　
分
科
会

11

学外の実践活動を生かした大学教育

 

 

219

第
11
分
科
会



220

第
11
分
科
会



○本分科会のねらい
急速な社会環境の変化とともに、さまざまな規模の社会課題が生まれている。従来からの「文系」「理系」

「芸術系」という枠を超えた新しい発想が求められる今、暮らしやすい社会を生み出すための教育実践例を
紹介する。具体的には、京都精華大学メディア表現学部で実践している全員必修の 2 年次の学外実習（イ
ンターンシップ）の実態についての報告を行った。大学と連携企業の関わり方と学生の実践状況を紹介し、
学外を意識した大学の実践教育のあり方についての議論を深める場となった。

○報告の概要
冒頭に、小松から全体の主旨説明を行った。高度専門職に必要な「課題発見・解決力」と「未来社会の

構想・設計力」が問われていることを述べた。
講演 1 では「京都精華大学メディア表現学部における学外実習の実態」と題して、本学教授の吉川昌孝

氏が報告を行った。本学部の特徴や社会実践の位置づけの説明がなされた。本実践プログラムによって社
会への役立て方が体感され、学内の学びとは異なった学生の経験が蓄積され、企業と大学双方へのフィー
ドバックの可能性のあることが述べられた。

講演 2 では「京都精華大学メディア表現学部における学外実習の実態」と題して、本学教授の大下大介
氏の報告を、小松が代役としてプレゼンテーションした。インターンシップの具体的な体制・特徴・学生
の体験内容・学生の手応え・今後のミッションを総括した。連携先企業からの感謝や気づきの多かったこ
とが特筆する点であった。

講演では 3「社会実践する大学生を企業で受け入れる試み」と題して、北近畿鉄道ビジネス株式会社代表
取締役の福原習作氏が報告を行った。当該企業は本学部の受け入れ連携先である。受け入れまでの経緯・
学生が運営に関わった鉄道イベントの詳細・動画の制作過程・学生からのお礼の内容などが紹介された。
今回の取り組みによって企業側と大学側との連携体制が深まったことが説明された。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
登壇者 3 名が終始和気藹々とした雰囲気のもと、杓子定規ではない本音トークが織り成され、登壇者自

身のブレーンストーミング効果や発想の深化（進化）をつかみ取ることができた。同時に、参加者からの
チャット意見も活発に書き込まれた。「報告内容が非常に実践的であり、共感できる内容で分科会の中で一
番の満足度だった」「科目運営に是非取り入れたい要素がたくさんあった。企業からの率直な意見が参考に
なった」との反応があった。既存のインターンシップの枠組みでは収まり切れない可能性が、本実習に含
まれていることが認識された。学外での社会実習やフィールドワークといった学生の経験値の幅を広げる
位置づけが、こうした実習では必要であるとの見解に至った。

〈第 11 分科会〉

学外の実践活動を生かした大学教育

京都精華大学　メディア表現学部　教授  小松　正史
コーディネーター
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第第11分分科科会会
学学外外のの実実践践活活動動をを生生かかししたた大大学学教教育育

コーディネーター
小松正史（京都精華大学 メディア表現学部）

第第28回回FDフフォォーーララムム
挑挑選選〜〜多多様様なな学学びびのの支支援援にに求求めめらられれるる挑挑選選とと選選択択
オオンンラライインン開開催催
大大学学ココンンソソーーシシアアムム京京都都

学外で大学教育を実践する意味は？

〜Society 5.0 で求められる能力と資質〜

す ren.or.jp/policy/

大学教育における学外での実践活動
☞単位として認められているもの

・インターンシップ（就業体験）☜今回の対象

・フィールドワーク（野外調査・現場観察）

・教育実習

・博物館実習

・病院実習（医療系）

・農場実習（農学系

本分科会開催の狙い
なぜ、京都精華大学の学外実践活動をテーマとするのか？

・急速な社会環境の変化により多様な社会課題が生まれている
・学内のみならず、学外との接続を有効に活用した教育実践
・京都精華大学は文系・理系・芸術系の枠を超えた教学内容
・メディア表現学部では2050年の未来から今を見つめる活動
・プロジェクト型の実習授業を多様
・技術・表現・コミュニケーションを複合的に学ぶ必要性

本分科会の最終的な着地点

大学と連携企業の関わり方と
学生の実践状況を紹介し、
学外を意識した大学の実践教育の
あり方についての議論を深めたい

＜プログラム＞
９：３２ 趣旨説明 京都精華大学メディア表現学部 教授 小松正史

９：３５ 講演1.「大学で社会実践することの意義と可能性について」
京都精華大学メディア表現学部 教授 吉川昌孝

１０：００ 講演2.「京都精華大学メディア表現学部における学外実習の実態」
京都精華大学メディア表現学部 教授 大下大介

（聞き手：小松正史）

１０：２５ 講演3.「社会実践する大学生を企業で受け入れる試み」
北近畿鉄道ビジネス株式会社 代表取締役 福原習作

１０：５０ 休憩（みなさまからのご質問や取り上げてほしいテーマを募集！）

１１：００ ディスカッション（終了は12:00を予定）

小松　正史　京都精華大学 メディア表現学部 教授
スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会「中間とりまとめと共同提言」(2019 年4月 22 日)、経団連 
「Society 5.0 –ともに創造する未来 – 」 https://www.keidanren.or.jp/policy/2022/003_honbun.pdf 
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スライド2

スライド6スライド5

出典：採用と大学教育の未来に関する産学協議会「中間とりまとめと共同提言」(2019 年4月 22 日)、経団連 
「Society 5.0 –ともに創造する未来 – 」 https://www.keidanren.or.jp/policy/2022/003_honbun.pdf 

大学で社会実践することの
意義と可能性について

京都精華大学
メディア表現学部

吉川昌孝

１．メディア表現学部の紹介

●2021年4月開講
定員168名 まだ2期生までで各年180名以上

●3つの専攻 音楽表現、イメージ表現、メディア情報
2年から専攻に分かれるがどの専攻の授業も受講可能
精華大の中では私立文系の学生を対象にした学部
グループワークなど多め

●2つの特徴的な必修科目
プログラミングと社会実践

２．メディア表現学部における「社会実践」の位置づけ

●メディア表現学部で育む２つの力
〜「メディア設計力」と「社会接続力」

プログラミングは「メディア設計力」育成の一環
社会実践は「社会接続力」育成の一環

メディア・コンテンツは
常に社会との相互作用で制作・運営されるもの
≒社会と接続しているもの

●社会実践
2年時インターンシップ、3年時社会実践実習

３．「社会実践」の流れ

●2年生のインターンシップは社会（企業など組織）を「参与観察」
・早期からの社会（企業など組織）との接点を経験
・インターンシップ先は70社以上

→大手広告代理店、飲料メーカーから、地元の商店街や神社仏閣まで
・想定以上の「インターン」への抵抗感の高さ

→企業と学生のマッチングに腐心 対等な立場で
・ゼミ選びに好影響

→インターン経験を通じて自分の方向性がより明らかに

●3年生の社会実践実習は参与から「企画・運営」へ
・各ゼミなどで企業などと協働してプロジェクトを運営
・教員のゼミと連動したもの17、外部の非常勤講師にお願いするもの10、
あわせて、全27プロジェクト 1プロジェクト平均5~6人

４．大学で「社会実践」する意義と可能性

・学修・研究内容の社会への役立て方を体感

・ファスト教養や安易なスキル獲得からの回避

・座学、演習・実習とは異なる経験の蓄積

・企業、大学双方へのフィードバックの可能性

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド5

吉川　昌孝　京都精華大学 メディア表現学部 教授
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第28回FDフォーラム
第11分科会 学外の実践活動を活かした大学教育

京都精華大学メディア表現学部における学外実習の実態

京都精華大学メディア表現学部
大下大介

項目

・授業「インターンシップ１」 １Q～４Qの流れ

・インターンシップの具体的な体制

・インターンシップの具体的な特徴

・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容

・インターンシップ報告会からみる学生の手応え

・学生アンケートの振り返りと今後のミッション

・総括

授授業業「「イインンタターーンンシシッッププ１１」」

１１QQ〜〜４４QQのの流流れれ

事前説明会（2022年の1月26日）

2022年度 １Q：事前授業

２Q：連携先の決定と日程調整＆顔合わせ

２Q・３Q：インターンシップ研修（主に夏期休暇中）

研修終了後、連携先へお礼状の提出
連携先からのコメントシートの提出

３Q or ４Qインターンシップ報告会

※ プログラムの出席、研修。課題提出、報告会の発表など全て履修することで単位が認められる。
※ ２年生の必修授業で、2022年度は164名の学生が履修した。

１・インターンシップの具体的な体制
- 連携先と教員の配置・教員の紹介 -

大下と3名の教員、計4名で授業を担当している。

教員A ：アパレルブランドの取締役・区役所職員・介護福祉
教員B：編集者・イベント運営・音楽レーベル運営・展覧会のキュレーション
教員C：飲食店経営・自治体振興組合理事・公園管理・会計士

連携先 3名の教員 大下連携先の開拓・情報共有

学生のアテンド

情報共有・問題解決

学生個別対応

教員3名のキャリア

教員4名と、連携先・学生の配置と役割

以上の様に、パラレルキャリアの実践者が教員としてこの授業を担当している。

１・インターンシップの具体的な特徴①
- 学生が社会参与するための仕組みづくりについて -

テーマ①）専門性以外も含めた多様な仕事のあり方、役割、チームワークを体験する。
テーマ②）ミスマッチの無い、実のある研修を約束する。
テーマ③）「インターンシップ」のイメージと内容を改善する。

・ミスマッチや無駄な時間を過ごさず、実のある体験にするために、３教員の仕事などの繋がりの
中で信頼があり、この取り組みに賛同してくれた企業・団体・個人のみに協力頂いた。

連携先の例）劇場、飲料メーカー、リサイクルショップ、結婚式場、雑誌出版社、工務店、観光業、介護医療事
業者、銭湯、福祉センター、ラジオ制作会社、化粧品メーカー、酒造会社、鉄道会社、WEB制作会社、書店、不
動産会社、ゲーム制作会社、商店街振興組合など

・連携先は、学生を対等に接して、アイデアや能力、存在に関心があり必要としている。

・実例を交えながら、学生とコミュニケーションを繰り返し、＜インターンシップ＝怖い、辛い、
堅苦しい＞というイメージを軽減する。

１・インターンシップの具体的な特徴②
- 学生への連携先情報の周知方法について -

・連携先の情報を閲覧できるWebを用意。
・雑誌感覚で、親御さん、友達と観ながらカタログで商品を選ぶ様な形式。
・気軽にWebから教員に質問することができる。

① Webの画面画像 ② Webの画面画像

大下　大介　京都精華大学 メディア表現学部 教授

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5
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第28回FDフォーラム
第11分科会 学外の実践活動を活かした大学教育

京都精華大学メディア表現学部における学外実習の実態

京都精華大学メディア表現学部
大下大介

項目

・授業「インターンシップ１」 １Q～４Qの流れ

・インターンシップの具体的な体制

・インターンシップの具体的な特徴

・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容

・インターンシップ報告会からみる学生の手応え

・学生アンケートの振り返りと今後のミッション

・総括

授授業業「「イインンタターーンンシシッッププ１１」」

１１QQ〜〜４４QQのの流流れれ

事前説明会（2022年の1月26日）

2022年度 １Q：事前授業

２Q：連携先の決定と日程調整＆顔合わせ

２Q・３Q：インターンシップ研修（主に夏期休暇中）

研修終了後、連携先へお礼状の提出
連携先からのコメントシートの提出

３Q or ４Qインターンシップ報告会

※ プログラムの出席、研修。課題提出、報告会の発表など全て履修することで単位が認められる。
※ ２年生の必修授業で、2022年度は164名の学生が履修した。

１・インターンシップの具体的な体制
- 連携先と教員の配置・教員の紹介 -

大下と3名の教員、計4名で授業を担当している。

教員A ：アパレルブランドの取締役・区役所職員・介護福祉
教員B：編集者・イベント運営・音楽レーベル運営・展覧会のキュレーション
教員C：飲食店経営・自治体振興組合理事・公園管理・会計士

連携先 3名の教員 大下連携先の開拓・情報共有

学生のアテンド

情報共有・問題解決

学生個別対応

教員3名のキャリア

教員4名と、連携先・学生の配置と役割

以上の様に、パラレルキャリアの実践者が教員としてこの授業を担当している。

１・インターンシップの具体的な特徴①
- 学生が社会参与するための仕組みづくりについて -

テーマ①）専門性以外も含めた多様な仕事のあり方、役割、チームワークを体験する。
テーマ②）ミスマッチの無い、実のある研修を約束する。
テーマ③）「インターンシップ」のイメージと内容を改善する。

・ミスマッチや無駄な時間を過ごさず、実のある体験にするために、３教員の仕事などの繋がりの
中で信頼があり、この取り組みに賛同してくれた企業・団体・個人のみに協力頂いた。

連携先の例）劇場、飲料メーカー、リサイクルショップ、結婚式場、雑誌出版社、工務店、観光業、介護医療事
業者、銭湯、福祉センター、ラジオ制作会社、化粧品メーカー、酒造会社、鉄道会社、WEB制作会社、書店、不
動産会社、ゲーム制作会社、商店街振興組合など

・連携先は、学生を対等に接して、アイデアや能力、存在に関心があり必要としている。

・実例を交えながら、学生とコミュニケーションを繰り返し、＜インターンシップ＝怖い、辛い、
堅苦しい＞というイメージを軽減する。

１・インターンシップの具体的な特徴②
- 学生への連携先情報の周知方法について -

・連携先の情報を閲覧できるWebを用意。
・雑誌感覚で、親御さん、友達と観ながらカタログで商品を選ぶ様な形式。
・気軽にWebから教員に質問することができる。

① Webの画面画像 ② Webの画面画像

大下　大介　京都精華大学 メディア表現学部 教授

スライド1

スライド4スライド3

スライド2

スライド6スライド5

１・インターンシップの具体的な特徴②
- 学生への連携先情報の周知方法について -

１Qの事前授業で、連携先から事業内容・業務内容・学生へのメッセージなどを伝えていただく
＜連携先のプレゼンおよび交流会＞をおこなった。
交流会では学生が連携先とコミュニケーションが出来、理解を深める時間になった。

１・インターンシップの具体的な特徴②
- 学生への連携先情報の周知方法について -

１Qの事前授業で、連携先から事業内容・業務内容・学生へのメッセージなどを伝えていただく
＜連携先のプレゼンおよび交流会＞をおこなった。
交流会では学生が連携先とコミュニケーションが出来、理解を深める時間になった。

１・インターンシップの具体的な特徴③
- コロナ罹患や個人的な事情で研修に行けない学生の対応について -

担当教員が飲食を提供できるレンタルスペースで飲食店を開店。その飲食店でスタッフとして研修。
お客様、地域住民、地域で商いをされている方、教員とコミュニケーションが生まれ、サービスの
楽しさ、難しさを体験する。様々な職種の情報を得る。

１・インターンシップの具体的な特徴③
- コロナ罹患や個人的な事情で研修に行けない学生の対応について -

担当教員が飲食を提供できるレンタルスペースで飲食店を開店。その飲食店でスタッフとして研修。
お客様、地域住民、地域で商いをされている方、教員とコミュニケーションが生まれ、サービスの
楽しさ、難しさを体験する。様々な職種の情報を得る。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

デザイン、アート関連企画イベント施設

子供向けのアートイベントの企画・実施のためのス
タッフ として研修をおこなう。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

酒造会社

作業工程の見学、体験。マーケティング部で実際の
商品販売戦略のディスカッションやイベント企画を
おこなう。

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

神社

神社で行われた祭の準備、受付、
来場者の案内をおこなう。地域
の方々とお話しする中で、未来
の「神社と地域の関係性」を考
える。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

雑誌編集社

雑誌の特集記事の取材に同行。
取材を客観的に「取材」するこ
とで、雑誌制作の一部の流れを
知り、それ以外の情報で構成さ
れる雑誌づくりを学ぶ。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

商店街振興組合

商店街の夏祭りイベントの企画
実践。小学生から幼稚園・保育
園児、その親御さん方も含めた
幅広い年齢層の方々とコミュニ
ケーションを取り、商店街特有
のあらゆる仕事の内容と地域住
民の関係性を学ぶ。

1 5

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

宿泊施設

ホテルの管理や人との関わりの
多いカフェやイベントなどの運
営を体験。人の心地の良い居場
所づくりのための空間演出を学
ぶ。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

ラジオ番組制作会社

収録見学、収録のタイムテーブ
ルや時間の設定、CDの引き出
し等を行う。プロデューサーと
DJ、アシスタントと打ち合わせ
も行い、スタッフと円滑に連携
することの大切さを学ぶ。

３・インターンシップ報告会からみる学生の手応え
-  本学独自のインターンシップのプログラムの方向性  -

インターンシップ報告会

「インターンシップ報告会」を
おこない、それぞれの研修での
体験を他の学生へ共有した。
個々の体験の報告から得た事を
コメントシートにまとめ、自分
ごととして今後の学びに生かす。

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

３・インターンシップ報告会からみる学生の手応え
-  本学独自のインターンシップのプログラムの方向性  -

インターンシップ報告会

「インターンシップ報告会」を
おこない、それぞれの研修での
体験を他の学生へ共有した。
個々の体験の報告から得た事を
コメントシートにまとめ、自分
ごととして今後の学びに生かす。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度グラフ

８ .4% 1 .3%
2.6%

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の高い学生のコメント

・今後の進路に大きな影響を与えるほど、貴重な体験ができたから

・もしインターンシップの授業がなければ、おそらく自分で行動することはなかったと思うからです。
すごく良いきっかけを与えていただきありがとうございました。

・普段はなかなか知ることができない様々な業界の仕事内容など実際に話を聞きながら学ぶことがで
きた。自分が進みたいと思っている道以外でも興味を惹かれるものが多く、自分のやりたいことは何
なのか向き合うきっかけにもなった。

・自分の専門分野から外れた内容の作業をインターンシップ先で体験させていただきましたが、体験
中に見せていただいた表現方法には得られたものが確かにあったからです。

・自分の世界を広げるきっかけがとても多く、また、障害を持つ方々との触れ合いを通じて自分の考
えなどをしっかり持つことができたから。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の高い学生のコメント

・インターンシップを2回生の年に、普通より一年早く体験しておくことができ、次に自分で探した
企業のインターンに行くときに生かせることが多くあると実感したから。また2回生の段階では、自
分からはインターンに参加しなかっただろうし、それを必修科目で受講することでこのように経験す
ることができたから。

・当初想像していたものは、自分がやりたいと考えている専門分野を社会に出て経験しスキルや肌感
を掴むものだったが、実際受講した後では専門分野外のものに触れ視野を広げるという考え方に変
わった。

社会に対する価値観や不安感、偏見などと向き合い、どのように社会に貢献していくのかを考察する
場でもあるのだと感じた。

・お客様により良い体験をしていただきたいという心構えは、ものを作ることに関しても通じること
だと気づいた。ものづくりや表現に関する仕事では、誰に届けるのかを意識することが大切だと考え
た。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の低い学生のコメント

・研修期間が思ったより伸びてしまい、大学の勉強とインターンシップの両立が大変だと感じたこと
があります。

・当初伝えられていた時間に解散しなかったことだけ少し困りました。

・興味で選ぶのもいいが、今後の職に合ったインターン先を選んでいただきたい。

・インターンシップの現場や実際の状況などによって体験するのがそれぞれ異なると思うが、具体的
にどのような研修を受けるかについて説明が詳しくなかった時もあったと思う。

・もちろん授業の中で、そのための質疑時間はあったが、質問したくても自分のような留学生には言
語の問題や、授業の時に教室の前に行くのが簡単にできない内省的な性格の人には難しく感じたこと
があるかと思う。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の低い学生のコメント

・私の友達で、｢派遣先でただ雑用をしただけで終わった｣と言っている人がいたので、もっと学生が
良い学びを得られるようにして欲しい。

・インターン内容を聴き比べていると満足度に大きく違いがあると思われるので、インターン内容の
詳細をより明確にしたほうがいいでしょう

・47都道府県とは言いませんが、北海道から沖縄までインターンで行けるようになればと思います。
また、メディア情報・イメージ・音楽の分野で活躍できる場をお願いします。

・インターンの不安が少しでもなくなるように、先輩の話しをもっと聞きたい。

・宿泊費などの援助があれば、私も含め東京などに行きたかった人のハードルが下がるのかなと思い
ました。
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スライド22スライド21

スライド20

スライド24スライド23
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２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

神社

神社で行われた祭の準備、受付、
来場者の案内をおこなう。地域
の方々とお話しする中で、未来
の「神社と地域の関係性」を考
える。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

雑誌編集社

雑誌の特集記事の取材に同行。
取材を客観的に「取材」するこ
とで、雑誌制作の一部の流れを
知り、それ以外の情報で構成さ
れる雑誌づくりを学ぶ。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

商店街振興組合

商店街の夏祭りイベントの企画
実践。小学生から幼稚園・保育
園児、その親御さん方も含めた
幅広い年齢層の方々とコミュニ
ケーションを取り、商店街特有
のあらゆる仕事の内容と地域住
民の関係性を学ぶ。

1 5

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

宿泊施設

ホテルの管理や人との関わりの
多いカフェやイベントなどの運
営を体験。人の心地の良い居場
所づくりのための空間演出を学
ぶ。

２・インターンシップ研修を体験した学生の具体的内容
-  業種別・現場の仕事内容や特徴  -

ラジオ番組制作会社

収録見学、収録のタイムテーブ
ルや時間の設定、CDの引き出
し等を行う。プロデューサーと
DJ、アシスタントと打ち合わせ
も行い、スタッフと円滑に連携
することの大切さを学ぶ。

３・インターンシップ報告会からみる学生の手応え
-  本学独自のインターンシップのプログラムの方向性  -

インターンシップ報告会

「インターンシップ報告会」を
おこない、それぞれの研修での
体験を他の学生へ共有した。
個々の体験の報告から得た事を
コメントシートにまとめ、自分
ごととして今後の学びに生かす。

スライド13

スライド16スライド15

スライド14

スライド18スライド17

３・インターンシップ報告会からみる学生の手応え
-  本学独自のインターンシップのプログラムの方向性  -

インターンシップ報告会

「インターンシップ報告会」を
おこない、それぞれの研修での
体験を他の学生へ共有した。
個々の体験の報告から得た事を
コメントシートにまとめ、自分
ごととして今後の学びに生かす。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度グラフ

８ .4% 1 .3%
2.6%

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の高い学生のコメント

・今後の進路に大きな影響を与えるほど、貴重な体験ができたから

・もしインターンシップの授業がなければ、おそらく自分で行動することはなかったと思うからです。
すごく良いきっかけを与えていただきありがとうございました。

・普段はなかなか知ることができない様々な業界の仕事内容など実際に話を聞きながら学ぶことがで
きた。自分が進みたいと思っている道以外でも興味を惹かれるものが多く、自分のやりたいことは何
なのか向き合うきっかけにもなった。

・自分の専門分野から外れた内容の作業をインターンシップ先で体験させていただきましたが、体験
中に見せていただいた表現方法には得られたものが確かにあったからです。

・自分の世界を広げるきっかけがとても多く、また、障害を持つ方々との触れ合いを通じて自分の考
えなどをしっかり持つことができたから。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の高い学生のコメント

・インターンシップを2回生の年に、普通より一年早く体験しておくことができ、次に自分で探した
企業のインターンに行くときに生かせることが多くあると実感したから。また2回生の段階では、自
分からはインターンに参加しなかっただろうし、それを必修科目で受講することでこのように経験す
ることができたから。

・当初想像していたものは、自分がやりたいと考えている専門分野を社会に出て経験しスキルや肌感
を掴むものだったが、実際受講した後では専門分野外のものに触れ視野を広げるという考え方に変
わった。

社会に対する価値観や不安感、偏見などと向き合い、どのように社会に貢献していくのかを考察する
場でもあるのだと感じた。

・お客様により良い体験をしていただきたいという心構えは、ものを作ることに関しても通じること
だと気づいた。ものづくりや表現に関する仕事では、誰に届けるのかを意識することが大切だと考え
た。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の低い学生のコメント

・研修期間が思ったより伸びてしまい、大学の勉強とインターンシップの両立が大変だと感じたこと
があります。

・当初伝えられていた時間に解散しなかったことだけ少し困りました。

・興味で選ぶのもいいが、今後の職に合ったインターン先を選んでいただきたい。

・インターンシップの現場や実際の状況などによって体験するのがそれぞれ異なると思うが、具体的
にどのような研修を受けるかについて説明が詳しくなかった時もあったと思う。

・もちろん授業の中で、そのための質疑時間はあったが、質問したくても自分のような留学生には言
語の問題や、授業の時に教室の前に行くのが簡単にできない内省的な性格の人には難しく感じたこと
があるかと思う。

４・学生アンケートの振り返りと今後のミッション
-  満足度/不満度について  -

満足度の低い学生のコメント

・私の友達で、｢派遣先でただ雑用をしただけで終わった｣と言っている人がいたので、もっと学生が
良い学びを得られるようにして欲しい。

・インターン内容を聴き比べていると満足度に大きく違いがあると思われるので、インターン内容の
詳細をより明確にしたほうがいいでしょう

・47都道府県とは言いませんが、北海道から沖縄までインターンで行けるようになればと思います。
また、メディア情報・イメージ・音楽の分野で活躍できる場をお願いします。

・インターンの不安が少しでもなくなるように、先輩の話しをもっと聞きたい。

・宿泊費などの援助があれば、私も含め東京などに行きたかった人のハードルが下がるのかなと思い
ました。
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４４・・学学生生アアンンケケーートトのの振振りり返返りりとと今今後後ののミミッッシショョンン

--満満足足度度のの低低いいココメメンントト、、学学生生かかららのの要要望望かからら見見ええててくくるる改改善善点点--

業務内容の正確な情報の充実とその周知
連携先とのマッチングのサポート
学生へのヒアリングの充実
交通費のサポートのリクエスト
先輩からの声

教員との距離感の改善 風通しの良いクラス制

５・総括

・学生、連携先からの要望・意見などから、一つ一つ改善していきたい。

・連携先から、感謝・気づきの声をいただくことが多くあったので、受け身ではなく、提案し続
ける姿勢を持ち続けたい。

・研修終了後、連携先から仕事を頂いたり、アルバイトで継続する学生がいた。インターンシッ
プで終わらず、その後の関係性も視野に入れた内容やアテンドの方法改善をおこないたい。

・満足度を増やしながら、より良いインターンシップの方法を探る。その方法を他の大学、高校
などへ広げ、協働し、より良い社会への一歩を踏み出し、自ら社会を変革する若者が増えることを
希望としている。

スライド25 スライド26
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４４・・学学生生アアンンケケーートトのの振振りり返返りりとと今今後後ののミミッッシショョンン

--満満足足度度のの低低いいココメメンントト、、学学生生かかららのの要要望望かからら見見ええててくくるる改改善善点点--

業務内容の正確な情報の充実とその周知
連携先とのマッチングのサポート
学生へのヒアリングの充実
交通費のサポートのリクエスト
先輩からの声

教員との距離感の改善 風通しの良いクラス制

５・総括

・学生、連携先からの要望・意見などから、一つ一つ改善していきたい。

・連携先から、感謝・気づきの声をいただくことが多くあったので、受け身ではなく、提案し続
ける姿勢を持ち続けたい。

・研修終了後、連携先から仕事を頂いたり、アルバイトで継続する学生がいた。インターンシッ
プで終わらず、その後の関係性も視野に入れた内容やアテンドの方法改善をおこないたい。

・満足度を増やしながら、より良いインターンシップの方法を探る。その方法を他の大学、高校
などへ広げ、協働し、より良い社会への一歩を踏み出し、自ら社会を変革する若者が増えることを
希望としている。

スライド25 スライド26

第28回FDフォーラム
第11分科会 学外の実践活動を活かした大学教育

社会実践する大学生を企業で受け入れる試み

北近畿鉄道ビジネス株式会社 代表取締役 福原習作

北北近近畿畿鉄鉄道道ビビジジネネスス株株式式会会社社ににつついいてて

• 企業コンセプト

鉄道と地域を繋いで人が元気になるお手伝いを致します。

会社ロゴ

① 弊社所在地 京都府舞鶴市を走るＪＲ西日本・WILLER TRAINS（株）のコーポレートカラーを採用

② イメージは両鉄道会社を走るKTR8000型特急車両（丹後の海号）をイメージ
③ 3本の波は【鉄道】【地域】【人】を表す。

3本の波を合わすことによりビックウエーブを起こし地域発展を担う企業になりたいとの思い
④ 3つの点は創業時の3名の役員を表す。

【主な事業】
鉄道イベントの開催（鉄道事業者・地方自治体・企業様など）
鉄道関連グッズの販売
地方活性化にかかわる事業

【各種団体役職経歴】

現職 舞鶴市社会教育委員会議 会長（中丹地区社会教育委員連絡協議会理事）

平野屋商店街振興組合 専務理事

舞鶴商工振興会 理事兼青年部長・城北校区地域支援協議会 副会長

過去 舞鶴市立明倫小学校 PTA会長・舞鶴市立城北中学校 PTA会長

舞鶴商工会議所 青年部 理事

ほくと鵬信会 副会長

【経歴】
京都府立西舞鶴高校卒業
大阪トラベルジャーナル旅行専門学校（現 ホスピタリーツーリズム専門学校大阪） 卒業
旅行会社・量販店・表具店勤務ののち 平成１８年１月 福原表具店 創業（令和2年10月法人化）
平成29年3月 北近畿鉄道ビジネス株式会社 設立

【自己紹介】
昭和42年（1967年）京都府舞鶴市生まれ 舞鶴市在住
北近畿鉄道ビジネス代表取締役・株式会社福原表具店代表取締役

受け入れまでの経緯
• 令和4年3月 担当講師からの学生受け入れの依頼

前向きに受け入れを検討する中、本業である株式会社福原表具店とイベ
ント事業が主となり業務量が少ない北近畿鉄道ビジネス株式会社のいずれ
で受け入れるかを検討。

令和4年（2022年）は鉄道開通150周年、舞鶴と福井県敦賀市を結ぶ
JR(国鉄）小浜線開通100年、そして舞鶴赤煉瓦倉庫群前を走っていた国
鉄中舞鶴線が廃線から50年の節目で鉄道ビジネスでイベントを計画。

何何だだかかのの形形でで学学生生ににここののイイベベンントトにに関関わわっってていいたただだききたたいいととのの思思いい

北北近近畿畿鉄鉄道道ビビジジネネススににてて受受けけ入入れれをを決決定定

京都精華大学メディア表現学部

インターンシッププロジェクト 説明
資料

北近畿鉄道ビジネス株式会社

受受けけ入入れれににああたたっってて学学生生向向けけににププレレゼゼンンをを実実施施 多多くくのの学学生生をを前前にに緊緊張張いいたたししままししたた 鉄鉄道道イイベベンントト概概要要（（案案））
日日時時 令令和和４４年年１１１１月月６６日日 日日曜曜日日

会会場場 京京都都舞舞鶴鶴港港「「ううみみととびびらら」」 令令和和３３年年４４月月開開設設

鉄鉄道道会会社社PPRRココーーナナーーやや鉄鉄道道部部品品のの販販売売、、子子どどもも向向けけアアトトララククシショョンンややスステテーージジイイベベンントト開開催催

本イベントを通じてイベントの運営、チラシ作成等一緒に進めたいと考えています。

後後日日学学校校かかららごご連連絡絡をを頂頂きき１１名名のの学学生生のの派派遣遣をを決決定定いいたただだきき取取りり組組みみををススタターートトささせせままししたた。。
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      福原　習作　北近畿鉄道ビジネス株式会社 代表取締役
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インターシップを進めるにあたり、受け入れ学生と面談。学生の意向を伺いつつ、中舞
鶴線に関する動画を作成し、その成果をイベントにて発表することを最終目標として、
研修時間を考慮しながらタイムスケジュールを作成。学生と共有しスタートしました。

フィールドワークにて実際の廃線跡を辿る 実際の勤務者から当時の様子を聞き取り

実地研修の様子

• 令和4年11月6日開催

舞鶴鉄道まつり
• 入場者数 約1000人 多くのご来
場者で賑わったイベントとなった

当日ステージ横で学生制作動画をエンドレス
で上映。新聞記事にして頂いた記者以外に
も、多くご来場者が足を止めその動画を食い
入るよう見ていただくことが出来ました。

後日（11月11日）京都新聞北部面に掲載

事前に記者の方より今回の取り組みを記事に
する旨を伺っており、楽しみにしておりました
が、翌日掲載された開催時記事より大きく正直
びっくりしました。

動画制作のモチベーションが上がった

1泊2日の現地視察と実務者からの聞き取りの後、これからどう進め
るか学生と相談。こちらはありとあらゆる素材を渡したので、吸収で
きたのか？何をターゲットにするか？ どう作りたいか学生の考えを
聞いた

学生から実務者の体験談についてまとめ上げたいとの意見

私たちもその意見を尊重し学生に制作一任させて頂いた

学生のお礼状から今回の成果となる文言として

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11
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インターシップを進めるにあたり、受け入れ学生と面談。学生の意向を伺いつつ、中舞
鶴線に関する動画を作成し、その成果をイベントにて発表することを最終目標として、
研修時間を考慮しながらタイムスケジュールを作成。学生と共有しスタートしました。

フィールドワークにて実際の廃線跡を辿る 実際の勤務者から当時の様子を聞き取り

実地研修の様子

• 令和4年11月6日開催

舞鶴鉄道まつり
• 入場者数 約1000人 多くのご来
場者で賑わったイベントとなった

当日ステージ横で学生制作動画をエンドレス
で上映。新聞記事にして頂いた記者以外に
も、多くご来場者が足を止めその動画を食い
入るよう見ていただくことが出来ました。

後日（11月11日）京都新聞北部面に掲載

事前に記者の方より今回の取り組みを記事に
する旨を伺っており、楽しみにしておりました
が、翌日掲載された開催時記事より大きく正直
びっくりしました。

動画制作のモチベーションが上がった

1泊2日の現地視察と実務者からの聞き取りの後、これからどう進め
るか学生と相談。こちらはありとあらゆる素材を渡したので、吸収で
きたのか？何をターゲットにするか？ どう作りたいか学生の考えを
聞いた

学生から実務者の体験談についてまとめ上げたいとの意見

私たちもその意見を尊重し学生に制作一任させて頂いた

学生のお礼状から今回の成果となる文言として

スライド7

スライド10スライド9

スライド8

スライド12スライド11

イイベベンントト運運営営のの裏裏側側ににつついいてて知知るるここととががででききままししたた

社会（現場）へ出た時、多様な価値観を持った方々と接する
ことが多くなる。今回動画作成をしながら、イベントについて
の弊社の考え方をレクチャーさせて頂きました。

当日だけでなく前日準備並びに前泊者懇親会にも加わってい
たき、私たちのイベントに対する思いや、出展者及び外部ス
タッフの関係する方々との調整も肌で感じて頂くことが出来、
良きグループコミュニティーによって、イベントがスムーズに
運営できることを実感して頂けたと思う

実際に評価する目的以外で自分の制作物をみている人を目にして、
ネガティブに考えながら制作するのは見る人に対して失礼だと感
じたので、制作するもの全てに自信を持っていこうと考えました

今後社会人として様々な事業・職種に携わる事になるが、
自信と誇りをもってクオリティーの高い仕事に取り組めば、
その評価が上がることを体験出来たのではないか

今今回回のの取取りり組組みみはは当当該該学学生生ににととっってて非非常常にに
良良いい経経験験ににななっったたののででははなないいかかとと感感じじるる

・受け入れ企業側としての成果

・メディア表現学部との取組で、弊社の弱点であり課題でもあった動画にて資料を後世に残
す取り組みを、動画編集を授業の一環としている学生とのコラボで実施することが出来た

・地方都市、零細企業において大学生とのかかわりを持つことが少なく、特にイベント開催
時に関係者からの注目度も高く、受け入れ企業価値として非常にメリットがあった。

・受け入れについて気になった点

・インターンシップ＝就職につながる この点では全く希望にこたえられない企業
学生にとって弊社が受け入れ企業となって良いのかとの自問

・受け入れ学生との相性 今回は学生の性格・スキルと弊社の考え、研修内容を
合わせることが出来たが、このような成果がどの学生を受け入れてもできるのか？

・学生への負担
今回学校側から研修時間が明示され、研修スケジュールは時間を割り振ったが、

編集はいわゆる宿題（課題）扱いとなり、負担を強いたところもある

・次年度以降について

・担当講師との調整にもなりますが、希望する学生がいれば受け入れていきたい

・本年度の結果を踏まえ、学校・学生・企業３者が満足できるカリキュラムを構
築しながら、企業として学生が社会で活躍できる第一歩を踏み出せるように応援
したい。

ご清聴ありがとうございました

スライド13

スライド16スライド15

スライド14
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ポスター発表題目一覧

1.	 GRIT（やり抜く力）と GPS Academic の各スコアの関連 
		  京都外国語大学

2.	 Collaborative Online International Learning Projects　
		  Kyoto University of Foreign Studies

3.	 学部学科の特性に適した授業形態とは ? 
	 　―同志社女子大学における 2021 年度秋学期遠隔・対面授業についての学生の意識調査をもとに―

		  同志社女子大学

4.	 実験実習教育における動画教材の開発と今後の展望
		  京都薬科大学

5.	� 学生ファシリテータが初年次生向けキャリア教育プログラム受講生にもたらす
ものと理想的な受講生支援のあり方

		  京都産業大学

6.	� グローバルコモンズ学生ボランティアスタッフ LINK の活動報告 
　〜 LINK によるイベントの紹介〜

		  京都産業大学

7.	� 企業・地域と連携した PBL 型授業「キャリア形成ゼミ」の実践報告 
　―草創期から現在に至るまで―

		  京都ノートルダム女子大学

8.	� ワークショップの企画と運営を通じた大学間交流の取組み 
　―京都文教大学と京都産業大学の学生交流プログラム―

		  京都文教大学
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第 28 回ＦＤフォーラム企画検討委員会

★	 白鳥　秀卓	 �京都産業大学 生命科学部 教授／ 
教育支援研究開発センター 副センター長

☆	 山口　洋典	 立命館大学 共通教育推進機構 教授

	 上野　嘉夫	 京都薬科大学 基礎科学系 教授

	 川田　隆雄	 同志社女子大学 学芸学部 教授

	 小松　正史	 京都精華大学 メディア表現学部 教授

	 孔　　栄鍾	 佛教大学 社会福祉学部 講師

	 多田　泰紘	 京都橘大学 経営学部 専任講師

	 築地　達郎	 龍谷大学 社会学部 准教授

	 津村　宏臣	 同志社大学 文化情報学部 准教授

	 中西　勝彦	 京都文教大学 総合社会学部 助教

	 中野 加奈子	 大谷大学 社会学部 准教授

	 畑田　　彩	 京都外国語大学 外国語学部 教授

	 船附　秀行	 京都先端科学大学 バイオ環境学部 教授

	 三好　智子	 京都ノートルダム女子大学 現代人間学部 教授

★…委員長　　☆…副委員長
※氏名五十音順。所属・職位はいずれもフォーラム開催時のものです。
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